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　昭和一〇〇年十二月、八や洲しま国・関東北部の山中に所属不明の航空機が墜つい落らく。




　その日は異常なほど寒く、山は降り積もった雪に真っ白く化粧されていた。

《東とう京きよう》中ちゆう枢すうのレーダーがその航空機を捉とらえたのは、半なかば以上は偶然の産物だった。

　西の洋上から飛んできたその航空機は、既すでに墜落寸前の状態にあった。そして限界は呆あつ気けなく訪れ、木の葉が落ちるようにあっさりと山中に墜落したのだ。

　すぐさま調査隊が派遣された。調整済みの機械兵が中隊規模で出しゆつ撃げきし、山中に急行。

　墜落現場は惨さん憺たんたる有あり様さまだった。

　ほとんど自由落下に等しい勢いで激突した輸送機は地面を削って木を薙なぎ倒し、山やま肌はだに真っ黒な傷きず跡あとを刻きざんでいた。

　機体は山の斜面に沿って数十メートル滑かつ落らくし、折れた翼つばさや窓や座席の残ざん骸がいをそこら中にばら撒まいて、木々に勢いを殺されてようやく停止していた。型式は紛まぎれもなく八洲軍のそれ。中型から大型の対象を空輸する際に用いられるもので、全長はざっと二十メートルにも及ぶ。

　調査隊はその機体と周辺をくまなく捜そう索さくした。乗組員がいたとすればあの落下で生存できた筈はずはない。死体かそれに準ずるもの、あるいは何かこの輸送機に関する情報は無いか。

　だが。

　──動力反応ナシ。並ビニ、搭トウ乗ジヨウ員インノ姿ナシ。

　周辺には何も無かった。死体はおろか肉片や血けつ痕こんも、衣服や装備の類たぐいも何一つ見つからなかったのである。空っぽの幽ゆう霊れい輸送機が飛んできたわけもなし、しかし機内に搭とう載さいされた記録装置はまっさらなままだった。

　それでも、周囲数キロにも及ぶ調査の中で、ある不可解な記録が一つだけあった。

　──山中ニ人影ヲ発見。捕ホ獲カクセント試ミルモ、目標喪ソウ失シツ。熱源反応感知サレズ。

　機械兵の視覚をそのまま映す映像記録には、確かに人影があった。

　一つ。鬱うつ蒼そうと茂る木々の狭はざ間まにちらりと見えたそれは、明らかに小さい──どう見ても年とし端はもいかぬ子供の姿。

　だがそれも一いつ瞬しゆんだけだった。いくら探さがそうが影の主はどこにもおらず、丸四日にも及ぶ調査にも関わらず手掛かりを見つけることは終ついぞ叶かなわなかった。事態に何の進展も見られず、この案件は闇やみに葬ほうむられることとなる。

　尚それに前後して、調査に参加した斥せつ候こう型機械兵がその電脳に異常をきたしている。当とう該がい機体は全て廃はい棄き処分の憂うき目にあったが、両者との関連性を決定付けるものはない。





──以上、調査報告書より一部抜ばつ粋すい









　　　序　─　一人／一機／都市と空







　二十年前、大きな戦争があった。

　世界を丸ごと巻き込んだ戦いだ。何年も続いた激戦はいずれの陣営をも疲ひ弊へいさせ、最終的に半なかば共倒れのような形でもって一応の終結を迎えた。

　極東の島国《八や洲しま》もまた、戦いの末に荒廃した国だった。

　国土は激しい戦火に呑のみ込まれ、主要都市の大半が無残な廃はい墟きよと化してしまった。通信経路は分断され、軍事基地や街々が焼き尽つくされ、今や放置されきったままとなっている廃墟がどれほどあるかも知れない。

　そんな時代──昭和一〇一年、九月、東とう京きよう。

　帝てい都との空は、薄うす曇ぐもりの白だった。

　薄く広がる雲が空を覆おおい、模様のように流れる。白い日差しに照らされた都市の光景は、一部は整備された街並みで、一部にはまだ煤すすけた廃墟が残っている。その《下した街まち》は今、多くの人々の織り成す喧けん噪そうに包まれていた。




「はぁ!?　それっぱかしで売れるかボケが！　出てった出てった！」「今日は牛肉が入ってるぜ！　保存食じゃねえナマの肉だ！　これを食わなきゃ戦後の人間じゃねえぞ！」「お客さんお目が高いねぇ、このチップは軍で使われてた演算素そ子しですよ。処理能力がダンチっす」「改造、メンテ、何でもするよー。調べるだけならタダだよー」




　ジャンクに保存食、廃はい墟きよ探たん索さくの装備や非合法な手段で仕入れた武器、その他もろもろ。それらを鬻ひさぐ者達は今日も露店を構え、朝から晩まで彼らなりの市場を盛り立てている。

　そんな中を、一人の少女が走っていた。

　顔は見えない。砂色のローブを身に纏まとい、フードを目ま深ぶかに被って顔を晒さらさないようにしている。陰から陰へ。人目を避け、必要以上に姿勢を低くして、少女は駆ける。

　ふと、その肩が通行人の腕にぶつかった。

「うおっ」

　その男は探索装備の商人で、手に持っていた懐中電灯やケミカルライトや飯はん盒ごうなどが段ボールごと落ちて散らばる。少女はそれに目もくれず、ただ身を低くして走り去ろうとする。

「おい、ちょっと待てよ！　何か言うことあるんじゃねえのか、え!?」

　落ちた商品を拾い集めるより先に、商人が少女に怒ど号ごうを投げた。だが少女は最初から気にも留めていない風で、一いち瞥べつさえもくれない。

「このガキ……！」

　商人の目が吊つり上がった。まるで何事もなかったかのような態度でいる少女に、容よう赦しやなく手が伸びる。自分より頭一つ以上も小さい娘の首根っこを引っ掴つかもうとしたその腕は、しかし、何も捉とらえることがなかった。

　違う場所から伸びた手に、商人の腕は逆に掴み取られていたのだから。

　見ればそこには、大の大人おとなでさえ見上げるほどの巨漢の姿。並べば商人が子供に見えてしまうほどの差から、明らかに「彼」の身長は二メートルを超えている。

　ただし表情は窺うかがい知れない。頭から足首まで、ぼろきれのような砂色の外がい套とうを着込んでいる為ためだった。まだ日差しが強い九月の東とう京きようにあって、顔まですっぽり覆おおい隠かくしながら、暑さに無縁であるかのような佇たたずまいである。

「な……なんだよ」

　流石さすがにたじろぐ商人を、フードの奥の双そう眸ぼうがじっと観察している。感情の乗らない目に商人は背筋が寒くなる。こちらの腕を拘こう束そくする手は、痛まないように絶ぜつ妙みように手て加か減げんされているものの、絶対に抵抗できない力の存在を感じさせた。

　ふと外套がずれ、「手」が覗のぞく。甲かつ冑ちゆうでも装着しているのか、指先から鈍にび色の光がちらりと閃ひらめいた。少なくともそこから生身の部分を見ることはできず──

「──よい、捨て置け！」

　少女の凛りん然ぜんとした声が巨漢を打つ。

　それに巨漢は電でん撃げき的に反応した。いともあっさり手を放し、ばっと踵きびすを返して、走る少女の後に続く。鈍重そうな外見とは裏うら腹はらに、驚くほどの素早さで少女の背後を守っていた。徹てつ頭とう徹てつ尾び無言を保ったまま、背後霊れいのように足音さえ立てない。

　商人はあっという間に過ぎ去った二人を、狐きつねにつままれたような顔で見送っていた。

　奇き妙みような雰ふん囲い気きを放つ二人だ。両方とも慎重に顔を隠かくしているし、片方の巨漢に至っては執しつ拗ようなまでに全身を外がい套とうで覆おおっている。その風ふう貌ぼうも特異であるが、徹頭徹尾無言を保つその巨体が少女の一ひと声こえに一も二もなく従う様は異様の一語に尽つきた。

　ぶちまけたままの商売道具を別の通行人が踏んですっ転ぶまで、呆ぼう然ぜんとしていた。商人がそれに気付いて慌あわて出す頃にはもう、少女と巨漢の足跡など、その気配の残り香ごと人の渦うずに撹かく拌はんされ消えてなくなってしまっていた。







　　　壱　─　邂逅







　ごうんごうん──と、重機の唸うなる音が街中に響いていた。




　帝てい都と城下・南みなみ外がい周しゆう区く三番街。

　今なお修復作業が続く旧国道の高こう架か下したに、その店はある。

　とは言うが、店構えはお世辞にも立派であるとは言えない。高架柱に寄り掛かるように建てられたそれは、まともな建材を用いていないトタンの掘ほっ立たて小屋だった。十五坪つぼ程度の規模で、中にはオンボロの椅い子すや卓たくが何組か無造作に置かれている。

　ざっと見たところ「屋台の規模を大きくしたようなやつ」と言うのが適当であろう。裏にはガスボンベが並べて置かれてあり、油のしみた棚たなに欠けた椀わんが押し込まれている。

　表に黒ペンキで書かれた屋号は、こうある──「捨すて家や」。大衆食堂である。

　風が吹けばトタンが鳴るようなみすぼらしい店だが、人の入りは良好だった。客層としては市場の商人もいるし、日のある時間中はずっと体を動かしている現場労働者の常連も多い。

　大たい将しようの名は屋号の由来でもあり、捨すて三ぞうという。彼はいわゆる「頑がん固こオヤジ」の類たぐいであり、寡か黙もくに飯を作ってはすいっと客に供する。朝から晩まで客の聞いた言葉が「らっしゃい」と「ん」と「おう」だけという日もある。客の注文に忠実に応こたえ、賑にぎわう店内を腕組みしたままじっと見守っているこのオヤジは、皆から親しみを込めて「捨ちゃん」と呼ばれていた。

　その日もまた、店内は喧けん噪そうに包まれていた。あっちでは市場で壮絶な商戦を繰り広げてきたという声があり、そっちではどこそこの道路がようやく全て補修されたという声もある。

　時は既すでに夕刻。傾いた日光は位置的に高こう架か下したには差さず、店の前に提さげられた電気式の提ちよう灯ちんだけがオレンジ色に光る。油混じりの湯気が立ち込める中、店内にぶら下げられた裸電球が等間隔に滲にじんだ光を放っていた。わさわさ駆けてきた油虫ゴキブリを、捨三は靴の裏うらで踏んで潰つぶした。

　いつもの光景である。

　だがそんないつもの光景に、この日は例外が訪れた。

　がら、とトタン製の引き戸が開いた。戸にかけられた錆さびだらけの鈴が鳴り、それが客の来訪を知らせる。捨三がそちらにちらりと目をやり、静かに「らっしゃい」と声をかけた。

　少しだけ目を見開く。入ってきた少年は、肩に変なものを担かついでいた。

　変なもの、というかよく見れば人間だ。

　更によく見れば、それがチビの子供であることがわかる。男か女かはわからない。体のラインをすっぽり覆おおい隠かくす、サイズの大きい防災ポンチョを身に纏まとっている為ためだった。今は何やらぐったりとしていて、担がれたままぴくりとも動かない。

　少年の身なりも奇き妙みようだった。この時勢に詰つめ襟えりの学生服、上には外がい套とうを羽織り、赤い目の右に眼帯を装着している。腰こしには八や洲しま陸軍のものと思われる一振りの軍刀を帯びていた。

　多くの者はそちらを振り向きもしないが、気付いた者はみな驚いたように少年を凝ぎよう視しした。

　少年は入り口から店内を見渡し、店主らしき捨三の姿を認め、つかつかと真っ直ぐ歩いてきた。大おお雑ざつ把ぱな作りのカウンター席には空きがある。少年はそこにまず相あい方かたを置いて、その後で腰を落ち着けた。

「水を」

　珍客はただ一ひと言こと、そう要求した。

「……水だけのお客は帰けえってくれんかね」

「代金なら払う。小しよう生せいの分は不要だ、彼女に水を」

　繰り返しそう言って、隣となりの「彼女」とやらを指差す少年。

「くたばっとんのと違うか、そいつ」

「生きている。人酔いしたようだ。小生が連れ回しすぎたのが原因だが」

　カウンターに突っ伏ぷしたまま、少女は微動だにしない。見れば呼吸をしているようだから確かに生きてはいるのだろう。うなじで一本にまとめたおさげが、今は塩漬けワカメのようにしおしおに萎しなびていた。

　捨すて三ぞうは思案し、対価は払うと言っているのだから、つべこべ言わず出してやることにした。

　怪あやしいといえば怪しい二人組だが、捨三は彼らについて詮せん索さくするつもりはなかった。客への干かん渉しようは極力避けるというのが彼の流儀だ。

　水を置いてやると少年は軽く一礼し、隣となりでへばっている少女の肩を揺ゆすった。

「水が出た。飲むがよい」

　ゆるゆると揺さぶられる少女は、しかし動かない。少年は少し考え、冷えた水の入ったコップを、無表情のまま少女の首筋にぺとりと当てた。

「ふがッ!?」

　寝耳に水とばかりにがばっと起き上がる少女。慌あわてたように周囲を見渡す。塩漬けワカメがどこへやら、首の動きに合わせておさげが右へ左へ揺れた。ここがどこなのか完全にわかっていないようで、目を白黒させる少女に少年はもう一度言った。

「水だ」

「えっ、あ、みず！」

　状況を理解するより早く本能的な部分が水を求めたらしい。コップを両手でがっちり掴つかんで、一息のうちに飲み干してしまう。

「──、ぱはっ！」

　それにしても忙せわしないものである。

　水一杯でようやく意識がはっきりしたと見えて、少女は自分が今どういう場所にいるのか理解したようだ。ぱっちりと開かれた大きな瞳ひとみが捨三を見て、何度か瞬まばたく。そうして居住まいを正し、律りち儀ぎにもコップを両手で返す。

「ご、ごちそうさまでした！　ありがとうございます！」

「水一杯で礼なんぞ言うねぃ、気きっ色しよく悪わりい」

　素っ気なく突き放す捨三に、少女は何な故ぜか人懐なつっこい笑みを浮かべた。

　曰いわく──、

　慣れない東京の慣れない市場に、いともあっさり翻ほん弄ろうされてしまったらしい。人と人の波の間を為なす術すべなく漂ひよう流りゆうし、どこから市場に入ってどこに行き着いたのかもわからなくなったのだという。二人は離れないように歩いていたのだが、少年がずんずん進むうちに少女の方が人波に呑のまれ、哀あわれ二〇〇メートルも離れた道の隅っこの電柱脇わきに漂ひよう着ちやくと相あい成なったわけである。

　あとは少年が少女を回収し、どうにか一息つけるところを発見して、この通りだ。

「ここを見つけられたのは幸運であった。貴き殿でんがここの者達に食しよく糧りようを供しているのか？」

「そうだよ。見てわからんかね」

　にぎやかな店内を振り返り、眼帯の少年はふと思い出したように懐ふところを漁あさる。

「では、約束の代金を」

　す、とカウンターに出される五枚の紙。八や洲しまの通貨、百円札が五枚である。

　捨すて三ぞうはしかし意外なものを見るように、その紙し幣へいをまじまじ観察した。水一杯に五百円。額としては破格である。

　しかしだ。

「……ダメだ。こんなもん一文にもなるか」

　少年が訝いぶかるように眉まゆをひそめ、少女は目を丸くした。

　二人が驚くのも無理はあるまい。どのような算術を用いても百円札×五枚がゼロになる道理があるものか。だが捨三がしているのは、そんな単純な計算とは全く別次元の話だった。

「あ。それってあの、えと」

　おずおずと、少女が切り出す。

　彼女の方が先に気付いたらしい。少年は意味が分からないようで、軽く首を捻ひねりながらカウンターの上の紙幣を手で弄いじっていた。

「円が……もうダメなんですか？」

「おう。今じゃこっちの円はなんにもなりゃせん」

　戦前の貨幣価値が崩ほう壊かいしている。

　気付いたというか、少女の方は薄々そんな予感がしていたのだろう。経済が崩ほう壊かいし、旧来の貨か幣へい価値が失われた後であるから、戦前の円は無用の長物と成り果てていた。

「……？　となれば、ここではどのようにして取引を成り立たせているのだ？」

「物々交換とか、新しい通貨とか、ですか？」

　その通りである。

　既き存そんの経済が崩壊した以上、代わりとなるものが必ず必要となる。例えば最も端的に価値を持つものは、まずは即用性のある物資──食しよく糧りよう、鋼こう材ざい、貴金属類に機械部品の類たぐい。こうした物品のトレードによって取引が成立することもよくある。

　そしてもう一つ。捨三は三枚の紙をカウンターに出してみせた。一枚はつい今しがた少年が差し出した紙幣と同じサイズで、二枚は半券ほどとなっている。

　それぞれ、百と十と一。合わせて百十一──新円。

「こいつが、《新円》だ。東京の市場じゃこいつが使われてる。つうても、こいつもお上の目があるお膝ひざ元もとの外じゃ使いもんにはなりゃせん」

　この少女はどうやらその辺あたりに聡さといようである。なかなかどうして、と内心で感心する捨三ではあったが、今時こんなことも知らない奴やつらに出くわすとは思ってもいなかった。

　らしくないことに、ちょっとした好奇心が湧わいていた。

「……おめぇら、どこから来た？」

　少年と少女は、ちらりと顔を見合わせた。

　少女が捨三を見返し、にっこりと笑う。この小汚い店内にあって花の咲くような笑みは、どこか誇らしげでもあった。

「はい、南の尽──」

　そこでまた、扉が開いた。

　鈴の音に少女の口が開きかけたまま止まる。

　ずかずかと店に入ってきたのは、三人の男達だった。いずれも廃はい墟きよ探たん索さくに特有の装備に身を固めている。見たところ若者の域に入る年齢だろうが、浅黒く日焼けした肌には早くもベテランの風格が漂ただよっているようだった。

　三人組はカウンター席にどっかと座り、人心地ついたというように全身の力を抜いた。

「あァ～っ……くったびれたぁ」

「らっしゃい」

「捨すてちゃん、いつもので頼むわ。あと飲みながら待ってっから先にビール出して」

　あいよと返し、捨すて三ぞうは自分の仕事に戻る。ビールとはいうが正確には本物の麦酒でなく、味を真ま似ねた発はつ泡ぽう性の酒である。産業区に造酒工場があり、こうした程度のものであれば市井しせいの人々が気軽に飲めるほど普及している。三人組は表歩きに体力を使い果たしたと見え、出されたビールを一気に呷あおって火を噴くように熱い息を吐き出した。

「──っかぁぁぁぁあ～～～～～ッ！　……おぅ？」

　中でも最も体の大きい坊ぼう主ず頭あたまが、ふと隣となりのちんまい二人組に気付いた。ここらでは見慣れない顔だが誰だろう、という疑問がまずその表情に差し、続いて何かに思い当たったというようにむむっと眉まゆをひそめた。

「んん……？」

「あ、あの……？」

「んんんんん……？」

　何やらんーんー唸うなりながら二人組を凝ぎよう視しする坊主頭。横の残り二人も坊主頭の様よう子すに気付いたようで、坊主頭の視線を追い同じく目を丸くした。たじろぐ少女を庇かばうように、少年がずいっと身を乗り出す。

「何用だ」

「──お前さ、ちょっと左腕見せてみろよ」

　少年が訝いぶかしげに眉根を寄せる。

「左腕……？　それがどうかしたのか」

「いいからほら見せろって。減るもんでもなし」

　なんとも不ぶ躾しつけな要求だが、どうやら見せないことには引き下がる気はなさそうだ。少女に促うながされ、少年は外がい套とうの下から左腕を出した。

　ちかり、と装そう甲こうが裸電球の光を跳はね返した。

　少年の左腕には、真しん鍮ちゆう色のいかめしい籠こ手てが装着されていた。機械仕掛けのそれはいかにも無骨で、左腕の肘ひじから先をほぼ完全に覆おおっている。

　坊ぼう主ず頭あたまはそれを見て何かを確信し、

「──てんめェ！　どのツラ下げてここに来やがったコラァ!?」

　いきなり二人を怒ど鳴なりつけた。

　びっくりして「わ」と跳はねる少女と、微風を受けたようにけろっとしている少年。突然のことに店内の喧けん噪そうが一いつ瞬しゆん止み、何事かと無数の視線が注がれる。

　そして何が何やらわからないのは、当の少年と少女だった。

「な、あ、あの!?　なんのことですか!?」

「ええいとぼけんじゃねえ！　自分が何してきたかわからねえとは言わさねえぞ！」

　喚わめき散らす坊主頭だったが、対する少女は本当に何も知らないようで困り果てている。三人組の残り二人もなんだなんだと顔を出し、少年と少女の顔を見比べて眉まゆをひそめた。

「なんだァ？　こいつら……例の連中だっての？」

「おお、そうよ！　こすっからい真ま似ねしてやがったようだが、これで年ねん貢ぐの納め時だな！」

「だっ、だから、あたし達はなんにも知りませんってば！」

　ふん、と坊主頭は腕まくりをして鼻息荒く、

「あーあー、そうかい。まあいいさ。あくまでスッとぼけやがるならこっちにも考えがある。来い！　向こうでたっぷり油絞しぼってやる！」

「えあ、うわわっ！」

　どうやら腕力に訴えるつもりらしく、太い腕がずいと少女に伸びる。

　瞬間、少年が影のように動いた。

　というより「動いていた」と言った方が、周囲の目からすれば正しいかもしれない。坊主頭が腕を伸ばすのに反応したかと思ったその直後、瞬まばたき一回の間で少年は坊主頭の前に立ち塞ふさがっていた。そして、坊主頭の太い腕を左手で止めている。

「……彼女に触れるな」

　彼の片目から発せられた圧がどれほどのものであったのか、捨すて三ぞうの位置からは見えない。だが真まっ向こうからその目に射られ、坊主頭は明らかに気け圧おされた。

「な、──なんだおいコラ。やろうってのか？」

「くっ、くよ、ちょっと！」

「こちらは何も知らぬと言っている筈はず。──この上に彼女の安全を害すとあらば、当方は防ぼう衛えいとして貴き兄けいを迎げい撃げきする」

　あくまで生き真ま面じ目めな、何の衒てらいも無い宣言で、空気が一気に張り詰めた。

　坊主頭の眉まゆが引き攣つる。少女は目を真ん丸に見開いて少年を止めようとし、坊主頭は拳こぶしを作り、やじ馬は息を呑のみ、少年は無言のまま坊主頭を見上げ、最後に捨三は深くため息をついた。

　そして、

「やめんかッ!!」

　ぼろいトタンがびりびり鳴る、先さき程ほどの坊ぼう主ず頭あたまの怒ど号ごうにも倍する喝かつが、爆発のように一同の頭をぶっ叩たたいた。立ち上がりかけていた少女が腰こしを抜かして椅い子すにぺたんと戻った。男達は雷を食らったがごとく硬こう直ちよくし、少年は意外そうに捨すて三ぞうを振り返る。どこかで箸はしが落ちた。

「す、捨ちゃん、でもよぅ……」

「座れ」

「いや、」

「いいから座れ」

　有う無むを言わせない。

　坊主頭はもちろん、逆らわなかった。逆らえなかったとも言う。

　ヘンテコな光景が出来上がった。数秒前まで一触即発の状態にあった二人と三人が、肩を並べてカウンター席に座った。少年は何事もなかったかのようにけろっとしており、少女は先ほどの喝が尾を引いているのかポカンとしたままだ。

　捨三はまず出来上がった料理を出した。野菜と混ぜた豚肉炒いためが大皿にこんもりと盛られ、雲のように真っ白い湯気を立てている。それから続いて、一枚の紙切れを出す。

「よく見ろ」

　二人と三人がその紙をまじまじと見る。

　号外である。

　新聞の一種で、何かあるにつけ下した街まちにばら撒まかれているものだ。そこには絵師による「ある二人組」の全身図と、但ただし書きがつけられている。曰いわく──「近頃この界かい隈わいに盗ぬす人びとあり。注意されたし」。なお、とっ捕つかまえた者には商人組合から報ほう奨しよう金きんが出されるとのこと。

「……泥どろ棒ぼうさん、ですか？」

　特徴はこうだ。二人組、一人は少女、もう片方は外がい套とうを纏まとい少なくとも片腕を装そう甲こう化。

　今ここにいる二人にも該がい当とうする特徴だった。が、一つ大きな違いがある。捨三は全身像の男の方を指さし、言った。

「……かなりのデカブツ、とよ。こっちの小僧じゃねぇなんてアホでもわからァな」

「んぐ……そ、そうだったっけか？」

　確かに、相あい方かたは見上げるほどの巨漢だと書かれている。他のことが同じでも、少年は間違っても巨漢とは言えない。坊主頭は号外と少年を見比べ、がっくりと肩を落とす。

「んだよ、臨時収入かと思えばよぉ……」

「つまり、この盗人と我々を見み紛まがったということか？」

「ああ……なんか、どうやら、そうらしい。すまね、人違いだったわ」

　消沈する坊主頭を小突き、ぼさぼさの長髪を後ろで縛しばった男と、バイクのハーフヘルメットを被りっぱなしの男がフォローに回った。

「気にしてはいない」

「でもお宅らも変わってんだね、恰かつ好こうとか。ここらじゃ見ない顔だけど──」

　ぐううぅううぅぅぅう。

　ヘルメットが話を続けようとしたその時、低い音がした。

　腹が鳴ったのだ。

　見ると、身を乗り出して話を聞いていた少女が、腹を押さえてぷるぷる震ふるえていた。今まで我慢し続けていたようだが、目の前に山盛りの豚肉炒いためを置かれて限界が来たらしい。少女の顔が羞しゆう恥ちで耳まで真っ赤になり、三人組が「なんとかしてやれよ」という視線を少年に送り、少年が無言で捨すて三ぞうを見て、捨三はものすごく嫌いやそうに顔をしかめた後、ため息をついた。

「…………ツケとくからな」

　引っ込んだ捨三の背を、少女はありがたいやら情けないやらの涙目で見送った。




「──で何、お宅らここ来たばっかなの？」

「ふぁい」

　主に残り物を使った雑ぞう炊すいをほくほく顔で頬ほお張ばる少女。慌あわてたり赤くなったりころころと変わる表情を、今は幸せいっぱいに緩ゆるめている。ふうふう吹いて冷ました雑炊を頬張り、水を一杯飲んで一息つく。何か珍ちん妙みような小動物を見るような目でそれを見守っていた三人組だが、坊ぼう主ず頭あたまがふとカウンターに置かれたままのあるものに気付く。

「──、ってなんだこれ、戦前のカネかよ。お前らのか？」

「あたし達が出発する前、もらったんです。一応、念のため、とりあえず持っておけって」

「出発前？　餞せん別べつにこいつを？　どんな陸の孤島から来たってんだ」

「《尽じん天てん》である」

　尽天。

　八や洲しま国南部の防ぼう衛えい都市の名だ。それには三人組のみならず、捨三も驚いた。あそこは戦争終盤の激戦区であり、今や都市全体が丸ごと廃はい墟きよとなってしまっていると聞いている。

「尽天!?　お、お前ら、あそこの生き残りか!?」

　坊主頭が身を乗り出した。「尽天」の名は東とう京きようにも知れ渡っているようだった。

「マジならすげぇな！　戦いくさの時なんてあそこは地じ獄ごくみてえだったって言うし、ああでも中央がようやっと連絡ついたって言ってたっけな、でもまさか尽天から……い、いや、オホン」

　半なかば興奮気味に言い募つのりかけ、強引な咳せき払ばらいで誤ご魔ま化かす坊主頭。

「──じゃ、その左腕はそこで機械化されたわけ？　目も改造されてるみたいだし、よっぽどの怪け我がしたんだな」

　ヘルメットが好奇心旺おう盛せいに質問する。確かに少年の左腕は籠こ手てを纏まとっているし、赤い目と眼帯も物珍しく見えることだろう。

「む、……まあ、そんなところだ」

「へええ。機械化してる奴やつってそうそういないからなぁ。いやびっくりしたわ」

　少年は自身の左腕をちらと一いち瞥べつし、

「機械化手術はここでも行われているのか？」

「大おお怪け我がした奴やつは、中央の病院でな。絶対凶きよう器きにならねえような義手とか義足とか義眼とか。すっげー量の申請書書かされるとか聞くし、まあやらねえに越したこたぁねえけどさ」

「ふむ」

　興味津しん々しんなのは三人とも同じのようで、今度は長髪が質問を飛ばした。

「けど、なんでわざわざ東とう京きように？　あそこにも補給ラインが繋つながったってこないだの号外にあったし、別に向こうにいても良かったんじゃないのか？」

　当然といえば当然の質問に、少女は目を輝かせた。

「八や洲しまを見ようと思いまして！」

「……はぁ？」

「この国が今どうなってるんだろうって、見たかったんです、自分の目で。色んなとこ走ったんですけど、それならやっぱり東京がいいって途中の街で聞いたんです。だから来ました！」

　そんなことで、という目を誰もがした。捨すて三ぞうもした。

　この時代、東京だってまだ完全に安定しているわけではない。外の廃はい墟きよとなれば未いまだに危険が溢あふれているに違いないのに、そんな理由で本当に廃墟を抜けてきたのかこいつらは──と、呆あつ気けに取られた全員の目が言っている。

　そして少し間を置いて、呆あきれが一周回ってむしろ感心したような声色で、坊ぼう主ず頭あたまが呟つぶやいた。

「…………ほんと変わってんのな、お前ら」

「そうかもしれぬ」

　あくまでも生き真ま面じ目めに、少年は頷うなずいた。




　それからとりとめもない会話を交わし、数十分が経過する。

「んじゃ、邪じや魔ましたな」

　先に料理を平らげ、席を立つ三人。

「はい、またいつか！」

　勘かん違いでいきなり因いん縁ねんをつけられたのに、少女はあっけらかんとそんなことを言う。なんだか狐きつねにつままれたような顔をしたまま出ていく男達であった。

　そして少し遅れて少女も雑炊を平らげ、空っぽの器を前に両手を合わせる。

　彼女らはここを出て休息を取り、それから本格的に下した街まちを見て回るらしい。

　ひとまずツケを払うことを約束させ、ついでに幾つか食材を持たせた。もちろんその分もきっちり回収するつもりではある。返す金を作る前に餓が死しでもされては逆に困るのだ。

「……で、おめぇら、名前は」

　メモ紙に代金と相手の名前を記しるしておく必要がある。鉛筆を走らせながら見ると、二人は今いま更さらといえば今更のタイミングで名乗る。

「九く曜ようだ」

「叶かな葉はです」

　少年は相変わらずの無表情で、隣となりの少女は朗ほがらかな笑顔で。

「……捨すて三ぞうだ」

　言って、捨三はメモ紙をカウンターの下にぺたりと貼はった。
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　まだ記憶に新しい夏の終わり、九曜と叶葉は、防ぼう衛えい都市・尽じん天てんを旅立った。




　──東とう京きようへ行くがいい。

　道中で立ち寄ったある廃はい墟きよのコミュニティのリーダー、かつては帝国議会に在籍していたと自称する老人から、そんなことを聞いた。

　曰いわく。この国の「今」を見んとするなら、やはり東京へ行くのが最も良い。そこは復興を始めた戦後最大の都市。この国に関する全ての中心はやはりあの帝てい都とであり、近きん隣りんの生き残りも全てあそこに集まっているという。

　ならばと、東京への道を尋たずねた。そうしてあらかたの方角と目印を聞き、最後に「とにかく整った道を行けばいい」と助言を受けた。都に近付けば近付くほど道路も補修されており、ある程度まで近付けばあとは綺き麗れいな道を選んでいけば自然に着くのだという。そうして昼も夜も走ること半月──その道中に何も無かったわけでは無論ない。

　外にも、人はいた。

　これもまた巡めぐり合せと言うべきか、旅路の中で生存者の集団を何度か見てきた。

　一つ驚いたのは、尽天のように民間人が大型地下壕ごうで冷凍睡眠についたのは、複数ある大型都市においても珍しい事例であったらしいということだ。

　東京に近付くにつれ、人の数は増えてきた。多くが長い年月をシェルターの中で過ごしたのは本当だが、それぞれがある時期から地上へ出て生活基盤を築いたのだという。関かん東とう圏けんの街々には東京の手が届いているらしく、支援によって地上の設備を整えつつある状況らしい。

　何と言っても、二十年経たっているのだ。

　人々の中には子供もいた。戦前に冷凍睡眠に入ったわけではない、この十数年の間に生まれた子供達だ。戦争を知らないが廃墟に暮らす彼らとも話をして、叶葉は時間の経過を強く感じた。二十年。自分が眠り続けている間にも、時間は確実に進行していた。

　最初に市場を見た時、叶葉は目を回した。これほど多くの人を戦後に初めて見たのだ。

　喧けん騒そうと人々の気配が肌で感じられる距離まで走ったところで、軽トラックが動きを止めた。

　自分の役目は終わったとでも言うように、ぷすんと音を立てて。

　状態が良いものであったとはいえ、そもそもが二十年以上前のオンボロだ。「とっておきの餞せん別べつ」として渡されたこの白い軽トラは、見事二人の少年少女を東とう京きようまで送り届け、止まった。




　ここで東京という街の話をしよう。

　あの戦争が一応の終結を見て、二十年の月日を経へた八や洲しまの首都。かつて尽じん天てんに接触を図った男──東京の可か児にという者が言った通り、東京は復興し始めていた。

　都市機能が息を吹き返したのは数年前で、八洲の首都たるこの街もまだ完全復活には至らない状態である。今は重機がごんごんと唸うなり、主なエリアの廃はい墟きよの撤てつ去きよと、道や建造物の補修を続けている真っ最中だった。

　東京は戦前戦後と変わらず、大おお雑ざつ把ぱに分けて三つのエリアがある。

　まず一つの境界は、都市をぐるりと囲う環状線だ。いずれも軍事用として使用される高こう架か道路および鉄道路線をエリア上の区切りとして、「内側」と「外側」で住み分けがなされている。

　環状線より外側の区画を、人は戦前より下した街まちと呼んでいる。正式には「帝てい都と城じよう下か外がい周しゆう市し街がい」という名前が付くのだがそれは書面上での話で、人の口に乗る時にはもっぱら下街と呼ばれている。高架沿いに展開された露店の商人もいれば、重機を回し体を動かす現場の労働者も多く暮らしている区画だ。

　そしてその内側──高架と防ぼう壁へきに囲われた内側は「東京都中心区域」といい、半なかば要よう塞さい化した都市機能の管理エリアである。更さらに細かく分けると下街より外周には産業区、工業区などがあり、こちらの一部も微速ながら回転を始めていた。

　最後に、更にその都心部から外はずれた各所は「廃墟区」とされ、廃墟化した街並みが未整備のまま残されている。多くは都市機能の回復において優先順位の低い区画だが、このエリアはまだ危険とされていた。

　戦後となった今でも、下街には多くの人がいる。中心区は外部へのコネクションを復活させることに躍やつ起きになっているようだが、そこはそれ。下街の彼らはお上かみの都合よりもまず自分たちの生活基盤であり、東京の役人など知らぬ顔で、好き勝手に自みずからの生活を展開していた。復興しつつあるとはいえ、隅から隅まで管理が行き届いているわけでもないのだ。




　戦争は終わった。八洲は荒廃した。

　だが世界そのものが丸ごと終わったわけでは当然なく、時間の流れが止まることもない。

　それが証拠に、人はまだ、生きている。
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　起きた。

　九く曜ようはシステムを休眠から通常モードに移行し、軍刀を手に立ち上がる。

「……」

　周辺をセンサーでぐるりと走そう査さした。複数の熱源が表を歩いているが、それは全て辺あたりの一般市民の反応だ。

　九曜は淀よどみない足取りで窓まで歩き、からからと開けた。

　朝の東とう京きようの空気は、存外に澄んでいた。九曜も戦前戦中の東京を知らぬわけではない。あの頃は工業地帯が絶え間なく回転している頃であり、大きな軍事工こう廠しようが幾つも稼か働どうし、空に真っ黒い煙を投げていた。今、あそこは壊かい滅めつしてしまったろうか。それとも戦後に新たな役目を与えられ、現在の東京で稼働し続けているのだろうか。

　九曜が今いるのは、下した街まちの外はずれにあるボロのガレージである。

　動かなくなったトラックを二人で押して、どうにかこうにかここを発見したのは僥ぎよう倖こうだったと言えよう。一階が車庫となっており、二階は簡素ながら十分に住める居住スペースだ。

　半月ほど屋根のない場所で寝て過ごした二人であるから、車を置けて、ゆっくり眠れる場所があるというだけで天国のようだった。特に人間である叶かな葉はにとっては。

　ここで九曜は、ちらと窓際のソファーに目を移す。部屋に置かれた欧風のそれは、放置されきった家具の宿命としてボロボロになってはいたが、十分に使えるようだった。もとの家主の持ち物か、あるいは後から来た誰かが持ち込んだものかはわからない。

　そこに、猫のように身を丸めて寝こけている少女がいる。

　叶葉である。

　ここしばらく寝る場所といえば地面かトラックの荷台かだったものだから、ソファーに横たわる彼女はそのまま昇天しそうなほど幸せそうに見える。脱いだ上着を背もたれにかけ、毛布を被って寝ている叶葉は、下界の都合など完全に忘れ去ったような寝顔を晒さらしている。

　特にやることもないので、九曜はその傍そばに立った。

　やはりやることもないので、見ていることにする。

「……うひひ」

　へにゃりと開いた口からアホっぽい笑いが漏もれた。良い夢を見ているらしい。そのまま叶葉は毛布の中でもぞもぞと身じろぎして、「あー」と「うー」の中間みたいな声を漏らした。

　屈かがみ込んで右手を差し出してみる。何の気なしに髪に触れる。叶葉は今、例の尻尾しつぽめいたおさげを解いている。指先が髪を梳すき、柔らかい感触が伝わった。流石さすがに反応した叶葉が眉まゆをぴくりと動かして、夢見心地のまま毛布から右手を出す。

　起きるかと思ったが、まだ起きなかった。叶かな葉ははのろくさと右手を上げて、無意識に九く曜ようの腕を掴つかんで、そのまま離さない。

　全然離さない。

「…………」

　膠こう着ちやく状態がそのまま十分ほど続いた。

　どこかで鳥が鳴いた。

　目覚めた叶葉は、死ぬかと思うほどびっくりした。




「だからっ！　ああいうのは！　心臓に悪いと！　あれほど！」

「見ていただけである。他意はなかった」

　叶葉はぷりぷり怒りながら部屋中を歩き回り、今日の外歩きの準備をしている。九曜はというと部屋の隅に正座だった。淡々と弁解する九曜に、叶葉は真っ赤な顔で振り返り、

「他意もなにも、恥ずかしいんですよあれ！」

「気にすることはない。小しよう生せいは君の寝顔を見たからといって、特に何か余よ計けいなことも思わぬ」

「そういう問題ではなくっ！」

　どうやら彼女は寝顔を見られること自体が嫌いやらしい。その辺あたりの心理はまだよくわからない九曜であった。見るくらい別にいいのではないだろうか。

　街歩き用の簡単な荷物をデイパックにまとめ、叶葉は紐ひもを咥くわえて自分の髪をくるくる編んでいる。九曜はそんな様よう子すを正座したまま見守りながら、そういえばと切り出した。

「今日はどうするのだ？」

「──ん。ええっと」

　問われ、叶葉は作業の片手間に今日のタスクを指折り数える。

「まず、街のことを知らなきゃ。ちゃんと歩いてみて、どんなとこに何があるのかとか。あとお仕事も探さがします」

　現状、二人の目的は一つだった。

　資金を稼かせげる仕事を探すのだ。新円が無ければ話にもならないし、捨すて家やへのツケもある。

「ここに根を張るのか？」

「しばらくは、そうしようと思います。やっぱりここに色々集まってるみたいだし」

　八や洲しまの現状を見る──というのが、尽じん天てんを出た叶葉の目的だ。

　それ自体は少々漠ばく然ぜんとした目的ではあるが、とりあえず戦後の人々はこの東とう京きように多く集まっているようだ。ここで暮らしていれば、色々な情報が入ってくることだろう。ならば自分達もここで生活基盤を築き、まずは自活できるようにならねばなるまい。

　叶葉はいつものおさげを作り、ふむん、と一息ついた。九曜にぱっと顔を向ける。

「……さてと。さっきのこと反省しました？」

「している」

「もうあんなことしない？」

「善ぜん処しよする」

　足を崩くずさぬまま律りち儀ぎに答える九く曜ように、叶かな葉ははようやく笑いかけた。

「わかりました。──じゃあ、朝ごはんにしましょう」
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　今度は人ごみに流されるわけにはいかなかった。

　とはいえ往来を歩く人々はまるでそれ自体が大きな川のようで、迂う闊かつに踏み出してしまえば昨日の二の舞になることは想像に難かたくない。

「人、多いですね、やっぱり……」

「うむ」

　叶葉は往来を前に、圧倒されたようにぽけーっと突っ立っている。

「……こんなに人のいる場所があるなんて」

　小さく、感じ入ったように呟つぶやく叶葉。

　尽じん天てんが思い出される。

　九曜や叶葉は、あそこで目覚め、戦後の最初の生活を営んできた。あそこにいる頃は、こんなに人のいる場所があるなどとは思いもしなかった。流石さすがは帝てい都とと言うべきか、人が絶えない市場や廃はい墟きよに立ち向かう建設重機が織りなす喧けん噪そうはまるで別世界のそれだ。

　この街を尽天のみんなに見せたら、なんと言うだろうか。

　叶葉はそこまで思ってふっと微笑ほほえみ、気合いを入れ直すように両手で頬ほおを叩たたいた。

「よしっ。──やっぱりですね、流れに逆らっちゃいけないと思うわけですよ」

「同調して歩くということか？」

「そうそう。あの流れでどこ行ってどこで曲がるのかとか、そういうの体で覚えなくちゃ」

　昨日の敗因は、人の流れを無視して逆方向に歩こうとしたところにあるのだと叶葉は踏んでいる。習うより慣れろ、である。彼らとてタビネズミのごとく習性として集団移動しているわけでは無論なく、それぞれ別の目的地がある筈はずだ。流れに同調しつつ、自みずからの目的地に到達する技術が必要なわけだ。

「では」

　飛び込む前、九曜がすっと右手を伸ばす。

　最初その意味がわからず、叶葉は頭に「？」を浮かべて九曜の手と顔を交互に見比べた。

「またはぐれるわけにはいかぬ。互いに接触しておくべきだと思うが」

「……えと、つまり、手を？」

「そうだ」

　確かに言っていることは正しい。しかしそれでも、叶かな葉はは手を出しかけて逡しゆん巡じゆんした。

　だって、手を繋つなぐのだから。殿方と。

　叶葉だってその方がいいと思っているわけだが、まごついた。九く曜ようはきっかり十秒待って、

「嫌いやか？」

「嫌じゃないです！　ないですけど！」

　ならばさっさとしろ、と言わんばかりに九曜の手がずいと差し出される。嫌ではないと言ったものの、たじろぐ叶葉。頬ほおがほんのり赤くなって、手と九曜を何度も見比べ、やがて覚かく悟ごを決めたように深呼吸。

「よっ……よろしくお願いするます！」

「何なに故ゆえ頭を下げる」

　結局、恥ずかしすぎて「手を繋ぐ」というほどのこともできなかった。叶葉の手が九曜の左手の人差し指と中指をぎゅっと掴つかむことで命いのち綱づなとした。これが叶葉の限界である。
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　そして、人波に飛び込む。

　そこからはもう、もみくちゃだった。群衆に合わせた歩き方を知らない二人は流れに従うだけで精一杯。各方面からの宣伝文句や値切り合いや喧けん嘩かなどの声が流れては過ぎ、下した街まち独特の喧けん噪そうは濁だく流りゆうとなって二人を呑のむ。

「わぷ……っ！」

　人と人、声と声の間に、どうにか互いの手を繋つなぎとめる二人。そのまま歩き続け──




「……ここはどこだ？」

「……どこなんでしょう……」

　今日の敗因。人波に同調するばかりで、周りを見なかったこと。

　いつの間にか二人は市場からすっかり離れた場所に漂ひよう着ちやくしていた。

　目の前には、高いフェンスがある。

　このフェンスは、街とそれ以外を隔かく絶ぜつさせる為ためのものだった。看板にはこうある──




　■危険■

　此コノ先、廃ハイ墟キヨ区。建築物ノ崩ホウ落ラク及オヨビ機械兵ノ襲シユウ撃ゲキノ危険性アリ。新シン都ト条ジヨウ例レイ第八条ニヨリ、市民ノ立チ入リヲ禁ズ。




　中央区、下した街まち、そして廃墟区。おおまかに分けて三つの東とう京きようの、最後の一つがこの先だ。未整備の廃墟が未いまだ広がるエリアで、安全の保障がないとの中央のお墨すみ付つきだった。

　機械兵の襲撃の危険性あり、という文もん言ごんは確かに脅きよう威いを示す言葉として手っ取り早い。

　機械兵。八や洲しま軍が作り出した、人型の機動歩兵を指す。「死ぬまで敵と戦え」と設定された旧い機械兵は暴走しており、尽じん天てんにおいては人間達への最大の脅きよう威いとなっていた。

　しかし流石さすがに東京近郊は中央が掃そう討とうしているようで、暴走した機械兵は影も形もない。この廃墟区の奥まったところまで行けば、もしかすれば奴やつらの残党もいるのかもしれないが。

　この先には未整備の廃墟が広がっているようだ。フェンスのすぐ向こうでは重機が整地作業をしていた。低い音と振動は足元を震ふるわす。

「……うう。東京はてごわい……」

『そこの！　何やってんだこんなとこで！　危ないぞー！』

　現場から、外部スピーカーで増幅された工員の大声がかかる。確かにここは長居する場所ではなさそうだった。慌あわてて踵きびすを返す叶かな葉はに、九く曜ようが続いた。

「どうするのだ？」

「来た道を戻ってみます。とりあえず、それが一番でしょうから──」

　その時だった。

　頭上で何かが崩くずれる音。

『──おい、危ないっ!?』

　二人のすぐ傍そば、傾かしいだ廃ビルの屋上部分だった。すぐ近くで重機が動く振動により、老ろう朽きゆう化したコンクリートがついに限界を迎えたのだ。屋上の角がそのまま崩れ、一ひと抱かかえ以上もある大きな石せつ塊かいとなって落ちる。

　その真下に、叶かな葉はがいた。

「──え、」

　九く曜ようが電でん撃げき的な速度で動く。

　認識した瞬しゆん間かんに、「主あるじ」を保護する最優先の判断が働いた。

　自律機械である九曜は、その判断の補助として叶葉を「司令」として設定している。彼女の命令に従い、彼女を守ることが今の九曜の第一の存在理由である。

　叶葉を抱きかかえ、九曜は一瞬にして落下地点から十メートル以上も離れた位置にいた。

　石塊が砕くだける。かなりの高さから落ちたそれはアスファルトを陥かん没ぼつさせ、握り拳こぶしほどもある無数の礫つぶてとなって飛散した。九曜はそれにも反応し、叶葉からふっと体を離して旋風のように機動する。

　一つ、二つ、三つ、四つ──石の弾はじける音が、重なって響く。

　飛び散った礫から叶葉に当たる軌き道どうのものだけを瞬時に算出し、それら全てを弾き飛ばしてのけたのだ。人には視認さえ難しい体術で、骨も砕くだくような石の礫を弾いた四し肢しには傷一つとして無い。

「無事か」

「……あれっ？　えっ？　あっ……」

　数秒遅れて事態を理解する叶葉。さっと顔が青ざめ、九曜に救われたことを知る。

「うぁ、ありがとうございます。……九曜こそ、怪け我がとかしてませんか？」

「問題ない」

　断言する九曜ではあったが、その姿を見て叶葉が目を丸くする。

　叶葉が見るまで自分でも気付かなかったが、九曜の外がい套とうの肩が破やぶれてしまっていた。動く際に引っかけたか、それとも礫つぶてを弾はじく時にか。

　露出した肩からは、九、という刺し繍しゆうが覗のぞいていた。

「ご、ごめんなさい、あたしのせいで！」

「いや、この程度は損害のうちに入らぬ」

　現場から大おお慌あわてで工員たちが駆け出してくる。複数の視線が集中する中、叶葉は慌てて手を振り自分の無事を示した。

「──おい、大丈夫か!?　だから危ないって言ったのに！」

「っていうかさっきのどうやった!?　なんかそっちの坊ぼう主ずが動いたと思ったら……！」

「気にすることはない。単純な防ぼう衛えい行動である」

　先さき程ほどの人間離れした動きを見られていたが、九曜はけろっとしている。

　心配と好奇心が半々くらいに混ざった工員たちに囲まれ、叶葉は必死になって「なんでもないです」と「大丈夫ですから」を繰り返す。

　ふと。

　九く曜ようが、ある一点に視線をやり、ぴくりと眉まゆを動かす。

「く、九曜もなんとか言ってください！　……九曜？」

「いや。──なんでもない」

　──気のせいか？

　九曜は六時方向のある一点にセンサーを走らせ、その反応が遠ざかったことを確認する。

　結局、工員の質問攻めを上う手まくいなしてその場を去るには数分を要した。
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　宵よい待ちの時間が訪れた。

「……ふぅ。疲れたぁ……」

　一いつ旦たんガレージに戻り、ソファーにぼふっと座り込む叶かな葉は。バッテリーに繋つながれた床置き型の照明が室内を照らしている。さして広い部屋でもないから、この程度で十分だった。

　あれからまた市場を歩き、どうにかこうにか歩き方の初歩らしきものは会え得とくしたものの、それで限界だった。人の流れと市場のおおよその構造がわかったから収しゆう穫かくとしては中なか々なかであろうが、今日は体力を使い果たしてしまった。

　九曜は体を休める叶葉を一いち瞥べつし、周囲をセンサーで探さぐって、いきなり切り出す。

「忘れ物をした」

「はい？」

　きょとん、とした目で叶葉。九曜は構わず続ける。

「市場に少し気にかかるものがあったのだ。今から戻って確認してくる」

「あ、そうなんですか？　あたしも一いつ緒しよに行きましょうか？」

「いや、すぐ終わる。君は食事の用意をしておいてくれ」

「……？　そういうことなら、わかりましたけど……」

　不ふ思し議ぎそうな叶葉。九曜はそれ以上の追求を振り切るように、すぐ部屋を出た。

　嘘うそはついていない。正確には市場にではないが、確認しなければならないことがあるのだ。




　外に出れば、すっかり日暮れだった。太陽が落ちかけ、崩くずれた廃はい墟きよの西側だけをオレンジ色に染め上げている。地上の下した街まちに、ぽつぽつと人工の光が灯ともり始めた。見上げればまだ星の光は見えない。西の方に淡い朱しゆ色が残っていた。

　九曜はそのままガレージから少し離れ、誰もいない通りに出る。

　そして、振り返らぬまま背後に声をかけた。

「──何者だ。姿を見せよ」

　誰かに見られている。

　あの工事現場の一件からずっとだ。

　遠くからこちらを観察している反応があった。人のそれではない。反応はあの時からずっとこちらについて回り、物もの陰かげからこちらを──九く曜ようをずっと見ていた。

　外に出てこちらについてきたということは、目的は自分だ、と九曜は認識する。

　声をかけ暫しばらく待つと、ビルの影から視線の主が出てきた。九曜はそちらを見て、目を瞠みはる。

「……機械兵、か？」

　人間ではない以上、機械兵ではあると思っていた。

　だが姿が一般のそれとかなり違う。まず大きい。全身を外がい套とうで覆おおっているから姿の詳しよう細さいはわからないが、九曜はその内部に存在する高出力の駆く動どう機関を確かに見抜いていた。

　数秒ほど見つめ合う両者。不意に機械兵が動き出す。

　両手を合わせ、こちらに深く頭を下げたのだ。

「……！」

　その意味を、九曜は察した。

　これは謝罪の意味を持った礼ではない。

　つまりその動作は、格闘家が試合の前にするかのような──「いざ」という意思表示。

　直後、

　どん、とアスファルトを砕くだき、機械兵が踏み込んだ。

　踏み込みを認識した一いつ瞬しゆん後に、目の前に拳こぶしがあった。応じて九曜は抜ばつ刀とう。待ったなしの一いち撃げきを軍刀の鎬しのぎで受け、呻うめく。

　重い。

　こちらの腕が軋きしんだ。威い力りよくを受け止めきれない。即断した九曜は両足を浮かし、咄とつ嗟さの跳躍によって衝しよう撃げきを流す。直前、九曜の目は固く握られた鉄てつ拳けんの装そう甲こうを認識していた。

　──こいつは。

　吹き飛ばされる九曜を、相手は更さらに追った。爆発的な踏み込みの衝撃でコンクリートが弾はじけ飛び、巨体が猛もう烈れつな風圧と共に迫る。

　九曜は迷わず、追う巨体にニードルを叩たたき込む。電でん磁じ加速された全長約五寸すんの針しん弾だんが二に閃せん、至近距離から発射された。相手は咄嗟に腕を交差させることでそれを受ける。甲かん高だかい音がし、両腕に帯電したニードルが半なかばまで突き刺さるが、突進は一ミリもずれることがない。

　九曜は空中で疾風はやてのように身を反転させ、両足で真後ろのビル壁を蹴けった。

　そのまま三角跳とびの要領で斜め上方に飛び上がり、突進する相手の後頭部に鋭い蹴りを打ち込む。巨体は勢いのまま前方の壁に激突し、コンクリート壁を砕くだいてセメントダストの煙を巻き上げた。

　更さらに半回転し、音も立てず着地する九曜。抜き放った軍刀をそのまま構え直し、ぽっかり開いた壁の穴に問いを投げた。

「……思い出した。貴き兄けいは話に聞く二人連れの片割れと見たが、いかに」

　このところ市場で泥どろ棒ぼうをする者がある。一方は少女で、もう一方は腕を装そう甲こう化した巨漢──もっとも、装甲は腕どころではあるまいが。

　返答は、言葉でなく轟ごう音おんだった。煙を吹き飛ばし、体そのものを砲ほう丸がんとする勢いで踏み込む巨体。九く曜ようは姿勢を低くし、接近戦の構えを取る。

「──、ち」

　再び放たれた鉄てつ拳けんを、今度は紙一重で回避した。凄すさまじい拳圧による風が頬ほおを滑すべり、間かん髪はつ入いれぬ連れん撃げきが九曜を襲おそう。

　九曜は先さき程ほどの一撃から、直撃を受けてはならないと判断していた。

　放たれた正拳二連が空を穿うがち、九曜はそれら全てを見切って回避する。見ようと思えば見切れぬ攻撃ではない──そう思った九曜であったが、追つい随ずいする巨体の動きが徐々に正確性を増してきていることにも気付いていた。

　こいつは、自分の速度についてきている。

　九曜の性能は、通常の機械兵のそれより──特に速度の面において遥はるかに優越する。その気になれば敵に姿すら見せないまま撃滅めつすることも容易だ。そんな九曜が「かなり速め」に動いているにも関わらず、相手はそれに追随している。

　拳こぶしが近い。轟ごうと唸うなる一撃が九曜の頬を掠かすめた時、全速で機動することを決断した。

　靴の底が闇やみの地面を叩き、少年の体は音に近い速度で動いた。人の動体視力はおろか通常の歩兵級にも視認を許さぬ速さでもって相手の背後に回り込み、闇を纏まとった白はく刃じんは光の照り返しもなく無音で相手の首を狙ねらう。

　ぢりん、と火花が散った。

　直撃を避けられたことを知り、九曜は瞠どう目もくする。

　瞬しゆん間かんの後、すんでのところで斬ざん撃を流した巨体は空中にあった。砂色のぼろ切れは深く斬きり込まれ、音もなく地に落ちる。かなりの総重量と思われる体たい躯くが接地し、その足がコンクリートを削けずって長い火花のラインを描いた。

　目の前のそいつは、やはりその全身を鉄色の装甲で包んでいた。

　装甲の下には高分子の強きよう靭じんな人工筋肉がある。武器を持たぬ格闘戦を志向しているのか、両の手甲と足甲は分厚く月明かりを跳はね返した。

　戦場の最前線を駆け抜けた筈はずの九曜は、こんな姿の機械兵を見たことさえない。

　機械兵が腰こしを低く構える。文字通りの鉄拳が、圧縮空気の漏もれ出す細い音を立てた。

　最大戦速の九曜を見失わず、また、撤てつ退たいの気配も見せない。

　その時、九曜の電脳の陰かげで疼うずくものがあった。

　それは戦闘兵器としての本能的な領域にあるものだった。外敵を失い、少女に従いここまで来た。もういないと思っていた、それは廃はい墟きよに溢あふれる雑ぞう兵ひようとは違う、今出せる限りの本気でかかってもいいかもしれない相手だ。

　ばり、と両腕が発光した。特別攻こう撃げき術、《電磁制御エレキテル》精密操作──体内で電気を発生させ、意のままに操あやつる九く曜ようの固有能力だ。闇やみの中で白はく刃じんが蒼あおくスパークし、電気の光に照らされた真しん紅くの隻せき眼がんは敵を真まっ向こうから見据すえる。

　──仕留める。

　理性ならず、論理的思考回路ならず、九曜の電脳の奥底に存在するものが決然と吼ほえた。

　ほぼ同時に、踏み込み。

　九曜の刃が逆ぎやく袈げ裟さに一いつ閃せんされ、真正面から機械兵の正せい拳けんが突き抜け、




「それまでッ!!」




　ぴたり。

　双方とは全く別の方角から放たれた大声に、一時停止のように止まった。九曜の刃は機械兵の首筋に触れる直前、機械兵の拳こぶしは九曜の顔面を捉とらえる直前で、それぞれ完全停止している。

　一いつ瞬しゆん遅れて、拳圧の作った風が九曜の前髪を揺ゆらした。刃の端はしから端まで漲みなぎらせた電流は音もなく消え去り、九曜は声のした方に視線を投げる。

　そこには、砂色のローブに身を包んだ、一人の少女が立っていた。

　いつからいたものか。眼前の戦闘にかまけて気付けなかったのは迂う闊かつだ。少女は闇の中で使い古された懐中電灯を携たずさえており、手から漏もれる僅わずかな光源を頼りに、少々危なっかしい足取りで歩み寄ってきた。

「状況終了。よいぞ、菊きく丸まる。大たい義ぎであった」

　機械兵の装そう甲こうに触れて少女が告つげると、機械兵は静かに構えを解いた。九曜はそれを見て、もう彼らに戦意がないということだけは認識し、こちらも軍刀を腰こしの鞘さやに納める。

　少女は九曜に向き直り、横よこ槍やりを入れておいてものすごく横おう柄へいな態度で言い放つ。

「おまえも、なかなかやるな。褒ほめてつかわす！」

「……何な故ぜそこまで偉そうなのだ」

　──それにしても。

　九曜は、この二人が何者であるのか確信に至った。二人連れ、対たい峙じした片方は少なくとも片腕を──事実は全身であったが──装そう甲こうに包んでいる。そして今ここにいるもう一人は少女だ。

「──君は、」

「いやしかし、あっぱれな戦いぶりであった。余よ程ほどのものと思ってはいたが、まさか菊丸と競せり合うとは！　見事の一語に尽つきる！」

　わはははは、と笑う少女。

「君は近頃この、」

「これほどの者が付けば心強いというものだな！　菊きく丸まるだけでも十全であるが、やはりわたしほどの護ご衛えいともなればより揺ゆるがぬ盤ばん石じやくの重きを置かねばならんし！　うん、合格だ！」

　聞いていない。これっぽっちも聞いていない。

　半なかば興奮気味にまくし立てる少女は、ローブのフードをもどかしげにばっと外はずした。

　叶かな葉はとそう変わらぬ年代の、まだ目元に幼さを残す顔が夜の風を受ける。濡ぬれ羽ば色の長い髪が翻ひるがえり、夜にあってもなお「黒い」と思わせる深い黒こく瞳どうが真まっ向こうから九く曜ようを見た。あどけない双そう眸ぼうには、驚きと興奮とが燃えている。
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「喜べ！　おまえ、わたしの護衛任務に就つくことを許す!!」

　一も二もなく快かい諾だくするに違いない。そう信じ切った声色である。

　九曜は無論、一も二もなく即答した。

「断ことわる」

　──間、

「なぜだッ!?」

「理由がない」

「理由などッ！　おまえ、わたしの顔を見てもなおそれを問うというか!?　このわたしが守れと言っているのだ！　八や洲しまの軍人であればこれほどの栄誉はなかろうが!?」

「だから、君は誰なのだと小しよう生せいは先さき程ほどから言っている」

　がん。

　その一ひと言ことが衝しよう撃げきだったらしい。ごく当然の質問であったと思うのだが──九く曜ようが訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せると、少女はばっと目を剥むき、ローブを完全に脱ぎ捨てて食って掛かった。

「いいだろう……いいだろうとも！　名乗ってやる！　よく聞け、この無礼者めがっ！」

「──」

「わたしは、鴇とき子こ！　八や洲しま国第三皇女、蓮はすの宮みや鴇子だっ!!」

　着古した女学生の制服、その懐ふところに手を突っ込み、少女は一口の小刀を突き出す。

　柄つかに打ち込まれているのは、菊の紋。

　皇族の証あかしであった。







　　　弐　─　東京







　叶かな葉はは、先に夕食の準備を済ませておくことにした。

　当然といえば当然だが、こんな廃はい屋おくには電気も水道もガスも通っていない。叶葉はこれまでそうしていたように、備蓄の水と携帯型カセットコンロとバッテリーを仕込んだ。これらは主に尽じん天てんから節約しながら使ってきたものだが、中には道中の街々で各作業の手助けの報ほう酬しゆうとして貰もらい受けたものもある。

　捨すて家やの大たい将しようから貰った幾つかの食材は、保存食でなくちゃんとした野菜と肉だった。調味料もある。この東とう京きようでは、どうやら往年ほどではないにしても産業区が復活しているらしい。

　終始不ふ機き嫌げんそうな顔をしていたあの大将だが、彼にはいつか恩返しをしなくてはならない。

　やがて、

「これでよし……っと」

　簡単ではあるが料理の支し度たくが終わる。叶葉は卓の前にちょこんと座った。

　あとは待つのみである。

　湯気を立てる料理の前に正座し、そわそわしながら叶かな葉はは待った。窓から外を見ると空はすっかり暗く、ここからでも一番星が出ているのが見えた。

　ふと、ガレージからの階段を上がる音。

　──あ！

　帰ってきた。ぱたぱたと玄関まで駆け寄り、笑顔で迎える叶葉。

「おか、！」

　が。

「ただいま戻った」

　確かに九く曜ようは、出たときと全く変わらない調子で戻ってきた。

　ただし、オマケ付きで。

　叶葉は、九曜の後ろでふんぞり返っている少女と、更さらにその後ろで仁に王おう立だちする巨漢をぽかんとした顔で見た。

「お……、おかえりさまですか!?」

　おかえりなさい、と、どちら様ですか、が混ざってしまっていた。
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　すんすんと鼻を鳴らし、我が物顔で少女──鴇とき子こは室内をあらためる。

「ふん、ずいぶん埃ほこりっぽいねぐらではないか」

　九曜は無言で鴇子の行動を見守る。仏ぶつ頂ちよう面づらなのはいつものことだが、心なしか眉み間けんに皺しわが寄っていた。彼女が菊きく丸まると呼ぶ機械兵は、入り口の横で置物のように待機して動かない。隣となりに同じサイズの甲かつ冑ちゆうでも置けば新種の金こん剛ごう力りき士し像のようにも見えよう。

　叶葉はというと状況に思考が追いついておらず、あんぐり口を開けたまま停止している。

「…………く、九曜？」

　言わんとすることは重々承知である。九曜はただ、

「廃はい墟きよで出会って、そのままついてきた」

　とだけ説明した。というか、そうとしか説明できなかった。

「んむ。こんなところに食しよく饌せんがあるではないか。これは重ちよう畳じよう！　ちょうど腹が減っていたのだ！　まあちょっと安っぽいがうむうむ苦しゅうないぞ、では遠慮なく、」

　弾はじかれたように九曜が動いた。

　消えたと思うほどの速さで踏み込み、鴇子の手をがっしと掴つかんで制止する。

「それは小しよう生せいの分である。今すぐ手を引け」

「なっ、なんだおまえ！　機械なら食事など要いらんだろう！　だいたい二人分あるんだから片方くらいよいではないか!?」

「もう一度言う。それは、彼女が、小しよう生せいに用意した夕食である」

　菊きく丸まるは仁に王おう立だちのままその光景を見守っている。敵対行動ではないと認識しているようだ。

「あ、あのぉう……」

　おずおずと切り出す叶かな葉は。押し問答をやっている二人を前にタイミングを計りかね、途方に暮れたように菊丸を見上げた。菊丸のアイセンサーが叶葉を見返す。遙はるかに高い位置から落とされる視線には「構わないから続けろ」というメッセージが込められている気がした。

「お、お二人……？　は、どちらさまですか？」

　ぴたり、と鴇とき子こが止まる。

「見てわからんのか……ええいっ、どいつもこいつも！」

　苛いら立だたしげに立ち上がり、つかつかと叶葉に歩み寄る鴇子。その堂々たる歩みにたじろぐ叶葉であったが、鴇子は構わずふんぞり返って、いかにも偉そうな調子で告つげる。

「わたしは、」

　ぐぅううぅうぅううう。

　腹が鳴った。鴇子の、である。

　口を開けたままの鴇子を見返し、叶葉は察して、とりあえず提案した。

「あの……。もう一人分くらいなら、すぐできますけど」

　恰かつ好こう付けて名乗る気満々であった鴇子は、少しだけ頬ほおを赤くして、精一杯偉そうな体てい裁さいを保ったまま頷うなずいた。

「…………苦しゅうない」




　温かい食事はしばらくぶりだったようで、鴇子の食べっぷりはかなりのものだった。叶葉も、九く曜ようでさえ箸はしを止めてその様に見入っている。菊丸はそもそも口が無いので、鴇子の横で大きな体を縮めてちんまりと座している。

　目の前の皿をあっという間に片付けてしまい、水を一杯飲んで、鴇子はようやく「ほわっ」と気の抜けたような息をついた。

「……ふん。日に二度もわたしの口から名乗らせる奴やつめらに出くわすとはな」

「はあ」

「まあいい、なにせ今は時代が違うからな。この時世ならば混乱ゆえの蒙もう昧まいもむべなるかな。だが心せよ、世が世なら菊丸のげんこつ一発では足りんぞ？」

　鴇子はもそもそと懐ふところに手を突っ込み、朱しゆ塗ぬりの短刀を取り出す。刃渡りは六寸すん程度、実用には適さぬ拵こしらえでせいぜいが護身用、本来厄やく除よけとして用意されたものであろう。こんなみすぼらしい廃はい墟きよの一角で、艶つややかに光るそれは明らかに場違いな上級品だった。

「わたしは、鴇子。──皇すめらぎの系図に名を連ねる者だ」

　九曜は二度目となる彼女の名乗りに、しかし眉まゆ一つ動かさない。

　そもそも信じていない。それに、「帝みかど」は当然知っているが、第三皇女の顔までは知らぬというのが正直なところだ。彼と彼が所属していたあの一隊はあくまでも兵器というカテゴリーにあり、いわゆる軍部の将しよう官かんのごとき立場とは距離を保つ独特な位置にあった。これは開発者および「隊長」の意向によるものでもある。

　だから、所しよ詮せんは「小隊規模の兵器群」が皇族との謁えつ見けんの機会を持つわけもなかった。確かに戦前までの皇室には皇女がいたという話も聞いたが、その顔までも知らないし、よもやこのような戦後の下した街まちをふらふら徘はい徊かいしているとも思い難がたい。

　それにしても、彼女はどう見ても叶かな葉はと同年代だ。戦後の二十年をそのまま過ごした筈はずはない。正体はともかく、彼女も尽じん天てんのように冷凍睡眠に入った時期があったのだろうか。

　しかし叶葉はというと、そう平然と思考している九曜のようにはいかなかった。

「で、こっちは菊きく丸まる。父上の代から我々を守る、特別仕様の……ん？」

　叶葉は、かちんこちんに固まってしまっていた。

　ずっと前に商家にいた叶葉には、それなりに物の良し悪しを見る目も養われている。その目は朱しゆ塗ぬりの小刀がこれ一本で家さえ買えるほど価値あるものだと見抜いていたし、柄つかに打ち込まれた菊紋の意味を知らぬほど世間知らずでもない。

　そして決め手に、鴇とき子こ自身の名乗り。

「……おーい。聞いているのか？　おい、こら」

　叶葉の傍そばによってぺちぺちと頬ほおを叩たたいてみる鴇子。二秒ほど遅れて、叶葉の細首が外の機械兵のように「ぎ、ぎ、ぎ」とぎこちなく動く。大きな目が真ん丸に見開かれ、蛇へびに睨にらまれたカエルを思わせる極度の緊張状態で鴇子を見返した。

　あ。

　ここで鴇子は気付いた。その表情に意地悪な色がよぎって、思い付いたままに言ってみる。

「頭ずが高い！」

「はっ！　は、ははぁーっ！」

　落雷を受けたように叶葉の体が跳はね、直後ものすごい勢いでその場にひれ伏ふした。少女はこの時代に至るまで徹底的に使われる立場であったものだから、悲しいことに下したっ端ぱ根性が染み付いてしまっているのだった。

　ずべーっとひれ伏したままの叶葉を見下ろして、鴇子はえも言われぬ興奮に身を震ふるわせる。

「お、おい、見たか、今の見たか!?　これが国民の正しき反応だぞ！」

「……」

　めちゃくちゃ顔をしかめている九く曜よう。鴇子は興奮に顔を紅潮させながら、

「ええとよし！　苦しゅうないぞ！　ででででは次は三回まわってワ」

「そこまでだ」

　びしっ。

　九く曜ようの神速のデコピンが鴇とき子この額ひたいを射る。しかも指先まで籠こ手てを纏まとった左手である。最低限まで加減してはいるが「あうっ」と顔面をのけぞらせた鴇子には十分だったようだ。

「──あ痛ったぁ!?　おま、おまえーっ！　なにをするかぁっ!!」

　涙目の抗議も知らぬ顔で、九曜はずずいと迫る。片目で切るメンチは迫力十分だった。うぅとたじろぎ、しかし気丈に九曜を睨にらみ返す鴇子。

「そこまでだと言った。我が司令をこれ以上侮ぶ辱じよくさせはせぬ」

「ふ、ふん、司令？　司令だと？　ずいぶんとまあ頼りない司令を持っひゃふ、もひゃ、ひゃめ、ひゃひお、ひたたたたたた」

　減らず口を封ふうじるため、九曜は鴇子のほっぺたを容よう赦しやなくぐいぐい引っ張った。ばたばた暴れる鴇子を強引に押さえつける。人の感情に即して説明するなら、九曜は今、静かに怒っていた。ただし無表情であるが。

　ピンチの鴇子を前に、菊きく丸まるが動いた。

　鴇子の傍そばに座していた巨体がのっそり動いて、九曜の両腕を掴つかみ取った。これ以上は敵対行動と見み做なす、と両のアイセンサーが無言のまま告つげている。九曜はそれに臆おくせず応じた。解放された鴇子が、赤くなった額と頬ほおをぶつぶつ言いながらさすっている。

「……やはり黙ってはおらぬか」

　菊丸は無言。九曜の隻せき眼がんに、どこか好戦的な火がちらつく。

「やるというなら構わぬ。こちらにも譲ゆずれぬ線がある。先さき程ほどの決着を今ここで……」

　と、ここでカエルが我に返った。いつの間にか一触即発の雰ふん囲い気きを漂ただよわす二人に「あっ」と驚き、大おお慌あわてで九曜に取りすがる。

「く、九曜！　だめです落ち着いて！」

「……しかし」

　不服そうな視線を叶葉に注ぐ九曜。九曜からしてみれば先さき程ほどの「司令」への狼ろう藉ぜきはどうにも腹に据すえかね、更さらに先程決着のつかなかった相手とやり合うことになるならそれで構わなかった。だが、他ならぬ叶葉の言うこと。牙きばを収める以外に選択肢しのあろう筈はずもない。

　叶葉は軍刀の柄つかにかけられたままの九曜の右手に両手を添え、にっこり笑んだ。

「あたしの為ために怒ってくれたんですよね？　ありがとうございます、でも、あたしは大丈夫ですから！」

「…………」

　九曜はじっとりした目で菊丸と鴇子の両名を睨みながら、渋々と引き下がる。戦意なしと見做した菊丸もまた半歩下がり、ぐしゅぐしゅ半べそをかく鴇子の肩を「気にするな」というように叩たたいた。




　そうしてやっと落ち着き、食卓を片付けて、ゆっくり話す段となる。

　人数分の麦茶が卓に置かれているが、口のない菊きく丸まるがそれを飲むことは不可能だった。相変わらず礼儀正しく座ったまま麦茶を凝ぎよう視しするそのアイセンサーは、どことなく憂いの色を湛たたえているようにも思える。

「……追われてる、ですか？」

「そうだ。わたしは逃げなければいかん」

　小刀を大切そうに懐ふところに納め、鴇とき子こはそう断言する。

「菊丸単たん騎きであっても護ご衛えいとしては十分だ。しかしな、追手のことを考えると戦力は多い方がいい。そこで、わたしはおまえに目を付けた」

　指差す先には、叶かな葉はの隣となりであぐらをかく九く曜よう。先さき程ほどの狼ろう藉ぜきに対する警けい戒かいはまだ残っていると見えて、半目で鴇子と菊丸の動向をつぶさに観察している。

「何なに故ゆえ、小生なのだ」

　鴇子はその赤目を見返し、

「おまえの肩を見たんだ。工事現場でそっちのを守っただろ？　その時、外がい套とうが破けて肩が見えた。知ってるんだ、わたしはそれを」

　それ、とは、九曜が普段は隠かくしているあるものを指す。鴇子は確信を持って、言った。




「その九の刺繍に覚えがある。父上から聞いたんだ、おまえ、《鬼き虫ちゆう》の《蜂はち》だろう？」




　問いに、九曜の瞳ひとみが一いつ瞬しゆんだけ揺ゆれた。

　鬼虫。

　八や洲しま軍部の手により製造された、最強の虫型兵器のことを指す。

　製造された個体数はたった九機。規模としてはせいぜい小隊程度のこの自立兵器群は、同戦場に三機以上投入することが「戦略爆ばく撃げきに次ぐ強きよう硬こう手段」とすら言われるほどの一いつ騎き当とう千せんの超高性能兵器であった。

　そして鬼虫の「核かく」となった個体は、その衣服に個体識別番号を刺し繍しゆうされている──少年の肩にある「九」が、全九機中の最後の個体、九番式《蜂》を示すように。

　だが一般人はそれを知らない。鬼虫という兵器の存在自体は民衆の知るところでもあるが、その正確な個体数までは知らないし、衣服の一部に数字の刺繍があることも、まして九番式が蜂を操るということなど知っている筈はずがない。

「それで虫はどうした？　どこかに隠し持っているのか？」

「………………、君の推測は正しい。だが、今の小生を鬼虫と呼ぶべきではない」

　夏の終わりのあの街、尽じん天てんにおいて、鬼虫はその最後の生き残りに至るまで全ぜん滅めつした。

　二十年前の戦争を死に損そこねた二匹の虫──《蜂》と、そして《蜻蛉とんぼ》。二匹は廃はい墟きよの夕ゆう闇やみに壮絶な死闘を繰り広げ、ついには差し違え、深い海の底へと沈んだのだ。

　それで終わりだった。戦いの時代に名を刻きざんだ鬼き虫ちゆうの伝説は、それを最後に二度と紡つむがれることはない。

　蜂はちを失った少年はもはや鬼虫ではない。今はただ、少女に寄り添う一人の護ご衛えい。叶かな葉はに従うと決意した九く曜ようは、それで良かった。

「なんだ、言っている意味がわからんぞ。……そもそもおまえ、鬼虫ともあろう者がどうしてここにいるんだ？　どういう理由でそんな小娘と一いつ緒しよにいる？」

　無遠慮に叶葉を指差す鴇とき子こ。

　確かに──天下の鬼虫が、こんな場末の廃はい屋おくで、何の変哲もない小娘と一緒にいることは九曜の正体を知る者から見れば疑問ではあるだろう。

「……答える必要はない。ただ一つ言えるのは、小しよう生せいはもう蜂を有さぬということだ。今やこの身一つ。──それより、そろそろこちらの質問も受けて貰もらおう」

　それ以上の追求を打ち切るように、九曜は強引に話を切り替えた。未いまだ釈しやく然ぜんとしない風の鴇子を差し置いて、九曜は現状最優先ではっきりさせておくべきことを問うた。

「君は何な故ぜ、誰に追われているのだ？　何故ここにいる？」

　当然の質問だ。彼女が皇族であるなら、たった一機の近衛このえ兵だけを連れてこんな下した街まちにいること自体おかしい。こちらが受けた質問の一つを、そっくりそのまま返す形だった。「御ご所しよ」がどうなっているのかも気になる。

　戦が終わり、国が荒廃したこの時代、皇女を追う存在とは一体何者であるのか。

「それは、」

　鴇子はたじろぎ、

「…………今は、話せん」

「何故だ」

「……は、話せんものは話せんのだ！　だいたいわたしだってお前らをまだ信用したわけじゃないからな！　いきなりそんなところまで言えるか！」

　無む茶ちや苦く茶ちやな理屈だと思った。来たのはそっちではないか。

「お話しになれない事情があるんですか？」

「ん──そ、そんなところだ」

　ふん、と腕組みする鴇子。これ以上の追及をしても無駄なようだ。九曜は納得いかないがひとまず引き下がり、話を先に進める。

「……では次だ。君とその護衛は、近頃この付近の市場を騒がす盗人ぬすつとだと見たが、いかに」

　隣となりの叶葉が「えっ」と声を上げる。予想外の事態が連続して、その可能性に頭が回っていなかったらしい。九曜と鴇子の顔を繰り返し見比べる。

　対する鴇子は、むっと眉まゆをひそめた。

「盗人とは、ずいぶんな言いようではないか」

「それに類する行為をしたことは否定せぬのだな？」

「ふん」

　腕組みし、鴇とき子こは憮ぶ然ぜんとした顔でそっぽを向く。悪事を言い当てられた子供の態度そのもので、それ自体がすなわち肯定を表していた。

「食わねば腹が減るだろうが。奴やつらがわたしに何もよこさんのが悪いのだぞ。円も使えんし」

「い、いけませんよそんなの！」

　叶かな葉はが色めきたって叫ぶ。

「お金が使えないのは仕方ないですけど、でもなにも盗んだりしなくたって！　今からでも商人さんに相談するとか、謝あやまったりしないと！」

　しかし、対する鴇子の態度は冷ややかなものだった。商人の都合など知らんといった風に、叶葉の言を右から左へ流して「はっ」と鼻で笑ったのだ。

「わたしは忙しいのだ、いちいちそんな悠ゆう長ちようなことしていられるか。それに、このわたしが口に運ぶものだぞ？　場末の間に合わせの食しよく糧りようで我慢してやるだけ、奴らこそ感謝するべきだ」

　──、

「…………む？」

　九く曜ようはその時、叶葉の頭のあたりから「ぷち」という音を聞いた──ような気がした。

　叶葉は、累るいが及ぶのが自分自身にであった場合は、それが迷惑なことであってもさほど腹を立てたりしない。我慢に慣れているのだ。よく知らぬ者が見れば下したっ端ぱの卑ひ屈くつな精神性と切って捨てることもできよう、が、そうしたものとは性質が違うことを九曜は理解していた。

　怒る、と九曜は思った。思った通りだった。

　叶葉はやおら立ち上がる。そして卓から少し離れたところにどすんと正座して、自分の正面を指した。

「鴇子さま。ちょっとそこ座ってください」

「はぁ？　何を言うか、なぜわたしがそんなこと、」

「いいからっ!!　はいせーざ！　そこにせーざ！」

「なっ!?」

　豹ひよう変へんした叶葉の剣幕に押され、のけぞる鴇子。あうあうと九曜と菊きく丸まるを見比べるが、九曜は助けるどころか目も合わそうとしないし、菊丸も動く気配がない。この近衛このえ兵もなんとなくどちらに非があるのか察しているのかも知れない。

　鴇子はうぅと唸うなり、観念して、叶葉の正面にぽつんと正座した。

「いいですか鴇子さま。まず、売り物を盗んだのはこの際仕方ないとあたしも思います。あたし達だってなんにも持ってないし、昨日も今夜もツケで食べてますから」

「……な、なんだ急に……」

「でもっ、人様に迷惑をかけたんだから謝るのが筋すじってものです！　じゃないとあなたはいつまでも泥どろ棒ぼうさんのままです！」

「ふ、ふ、ふん」

　せめてものプライドか、鴇とき子こは胸を反そらして精一杯の虚きよ勢せいを張る。

「言いたい奴やつには言わせておけばいいのだ。わたしはそんな些さ事じを気にするほど暇ひまでは」

「そういう問題じゃありませんのだ!!」

「ひぃ!?」

　九く曜ようと菊きく丸まるは、無言のまま顔を見合わせて、やはり無言のまま視線を戻す。出る幕が完全に無かった。ものすごい勢いで説教する叶かな葉はを前に、鴇子はただただ身を縮めているしかない。

「──だから、明日、謝あやまりにいきましょう。あたしも付き合いますから」

「そ、そんなのは……」

「あたしも一いつ緒しよに頭下げます」

「…………うー……わ、わかった、わかったから……」

　すっかり縮こまった鴇子が観念したように頷うなずくと、叶葉はやっと相そう好ごうを崩くずした。結局、二人の兵器は最初から最後まで出番ゼロであり、少女たちを見ているしかなかった。

　また顔を見合わせる九曜と菊丸。彼もまた苦労しているのだろう、と九曜は思った。
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　夜が更ふけ、鴇子と叶葉は明日に備えて寝ることにした。

　大きめのソファーだから少女二人でも余裕がある。今は一枚の毛布にくるまって、二人してすぴすぴ寝息を立てていた。なんだかんだで鴇子も気を張り続けていたようで、一緒に寝ることを渋っていても横になってみればすぐ眠りに落ちた。




　九曜は部屋の壁に背を預け、窓の形に切り取られた月光を見下ろしている。

　静かな夜だった。

　こんな静かな夜には、あの時のことを思い出す。

　ここのところ、九曜は物思いに耽ふけることがよくある。大たい抵ていは他愛たわいもない、数分もすれば何を考えていたか忘れるようなことだ。そんな風に回転する思考の渦うずの中で、決して忘れることのない爪つめ痕あとのような記憶がある。

　鬼き虫ちゆうだな、と鴇子は言った。

　それは正しい。

　鬼虫九番式《蜂はち》・金きん翅しの九曜──それが、少年の正式な名だ。

　全部で九機造られた最強の兵器、そのうち九体目の虫。反重力の翅はねで自由自在に空を駆け、高出力の電磁制御エレキテルと大型装備を操あやつる金色の鬼き虫ちゆう。

　だがそれは、過去の話に過ぎない。

　九く曜ようは覚えている。尽じん天てんの街を。尽天を去る際に置いてきた、二匹の虫を。

　命を懸かけて向き合った、一人の男のことを。

　彼が本心で何を考えていたのか、結局はっきりとはわからずじまいだった。今や全ては想像で補うほかなく、手掛かりとなるものは落陽に染め上げられたあの海の底に消えた。正直なところ九曜は、あの日のあの海は、今こうして自分が歩いている時間と地続きの現実だとさえ実感しきれずにいる。

　だが、《蜂はち》と《蜻蛉とんぼ》は、確かにあそこにいたのだ。

　過去と喪そう失しつした虫について考える時だけ、九曜の電脳の奥が疼うずくような痛みを覚える。体の一部を失った人間は「幻げん肢し痛つう」という幻の痛みに苛さいなまれると聞くが、これもその一つなのだろうか。確かに九曜は体の一部を失った。虫という半身を──

　──いや、言うまい。

　全ては過去の話。九曜に蜂はない。だから今は、今ここにあることを考えねばならない。

　九曜は思い立って腰こしを上げ、部屋の隅にいるもう一人の前に立つ。

　菊きく丸まるである。窓から差し込む月明かりを、鉄色の装そう甲こうが鈍く反射している。

『通信による会話は可能か？』

　相手を照準し、声ならぬ声を投げる九曜。返ってくる信号は、ノイズ混じりだった。

『　＃％＄５能　可　非非可能不可能可能不可能可可可不不不』

『……』

　どうやら、言語野自体に障害があるらしい。経年劣化によるものか本来そういう仕様であったのかはわからないが、明めい瞭りような会話は不可能だと九曜は判断した。が、反応はあった。会話こそ不可能だとしても、こちらの意図に何らかのレスポンスを返すというだけで十分だ。

『機体情報の提供を要求する』

　今度は、菊丸は無言だった。だが立ち上がった九曜が近付いても警けい戒かい態勢を取らなかったことから、情報読み取りについて異存はないことがわかる。

　九曜は左目を閉じ、指先で菊丸の額ひたい──電脳を格納している頭部に触れる。仕様が違う以上有線接続による情報の交換はできないが、接触回線で得られる分の情報だけでも問題ない。

　触れた指先と額の間に小さな電光が閃ひらめき、九曜の電脳に機体の情報が流れ込んでくる。

『……！』

　驚いた。この機体は、予感はしていたが、かなりの古こ参さん兵と言える年代物だ。

　起動年月日は今から半世紀以上前の十一月二十五日。元は戦争に投入された量産型より五世代も前の機械兵で、二十年前の時点で既すでに第十三次改修を施ほどこされるまでになっている。

　それでいて、性能それ自体は最新世代の機械兵を遥はるかに上回る。これは恐らく、五世代前の型式をベースとして技術の進歩に合わせた強化改修を繰り返したからであろう。そしてその強化における採算は度外視されていたものと思われる。

　察するに、菊きく丸まると銘めい打うたれたこの個体は「特定個人の護ご衛えい」という機能を追求し尽つくした特殊な機体なのだろう。求められるのは単機の防衛能力──つまり身を挺ていして護衛対象を守る強きよう靱じんな体たい躯くと、格闘性能。徒と手しゆ空くう拳けんを志向したのは、これといった武装なしにすぐさま戦闘態勢に移行できるようにする為ため。

　そうした明確なコンセプトをもって改造を繰り返していった結果、菊丸は従来の機械兵とは全く違った進化の系けい譜ふを辿たどったのだ。そもそも量産体制が前提となる歩兵級は、独立した個体のみを高性能化するということ自体がまず有り得ない。

　軍属の常識から外はずれたこの近衛このえ兵の特異さは、個体性能を極限まで高めたという点において鬼き虫ちゆうとある意味似に通かよっている。

　とはいえ、もっと根本的な部分では両者は全く別物だ。鬼虫がゼロから造られた一点物ワンオフだとすれば、菊丸は独自の進化を突き詰めた最終形態ハイエンドと称するべきだろう。

　九く曜ようは立ち上がり、無言のまま菊丸に敬礼した。

　立つ場所こそ違えど、彼もまた歴戦の兵。稼か働どう年数を考えれば九曜にとっては大先輩に当たる。ともすれば最初期の鬼虫より長いかもしれない、そんな彼に敬意を表したのだ。

　菊丸は座ったまま、じっと九曜の敬礼を見上げていた。

　それから数秒ほど経たって、彼もまた立ち上がり、緩かん慢まんな動作で敬礼を返す。慣れていないのか、その動作は少しぎこちなかった。
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「すいませんでしたっ！」

　最初は缶かん詰づめ屋だった。

　翌日、昼前の市場が本格的に回転する前である。準備を進める缶詰屋の店主に事情を話し、ばっと頭を下げる叶かな葉はであった。ちなみに鼻っ面には絆ばん創そう膏こうを貼はっている。鴇とき子この寝相があまりに悪く、ソファーから蹴け倒たおされて顔面から床に墜つい落らくしたのである。

　隣となりの鴇子がびっくりするほどの勢いで、合わせておさげがぴょこんと跳はねていた。

「あの、この人もお金がなくて大変だったんです。もう絶対にしませんから、取ったものはお返ししたり弁償しますから、今回だけは許してください！」

　本当にやるのか大丈夫なのか、と朝までぐずぐずとしてた鴇子は、この期ごに及んでやはり逡しゆん巡じゆんした。叶葉と店主を見比べておろおろしている。

　そんな鴇子の背中を、九曜の軍刀の柄つか尻じりがぐいと押した。

「ご……、めん、なさい」

　ぎこちなく頭を下げる鴇とき子こに合わせて、菊きく丸まるも綺き麗れいな姿勢でお辞じ儀ぎした。一人残された九く曜ようが「む」と唸うなり、叶かな葉はも頭を下げているのだからと、自分も小さく一礼した。

「貴店の損失分は本人が補ほ填てんする。ここは一つ、どうか今回に限り容よう赦しや願いたい」

「……なこと言われてもねぇ」

　店主は頭を下げる一同を前に、難しい顔だ。

「実際、こっちが損してんのは事実なわけだし。じゃあこの分どうやって返してくれるんだい」

　と、店主は鴇子の窃せつ盗とうによって生まれた損失分をざっとまとめた。

　少なく見積もっても四日分はある。ずいぶん派手にやったらしい。これがつい一昨日の損失だった。しかしそれなら、まだ返せる分は半分ほど残っているものと思われた。が。

「…………それ、みんな食べたぞ」

　空気が凍る。唖あ然ぜんとする複数の視線を受け、鴇子は顔を真っ赤にして弁解した。

「し、仕方ないだろ腹が減ってたんだし！」

　しかし、こうなってしまえば盗品をそっくりそのまま返すのは不可能だ。かといって代わりに差し出せる物もない──となれば、必然的に「お返し」する手段は一つに絞しぼられてしまう。

　ということで、九曜ら一同は、鴇子が腹に納めた缶かん詰づめの分だけ労働力で返すこととなった。

　商品の整理に露店の掃除、客の呼び込みや対応や各種雑用。人波がどうどうと流れ続ける市場でやることは山ほどあった。

「いらっしゃいませぇー！」

「ぃ、いらっさ……」

「鴇子さま、もっとあいそよく！」

「うう……なんでわたしがこんな……」

　それはこっちの台詞せりふだ、と九曜は思った。

　九曜の役目は露店の掃除・整理である。ごちゃごちゃと乱雑に積み上げられた段ボールから商品を出しては並べ、棚たなの埃ほこりを払い、裏にたまったゴミを指定の場所に捨てに行く。黙々と自みずからのタスクを遂すい行こうする九曜は、徹底して仏ぶつ頂ちよう面づらだった。

　ちなみに菊丸は、店の幟のぼりを抱かかえたまま往来の中心で直立している。人に全く流されない偉い丈じよう夫ふは、ぼろ切れのような外がい套とうで全身を隠かくしているという姿も相まって異様に目立つ。ちなみに昨夜九曜に切り裂さかれた部分は叶葉の手で補修され、ついでに彼女の趣味で可愛かわいらしいワッペンも縫ぬい付けられていた。クマさんである。

　九曜は仕事をしながら、ふと叶葉に目をやった。彼女は右から左へてきぱき動き、人を呼び込んでは接客し、横で慌あわてふためく鴇子に仕事の手順を教えている。あれほど動き回る叶葉を見るのは、尽じん天てんでの生活以来だった。

　夏の終わりにあそこを発たって既すでに半月。いや、まだ半月と言った方が正しいかもしれない。

　九く曜ようはゴミ袋の口を結びながら、戦後の故郷を懐なつかしく思った。




「──いやぁ助かったよ。なんせほら一人じゃねぇ、手の回らんとこもあったから」

「あの、じゃあ……」

「んん、……うーん。まあ……、今回だけはこのくらいでいいか。ただし、次は無いからな」

　ぱっ、と叶かな葉はと鴇とき子この顔が明るくなる。

「ありがとうございます!!」

　最後に深々と一礼して、一同はその場を辞した。結局朝に手伝いを始めて、人の足が落ち着く午後まで動き回っていた。既すでに天高く昇った日を眩まぶしげに見上げながら、鴇子はぽつりと、

「……つかれた」

「じゃ、ちょっと休んだら次ですね！」

　まだまだ余力を残している叶葉を、鴇子は信じられないものを見るような目でばっと見た。

「次ぃ!?　次もあるのか!?」

「だって、鴇子さまがご迷惑かけたお店って他にいくつあります？」

「うぅ……えっと」

　自分が盗みを働いた露店を指折り数え始める鴇子だった。部品や装備などは物自体を返すこともできるから幾らかマシだが、食料となるとどうしようもない。日没までに全てを終えるのは絶望的なことを察して、鴇子はなんとも情けない顔をした。

「自じ業ごう自じ得とくである」

「う、うるさいっ！　──ええい、もういい、こうなったらとことんまでやってやるわ！」

　両りよう頬ほほをぱんぱんと張って気合を入れ直す鴇子だったが、ほんの数十分後、次の店でのタダ働きでさっそくへたばることとなる。

　結局、全て片付いたのはとっぷり夜も更ふけた後だった。

　今日が終わってもやはり無一文。むしろマイナスがゼロになっただけに過ぎない。すっかり死人のようになってしまった鴇子だったが、一方の叶葉は何かを決意したようで、四人の先陣を切って意い気き揚よう々ようと家路を急いだ。
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　夜、市場の喧けん騒そうも遠い街外はずれのガレージ。ソファーにうつ伏ぶせにぶっ倒れた鴇子を、菊きく丸まるがうちわでぱたぱたと扇あおいでいる。

「しかし、君も世話焼きだな」

　わかりきったことではあるが、改めてそう思わずにはおれない。九く曜ようだったらあんな奴やつはとっとと首根っこを引っ掴つかんで然しかるべきところに放り込んで終わりとするのだが。

　叶かな葉はは少し顔を伏ふせて、恥じ入るように笑った。

「……ちょっと、ほっとけなくて。同い年くらいの女の子って、これまで菘すずなさんだけだったし」

「しかし彼女にばかりかかずらってもいられぬぞ。こちらの金策の問題もある」

「あ。その辺なんですけど、ちょっと考えてて……」

　ぱっ、と顔を上げる叶葉。そういえば帰途につく際、何か思案しているようだったが。

「あたしね、捨すて家やさんにお世話になろうと思うんです」

「む」

　今日一日を丸ごと使って、あちこちの店を手伝って回った。それは確かに鴇とき子この尻しり拭ぬぐいとしてであったが、一方で叶葉は気付いていた。

　つまり、どこであっても人手不足は必ずついて回る問題であるということだ。戦力にさえなるのであれば、手伝うと申し出た相手を邪じや険けんに扱あつかう者はそうはいない。その辺あたり叶葉は大したもので、どこへ行っても小さい体をちょこまか動かし、確かに商人達の助けとなっていた。

　それに、捨家には水と食材の恩がある。まずはその分を返して、そこから改めて働きたい。叶葉はそう考えているのだ。

「ああいうとこって色んな人が集まるから、色んな話が聞けると思うし……どうでしょう？」

　自みずからの考えを述べた後、叶葉は少し不安そうに上目で九く曜ようを見る。

「君がそうしたいのならば」

　もとより九曜に反対するつもりは毛頭ない。そもそも何となくそんな気はしていたのだ。叶葉は家でじっと待っているより、どこかで駆け回っている方がいいと思う性格だ。それに、その方が似合う。

　ここで九曜はソファーをちらと一いち瞥べつした。

「うぅ……いらっしゃ……ありがとござ……うぅ～ん……」

　どうやら問題の皇女は悪夢を見ているらしく、低い声でうなされている。時折体がびくんびくんと跳はねて、その様を菊きく丸まるがじっと観察している。

「して、彼女はどうする」

「……うーん」

　目下のところそれが一番の思案ごとではある。突とつ如じよとして舞い込んだこの珍客は、自分は追われているとして九曜に護ご衛えいを依頼した。無論それに合意しているわけではない九曜だが、まるきり関心がないと言えば嘘うそになる。

　自称皇族が真実であるかという件について確証はない。

　だが少なくとも彼女は、鬼き虫ちゆうを知っていた。

　謎なぞは多い。そのいずれも、近いうちにはっきりさせねばならないのは確かだ。それに、

「……またお店に迷惑かけちゃうかもしれませんし」

「同意する」

　そうなれば放り出すよりこっちで監視しておいた方がいいかもしれない。完全に不良少女に対する扱あつかいだが、どうせ似たようなものだ。

「鴇とき子こさまと菊きく丸まるさんがよければ、ここにいて貰もらおうかなって。九く曜ようはそれでいいですか？」

　菊丸が名前に反応して「呼んだか」とばかりにのっそり振り向く。九曜はそれに『何でもない』と電波で返して、叶葉の決断に頷うなずいた。

「だが……小しよう生せいは彼女を完全に信用したわけではない。何か妙みような真ま似ねをしそうになればすぐにも叩たたき出すつもりである。それにさえ異存なければ、君の判断に従う」

「はい。──でも、大丈夫だと思いますよ」

「何な故ぜそう思う？」

　叶葉は確信を持って顔をほころばせる。

「今日、最後までがんばりましたから。やろうと思えばしっかりできる人なんです、きっと」

「……」

　──つくづく、この司令は。

　九曜の顔を見てにこにこしている叶葉を見返し、九曜は急に決まりが悪くなってそっぽを向いた。「あの時」は頑がんとして認めなかった九曜であるが、彼女と半月過ごしてここまで来るに至り、そろそろ自覚するまでになっている。

　今、自分は少しだけ笑った。
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「やだね」

「そ、そこをなんとか！」

　いともあっさり突っぱねる捨すて三ぞうに、叶葉は食い下がった。

　夜が明け、捨家に突とつ撃げきをかけた叶葉である。九曜と菊丸は店の外で待っている。なんとなくのこのことついてきた鴇子は未いまだに状況をよくわかっていないらしく、頭に「？」を浮かべながら叶葉と捨三を見比べていた。

「ウチはお前みてぇな小娘抱かかえる程ほど苦労しちゃいねぇや。余よ計けいな気ィ回すヒマあったら、きっちり自分の面めん倒どう見るこったな」

「自分の面倒でもあるんです！　絶対、ぜったいお役に立ってみせますから！」

「……ふん。何を言っても、ここはこれでやってきてんだ。大体ガキに何ができるってんだ」

　すげなく切り捨てる捨三を見上げ、叶葉の瞳ひとみに覚かく悟ごを決めた色が宿る。決然と腕をまくる少女を捨三は訝いぶかしげに見つめた。

「厨ちゆう房ぼうと材料を使わせていただけますか」

「何のつもりでぇ」

「論より証拠です。あたしに何ができるか、見てから決めてください」

　自身の仕事場に小娘が入ることに、捨すて三ぞうは眉まゆをひそめた。しかめっ面が更さらに皺しわを深くし、無論叶かな葉はの要求を蹴けっ飛ばしてやろうと思った──最初の一いつ瞬しゆんは。

　駄目だと言おうとし、思わず口をつぐむ。

　少女はただこちらをじっと見ていた。

　唇くちびるを真ま一いち文もん字じに引き結び、その両目には強い覚かく悟ごがあった。何を言われても構わないが、まずは自みずからの腕前を見てからにして貰もらわないと引き下がるわけにはいかないという決意だ。

「…………ふん。一回だけだからな」

「ありがとうございます」

　叶葉はぺこりと頭を下げて、のしのしと小さな厨ちゆう房ぼうに歩いていく。相変わらず状況を理解していない鴇とき子こがそれに続こうとしたが、流石さすがに彼女の首根っこを掴つかんで止める捨三。鴇子の細首から「ぐえっ」とアヒルのような声が漏もれた。

　それから数分が経過する。

　卓についてじっと待つ捨三と、なんとも居心地悪そうに体をもじもじさせている鴇子が、厨房から出てくる叶葉の姿を認める。持参していたのか、エプロンと三角巾きんを装着していた。

　盆にはささやかな一皿の料理が乗せられている。すぐに作れるシンプルな肉豆腐である。

「……どうぞ」

　卓に置かれた皿を捨三はじっと凝ぎよう視しした。特に凝ったところもない、素朴な肉豆腐がほこほこ湯気を立てている。捨三は何も言わぬまま箸はしを手に、豆腐一欠けに肉を乗せて取ってみた。いっそう白い湯気が宙に躍おどって、捨三は熱いままの料理を口の中に放り込む。

　ぴく、とその眉まゆが揺ゆれる。

「ど、どうですか？」

「味が薄い」

「はうっ」

　味付けが薄めなのは叶葉の癖くせだ。健康に気を遣つかっているせいもあるし、貧乏性ゆえ調味料を多く使う気になれないというのもある。

　捨すて家やの主な客層は壮年の男だ。彼らが好むものは基本的に味付けが濃く量の多い料理。叶葉の料理が捨家の客の口に合うかどうかは、はっきり言って難しいところではある。

　だが捨三は、叶葉の確かな腕を見抜いていた。

「けど、悪くはねぇな」

「！　ほっ本当ですか!?」

「なあ、わたしも食べていいか？」

「……手伝いくらいならさせてもいい。いらんことやって邪じや魔ましねぇならな」

「あ、あ！　ありがとうございますっ!!」

「これわたしも食べていいか？」

　捨すて三ぞうは黙って肉豆腐の残りを鴇とき子こに突き出して立ち上がる。開店時間が近い。この店が開くのは第一には十一時から十五時、そこから三時間の準備時間を設もうけて、第二に十八時から二十一時までである。朝方に仕込みは終えている、あとはのれんを出して店を開くだけだ。

「頃合いだ。丁ちよう度どいい、このまま手伝え」

「はい！」

「そっちのお前もついでだ」

　捨三が鴇子に目をやると、目を細めて肉豆腐をほおばる少女は目を丸くして、何がなんだかわからないというように「ふわ？」と漏もらした。




　店が動き始めるのを察知して、入り口付近に待機していた九く曜ようは顔を上げる。

　最初の客が店内に入っていくと、叶かな葉はの「いらっしゃいませー！」という声が聞こえた。最初は捨三に蹴けり出されることも想定していた九曜だが、どうやら杞き憂ゆうに終わったらしい。鴇子はまた渋っているかもしれないが、彼女に関しては放っておいても別に良かろう。

　あちらに関して、もう心配は要いらないようだ。九曜は立ち上がり、何も言わず踵きびすを返す。

　自分の仕事に戻らねばならない。

　ひとまず九曜は、自分の仕事として廃はい墟きよ探たん索さくを行うと決めていた。廃墟区の物資を発掘して、使用するか売却するかは後で決める。街中ならば危険もないだろうし、何かあれば通信を入れるよう叶葉には伝えている。

　ふと視線を感じて振り返ると、菊きく丸まるがこちらを見ていた。

「……何だ」

　菊丸は「何でもない」とでも言うようにくいっと目を逸そらす。叶葉を案じていたことが見透かされていたように思え、九曜は急に決まりが悪くなってさっさと歩を進めた。
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　十五時を回り、捨すて家やは一いつ旦たん店じまいとなる。

　仕込みの手伝いまで終えて、叶葉と鴇子は休憩時間を貰もらった。ツケの分もあるので今日は丸ごとタダ働きとなるが、覚かく悟ごの上だ。ひとまず一旦ガレージの「自宅」まで戻ることとして、二人と菊丸は市場を歩いている。

　午後になると人の流れも多少は落ち着く。歩きながら鴇子はげんなりとため息をついた。

「聞いてないぞ、わたしまであんな……」

「でも鴇子さまも似合ってましたよ、エプロン」

「うるさいな！　大体いつの間にわたしの分も用意してたんだ！」

　叶かな葉はは得意げに胸を反そらし、

「こんなこともあろうかと、予備のやつを鴇とき子こさまに合わせて調整していたのです」

　店内をあたふた駆け回っていた先せん刻こくまでを思い出し、がっくり肩を落とす鴇子。

　叶葉は厨ちゆう房ぼうと店内を行ったり来たりして捨すて三ぞうを手伝い、鴇子は注文の処理に追われた。すっ転んだのも一度や二度ではないが、叶葉のフォローでそのいずれも大事には至っていない。

　客は全員、いつもの店に何やら二人の娘がいることに目を丸くしていた。途中、例の坊ぼう主ず頭あたまと長髪とヘルメットの三人もやってきて呆ぼう然ぜんとしていたが、事情を説明すると一応納得したようで、「変なことになったなこりゃ」と呆あきれたように呟つぶやいた。

「…………大体なんでみんなわたしを見てなにも言わんのだ」

　市場で手伝いをしていた時から顔を見せていたのだが、一般市民は鴇子を見ても特別な反応は見せなかった。好都合といえば好都合だが、それはそれで面おも白しろくないと思っているのか、鴇子はひたすら不満げだった。

「まさかみんなわたしを知らんわけではあるまいな」

「そ、それは…………どうなんでしょう」

「そりゃ表に出てたのはいつも姉上だが……ええいくそっ、どいつもこいつも！」

　ぶつぶつ愚ぐ痴ちる鴇子を横目に、叶葉は苦笑した。

　こんなところに皇女がいるとはまさか誰も思わないだろう。灯とう台だい下もと暗しと言うこともできるし、そもそも今は戦争から二十年も経過しているのだ。

　一般大衆が二十年以上前の第三皇女の顔を覚えているかどうか──という話になれば、それは難しいと言わざるをえない。それに、昔の姿そのままに現在の東とう京きようにいるとも普通は考えないだろう。市民が二十年の長期にも及ぶ冷凍睡眠に入っていたのは、尽じん天てんくらいだ。

　冷凍睡眠──そういえば、と叶葉は思った。

「鴇子さまも、どこかのシェルターで眠ってたんですか？」

「ん？」

「年、取ってないみたいですし」

　当然の質問を受けて、鴇子は何な故ぜか言葉を詰まらせた。どういうわけか虚きよを突かれたように押し黙り、しばらくしてぼそりと答える。

「──。まあ……そんなところ、か」

　妙みように自信のなさげな答えに叶葉は首を傾かしげる。質問を続けようとした時、前を歩く菊きく丸まるの動きが不意に止まった。

「わぷっ」

　突然のことだったので、叶葉は背中にぶつかって息を詰まらせる。

「菊丸？　どうした？」

　鴇子も不ふ思し議ぎそうに首を傾げ、菊丸の前に回り込んでみる。

　菊きく丸まるはある一点に目を向けたまま静止している。どうやらその方向におかしなものを発見したようだ。二人の少女は彼の目を追ってそちらの方角を注視してみるが、人混みの狭はざ間まから辛かろうじて路ろ地じ裏うらへの入り口が見えるばかりだった。

　ふと。

「……あれ？」

　ちらり、と影に閃ひらめく色を見る。鮮やかな赤だ。

　布の色だ。灰色の廃はい墟きよが広がる東京にあって、その鮮烈な色は異様に目立った。

　顔を見合わせる叶かな葉はと鴇とき子こ。鴇子も同じものを見たらしく、目には抑おさえようもない好奇心が光っていた。そしてそれはこちらも同じだ。

「……行ってみます？」

　こくこく、と頷うなずく鴇子。決まりだった。

　二人がそちらに足を向けてみると、菊丸は粛しゆく々しゆくと従う。人の流れから外はずれて日ひ陰かげに足を踏み入れると、またあの赤が視界に入った。ビルとビルを縫ぬうこの空間は複雑な迷路のようになっていて、動かない室外機や空っぽのポリバケツのせいで歩きづらい。錆さびだらけの自転車を押し退のけ、何度も角を曲がると、ふと声が聞こえてきた。

　泣き声だった。

　すんすんと、心細げなすすり泣きだ。「えっ」と声を上げて、叶葉は思わず硬こう直ちよくする。声は想像よりずっと透き通って、そして幼かった。

　女の子が泣いている。

　まさか幽ゆう霊れいなのではと鴇子が青ざめた。「おい──」と鴇子が止める間もあらばこそ、叶葉は歩みを進める。鴇子と同じ想像をしないでもなかった叶葉だが、幼い女の子が泣いていると思うと矢も盾たてもたまらず、突き動かされるように最後の角を曲がった。

　泣いている女の子が、本当にそこにいた。

　見た目十を少し過ぎるほどの、幼い童女だ。赤は彼女が着ている襦じゆ袢ばんの色だった。薄い布を染め上げる赤色は日陰にあって嫌いやでも目を引く。なめらかな袖そでを力なく垂らし、細腕で顔を拭ぬぐうその様は見るからに痛ましく──何よりも。

「──っ」

　叶葉は思わず息を呑のむ。

　すすり泣く少女の容よう貌ぼうは、言葉を失うほど美しかった。

　後ろで二本にまとめた髪は艶つややかで、腰こしまで届くほど長く、廃墟の隙すき間まから漏もれる光の影響で淡い燐りん光こうを放っているようだ。その顔立ちはまだあどけなく、小動物のように可愛かわいらしいが、桜さくら色のふっくらした唇くちびるのせいか不ふ思し議ぎな色気すら感じる。わずかに開はだけた襦袢から覗のぞく肌がぞっとするほど白い。

　そして何よりも目を惹ひくのは、今は涙を湛たたえる大きな瞳ひとみ。どこか異国の血でも入っているのか、彼女の虹こう彩さいは夜のように深い深い紫むらさき色だった。

　一いつ瞬しゆんぼうっとしていた叶かな葉はだったが、まだ続く泣き声ではっと正気に戻る。叶葉を追ってきた鴇とき子こと菊きく丸まるが今しがた追いついて、つんのめるように足を止めた。

「あ──ど、どうしたんですか？　大丈夫？」

「うぇ……」

　涙に塗まみれた顔が上がり、至近距離から叶葉を見つめる。少女は紫むらさきの眼めで叶葉を見たまま、また何度かしゃくり上げ、つっかえながら説明する。
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「──あ、あの、あのね、おにっ、おにいちゃんがね」

「はぐれちゃったんですか？」

　小こ刻きざみに何度も頷うなずく少女。

　確かに、表はあんな人混みだ。ちっぽけな少女が迂う闊かつに入り込もうものなら、あっという間に溺おぼれて押し流されてしまうに相違ない。

「……おい、どうするんだ？」

　横から鴇子が口を挟はさむ。彼女もまた少女の妖よう艶えんな美び貌ぼうに一時は見とれたが、今その表情にはどちらかというと疑いの色がある。

　怪あやしいといえば怪しい。だが、そうかといって泣く子を放っておくわけにもいかない。好奇心に任せて少女を発見したことに奇き妙みような責任感を覚えていたし、鴇子も一面ではそうだった。

　菊きく丸まるだけが終始無言のまま、三人を見下ろしている。彼の頭の高さからでは三人が三人ともつむじを見下ろすばかりだったに違いないが、そのアイセンサーは泣く少女に留められたまま動かない。彼なりに気の毒に思っているのか、それとも赤い襦じゆ袢ばんが物珍しいのか。

　最初から答えは決まったようなものだった。このまま彼女を置いてここを去ったとして、こんな小さな娘が人混みの中から兄を見つけ出せるとは思えない。

　叶かな葉はが意を決して少女に向き直り、

「じゃあ……あたしたちが、一いつ緒しよになってお兄さんを捜さがします。鴇とき子こさまもいいですか？」

「ん、うん、見つけてしまった以上はな……」

「ほんと!?」

　少女が涙を拭ぬぐって、ぱっと笑んだ。感情の起伏が激しいのは子供ならではと言うべきか、笑うと大きな目が綺き麗れいな曲線となる。こうなると初見の不ふ思し議ぎな色香がなりを潜ひそめ、年相応の少女の愛らしさが前に立つ。

　不思議な子だなあと叶葉は思いながらも、これも人が集まる東とう京きようの色の一つかもしれないとも感じていた。




　巨漢が更さらに赤い衣服の少女を肩車しているものだから、その目立ちようといったらない。

「たかーい！」

「どうですかーっ、お兄さん見えますかー？」

「わかんなーい！」

「貸してやってるんだから早く済ませろっ！　いつもはわたしが乗るとこなんだからな！」

　いつもは乗っているのか。

　ともあれ、兄を捜さがすにあたって菊丸が少女を肩車することとなった。これは高い位置から少女が往来を見渡す為ためであるし、彼女の兄からも発見しやすいようにする為でもある。

　叶葉は今や自分よりずっと高みにいる少女を見上げる。見えるのは、少女が履はいた綺き麗れいな高たか下げ駄ただった。朱しゆ塗ぬりのそれは二本歯の間に鈴を仕込んでおり、歩けばからころという音と共に鈴の音が鳴る仕組みだった。今は宙に揺ゆれる下駄から、鈴の澄んだ音のみが響いてくる。

　さっきまでの泣き顔はどこへやら、少女は楽しそうにはしゃいでいた。少し、安心した。

「お兄さんって、どういう人なんですか？」

「んとねぇ、頭ぼさぼさなの」

「ぼ、ぼさぼさ……」

「あとねー、いつも眠そうなの。やる気ないのーってカンジなの！　ユーレーみたい！」

　随分と個性的な兄貴もいたもんである。妹が幽ゆう霊れいみたいと言うのだから余よ程ほどのものなのだろうが、それはそれで想像しづらい気もする。けど兄について語る少女は本当に楽しそうで、どうやら兄妹仲は良いらしい。

　少し羨うらやましくなる。叶かな葉はにとって、血縁関係などずっと昔に置き去りにしてきた過去だ。

　横の鴇とき子こが「ふん」といかにも不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らす。

「おまえ、つくづくお人好しだな」

「そうですか？」

「……そうだよ」

　口を尖とがらせぷいっと顔を逸そらす鴇子に、叶葉は首を傾かしげる。

「ねえ、おねえちゃん」

　ふと上から声がかかる。自分を指していると一いつ瞬しゆんわからず、叶葉は遅れて「はえ？」と間抜けな声を返した。上から少女の無む邪じや気きな視線が落とされている。

「おねえちゃんは、ここのひと？」

　もともと東とう京きようの住民なのか、ということだろう。

　ここは人の流入が激しい。近きん隣りんから集まってくる者は増えるばかりで、誰でも入れる下した街まちに彼ら独自の共同体を築いている。だが叶葉は、あくまでもその新しん参ざん中の新参に過ぎない。

「いえ。あたし……あたし達は、ここじゃなくて、遠くの街から来たんです」

「どこから来たの？」

　間かん髪はつ入れず次の質問が来る。子供ならではの遠慮のなさというか、それに対しても叶葉は嫌いやな顔ひとつせず答えた。むしろ誇らしげに、無い胸を少し誇らしげに張って。

「尽じん天てんです。ここから南、ずっと、ずーっと走った向こうの、あたしの故郷です」

「じんてん……ひとりで？」

「二人です。あたしと、それからもう一人、あたしと一いつ緒しよに来てくれたひとがいます」

　誰？　と、少女の目が好奇心旺おう盛せいに問うている。叶葉は彼について語る時だけ、いつもの明めい瞭りような受け答えとは色が違う。ほんの少しだけ説明に困るような、彼についてどう語ればいいか迷うような顔をする。それでも、言葉を見つけた時は何より幸せそうな。

「男の子。すごく強くて、すごく優しい、あたしの相あい棒ぼうです」

　少女は、叶葉の柔らかな笑みをじっと見つめていた。

「あんないじわるが良い奴やつなもんか」

　隣となりで鴇子がむくれる。菊きく丸まるは何も言わず、少女を肩に乗せたまま黙々と歩いている。

　ふと少女が笑った。これまででも一番の、花が咲くような明るく愛くるしい笑顔だ。彼女にとっては顔も名も知らぬであろうその「男の子」のことを聞いた時、少女は何な故ぜだかとてもうれしそうだった。

「そのひとが好きなんだね」

「すっ」

　流石さすがにこれには叶葉もたじろぐ。これほどストレートに表現されることもなかったものだから。すぐさま何も考えずうなずけるほど叶葉も鈍感ではない。

　数秒ほど固まる叶かな葉はを、少女は柔らかい表情で見守っていた。その表情は最初の印象からは意外だが、どこか大人おとなびて見える。

　改めて考えてみて、叶葉は自分でも驚くほど顔が熱くなるのを自覚した。どう言えばいいのだろう。当の彼の方は何と言うだろうか、と思った。案外あっさり本音を言い放つのかもしれないし、無言のままでいるのかもしれない。わからない。

　自分の中の感情を探さぐり探り、叶葉は指先でおさげを弄いじりながら答えた。顔が赤い。

「……はい。だ、大事なひとです」

「そっか」

　少女はまた瞳ひとみを綺き麗れいな曲線にして、満面の笑みを浮かべる。

　それからふとある方向に視線を向けて、あっと目を丸くした。

「おにいちゃんだ！」

　短く叫ぶと同時に、少女は兄がいると思われる方角にぶんぶん手を振った。叶葉と鴇とき子この目線からは見えないが、どうやら見つけたらしい。

　菊きく丸まるが少女の舵かじ取りに従ってのしのしと歩き、叶葉と鴇子がその背を追って歩いた先に、

「あ……」

　言われてみればなるほど、短く適当に切り払ったぼさぼさの髪。人の波を巧みにいなすように歩を進める男は長身痩そう躯くで、手足もまた針金のように細長い。

　言いえて妙みようと言うべきか、確かに彼はなんともやる気のなさそうな佇たたずまいだった。甚じん兵べ衛い羽ば織おりに身を包み、散歩のついでのように眠そうな目でこちらを見ている。頑がん丈じようさを最重視しているのか、素っ気なく底の分厚い雪せつ駄たを適当に引っかけていた。

　特に印象的なのは、彼が持っているものだった。軽く背負っている風呂敷包みの荷物はともかく、もう一つ、腰こしの後ろにある棒ぼう状のものだ。布でぐるぐる巻きにして細部を隠かくしたそれは二つ、いや二本と言うべきか、交差して腰の後ろに括くくり付けられている。

　男は少女を認め、ひらりと手を木の葉のように振った。丸まる縁ぶちの色いろ眼鏡めがねをしており、その虹こう彩さいの色を知ることはできなかった。

「おにいちゃん！」

　少女が上体を揺ゆらし、菊丸を屈かがませる。そしてそのまま身軽な動きで飛び出して、子猫のように男の胸に飛び込んだ。鴇子は慌あわててフードを被り直し、菊丸の後ろに隠れた。

　兄妹には見えない。二人は似ても似つかない。もしかしたら「おにいちゃん」と呼んでこそいても、実際には遠えん戚せきの類たぐいなのかもしれない。

　いや、そんな細かいことを勘かん繰ぐるべきでもないだろう。兄と合流できて満面の笑みを浮かべる少女を見ていると、叶葉の心の内に温かいものが満ちるようだった。自然と笑みが浮かぶ。

「お兄さん、見つけられてよかったですね」

「うん！　ありがと、おねえちゃん！」

　元気いっぱいに頷うなずく少女を見下ろし、男は少し困ったように首を傾かしげ、頭を掻かいた。

「あー……まァその、なんだ。悪ぃね、手間かけさせちまったかな」

「いえいえ、お役に立てて良かったです！」

「ふん。確かにずいぶんな手間だったな」

　正反対の反応を返す二人だった。男は曖あい昧まいな笑みを浮かべて頷うなずくが、ふと、ぬぅっと立ち尽つくすままの菊きく丸まるを見上げた。

「──へェ」

　一ひと言こと、そう漏もらした。意外そうな、珍しいものを見たとでもいうような。恐らく目を丸くしているのであろうが、色いろ眼鏡めがねの奥にあるその双そう眸ぼうを見ることはできない。今は外がい套とうで全身を隠かくした菊丸は、当然ながら何も言わず立ち尽つくしている。

「そっちのでけぇ兄さんも、ありがとよ。ガキのお守りさせちまってすまねぇな。あんただってやることがあったろうに」

「む！　ガキじゃないもん！」

「はいはい……んじゃ行くぜ。お三さん方かた、なんぞ礼でもしたいとこなんだが、今どうも人様にあげられるような立派なもんが無くてね。お返しは今度会った時、ってことでいいかい？」

「ああいえ、お礼なんて！　ただ、妹さんともうはぐれないようにしてあげてくださいね？」

　男は口の端はしをくいと上げて、困ったように笑った。少女の可か憐れんなそれとは毛色の違う、どこか影を背負った皮肉げな笑みだ。

「善ぜん処しよするよ。……それじゃな」

　男はさっと踵きびすを返す。雪せつ駄たの底が乾いた音を立て、少女の高たか下げ駄たが鈴音と共にそれに続く。

「それじゃあね、おねえちゃん！」

　大声で手を振る少女に、叶かな葉ははにこにこしながら手を振り返した。鴇とき子こは疲れたようにため息をついて、菊丸は男のひょろ長い背中と腰こしの後ろにある二本の棒ぼうをじっと見ている。

「……おねえちゃんですって」

　にへ、と顔がにやける。今までそんなこと一度も言われたことが無かったから、面おも映はゆいようなうれしいようなくすぐったい気分になる。

「変な奴やつらだったな」

　鴇子があの二人組のことをごく簡潔に一ひと言ことで表現した。まあ、変わった二人組ではあると思う。あの少女の童女らしからぬ不ふ思し議ぎな美び貌ぼうを思い出し、叶葉は何な故ぜだか背せ筋すじが寒くなる。

　そういえば名前を聞き忘れていたな、とふと思い出した。




　人混みをすいすい滑すべり、適当な裏道に入って、男はこきりと首を鳴らした。

「……オニイチャン、ときたもんだ」

「あらなに、役回りにご不満？」

　高たか下げ駄たの歯がアスファルトを叩たたくと、りんと涼やかに鈴が鳴る。

　少女は悪戯いたずらっぽく目を細め、下から男の顔を覗のぞき込む。男は色いろ眼鏡めがねを外はずして顔をしかめた。

「三文芝居に付き合わされる身にもなれって言ってんだよ。実際ぞっとしたぜ、カマトトぶるお前のツラといったら」

「えー、結構な名演だったと思うんだけど。そゆこと言われるとアタシ傷付いちゃうなぁ」

「シナを作るな気色悪い。……しっかし、お前それ隠かくさなくて良かったのか」

「ああ、これ？」

　少女は自身の眼がん窩かをなぞり、桜さくら色の唇くちびるをきゅっと吊つり上げ微笑ほほえむ。その笑顔はつい先刻までの無む邪じや気きなそれとは全く違う、恐らくこれが彼女の素顔なのであろう妖よう艶えんなものだった。少女の、というより、それはもはや「女」の貌かおと言った方が適当だろう。

「いーのよ別に。自分の姿を誤ご魔ま化かすことってしたくないもん」

「……ったく。表に出るだけでも博打ばくちみてぇなもんだってのに。……ま、いいさ。ほれ」

　男は呆あきれたように肩を竦すくめ、風呂敷包みを少女に投げ渡す。ぽす、と軽い音だけがした。重量のあるものは入っておらず、少女の細腕で布の質感がくたりと垂れる。

「ありがと。やっぱりこれが無きゃねえ」

　少女は風呂敷をほどき、襦じゆ袢ばんの上にそれを羽織った。

　菫すみれ色に染め上げられた、艶あでやかな振ふり袖そで装しよう束ぞくである。

　寸法は明らかに合っておらず、少女の小さな体より一回り大きい。だがそれでも、少女にとってこの振袖はお気に入りで、もはや験げん担かつぎであるかのようにどんな時も身に纏まとっている。もうずっと前からそうだ。

　そしていつも通りの振ふり袖そでを羽織り、帯をくるくる弄もてあそびながら、少女はどことも知れぬ虚こ空くうを見上げた。何を考えているのかなど知れていた。小さく開いた唇くちびるからは熱い吐と息いきが漏もれ、細められた両目は恋する乙女のように潤うるむ。

「──ああ、早く会いたいなぁ。どんなこと言ってくれるんだろ？　ね、どう思う？」

「さあな。で、お目当ての連れはどうだったんだ？　わざわざ面めん倒どうな真ま似ねしてまで会ってよ」

「もうねえ、すっごい可愛かわいかった。若いのに親切でねぇ。あーいいなぁ、ありゃカレも入れ揚あげるわよね、うん、だって好きそーなタイプだもんああいうの」

　そこで一いつ旦たん言葉を切り、少女は片足を軸じくとして踊るようにくるりと回った。振袖を宙に泳がせ、茶目っ気たっぷりに片目を閉じてみせる。

「それに今バラすのも早いしさ。アタシだって、たまにはああいう子に混ざって女の子したかったわけ。そんくらい良いでしょ？」

　男は鼻を鳴らした。こいつは目的と個人的興味と遊興を全く同列に考えている。

　まあ、妙みように真に迫った童女の演技云うん々ぬんはともかくとして、前半部分に関しては彼も同意だった。今はまだ最小単位で動くべき段階であり、あまり他者と接触しすぎるべきではない。

「で、どうする」

「変更なし。各自、自由に。細かいトコはそっちの判断でいーよ」

「はいよ。──さて、行きますかね」

　話を切り上げ、二人は背合わせに踵きびすを返す。

　西を向く少女の眼めは、夜を固めたような紫むらさき。

　東を向く男の眼は、翡ひ翠すいにも似た深ふか緑みどり。

　二人の姿が消える。地の紙くずを揺ゆらす旋風だけが、二人がいた痕こん跡せきとして残った。くしゃくしゃになった八や洲しま海軍志願兵募集の張り紙は、廃はい墟きよと化した街の隅で、戦意高こう揚ようの大たい言げんを未いまだに叫んでいる。







　　　参　─　地下







　自分の立場というものが、あの頃はよくわかっていなかった。

　生まれてから十五まで滅めつ多たにその家を出なかった蓮はすの宮みや鴇とき子こにとって、世界はすなわち生家の敷地内であった。幼少のみぎりの淡い記憶にぼんやりと輪りん郭かくを保つ情景は、降り注ぐ蝉せみしぐれの音と共にある。

　好きなものは両親と二人の姉。それから暑い日に飲む麦茶と、大きな池に浮かぶ蓮の花。

　存分に愛情を受けて育ったが、親や姉と一いつ緒しよに遊んでもらったことは実は多くない。みな多忙で、だからいつも一人で遊んでいた。

　第三皇女としての立場が実感を伴ともなわなかった幼少期においては、皇女教育を吸収する理由は単純に「姉上みたいになりたかった」からだ。それでも生来短気な性格であった故ゆえか、集中が続かず、二人の姉のようには中なか々なかいかなかった。

　実際、幼い頃は自分を特別だと思っているわけでもなかった。徐々に自覚してきたのは七歳を過ぎた辺あたりからで、その頃からいわゆる「普通の人」との差異を肌で感じ始めた。

　第三皇女、蓮はすの宮みや様。

　その名と血は無条件で周囲の他者に畏い敬けいの念を抱いだかせる。人の顔よりも、畏かしこまって下げられるその頭をずっと多く見てきた気さえする。

　そういうものなのだ、と思った。

　自分は特別で、だから誰もが敬うやまって、その他大勢とは違った次元にいるのだ。この世はそういう風に出来ているのであって、中心に自分がいるのだと思った。

　幼い少女は自みずからの置かれた境遇を、自分なりにそう解釈した。少なくともそのように考えなければ、どこか別の場所で楽しそうに遊ぶ少女たちと自分との違いについて、どうとも説明のしようがない。

　鴇とき子この横には、いつも小山のように大きな鋼こう鉄てつの巨きよ躯くがある。今となっては鴇子自身覚えていないことだが、菊きく丸まるの腰こしの辺あたりには幼児期の鴇子が身長を測る為ために書いた線の跡がある。

　そういうものだ、と思っている。今も、昔も。




　　　　[image: ]




　その日の仕事が全て終わり、夜が来た。

　夜ともなれば往来の人足も落ち着くかと思われるが、実際には全くそんなことはない。市場を行き来する人間が入れ替わったというだけで、太陽が遥はるか西に沈んでしまおうとどこ吹く風と言った有あり様さまだった。

　沿線に、ゆるくカーブした光の道が伸びている。光源は露店から漏もれる照明であり、等間隔に並ぶ木製電柱からぶら下がる街灯であり、色とりどりの電飾看板である。赤やら青やら黄や緑やらの電飾がじりじり明めい滅めつし、くどいくらいにそれぞれの売り物を宣伝している。

　真っ黒い夜空に光を投じる一本の線は、その実態はどうあれ、古来から続く精しよう霊ろう流しの光景にどこか似ていた。

　叶かな葉はと鴇子はその一角、光の道からはほんの少し離れたところにいる。

　風呂があると知ったのは、捨すて屋やの汗臭い男達から聞いたからだ。

　いわゆる横丁の風呂屋とはかなり勝手が違う。市場から少し離れた幅広の川沿いには広場があって、柵さくで囲まれた一角に複数のテントが並んでいる。ビニール製の仮説風呂群である。

　捨家での給料は日払いで、風呂に一回入るくらいの余裕は十分にあった。ツケを返し終えた最初の給料、このくらいの贅ぜい沢たくはしてもいいだろう。

　屋号の記しるされた煙突やタイル絵でお馴な染じみの銭せん湯とうとは似ても似つかないが、それぞれのテント入り口にはためく「ゆ」の暖簾のれんは偽いつわりではない。地面に刺した大きなビニール傘がさの下のおばばに新円を払って、隅っこの小さめのテントを指差された。

　そして風呂は風呂でも、ただの風呂ではない。

　叶かな葉はにとってみればそれはなんと、実に二十年と数か月ぶりの入浴であったのだ。

「──、っはぁぁぁぁあ～～～～～～～……」

　湯船に全身浸つかりながら、自分でもびっくりするほど深い吐と息いきが出る。

　溶けるかと思った。本当に溶けているかもしれない。なにしろ廃はい墟きよの尽じん天てんで目覚めて以来、体を洗うといったら固く絞しぼったタオルでごしごしやるくらいだったのだ。同じ湯船で鴇とき子こも同じようにとろけている。熱い湯も湯気で霞かすんだ浴場内もたまらなく懐なつかしい。

　最初に体をざばっと流して湯船に飛び込んで数分、お互いにまともに口も利きけない。

「いいですね……」

「いいな……」

　その一ひと言ことだけ交かわして、どれだけだらけていたか時間の感覚がない。

　一いつ旦たん湯船から出てごしごし体を洗うと、体表に堆たい積せきした汚れが面おも白しろいほど落ちていく気がする。体が綺き麗れいになる喜びも通り越して、いっそ子供じみた遊びみたいな面白さすら感じる。

「しかしおまえはあれだな」

「……？　なんですか？」

　湯船の縁ふちに顎あごを乗せて、鴇子が叶葉を見ている。叶葉は鴇子の視線の意味がわからず、最後にざぶんと泡あわを洗い流して首を傾かしげた。

　鴇子は叶葉を頭から足先までじろっと観察して、ふ、と笑う。

「乳とか尻しりをどっかに置き忘れてきたのか？」

「なんだとう!?」

　くわッと目を剥むく叶葉に、「むふふふふ」と勝ち誇ったような厭いやらしい笑いが返される。長い黒髪をうなじの上で結いまとめた鴇子は、首から上だけを出してすいーっと後退した。

「いやいいんだ。おまえだってがんばってるんだものな。一寸の虫にもとか、さんしょは小粒でなんとやらって言うしな」

「……ふんっ、そんな、そんなねえ、そういうお胸がどうこうみたいなので勝ち負けなんて決まんないんですよーだ。いいんです気になりませんからあたしはこれで」

　再び湯船に戻る。水の抵抗が少ない体。

「ほお。じゃ、わたしの助言は要いらんと、そういうわけだな？」

「なんですかそれ」

　怪け訝げんそうに視線をよこす叶葉に、鴇子は意味ありげな含ふくみ笑いを漏もらす。

「ここだけの話だぞ。我が家系に伝わる豊ほう胸きようのまじないがある」

　──なんですと。

　聞き捨てならぬ情報である。なんと都合の良いまじないのあることか。しかし気にしてないと言い切った手前、詳くわしく聞きたいと態度に出すのも憚はばかられる。手ごたえありと見た鴇子は、いかにも「これは独ひとり言ごとです」といった調子で続ける。

「しかしこれは秘伝であるからなー。どこで誰が聞いてるものかわからんものなー。でも言いたいなー。大声で語るわけにもいかんし、もしわたしに耳を寄せれば聞こえるかもなー」

　じりじりと体を寄せる。緊張の面おも持もちで耳を差し出す叶かな葉は。鴇とき子こはそっと叶葉の耳に唇くちびるを寄せ、しめやかにこう告つげる。

「そんなのあるか、ばーか」

　ぶちんっ。

「くわーッ！」

「おおやるかっ上等だ！　ちょえーッ！」

　湯船が急きゆう遽きよストリートファイトの舞台と化した。裂れつ帛ぱくの気合も、途中からは笑い声となる。




　一方、九く曜ようと菊きく丸まるは。

　並び立つテントから漏もれ出る光を後しり目めに、正対して座していた。

　絶対、絶対に、何があっても中を覗のぞかないようにと厳命されている。

　そういうことなら言いつけを破やぶるつもりも毛頭ない二人である。「見るな」と言われて見たくなるのはあくまでも人間の心理であるからして、機械であるこの両名に「見るな」と言われて敢あえて見る選択肢しなどある筈はずもない。

　それにテントの中は何やらわあきゃあと騒がしいが、こっちはこっちで忙しいのだ。

「……そもそも、小しよう生せいにこのような遊ゆう戯ぎは向かぬのだ」

　九曜は聞かれもしないのにぶちぶち文句を垂れながら、次の一手を打つ。

　ぱちん。

　菊丸が返す。

　通りにある雑貨屋の店主から、一枚の折り畳たたみ式将しよう棋ぎ盤ばんを譲ゆずり受けたのが先日のこと。店主曰いわく売り物にならないとのことだが、それもその筈、盤はあるが駒こまがないのだ。せっかく貰もらったのだからと河原で拾った小石にそれぞれ駒の名を書いている。

　そもそもと言うのなら、ものは試しと菊丸に勝負を持ちかけたのは九曜の方なのだが。

「我らは兵士であって将しよう官かんにあらず。大局を見て指揮を下すのは小生の役目ではない」

　ぱちん。

「というか、まどろっこしいであろう。全員飛車や角ならよいものをこんなちまちまと」

　ぱちん。

「大体この王というのは何だ。何なに故ゆえこの前線に出ている。王が討うたれれば終わりならば引っ込んでいろというのだ」

　ぱちん。

「ぬ」

　詰みである。既すでに三十局を数える勝負だが、三十一局目でもやはり九曜が負けた。




　ちょっと羽は目めを外はずしすぎた。

　いまだ波打つ湯船にぽっかり顔だけ出して、二人とも動かない。ひと時の乱闘が落ち着いてしまえば、再び風呂の心地よさに沈んでいくのみだった。それにつけてもたまらない。前に風呂に入った時の記憶が薄すぎて、生まれて初めて入ったような気さえする。

　叶かな葉ははふと尽じん天てんを思い出した。

　尽天には親友がいる。風呂にも入れない不便さを愚ぐ痴ちり合って笑いもした。彼女はまだあそこでがんばっている筈はずだ。もしこうして風呂を共にすることがあれば、何と言うだろう。

　彼女、安あん東どう菘すずなが感激する様を想像して、思わず笑ってしまう。東とう京きようの支援でもっと生活に余裕が出来ていればいいが。

「……あのな」

　のんびり湯船に浸つかっていると、鴇とき子こがぽつりと切り出す。

「はい？」

「わたしが誰だか、わかってるか？」

「……あ」

「おいっ、あって何だあって！　わたしは真ま面じ目めな話をだな！」

　蓮はすの宮みや鴇子は、八や洲しま国第三皇女である。畏おそれ多いと言ったらこれ以上のものはない。

　だが最初に勢いで説教をぶちかまして以来、一いつ緒しよに頭を下げて回ったり働いたり果ては風呂に入ったりしているうち、なんとなく鴇子と共にいることに慣れてしまっていた。不ふ思し議ぎなもので、こうして行動を共にする鴇子なる個人にそこまで厚い壁を感じない。

「はい、わかってます」

　首まで浸かったまま見ると、鴇子も同じように湯船に沈んだままこちらを見ている。最初の尊大な印象とは違って、その両目には疑いと不安と、ある種の恐れの色があるように見えた。

「でも、それでも、鴇子さまと一緒にいると楽しいです」

　鴇子の体が小さく跳はねる。

　それが正直な感想だった。ここに至って肩書き云うん々ぬんを盾たてに取るのもなんだか卑ひ怯きような気がしたのでそのまま述べたのだが、いけなかっただろうか。

「た、楽しい……一緒に……」

　にへ。

　と、一いつ瞬しゆんだけニヤつく鴇子。だがすぐ我に返り、真っ赤になって押し黙る。

　──あ。

　もしかして、と叶葉は少し悪戯いたずらっぽい気持ちになって、

「照れてます？」

「ぃやかましい！」

「あ痛っ！」

　叩たたかれた。

「な、なにが一いつ緒しよにいて楽しいだこの無礼者！　言っとくがおまえらと一緒にいるのなんて今だけなんだからな！　父上達と会えればおまえらなど用済みだばーかばーか！」

　まくし立てるや、背中を向けて顔半分まで浸つかってしまう。口元からぼこぼこ泡あわが出ている。

　ものすごく嬉うれしそうだった。叶かな葉はは張り手を食らった額ひたいをさすりながら、こちらも嬉しくなって笑ってしまう。

　と、ふと気になることがあった。

　父上に会えればと言ったが──そういえば。

「あの。鴇とき子こさまのご家族って、今どちらにいらっしゃるんです？」

　鴇子はちらりと叶葉を見た。そしていじけたような顔をしたまま、ぼそりと返す。

「…………知らん」

　ヘソを曲げているのかと思ったが、そうではなさそうだ。

「ほんとだ。ほんとに知らん。──いるのは菊きく丸まるだけだ。他には誰もいない。父上とか母上とか、姉上がどこにいるのか……知らないんだ」

　嘘うそをついているとは思えない。

　帝みかどが、鴇子の家族がどこにいるのか、本人は本当に知らないのだ。

「──、じゃあ、例えば中央に相談するっていうのは？　そんな大事なことなら、中央の人たちは知ってるかもしれないし……」

「それくらい考えた。でも菊丸が止めるんだ。きっと何かだめな理由があるんだと思う」

　言う鴇子は、菊丸に全ぜん幅ぷくの信頼を寄せているようだ。それもその筈はずだろう、ずっと傍そばにいて彼女を守っていたのは他ならぬあの近衛このえ兵なのだから。

　鴇子は陰かげから陰へ身を隠かくしながら、菊丸と共にここにいた。四六時中喧けん噪そうに包まれた雑多な下した街まちは、確かに隠れるには適しているのかもしれない。

　それでは、皆はどこへ行ったのか。

「ご無事ですよ、きっと」

　根拠はないが、叶葉にはそうとしか言えなかった。それでも別の誰かに改めてそう言われ、鴇子は安心感を持ったようだ。うんと大きく頷うなずき、

「わたしもそう思う。きっと別の場所に亡命してるんだ。……でも、じゃあどうして、わたしは連れてってくれなかったんだろう。……どうして、迎えに来てくれないんだろう」

　恐らくは、鴇子が持つ最も大きな疑問と不安が、それなのだろう。

　両親は、姉はどこにいるのか。

　どこかに亡命したとしたら、どうして自分だけ取り残されているのか。

　鴇子がそれを考えなかったわけがない。菊丸と一緒に逃げ回っている間も、九く曜ようと叶葉に出会った後からでも、その不安は彼女の脳のう裏りにずっとへばりついて取れなかった筈はずだ。

　いつもの姿からは想像し難がたいが、語る鴇とき子この表情には翳かげがあった。

　その不安を完全に理解することは、叶かな葉はにはできない。きっと誰にもできないだろう。

　常とは違う表情を見せる鴇子に、叶葉は内心で慌あわてた。空気が重くなってきている。

「それは……、じ、事情があるんだと思います」

「事情ってなんだ」

「それは、その、なんというか。はぐれちゃったとか、今すっごく遠いところにいたりとかして……ええと、だからつまり……」

　思いつかない。あの戦争の末期の混乱は叶葉には想像もできないし、鴇子だけが今ここに残されている事情などいくら考えても思いつかなかった。

　鴇子は、彼女のことで本気で頭を働かせる叶葉を見て、ふっと笑った。

「……うん、わかってるんだ、何か事情があるんだってことは。それはまだわからないけど」

「そうですよきっと！　いつか絶対会えますって！」

　どうにか深刻な雰ふん囲い気きが払われ、叶葉は胸を撫なで下ろす。鴇子はどこかすっきりしたように体の力を抜いた。内情を吐と露ろして、少しでも気が楽になっただろうか。そうであればいいが、と叶葉は思う。

　鴇子は何度か頷うなずき、ふと思い立ったように叶葉に視線をやった。

「──おまえは？　おまえのこと聞いてないぞ」

　自分のことだけ聞かれて不公平だ、と言わんばかりに鴇子が切り出す。

「あ、あたしのことですか？」

「そうだ。そっちだってな、わたしから見たら変なんだ。何がどうなって鬼き虫ちゆうと一いつ緒しよにいるなんてことになってる？」

　最初に会った時同じ事を九曜にも聞いたが、彼は答えなかった。が、やはり気になるのだろう、鴇子はずいと身を乗り出して叶葉を逃がさない。

「ああ、それは……その」

　どうせいつまでも隠かくしていられないし、隠すようなことでもなかった。

　話せば長い。

　もともと口が達者な方ではない叶葉だ。どこから始めたものかと思い、結局、時系列を追って最初から述べていくことにした。

　それは叶葉の物語であり、九く曜ようの物語であり、戦後の防ぼう衛えい都市・尽じん天てんの物語だ。鴇子は口を挟はさまず、じっと聞いていた。

　時間にしてみれば一月も経たっていない「思い出話」を、今この東とう京きようで人に明かすのは不ふ思し議ぎな気分だった。あの場所のあの人達のことが思い出される。それは、自分の中の思い出を鴇子の前に広げてみせるにも等しい行為だった。

　鴇とき子こはそれに聞き入った。まるで違う世界、それこそ物語を聞いているようだった。

「……壱いち番式の蜻蛉とんぼもいたのか。みんな生きてるのか？　大丈夫なんだろうな？」

「大丈夫です。九く曜ようのおかげですから──」

　それに「彼」は、最初から人を傷付けようとしてはいなかったように思う。

　黙して語らず、二十年の孤独を貫つらぬいた彼。その内心にあったものを知ることはもう誰にもできない。彼は何を思い戦ったのだろうか──結局、叶かな葉はにはわからないままだった。

　話を終え、叶葉は息をつく。鴇子も肩の力を抜いた。

「そうか。……ふん。あいつも、苦労してるんだな」

「だからって、変に気をつかわないでいいと思いますよ。九曜は意地張りますから」

　ん──と曖あい昧まいに頷うなずき、鴇子はまた深く湯に浸つかった。何か思案しているらしい。聞いた話を自分の中で咀そ嚼しやくしているのだろう、その上で叶葉をちらちら見ていた。なんだろうと思う。

　しばらくそうしていると、不意に鴇子が言った。

「おまえはいい奴やつだと思う」

「な、なんですかいきなり」

「だから、わたしの秘密を教えてやらんこともない」

　彼女なりの感謝なのだろうか。別にいいのにと思う叶葉だったが、鴇子は「まあ黙って聞いておけ」と言うようにふふんと笑った。何な故ぜか自慢げだ。自みずからの武勇伝でも語るような。

「実はわたしの右の尻しりには傷きず跡あとがあるのだ」

　いきなり尻の話である。

「へっ？」

　面めん食くらったのは叶葉だ。藪やぶから棒ぼうに何を言い出すんだとも思ったが、実は鴇子も何かしら含ふくみがあったわけではない。

　同年代の女の子と親しくなったことがないのだから、距離感が掴つかめていないのである。

　なんとなく鴇子が知っているのは、「近しい間柄の者は胸の内を打ち明けるものだ」という知識だけだった。とっておきの秘密を明かすというシチュエーションをどこかの本で読んだことを覚えてもいる。

　それで、尻だった。

「もっと小さい頃に、ええとなんだったかな、坂からずさーっと滑すべる遊びあるだろ。そういうのダメだって言われてたけど、どうしてもやりたくって一人でこっそりな。それで転んで尻を引っかけたんだ。……おい誰にも言うなよ、家族と菊きく丸まる以外知らんことだからな」

　人の尻に傷跡があるなどと頼まれたって言いふらすものか。随ずい分ぶんな打ち明け話だったが鴇子自身はまるで気にしていないようで、昔の笑い話を語るように続けた。

「嫁入り前の体に傷がって母上は悲しんでたけど、わたしはそんなに気にしてないんだ。まあヤンチャの傷は勲くん章しようみたいなもんだし……見るか？」

「み!?　い、いやそんな、はしたないですよ！」

「なんだいいだろ別に、二人しかおらんのだし。おあつらえ向きにお互い素っ裸だぞ」

　言うが早いか、鴇とき子こは叶かな葉はに背を向けてざぶんと立ち上がった。湯が波打つ。まさかすぐ近くで尻しりを見せられるとは思わなかったので、叶葉は反射的に両目を手で覆おおってしまう。
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「あっ、そんな鴇子さまご無む体たいな！　わわわ！　うわーっ！」

「うっさいなもう！　尻くらいで妖よう怪かい見たみたいな声出すな！」

　指と指の隙すき間まで、叶葉は鴇子が指す場所を見た。が、

「……ないですよ？」

「ん？」

「傷きず跡あと、どこにも」

「あれ？　そうか？　治ったのかな」

　体をひねって自分の尻を確認しようとする鴇子だが、ぎりぎりのところで見えない。鴇子自身も気付かないうちにすっかり消えてしまったのだろう。何年も前の話ならば無理もない。

　釈しやく然ぜんとしない表情のまま湯に浸つかる鴇子。勲くん章しようが消えて残念そうだが、女の子の体に傷跡なんて無い方がいいと叶葉は思った。

「じゃ次、おまえの秘密を話せ」

「ええ!?　次ってなんですか次って！」

「わたしにだけ言わせるつもりか！　尻しりまで見といてそれはずるいじゃないか！」

「そっそっちがいきなり見せたんじゃないですかぁ！」

　女の風呂は、長かった。
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　風呂上がりになんと牛乳があって、叶かな葉ははフルーツ牛乳を飲んで感涙せんばかりの勢いだったが、鴇とき子こは瓶びんの開け方がわからず四苦八苦していた。そんな彼女に叶葉が開け方と飲み方をレクチャーして、九く曜ようと菊きく丸まるがじっとそれを観察していて、やがて帰り道。

　数十分ばかり湯ゆ浴あみをしたくらいでこれほど喜ぶものかと、九曜は内心で驚いた。

　まだまだ光が導く夜道、意気揚よう々ようと先頭を歩く叶葉の背を見ながら、九曜は畳たたんだ将しよう棋ぎ盤ばんを慎重に持ち運んでいる。あの程度は負けのうちに入らない。まだまだこれからである。

　それはともかく。一つ、はっきりさせておかねばならないことがあった。

　九曜は最後尾を歩いていた。前を進む叶葉と、その後ろをぼんやり歩く鴇子、それから粛しゆく々しゆくと続く菊丸。

『小しよう生せいは、鴇子に確認せねばならぬことがある』

　電波で菊丸に告つげる。

『……害意はない。どのみち聞かねばならぬことだ。良いな？』

　返答はないが異常な反応も見せない。承しよう諾だくと取り、九曜は鴇子の背後にぬっと近付いて、

「質問がある」

　わ、と鴇子がつんのめるようにして止まる。

「な、なんだいきなりっ」

　まだ九曜に対する警けい戒かい心は払われていないようで、鴇子は額ひたいをガードして振り返った。

　前置きも何も必要ない。九曜はいきなり切り出した。

「そろそろ答えてもよかろう。君は誰に追われている？」

　鴇子と菊丸に関して、まだ明らかになっていないこと。

　それは彼女が、誰に、どうして追われているのかだ。

　最初に知っておくべきだった情報だが、ここまで間が開いたのは鴇子が答えるのを渋ったからだ。確かに鴇子も、信用していない相手にそこまで決定的なことを明かすのは早いと思ったのかもしれない。だが、多少なりとも打ち解けたこの時なら問題ないだろうと判断した。

　鴇子は九曜の質問を受け、すぐには答えなかった。その表情が固まったかのように見えた。

　妙みような沈黙が数秒続き、九曜は怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せる。

「まだ答えられぬというのか？　何な故ぜだ？」

「……だって、言ったって信じないと思ったんだ」

　そろそろと返す鴇とき子この声には、明らかな疑念の色がある。

「信じるか信じぬかは小しよう生せいが決定する。どうあれ、こちらには聞く権利がある筈はずだ」

　鴇子は観念した。せめてと胸を張り、形だけは偉そうに、こう言った。




「覚えてない」




　ぐぐっ、と指に力を込める九く曜よう。デコピンの構え。

「う、ほ、本当だぞ！　本当に覚えてない！　目覚めてからもどうしても思い出せないんだ！」

「……」

　軽度の記憶障害、だとでもいうのか。

　目覚めて──という口ぶりから察するに、彼女もまた戦中のある期間から冷凍睡眠についたものと思われる。それはつまり長期の昏こん睡すい状態に至るということになる為ため、目覚めた際に記憶障害が起こるのは一例としてさほど珍しくもない。程度の差こそあれ、幾人かにはそうしたことも起こり得ることを九曜は知っている。

　つまり鴇子は、自分が追われているという事実のみ覚えているが、その追手の正体と、追われる理由そのものを忘ぼう却きやくしてしまっている。

　そんなことが、本当にあるのか。

「……では、君の父ちち御ごは？　《帝みかど》は如何いかがされたのだ？」

　鴇子は目を伏ふせる。

「わからないんだ。……わたしも、地下の施設で眠ったところまで覚えてる。けど、みんなばらばらだった。目覚めて……気が付いたら、菊きく丸まると一いつ緒しよにいた」

　普段は強気で傲ごう慢まんな皇女の両目に、この時ばかりは不安げな光があった。

　当然だ。自みずからの記憶が欠落しているということは、それに関する全ての思考に確証が持てないことになる。ある意味では九曜もそうだった。かつて人間であった九曜は、少年が人間として過ごした筈の十六年間について、ほとんど何も言うことができない。

「他に何か、記憶していることは？」

　更さらに問う。鴇子は、ぽつり、と呟つぶやく。

「くらぎ」

　鴇子はこれだけ、確信を持ってはっきりと告つげた。

　何かの名称だろうか。だが肝心の意味がわからなければ、手掛かりになろう筈はずもなかった。

　鴇子は両手で服の裾すそを掴つかみ、ただ上目に九曜の様よう子すを窺うかがっている。

「──あれー？　二人とも何話してるんですかー？」

　いつの間にか随ずい分ぶん先まで歩いてしまっていたらしい、気付いた叶かな葉はの声が届く。

　九曜はしばらく鴇子を見詰めていたが、これ以上何も出ないということを悟さとった。

「……行こう」

「あ、ああ……」

　鴇とき子こに先立って歩き出す。叶かな葉はが待っている。

　鴇子が本物であるのかどうかについて、まだ完全に信じるまでには至らないというのが九く曜ようの本音だ。疑問点が多すぎる。追手がわかればあるいはと思っていたが、覚えていないと言う。

　だが鴇子は鬼き虫ちゆうの番号を知っている。そして何より、近衛このえ兵・菊きく丸まるを連れている。

　そんな少女が、仮に皇女でないとすれば他の何者なのか。疑いの目を向けてこそいる九曜だが、そう問われれば、正直なところ答えようがない。
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　それからまた日を跨またぐ。

　九曜は鴇子の話を聞いた時点で、一つのことを決断していた。

　もう二度と行くことはあるまいと思っていたあの場所に、再び足を踏み入れる。




　いつものように地図記入のため街を歩き、ある時点から九曜は全く違う方向へ足を伸ばした。

　ここから最も近いポイントは、川を南に歩いたとある橋だ。

　主脳に格納された記憶情報を辿たどりながら、九曜は川に沿って歩く。

「……下した街まち、か」

　独ひとりごちる。九曜は東とう京きようの表にさほど詳くわしくもないが、「同どう僚りよう」に連れられて歩いたことは何度かある。あの頃と比べれば随ずい分ぶん静かになったものだと思う。

　市街と廃はい墟きよ区を隔てるフェンスを抜け、迷わず崩くずれかけた廃墟群へと足を踏み出す九曜。

　崩れかけたビルが左右の視界を埋め、大通りの向こうにもそれらが墓ぼ標ひようのように霞かすんで見える。雲間から切れ込む昼間の日光は、形を崩した街に二十年前と全く変わらぬ光を注ぐ。

　川のせせらぎと鳥のさえずりが聞こえてきた。それだけならのどかな午後と言うこともできようが、遠くから届く重機の音と、崩れた都市の輪りん郭かくがそれらを絶ぜつ妙みようにぶち壊こわしにしている。

　それでも、相対的には静かなものだった。往年の街中とは比べるまでもない。

　途中で折れた単モ線ノレールの路線を遠くに見上げながら、九曜はひたすら歩いた。

　そして、海岸通りに架かかる一本の橋を見つけた。ゆるいアーチを描く幅はば広ひろの橋だ。東京湾わんにほど近いこの区画にはぬるい潮風が届き、川幅もかなり広くなる。

　正確には、この地下に用があるのだ。

　九曜は崩れかけた地下への入り口を発見し、そちらに足を向ける。階段を下りると、真っ暗な地下から濃密な錆さびの臭気を孕はらんだ風が吹いた。

　帝てい都と地メ下ト鉄ロは、まだ機能していないらしい。当然ではある。中央区のエリアに限り運行しているのかもしれないが、それでもこんな末端まで整備されるのはまだ先の話だろう。

　視覚を暗視モードに移行してふと壁を見ると、近日公開される予定の映画キネマのポスターが貼はられている。立場の違い故ゆえに結ばれぬ男女の悲恋を描いたものらしいが、折せつ角かくの広告も劣化してボロボロになっていた。どういう偶然か、公開日時は二十年前の今日だった。

　剥はがれかけたそのポスターの端はしが、乾いた音を立てて揺ゆれた。

　その時にはもう九く曜ようは抜刀していた。

　いる。

　暴走した機械兵。中央に掃そう討とうされた数の方が多いだろうが、辛かろうじて生き残り「作戦」を続ける彼らは、都市の闇やみ──今なお手の届かぬ地下空間に潜ひそんでいた。

　凄すさまじい速度で飛び出してくる影。狂気の眼めが光り、九曜は敵の視線を真まっ向こうから受ける。

　軍刀の白はく刃じんが閃ひらめき、半円の軌き跡せきを描いて走る。

　闇に翻ひるがえる刀身が機械兵の身体からだの右から入って、最小限の動作で胴どうを抜いた。一体目を切断した斬ざん撃げきの軌跡は淀よどむことなく低空を滑すべり、続く二体目を確実に捉とらえている。切っ先が標的の首を貫つらぬく時、九曜の赤目は続く反応を照準する。

　無人の荒れたホームを抜け、電車の無いレール上に飛び乗り、九曜は駆けた。追うも迎えるも無数の影。怯ひるむことなく軍刀を握り直し、細い呼気を吐く。

「──通して貰もらうぞ」

　傾けた杯さかずきが水を零こぼすように、地下の停滞した空気が一気に流動した。腐りかけた人工血液が散り、床や壁を転々と汚す。光が届かぬ闇の中で無数の足音が次々と動き出す。何なん閃せんもの斬撃が四方八方から出で鱈たら目めに振り下ろされる細い音、その中で一ひと際きわ鋭い一閃のみが敵を逃さない。

　地下の闇になお黒く、少年の外がい套とうが翻ひるがえる。重なる無数の音が地下のトンネルに響き、亡ぼう霊れいの啼なき声のように細く長く続いた。

　戦闘中、九曜は奇き妙みような安息にも似たものを感じる。これで良い、という感触。遥はるか昔から死線にいたかのような居心地の良さ。自分自身に何一つ疑問を感じないで済む瞬しゆん間かん。当然、それに無自覚な九く曜ようでもない。

　九曜は戦闘兵器だ。兵器であるからには「主要概がい念ねん」と呼ばれる存在意義が設定され、そこから外はずれた者達は電脳に異常をきたす。

　叶かな葉はは大切な人だ。彼女と共にいたいと本心から思う。戦後の街にも興味が尽つきない。だが最も迷わずにいられる時は──、

　反応のある最後の一機を斬きり捨て、九曜は軍刀を虚こ空くうに払い、静かに鞘さやに納める。自みずからが駆けたレールを振り返り、敬礼。

　──もしかすれば。

　自分もまた、彼らに近付いてきているのかもしれない。




　目的は、この先にある。

　複数ある路線の合流地点、普通は絶対に人が来ない場所の床に、人間一人が入れる程度のハッチがある。九く曜ようはその場にしゃがみ込み、無言のままハッチの開閉ハンドルに手をかけた。

　錆さび付いた耳障りな音がしてハンドルが回る。開くと、更さらに濃い闇やみがぽっかりと口を開けた。

　冷えた空気が流れ出てくる。九曜はその中に飛び降り、狭い通路を迷わず進んだ。しばらく歩くと通路が開け、目前に分厚い扉が立ちはだかる。

　横の操作盤ばんに触れ、九曜は電磁制御エレキテルを発動した。

　通電。操作盤のサーキットを電流が走り、心臓マッサージを受けたように一時的に息を吹き返してコマンドを受け付けて、軋きしませながら扉を開く。

　あった。




　帝てい都と地下道、[image: ]まるひ三十七号自ゲ動ー門ト。




　この都市にはもう一つの姿がある。

　表にはあまり詳くわしくない九曜だが、帝都の裏はよく知っていた。

　東とう京きようの地下深くに張り巡めぐらされた無数の秘ひ匿とく路線。端はしは坑道から地下工こう廠しよう、それから軍事通路と要人専用の避難路、各所に点在する研究所をはじめとした施設群がその正体だ。

　蟻ありの巣のように展開されるこの地下施設の全容は九曜でさえも掴つかめていない。それどころか全て把握している者が一人でもいたのかすら怪あやしい。一説によるとこの地下空間は地上の東京より広範囲に展開されていると言うが、どのみち事実を確認するのは至難の業わざだ。

　多くは戦争に備えて造られたものだと聞くが、それより前にもこの地下世界は存在していたと言うし、古い坑道と新しい坑道が混在している様は異様だ。最初に地下道が掘られたのは数百年も前という話もあるほどで、聞いてみれば怪かい談だんの十や二十は出てくるような場所である。

　もう二度と来ることはあるまいと思っていた。

　蜂はちという半身は既すでに亡なく、少年は少女のただの護ご衛えい。そうありたいと願った。

　過去を忌き避ひしているわけではない。だが、これまで戦いの為ためだけに生きた自身との決別の証として、過去の戦いくさの気配を色濃く残すこの空間に足を踏み入れるつもりはなかった。

　九曜は目を閉じ、地下空間の籠こもった空気を一杯に吸い込む。

　一いつ瞬しゆんでも懐なつかしいと思ったことが、どこか後ろめたい。

　操作盤を弄いじって管理用通路に照明をつけると、埃ほこり舞う仄ほの明あかるい通路が視界に広がった。ここから太い幹線通路に出て、最寄りのデータベースに寄る必要がある。

　実際のところ、こんなところは末端も末端だ。数え切れぬほど分ぶん岐きして張り巡らされた地下網の中でも枝し葉ようの更さらに隅に過ぎない。

　不ぶ気き味みな錯さつ覚かくがふと脳のう裏りをよぎり、九曜は頭を振る──自分は何も変わっていないのではないか。ここは二十年前のあの帝てい都と地下道で、自分は今、戦友達の待つドックへ向かおうとしているのではないか。──いいや有り得ない。そんなものは、この地下道がもたらした幻想だ。

　迷路のような管理通路を迷わず進み、古い照明で照らされた地下道を飽きもせず歩いた。無数の無機質なパイプが壁といわず天井といわず走り回っている。

　やがて、太いトンネル状の幹線通路に出た。

　大の大人おとなが三人いてやっと抱えきれる太さの柱が等間隔で並んでいる。緑色の非常灯と明めい滅めつする照明が一帯を不気味に照らし、九く曜ようはその中を無言で進んだ。ゲートが厳重であったからか、暴走した機械兵はここまでは入り込めていないらしい。

　静かなものだった。押し潰つぶされるほどの静せい寂じやくだ。

　そのまま歩き続け、幾つもの合流点を曲がり、最も近い中継地点に行き当たる。

　ここだ。

　通路から脇わきに逸それた金属扉の上には、『南なん部ぶ十一通信室』と記されたプレートがある。赤あか錆さびの浮いた扉を半なかば強引に押し開け、空気の籠こもった室内へと足を踏み入れる。

　仄ほの暗ぐらい空間に真っ白な埃ほこりが舞った。通信室は二十坪つぼほどの広さで、機材の前の椅い子すはことごとく倒れ、壁に銃じゆう痕こんが残り、拳けん銃や薬やつ莢きようが当時そのままといった風に転がっている。

　九曜は通信室の端末に手を触れ、通電した上で起動コマンドを打ち込む。まだ回路が死んでいないらしく、そこから躊ちゆう躇ちよなく通信ログにアクセス、目的の情報を探さがす。

　戦争末期における中ちゆう枢すうの動きの記録が欲しい。

　あの時、八や洲しまの中枢は皇族をどう処したか。

　最重要機密であり、当時最優先で行われるべきことだった筈はずだ。ここで何から何まで情報を得られるなどとは最初から思っていない。だが軍部の行動記録にその情報の片へん鱗りんがありはしないか。そうしたデータの尻尾しつぽから、鴇とき子こを追うという何者かの輪りん郭かくを掴つかめはしないか。九曜はそう考えていた。

　実際のところ望み薄ではある。それでも、何か小さな手掛かりがありはしないか。

　頭の部分では理解している。菊きく丸まるを連れ、鬼き虫ちゆうを知っていた鴇子が、まさか皇族以外の何かであるとは思い難がたい。一方でそんな彼女が下した街まちにいる筈がないと考えているのも事実だ。

　二つの事柄は、それ自体が致命的な矛盾を孕はらんでいる。二十年前に何があって、どのように事が運ばれて、冷凍睡眠から目覚めた鴇子が何な故ぜ下街の薄うす闇やみを徘はい徊かいしていたのか。

　ふと気になるログを発見した。見たところ関かん東とう圏けん南部に敷かれた防ぼう衛えい網もうの活動記録の一部であるようだ。時間を辿たどる。

　昭和八十年六月二十日、市民の地下避難開始。

　同年七月九日、第一防衛線壊かい滅めつ。

　同年七月十五日、防衛都市《尽じん天てん》との通信途と絶ぜつ。

　同年七月十九日、特秘情報の保管、帝都地下・中ちゆう枢すう第一研究室に格納。

　同年七月二十七日、嵓くら木ぎ基地に通達、計画実行。

「……嵓木基地？」

　その文字に目を留めた。常に前線にいた九く曜ようは、国の各所に置かれた基地や研究所の全てを把握しているわけではなかった。機密レベルが高い鬼き虫ちゆうの関係施設はわかるが、それ以外にはいまいち明るくないのだ。

　くらぎ、と鴇とき子こは言った。

　それが基地の名であったことを初めて知る。ここに何か手掛かりがあるのではないか。九曜はそう踏んで、嵓木基地の座標データを己おのが電脳に転送しようとし、

　背後の何者かを、察知した。

　隠かくれようともしていない動きだった。ふらりとした歩みはまるで酔すい歩ほしているかのようで、足取りに何の敵意も無く、それどころかあらゆる感情の気配を全く感じさせず、だからこそぞっとするほどに異様な影。

　幽ゆう霊れいの歩みかと思ったがそんな筈はずはない。

　距離は五メートル強、こんなところに一人で歩く者が人間であるわけもなく──

　九曜は躊躇ためらわず軍刀の柄つかに手をかけ、




　その両腕が、斬きり飛ばされる。




　ずん、と、腹の底を震ふるわす振動が地下空間を揺ゆらした。ただ一歩の踏み込みでその男は距離を消し飛ばし、右の一刀で九曜の軍刀を弾はじき、左の一刀で腕を大根のように切断した。九曜の居合よりも更さらに数段速い。振動の余波で床の椅い子すが跳はね、埃ほこりが嘘うそのように舞い上がり、ひび割れた壁や天井の一部がぱらぱらと落ち、断面から真しん紅くの人工血液が迸ほとばしり、

　静せい寂じやくが戻った。

　九曜の身体からだは、そのどこにも傷一つ付いていない。

　軍刀は抜く前に相手の右の鞘さやで抑おさえられ、左の柄つか尻じりは九曜の肩に触れて静止している。

　この時点で九曜はもう気付いていた。自分は、抜刀すらしていない男に完全に抑え込まれたこと。そして先さき程ほどの「錯さつ覚かく」は男が戯れに放った殺気の産物に過ぎないということ。

　いいや、正確には気付いたのではない。

　知っていたのだ。

「──おいおい」

　口の端はしを歪ゆがめる男。

　二刀一いつ対ついの双そう刃じん。それでありながら九曜をも凌りよう駕がする剣腕。白はく兵へい戦における歴然たる技量の差。神速の踏み込みと腹の底を揺らす振動、甚じん平べいの後ろの襟えり首くびに刺し繍しゆうされた数字、そして不敵に輝く緑色の双そう眸ぼう。その全てを、九曜は、誰に言われるでもなく知っている──覚えている。

「しっかりしろよ。何かと出くわす度たびに抜いてたんじゃ、そこらのイカレと変わらんぜ」

　起こる筈はずのないことが起こっている。

　いる筈のない男がここにいる。

「……剣けん、菱びし……!?」

　亡ぼう霊れいを呼ぶがごとく、その名を呟つぶやく。

　鬼き虫ちゆう参さん番式《蟷かま螂きり》・夜や叉しやの剣菱は、戦友との再会に、かつてのように飄ひよう々ひようと笑んだ。




「言いたいことが山ほどありますって顔だな？」

　剣菱は二刀を腰こしの後ろのホルダーに納め、その辺の適当な椅い子すに座る。

「……当たり前だ」

　夜叉の剣菱は、戦死した。少なくともその筈だった。

　忘れる筈がない。数において圧倒的に劣る戦線、たった一機でそれら全てを斬きり伏ふせ、屍しかばねの山を築き上げ果てた男のことを。

　九く曜ようは自みずからの正気を確かめるが如ごとく頭を押さえ、未いまだ幽ゆう霊を見るような目で剣菱を見返す。

「……剣菱。貴官は……あの時の戦場で、死んだ筈だ」

　最前線において展開された激戦の中で、参番式の蟷螂の識別信号は完全に消失した。生命反応も途切れ、どう考えても「死亡」と言うべき状態にあったのだ。

　ただ、蟷螂の死体そのものは回収されなかった。九機の《虫》は機体そのものが最高機密の塊かたまりであるから軍も躍やつ起きになって残ざん骸がいを探さがしたが、結果的にはただ一つ、蟷螂の前ぜん肢しに装着されるブレードが一振り発見されるのみだった。

「生きていると、思っていいのか。本当に……貴官だと認識していいのか？」

「安心しな、俺はここにいるさ。ただまあ、お前の見立ても間違っちゃいねえな」

　剣菱はやや大おお仰ぎように肩を竦すくめてみせた。

「九死に一生……って言い方でいいかはともかく、ま、そんなとこだ。実際そんな恰かつ好こうのつくもんじゃねえ、あん時の俺の死にっぷりは九死どころかほとんど十死だったからな」

　自分が「死んだ」ということをも他ひ人と事ごとのように語る剣菱は、二十年前から何も変わっていないように思える。あらゆる事柄を、時には自分自身すら俯ふ瞰かん的に見て、皮肉の一つも嘯うそぶいてみせる。剣を握っていない時の剣菱は、つまりそういう男だった。

　不ふ真ま面じ目めな態度に腹を立てたことも一度や二度ではないが、九曜はこの飄ひよう々ひようとした男に奇き妙みような親しみやすさを感じていたものだ。どこか昼ひる行あん燈どんのようにぼんやりしているが悪人ではないし、良くも悪くも気負いのない態度には精神的に救われたこともある。

「そうか……生きて、いたのか。良かった。……上う手まく言えぬが、本当に良かった」

「よせよ。嬉うれしいこと言ってくれるが、野郎二人で感動の再会ってのも華はながねぇや」

　冗談めかして剣菱は笑う。懐なつかしい反応に、九曜は彼が本当に生きていることを実感する。

　もちろん聞きたいことは山ほどある。第一に、彼が何な故ぜ、どういう経けい緯いでここにいるのか。

「だが。貴官は何故生きているのだ？　──あの戦線は、生き残れるものではなかった」

　剣けん菱びしにとってもそれは当然の質問であった筈はずだ。

　彼は九く曜ようの質問を受け、はっきりと返した。




「巴ともえだよ。あいつが俺を冥めい土どから引っ張り戻したのさ」




　羅ら刹せつの巴は、二十年前の戦争で最初に消えた鬼き虫ちゆうである。

　彼女も死体は確認されなかった。敵の大型基地に単たん騎きで突入したまま未帰還。通信が途と絶ぜつして数時間後に基地全体が崩ほう壊かいし、周辺数キロに高濃度のＢＣ兵器が撒まき散らされ、《蜘く蛛も》が突入した基地周辺は一級汚染地帯として今でも封ふう鎖さされている。後に防ぼう毒どく装備に身を固めた回収隊が潜せん入にゆうしたものの、原型を無くすほど崩くずれ去った基地の残ざん骸がいから蜘蛛の死骸を発見することは終ついぞ叶かなわなかった。

　あの戦争で死体を確認できなかった鬼虫は三機、うち二機がつまり蜘蛛と蟷かま螂きりだった。

「では……巴も、生きていると？」

「ああ、今のあいつを見りゃ小こ半はん時ときは笑えるぜ」

　──巴が。

　驚きもある。だが同時に、それと同じくらいの大きさで奇き妙みような納得の感情もあった。

　巴は底の見えない女だった。

　二十を少し過ぎたくらいの、振ふり袖そで装しよう束ぞくに身を包んだ女。紫むらさきの瞳ひとみを妖あやしく輝かせる、背せ筋すじが寒くなるほどの美女だ。何かにつけこちらを子供扱あつかいすることがあって、それが気に入らない九曜だったが、彼女の存在感は鬼き虫ちゆうの中でも一種異様なものがあった。

　巴は自みずからも蜘蛛の適合者にして、八や洲しま軍における兵器研究の第一人者──鬼虫シリーズの開発を牽けん引いんした稀き代たいの技術者である。

　鬼虫は機械化に伴ともない人であった頃の記憶と記録を抹まつ消しようされるものだが、彼女に限ってはそうでなかった。伊だ達てと酔すい狂きよう丸出しの服装も機械化前からのことで、鬼虫の研究開発と戦闘を同時に行う、馬鹿と天才の間を好き勝手に行き来しているような女だ。

「あいつに蘇そ生せいされて……それから随ずい分ぶん長いこと潜せん伏ぷくした。虫の修復と調整の為ためにな。動けるようになったのは最近でな、お前らのことを考えもしたが色々あって手が回らなかった」

「では、今は……」

「──待てよ。その前に、俺にも一つだけ聞かせろ」

　九曜は口をつぐむ。

　今この時、生き残って東とう京きようを訪れた九曜を前に、剣菱が聞きたいことなど知れていた。

　緑の目はじっと九曜を見つめ、そして問う。

「あいつは……竜りん胆どうはどうなった？」

　竜胆──鬼き虫ちゆう壱いち番式《蜻蛉とんぼ》・四し天てんの竜胆。

　最初の鬼虫、蜻蛉を駆かる最速にして最強の男。

　竜胆、巴ともえ、剣けん菱びし。彼らは鬼虫シリーズの第一期被験体であり、初期の虫に適合した「最初の三人」と呼ばれていた。いわば同期である。戦後の二十年の空白を差し引いても、彼らは十数年来の旧知の仲であった筈はずだ。

　その関係性と彼らの間にあったものを「友情」と名付けるのは適当ではない。もちろん戦友であったし、旧友だとも言える。だが一般の人間達の間で育はぐくまれる友情と彼らのそれは明らかに異質であったし、馴なれ合いめいたやりとりは一度としてあったことがない。

　それでも、三人の間には奇き妙みような信頼があった。それは九く曜ようにもわからない長さで、鬼虫の計画当初からずっと続いていたものだ。

　今、問う剣菱の口調にはある種の予感の気配がある。

　竜胆と蜻蛉を、恐らく最も長く見てきた男の一人だ。

　問われた九曜の態度が、ある意味、決定的な判断材料となっただろう。

　覚かく悟ごしていた質問を受け、九曜は目を伏ふせた。まさか嘘うそをつくつもりもない。だがそのことを己おのが口から戦友に告つげるのは、何か奇妙な、内ない罰ばつ的な重みを伴ともなった。

「──、竜胆は。……竜胆は、死んだ」

「……何？」

「小しよう生せいが撃げき墜ついした」

　そして九曜は説明した。あの廃はい墟きよの街、尽じん天てんで、何が起こったか。どのような軌き跡せきを経て九曜がここに至ったか。右目を覆おおう眼帯に指先で触れながら、まるで懺ざん悔げであるかのように剣菱に伝える。

　蜻蛉が墜おちた。

　差し違える形で、蜂はちも破は壊かいされた。

　剣菱は、数秒ほど黙った。

　ためらうように彼の目を見返す九曜。剣菱の顔に表情は無かった。ただ九曜を見据すえて、ふっと力が抜ける。全体重を乗せてもたれかかったボロの椅い子すが、音を立て軋きしんだ。

「……そうか。…………そうかぁ」

　独ひとり言ごとのように呟つぶやき、剣菱はすっと目を細める。

　それ以上、彼は余よ計けいなことを言わなかった。敢あえて何か言及するでもなく、十分に理解していたのだろう。四天の竜胆がどのような男で、戦争が全て終わってしまった後、どのような選択を下し得るのかもわかっていたのかもしれない。

　だから、もう一つだけ、こう質問した。

「あいつは、満足して逝いったか？」

「わからない。ただ……」

　──ただ？

　緑目が問う。九く曜ようは記憶に刻きざまれたあの夕暮れの海を思い出す。全てが黄昏たそがれに染め上げられた空、落陽を受けて朱しゆに煌きらめく海面。その中に確かに存在した漆しつ黒こくの虫。命を賭とした加速知覚の先にあった銀ぎん閃せんと雷光、抜き放った軍刀の感触。

　その果てに視みえた、あの碧あおき眼め。

「……ただ、竜りん胆どうは……蜻蛉とんぼが墜おちるあの時、笑ったように見えたんだ」

　進め、とあの男は言った。

　あれはきっと、遺ゆい言ごんだったのだ。

　同じ鬼き虫ちゆうを撃げき墜ついした事実に、罪の意識が無いといえば嘘うそになる。何よりも、九曜にとって彼は命の恩人だった。空戦の師だった。その背中を見ていた──憧あこがれだった。

　だが、あの戦いとあの結果について、後悔は無い。

　その先に得たものに、何一つとして恥じるものは無い。

　剣けん菱びしは肩を竦すくめ笑った。「しょうがねえな」というような笑い。責めるでも哀かなしむでもなく、当然の運命を受け容れるようにして、竜胆の死を肯定した。

「……けど、巴ともえは悲しむだろうか？」

「そりゃ悲しむさ。あいつ竜胆のこと気に入ってたしな」

　即答である。む、と九曜の表情が曇るが、剣菱はさほど深刻でもない様よう子すで続ける。

「まあ後にゃ引かねえよ。あいつは竜胆を調整した張本人だ、あの堅かた物ぶつがどういう奴やつなのかもよくわかってる。……それにもう俺達だって、他の連中がみんな死んじまったことは知ってる。井い筒づつも万まん字じも、庵いおりも楓かえでも柊ひいらぎもな」

　非情でなく、そういうものなのだ。旧知の仲であっても、自分たちがどういう存在であるのかを考えれば、その死もなるべくしてなった帰結として納得する。つまりそういうことだろうと九曜は解釈した。

　そしてそれは最初の三人だけでなく、他の鬼虫に関しても同じなのだろう。

　剣菱は背もたれに身を預けたまま暗い天井を見上げ、ふう、と塊かたまりのようなため息を吐いた。

「……竜胆の奴やつは、いつか俺が斬きるつもりでいたんだがなぁ」

　物騒な冗談が出たものだ。

　打って変わって軽い調子で零こぼれた言葉に、九曜は懐なつかしさを覚えた。この男は変わっていない。まるで二十年前からそのままやってきたようで、それが不ふ思し議ぎな居心地の良ささえ伴ともなう。

　そんな九曜の顔を見返し、剣菱は「お？」と目を丸くした。

「お前、今、笑ったか？」

「ん、──いや、これは」

「ほおお。変わるもんだ、万年仏ぶつ頂ちよう面づらのお前がねえ。あの小せえ嬢ちゃんの影響か何かか」

　──む？

「あ」

　聞き捨てならない言葉に眉び目もくを寄せると、剣けん菱びしはしまったというように頭を掻かいた。あの小せえ嬢ちゃん。それが誰を表すのか気付かないわけがない。

「あー……あーあ。はあ。まあいいや。いやこれ巴ともえの奴やつには黙っとけって言われてたんだけどよ、ほらあいつ色々勿もつ体たいぶるとこあるだろ？　演出好きっつーかそういう面めん倒どうくせーとこが」

　確かに、巴にはそういう癖くせがある。段取りを妙みように重視するというか、頭の中で理想の筋すじ書きを描くというか、つまり劇場型なのだ。これを外はずされると巴はいじける。激しくむくれる。いい歳こいて何日も口を利きかない時さえある。

　ともあれ。

「あいつがどうしても会いたいって言うからさ、先にお前の相あい棒ぼうと会ったんだよ。ご丁寧にそれらしい筋書きまで作ってな。正体も隠かくしてよ」

「……知っていたのか？」

「下した街まちんとこに探さぐりを入れてたらお前がいた。いや実際めちゃくちゃ驚いたぜ。連絡が取れなかったお前がいるわ、そんな絵に描いたような朴ぼく念ねん仁じんが女を連れてるわで」

　口の端はしを吊つり上げる剣菱の目には、明らかに面おも白しろがっている気配があった。九く曜ようは憮ぶ然ぜんとした顔でそっぽを向く。からかわれて面白いことはない。ないし、二十年前からの知り合いが彼女について言及するのに、何か不ふ思し議ぎなむず痒がゆさを感じるのだった。剣菱はにやにやしながら九曜を見ていたが、ややあってこほんと咳せき払ばらいを一つ。

　そして、言った。

「──だからな。本当のところ言っちまうと、お前がここに来た理由はなんとなくわかる」

「……なんだと？」

「帝みかどの血統のことだろ？」

　正しい。

　九曜は戦争末期、八や洲しまの中ちゆう枢すうが皇族をどのように処したかを調べに来ている。何な故ぜそれを知っているのかと目を丸くする九曜に、剣菱は「簡単だ」と前置きして、

「お前の相棒と、もう一人女の子がいた。そっちはツラ隠かくしててわかんなかったが、曲くせ者ものはあの二人の傍そばで黙りこくってたデカブツだ。たまげたぜ、随ずい分ぶんな出力の駆く動どう機関を積んでる上に額ひたいんとこの鉢はち金がねには菊の御紋ときた。そんな大層なもんを連れてるのがまさかあのおさげの子ではなし、となりゃもう片方だろう。──帝には、三人の皇女がいたっつうしな」

　あんなところにまさか皇族がいる筈はずもないとは、剣菱も思ったことだろう。

　その上で、何よりの証拠たる菊きく丸まるがいる矛盾に首を傾かしげもした筈はずだ。

　九曜は勢い込んで身を乗り出した。ならばもしや、剣菱もそれを調べにここへ来たのか。

「まさか、何か知っているのか？」

　手掛かりを持っているかもしれないと期待した九く曜ようだが、剣けん菱びしはしかし首を横に振った。

「あそこについては俺も巴ともえも知らねえ。……帝みかどとその関係は丸ごとみんな特秘だからな。俺もあんなところに皇女がいるってな信じられねえままだが、何を調べようにも決定的な情報なんざどこにもねえぞ。……にしても、お前はなんでまたあんなことになってんだ？」

　質問に対し、九曜は一いつ瞬しゆん言葉を詰まらせる。

　実際、説明しづらい。成り行きでこうなったとしか言えないのだから。

　結果としてできることは、事実を最初から現在まであるがままに語ることだった。事実の細部には、九曜自身まだわからないままでいることが多い。剣菱は椅い子すに座ったまま、それをじっと聞いていた。そう長くもない説明が終わると、顎あごに手を当て、九曜を見上げる。

「追われてる、っつったか？」

「ああ。……だが、その相手と理由は知らぬという。軽い記憶障害の類たぐいと思われるが……」

　剣菱はそのまま、何かを思案していた。数秒の沈黙。

　そういえば、この男が地下にいる理由はまだ説明されていない──そう思い始めた折、剣菱は視線を九曜に戻し、自みずからも探さぐるように口を開いた。

「その追手、心当たりがある……かもしれん」

「本当か……!?」

　息を呑のむ。剣菱は目を見開く九曜に対し、人差し指で己おのれのこめかみを軽く叩たたいてみせた。それは彼ら同士にしかできない、人間には再現不能な情報のやりとりを示している。

「どのみち話そうと思ってたけどな。まずは見せたいもんがある、回線開け」

　言われるままに従った。回線を開き、剣菱との短距離通信をアクティブにする九曜。信号を受け取って対象の属性を味方識別に定義し、電子情報の交換を可能にする。

　剣菱の電脳に格納されたデータが、そのまま九曜に送信された。

　一いつ瞬しゆんそれが何なのか判別しかねた。

　暗くら闇やみの中で撮影された画像と見え、ピントがぶれていてはっきりしない。解析にかけて可能な限りノイズを除去すると、見えてきたものはどこかの造兵工こう廠しようと思おぼしき施設だった。

　複雑に配置された機材とキャットウォークの間に見える、影。ずらりと一列に並んだそれの詳しよう細さいは認識できないが、どこか生物的な造形はシルエットだけでもそれとわかる程ほどに異様なものがあった。

　一般の規格で製造された兵器とは明らかに違う。では、これは何なのか。

　例えば自律多脚戦車であれば、動力機関を搭とう載さいした胴どう部──それも機体前面に優先的に装そう甲こうを回す。斥せつ候こうを目的とした偵てい察さつ機であれば逆に装甲は薄く、小型で小回りの利きくフォルムとなる。それぞれのコンセプトを与えられた兵器はそれぞれの目的に合わせた形で最適化されており、形状を見ればどのような設計思想のもとに運用されるものかある程度はわかる。

　画像のものには、それが無い。

「わかるか？」

「いや。兵器であるにしても、想定されている運用法が読めぬ。どのような目的で造られたものか……この画像からのみであるが……判断のしようがない」

「そうだな。こいつはそこらの機械じゃない。普通に使われるブツに通じるような設計思想なんてもんはハナから関係ねえ、まるでこいつだけの論理があるみてえにな」

　剣けん菱びしの物言いは、意い味み深しんだった。

「……わかるだろ九く曜よう。俺達は、そういうものの存在を知っている筈はずだ」

　謎なぞかけでも何でもなく、それは即ち、答えに等しかった。

　通常兵器とは全く違った規格でもって製造された、極めて特殊な兵器。

　生物的な造形。

　この二つが意味するところは、即ち──

「……剣菱」

　呻うめくように、九曜。

　静かな、しかし強きよう烈れつな驚きよう愕がくが、音もなく九曜の胸中に満ちる。それは背せ筋すじが凍り付くほど冷たく、それでいて津波のように厚く激しく電脳を掻かき乱した。恐るべき確信は、過去に置き去りにしたよく知っているものの記憶によってもたらされた。

「まさか──これは」

　剣菱は頷うなずく。




「《甲こう虫ちゆう式》……って型式名がわかってる。つまりこいつは、どっかのバカが生み出した量産型の鬼虫だ」




　鬼き虫ちゆうとは名の通り虫の形を模もし、複数の電脳を持ち、一機につき一体の装着者を前提とした自律機動兵器である。「鬼虫」に対し「甲虫」と銘めい打うつのは、先の大戦で製造された九機の虫を下敷きにしたが故ゆえのことだと推測できる。

　そして剣菱は語る。

　彼と巴ともえは、秘密裏りにこの甲虫を製造する何者かの足跡を追っているということ。十分な技術と物資を持つ集団であることは間違いないが、その正体、目的ともに未いまだ不明であること。この画像は帝てい都と北部の旧陸軍造ぞう兵へい廠しようからのものであり、巴がハックした基地内の監視カメラで撮影したものということ。

　追跡は、二人の力をもってしても困難を極めた。徹底的に裏へ、闇やみから闇へ渡り歩く「その者達」は、まるで幽ゆう霊れいのようにその尻尾しつぽを掴つかませなかった。

　ある時、剣菱は巴と共に闇に乗じて造兵廠を襲しゆう撃げきした。だが基地は既すでに無人であり、残されたデータの残ざん骸がいから甲虫式というコードネームと、既に何機かは実用段階に入っているということが辛かろうじてわかった。

「それから収しゆう穫かくだったのが、動き出してる何機かの識別信号のデータだな。連中もわきまえてるみてえで簡単にゃ尻尾しつぽも出さねえにしても、おおまかな位置を割り出して追跡はできる。つってもまあ、そこらの解析は巴ともえがやってんだけどな。俺にゃさっぱりな話さ」

「……ではその甲こう虫ちゆうなる個体は、今どこにいて、どれほど動いているというのだ？」

「どう少なく見積もっても十は下るまいってとこか。確認できた限りの奴やつらがどこで動いてるのか……こいつが妙みようだと思ってたんだが……ちょうど地上の下した街まちなのさ」

　剣けん菱びしの言葉が鍵かぎとなって、九く曜ようの中で一つの仮説が構築されていく。

　何な故ぜ、下街などというところに向けて甲虫式が動き出したのか。剣菱はその理由に、鴇とき子この存在があるのではないかと言っているのだ。そして、ならば、鴇子が覚えていないという「追跡者」は他ならぬ甲虫式──ひいてはその背景にいる筈はずの何者かなのではないか、と。

　とすれば、嵓くら木ぎ基地というのは何を意味するのか。

「あの娘を追うのがその者達であるという可能性は、十分に考えられる。ならば剣菱、嵓木基地という場所に何か覚えはあるか？」

「嵓木？　いや、何かあったって話は聞かねえが……そいつがどうした？」

「鴇子が……あの皇女が、唯一記憶している単語だという。もしかすれば、そこに両者を繋つなぐ何かがあるのかもしれぬ」

　嵓木基地は、或いは量産型の製造に深く関わった施設なのではないか。そして鴇子は何らかの理由でその秘密を知ったのではないか。

　これらは、ただの仮説に過ぎない。それでも皇女と鬼き虫ちゆうの量産型が同じ区画にいるという事実を、ただの偶然と切って捨てることもできなかった。

「……なるほど、な。確かに気になるな、そいつは」

「ああ。しかし、貴官らはずっとその調査をしていたのか？」

「そりゃな。このご時勢にコソコソこんなもん作ってる連中なんざマトモじゃあるめえさ」

　目を細める剣菱。緑色の瞳ひとみが、一いつ瞬しゆん鋭い光を宿した。

「──そもそも気に入らねぇ。俺達を差し置いて、どのツラで『虫』なんて作ってやがる？」

　その怜れい悧りな眼光もまた、二十年前から変わるところがない。

　敵を前にした時の、ある種の獰どう猛もうさを秘めた目だ。

「……状況は了解した。小しよう生せいは、ひとまず戻って叶かな葉はにこの件を伝えようと思う」

　九曜は、判断の補助として彼女を司令と設定している。何をするにしても、最終的な決定権は叶葉にあるのだ。

「そうかい。んじゃ俺は巴にお前のこと連絡でも──」

　言いかけ、剣菱は止まった。ぴくりと眉まゆを上げ、こめかみに触れるその動作の意味を九曜は知っている。暗号通信──それもこんな地下施設にまで届く、強きよう烈れつな電波だ。

「……やっぱな。流石さすがに好機と見やがったか」

「剣けん菱びし……？」

「目星をつけてる奴やつが動き出した。まっすぐ向かってる」

　どこに、と問おうとした九く曜よう。剣菱はその間も惜しいとばかりに音を立て立ち上がり、はっきりとこう断言した。

「お前の相あい方かたと、噂うわさの皇女のところだ」







　　　四　─　会敵







　時は前後して、九曜が地下に潜もぐったその頃──昼の市場に影があった。

　人の流れを完全に逆走しているのにも関わらず、誰ともぶつかる気配がない。

　その男は一人、淀よどみない足取りで雑踏を逆行した。開いているかもわからない細目、色の薄い髪、案か山か子しのごとき痩そう躯く。すいすいと回遊魚のように人波を避ける歩みに、一度は視線を投げる者もいたが、その誰も彼のことを一いつ瞬しゆん以上気に留めはしない。

　やがて崩くずれかけの高こう架か道路が見え、市場から少し外はずれた柱のたもとにはとある飯屋がある。

　そこから出てきたばかりの者に目を留め、男は声をかける。

「もし、そこの人」

「あぁ……？」

　廃はい墟きよ歩きが生なり業わいと思われるその坊ぼう主ず頭あたまは、ザックを肩にかけ直して訝いぶかしげに顔を向ける。

「あそこの食堂に、娘さんが二人いるようですが、ご存じですか」

「ああ、捨すてちゃんとこの二人だろ。そいつがどうしたよ」

「そこで何をしているのでしょうね」

「何もクソも。なんでも無一文ですってんで、あそこで働いてんだ。連れの坊ぼう主ずはケロッと地図屋なんてやってるし、変な連中だよ」

　男は薄い笑みを顔に貼はり付け、「ありがとう」と一礼し、その店に足を向ける。

「ああ。──ようやく見つけた」




　午後三時を回り、そろそろ一いつ旦たん店を閉める段になっている。ぽつぽつといた客も、ついさっき最後の一人が出ていったばかりだ。

　引き戸の鈴が鳴るのに反応して、叶かな葉ははそちらにぱっと顔を向けた。

「ごめんなさい、もう閉ま──」

　声をかけようとして、思わず口をつぐんだ。

　いきなり目が合った。

　店に入ったばかりの客が中を見渡して、たまたま給仕と目が合うなど珍しいことではない。だが叶葉は、そうした類たぐいの偶然とは違ったものを客の目に見た。

　その男は、最初から叶葉を見ていた。

「ん？」

　カウンターの向こうで皿を洗っていた鴇とき子こが振り返る。いつもは歯切れのいい叶葉の声が詰まったのを不ふ思し議ぎに思ったのだろう。

　男は続いて鴇子の方を見て、笑みを浮かべた。そして大おお股またで店内を横切り、カウンターを隔てて鴇子と向き合い、口を開いた。

「こちらにいらしたのですね。随ずい分ぶん探さがしましたよ」

「ん、──んん？」

　何が何やらわからない鴇子。男と叶葉を見比べるその目は「誰だこいつ」と言外に聞いているが、叶葉だってわからない。何やら妙みような気配を感じて、ととと、と叶葉が鴇子の傍そばに寄る。

　警けい戒かいされていると踏んだか、男は眉まゆ尻じりを下げ、畏かしこまって頭こうべを垂れた。そして声の調子を一段落とし、二人に囁ささやくような小声でこう言った。

「ああ失敬。私、怪あやしき者ではございません。ただ、貴方あなた様とお連れの方のお耳に入れたき儀ぎあって参上した次第。──改めまして、拝はい謁えつにあずかり光栄であります、殿下」

　殿でん下か。

　その一ひと言ことが二人の少女を凍り付かせた。

　それはつまり、男が鴇子の正体を知っているということの証しよう左さに他ならないからだ。

「お、おまえはわたしを知ってるのか……!?」

「ええ、存じております。ようく存じておりますとも」

　きゅっと口の両端を吊つり上げ、男は微笑ほほえむ。細い目がじっと鴇子に据すえられている。鴇子は突然の訪問に混乱して何を言っていいかわからず、叶かな葉はも目を丸くしたまま男を見ていた。

　男は柔和な笑顔を湛たたえたまま、逸はやる鴇とき子こを制した。

「しかしここは場所が悪い。短い話ではありません。場を変えるがよろしいかと……」

「な、なあおまえ、どこの誰だ？　中央か？　なんでここにわたしがいるってわかった？」

「今はそれも言えません。どこで追手が聞いているやもわかりません……今回は、その件についてのお話であります故ゆえ」

　鴇子は目を剥むいた。自身ですら記憶していない、重要な情報だ。男は続いて叶葉に視線を移し、貼はり付いたような笑顔のまま、

「そちらのお嬢さんもいらしてください。あなたの護衛は今いないようですが、そのお口から伝言をお願いしたく存じております。さ、お早く」

　叶葉は、何も言わなかった。ただ鴇子と男を見比べている。

　鴇子はというと、心が急せいて仕方ないようでうずうずしている。男はゆっくりと頷うなずき、二人を促うながす。鴇子は慌あわてて厨ちゆう房ぼうの方を振り返った。

「あ、ああ、わかった！　よし急ぐぞ、叶葉、菊きくま──」

「鴇子さま！」

　突然、叶葉が声を上げた。

「おトイレ行きたくありませんか!?」

「え、……は!?」

「あたしは行きたいです！　もう決けつ壊かい寸前です！　では一いつ緒しよに行きましょうか！」

「おいっちょっ、ではって何だではって！　意味がわから……ぅわ！」

　目を白黒させる鴇子の腕をぐいっと掴つかみ、叶葉はずいずい裏に入っていく。

「そういうわけなのでそこの人、ちょっとだけ待っててください！」

「ええ、ごゆっくり」

　頷く男へ軽く会え釈しやくだけして、叶葉は厨房へ飛び込んだ。裏の厨房には捨すて三ぞうがいて、隅っこで仏像のように立ち尽つくす菊きく丸まるがいる。

　捨三は既すでに表の異様な雰ふん囲い気きに気付いているようだった。横目でちらりと暖簾のれんの向こうを一いち瞥べつし、ものすごい速さでエプロンを畳たたむ叶葉に視線をやった。

　──何だあいつは。

　目が問うている。叶葉はふるふると首を振ることで「わからない」と答えた。叶葉のその態度で、捨三は何事かを察したようである。一仕事終えて吸っていた煙草たばこを灰皿に押し込み、カウンターに出て男に声をかけた──お客さん、悪いがここは一いつ旦たん閉まる、片付けもあるしちょいと表に出て待っててくんな。男は鷹おう揚ような態度でそれを了承して踵きびすを返し、叶葉はその隙すきに鴇子を引っ張って裏口から外に出た。菊丸もついてきた。

　出るなり、ものも言わず走り出す。手を引っ張られる鴇子は為なす術すべもなかった。そのまま一気に大通りを突っ切って裏うら路ろ地じに入り、ようやく一息をつく。

「お、おいっ、だから何なんだ！　せっかくの情報が──」

「逃げなきゃ」

「逃げ……っ？」

「あのひと怪あやしいです。知らなくて怪しいひとについてっちゃだめです」

　あの男は、九く曜ようの存在を知っていた。

　素す性じようから何からわからないことだらけの相手が、こちらを一方的に知っている。いつからこちらを観察していたのだろう。確かに「ここでは話せないから別の場所で腰こしを据すえる」という申し出自体はもっともで、そこから自分たちが何者であるかも話してくれるかもしれない。

　だがそれでも、叶かな葉はは彼を信じる気になれなかった。

「べ、便所は大丈夫なのか？」

「あれは方ほう便べんですので！」

　基本的に人の善意を疑わない叶葉ではあるが、腹に一いち物もつ持つ者には敏感に反応する。商家の片隅で金の絡からんだ探さぐり合いを傍はたから見てきたし、時には我が身を売られもした。こちらを絡め取ろうと画かく策さくする相手は、視線や言葉選びから独特のキナ臭さを放っている。叶葉のそうした直観的な嗅きゆう覚かくが、あの男に対し警けい鐘しようを鳴らしていた。

　引っ掴つかんできたザックに手を突っ込み、小型の通信端末を取り出す。まずは九曜だ。九曜に連絡を取らなければ。

　追手、とあの男は言った。だがもしかすれば、当のあの男こそが──




「誰とお話しするおつもりですか？」




　声は前から聞こえた。

　有り得ない。自分達は裏口から出た。男が表から出ていくのも見た。そこからすぐ走ってここまで来たのに、どこをどう動けば目の前に回り込める道理があるのか。叶葉が硬こう直ちよくし、鴇とき子こもようやく事の異常さに気付いて息を呑のんだ。

「いけませんね、嘘うそは」

　相も変わらず貼はり付いたような笑みが不ぶ気き味みだった。その貌かおは笑顔ではあるがひどく無機質で、そういう形の仮面を被かぶっているかのようだ。九曜への通信も忘れるほどの混乱に、叶葉の頭が埋め尽つくされる。男は寸すん毫ごうも表情を変えぬままゆっくりと距離を詰める。

「さあ、こちらへ。少しお話を聞いていただくだけですので……」

　一歩、二歩。硬直する二人の少女に手が伸び、

　菊きく丸まるが動いた。

　予備動作が一いつ切さいない、爆発めいた機動。地が揺ゆれるほどの勢いで片足を踏み締め、それを軸じくとして我が身を暴風の如ごとく翻ひるがえし、男の頭を照準した円えん軌き道どうの回し蹴げりを放つ。情け容よう赦しやのまるでない、最初から「殺す」つもりの攻こう撃げきだ。

　叶かな葉はと鴇とき子この頭のすぐ上を、丸太のような脚部が豪速で過ぎた。

　足甲が捉とらえると思われた標的は、瞬しゆん間かんに飛び退すさっていた。信じがたい跳ちよう躍やく力。男の前髪が何本か千切れ飛ぶ。こちらを見据すえる目には、人とも獣けものとも違う冷徹な凶きよう気きが宿っていた。

　今の動きで叶葉は確信した。

　この男は、人間ではない。

「矢張り立ち塞ふさがりますか。──いずれ避けられぬ道、ならばここで斬きりましょう」

　男は空中で既すでに得え物ものを抜いていた。懐ふところに仕込んでいたと思われる銃じゆう剣けんが外気に晒さらされ、接地と同時に踏み込む。鋭い銃剣の切っ先が、菊きく丸まるの装そう甲こうの間かん隙げきを狙ねらい走る──だが菊丸は反撃も防ぼう御ぎよもしなかった。

　銃剣が振り抜かれた時、巨体が一瞬前までいた座標には何もない。

　数メートル離れた位置に、菊丸は着地する。両手には首根っこを引っ掴つかんだ二人の少女。

「なるほど、お速い」

　ニィと笑う男を前にして、鴇子は震ふるえた。

「き、菊丸……！　逃げるぞ！　わたし達を連れて走れ！」

　菊丸は拝命する。この場は逃走し、今はここにいない「あの少年」と合流するのが最適解。

　そこで、一瞬だけ迷った。

　鴇子一人であれば抱きかかえるなり背負うなりすれば事足りるが、今は二人いるのだ。腕は二本。どのようにするのが最も効率がよいか。

　０コンマ４秒の黙考の結果、菊丸は決断した。

　ぐいっ。

　菊丸は躊ちゆう躇ちよせず、二人の少女をそれぞれ左右の小こ脇わきに抱かかえる。

「え」

「な」

　二匹の犬猫を抱えるようだった。しかし二人の人間を抱えてなお十分に走れる体勢といったらこれしかなく、故ゆえに菊丸は全く迷わない。

　ものすごいスピードで地面と言わず屋根と言わず駆け回り飛び回るのが、いたいけな少女にとってどれほど恐ろしいか。それはすっかり慮りよ外がいに放られている。

　踏み込む。

「ぎゃ──────────────────!!」

「ぬわ──────────────────!!」

　駆ける菊丸。叶葉と鴇子はたまったものではない。冗談抜きで死ぬかと思った。

　本当にトイレを済ませていた方がよかったかもしれない、と頭の隅で叶葉は思う。




　崩くずれかけた民家の屋根を跳ちよう躍やくし、菊きく丸まるは張り巡めぐらされた電線を軽々と飛び越える。

　菊丸の疾しつ走そうは重戦車のように猛もう烈れつで、且かつ速い。信じがたいほど広い歩ほ幅はばはまるで跳躍しながら進んでいるようで、一歩一歩と加速する度たびにアスファルトが足の形に陥かん没ぼつした。

　追つい随ずいする刺し客かくは菊丸から十数メートル後方にいる。猛烈かつ乱暴な菊丸の走りにぴったりくっついて、こちらがどう無む軌き道どうに走っても全く見失う気配を見せない。

「ききき菊丸さもっとゆっゆっくり速っひえええええええええ!!」

「ひっぶつかるぶつかるぞうわぁぁっ！　危なぎょえ────────ッ!!」

　左右から悲鳴が上がるが、菊丸は速度を緩ゆるめなかった。これより遅いと間違いなく追いつかれるという確信があったからだ。

　大通りから裏へ、細い路ろ地じ、あるいは朽くちた橋や線路を越え、ひたすらに走る。ゴミが詰まったバケツを吹き飛ばし、転がる廃はい車しやを飛び越え、蹴けり一発で進路上の電柱を砕くだき折る。景色が形を失って灰色の線となり、物もの凄すごい勢いで後方へ流れ去っていく。

　立ち塞ふさがる集合住宅に向かって踏み込み。最初の跳躍から壁を蹴り砕いて更さらに上方へ、三歩目で屋上から一気に跳とんだ。

　視界が一気に開ける。

　高く高く飛び上がった眼下にずらりと並ぶ、コンクリート長屋の瓦かわら葺ぶきの波。そのうち何枚かを粉ふん砕さいしながら再度跳躍、屋根から屋根を跳び渡って距離を稼かせぐ。既すでに街を飛び出し、廃はい墟きよ区に飛び込んでいた。走りながら菊丸は九曜の反応を探さがした。

　その時にはもう、後方に追跡者の影は見えなくなっていた。知覚範囲に反応は無い。振り切ることに成功したか──菊丸はある神社の大きな鳥居の前辺あたりで緊急停止し、周囲を油断なく見渡した。

　そこで、異常に気付く。

　何か、得え体たいの知れないものの反応がある。

　詳しよう細さい不明。大きい。

「これを街中で使用するわけにもいきませんからね」

　突とつ如じよ、予期せぬ方角から声が届いた。

　鳥居脇わきの茂みから、撒まいた筈はずの刺客が歩み出てくる。菊丸を追い立て、この神社に回り込んだのだ。息も絶え絶えだった叶かな葉はと鴇とき子こがそれに気付き、はっと瞠どう目もくした。

「──もっとも、即座に逃げるという判断を下されたのは正直意外です。余よ計けいな労力を使いたくはなかったのですが……まあ、それを語ったとて詮せん無きこと」

　嵌はめられた。

　この男は、最初からここにおびき寄せるつもりだったのだ。ここには得体の知れない何かが潜ひそんでいる。市場から外れた無人の区画、そこでならば思う存分に動けると踏んで。

「お、おまえは……何だ!?　何をするつもりだ!?」

「残念ながら、殿でん下か。今ここにて全てをお聞かせする許可は下りていません。ただ、」

　刺し客かくが、ゆらりと右手を宙に翳かざす。虚こ空くうに泳ぐ掌てのひらが何かを招くがごとく揺ゆらめき、そして、その顔に酷薄な笑みが浮かぶ。

「貴方あなた様の首を、ここで頂ちよう戴だいしたく存じます」

　風に、周囲の木々の葉が鳴った。

　菊きく丸まるは静かに二人を降ろし、構えを取った。男の口から宣言のように言葉が落ちて、

「では──」

　鉄てつ針しんが空を裂さいた。

　三時方向から一挙に十と三発。閃せん光こうと共に、音を振り切り飛来する電でん磁じ加速針の雲うん霞か。不意打ちで撃うち下ろされた弾だん幕まくはしかし、ぎりぎりで標的を捉とらえるに至らなかった。すんでのところで回避された針が次々と地面に突き刺さり、電磁の光を残したまま止まる。

　そして黒い外がい套とうを翻ひるがえし、九く曜ようが地に降り立つ。

　抜きざまに放たれた軍刀の一閃が敵を狙ねらう。鉄針の回避行動の隙すきを突かれ、それでも刺客は反応した──が、軍刀の斬ざん撃げきは倍速かった。

　銃じゆう剣けんは甲かん高だかい金属音と共に空高く弾はじき飛ばされ、続く一刀が容よう赦しやなくその右腕を肩から斬きり飛ばした。刺客が跳ちよう躍やくする。鳥居の真下に着地し、眉まゆ一つ動かさず自身の切断面を見た。

「……ほう？」

　迸ほとばしる人工血液が地を赤く染めたが、刺客は毛ほども意に介かいさない。ついでのように身体機能を操作し、右腕への血液供給を中止してあっさり止血してのけた。

「九曜……！」

　叶かな葉はの声に、九曜は敵を睨にらんだまま鋭く質問を飛ばす。

「無事か！　どこかに負傷は!?」

「あっ、は、はい大丈夫です！　菊丸さんのおかげで平気です！」

「そう、か。良かった。……良かった」

　独ひとり言ごとのように呟つぶやいたその時だけ、九曜の表情に心からの安あん堵どが浮かぶ。だがそれも一いつ瞬しゆんだった。敵を見返し軍刀を構え直す九曜の隻せき眼がんには、襲しゆう撃者に対する苛か烈れつな敵意が燃えている。

　その背後に、遅れて剣けん菱びしが着地した。

「──急ぎすぎだっての。見失うかと思ったぜ」

「あ！　あれ!?　あなた、あの時の……」

「よ。また会ったね」

　叶葉と鴇とき子こに剣菱はにやりと笑ってみせた。その調子は街中で初対面した時と何一つ変わらず、この緊張状態でも飄ひよう々ひようとしている。ただ今は色いろ眼鏡めがねを着けておらず、鮮やかな緑の目が隠かくしもせず晒さらされている。

「……剣けん菱びし。二人の保護を頼む」

「んん？　いやそりゃ構わねーけどよ。お前とあのデカブツでやるのか？」

「彼奴きやつは我らが始末する」

　ずん、と九く曜ようの隣となりに菊きく丸まるが並び立った。主あるじを狙ねらわれたのはお互い様だ。菊丸は迷うことなく全身を覆おおう外がい套とうを脱ぎ捨て、鋼はがね色の装そう甲こうを外気に晒さらした。剣菱はそれを見て「ひゅう」と口笛を吹く。刺し客かくがこちらを見比べ、

「これはこれは。番号付きオリジナルがこうも早く到着するとは、少々侮あなどっていたようです」

「黙れ」

「来た甲斐があったというものですね。殿でん下かはもちろんとしても、あなたの相あい方かたにも興味はあったのですが……」

　ノーモーションからの射出。一いつ閃せんの電でん磁じ針しんが刺客の頬ほほ肉にくを裂さき、新たな鮮血が散る。

「黙れ、と言ったぞ」

　鋭い視線に射られ、刺客はいっそう笑みを深めた。そうして尚なおも口を開き、

「お怒りですか？　九番式の少年は無感情な戦闘機械と聞き及んでいたのですが──」

　九曜と菊丸が同時に動く。少年は右、巨漢は左。

　それぞれただ一度の踏み込みで一息に距離を詰め、完全に殺すつもりで一つの標的を狙ねらう。首を狙った斬ざん撃げきと胴どうを砕くだき折らんばかりの回し蹴げりが放たれ、しかし刺客はあくまでも後退してそれを回避する。

　追って境けい内だいに踏み込んだ直後、九曜は敵の笑顔の裏にある不ぶ気き味みな凄すごみを感じ取った。

　──こいつ、まさか。

「よろしい。では、お見せしましょう」

　裂けた笑みから、一段低い声が放たれる。




「甲こう虫ちゆう式／《斑はん猫みよう》」




　直後、地面が砕けた。

　激げき震しんと共に一ひと抱かかえほどもある土くれが飛び散り、濛もう々もうと立ち込める土煙の向こうにその影はあった。

　──地中から！

　一機。全長は４メートル強、胴が広く、二本の長い触角が前方に伸びている。地に突き立つかのような六本の鋭い脚、ぎょろりと突き出た球状の複眼、全身を覆う装甲は鈍く輝くクロームの色。そして最も特徴的なのは、ギロチンの刃にも似た鋼の顎あごだ。

　甲虫式の一系統、《斑猫》。型式名の通り甲虫目に分類され、大きな複眼と顎を有する。翅はねは飛行に適さず、全身を覆う分厚い外骨格を最大の特徴とする。その虫は隻せき腕わんの刺客をあっという間に体内に取り込み、不ぶ気き味みな複眼に冷たい戦意を漲みなぎらせる。

　これが、剣けん菱びしの言っていた量産型。

　六脚に力を溜める斑はん猫みようを前に、九く曜ようと菊きく丸まるは怖おじることなく構え直した。

　虫を前にした時、九曜の心に先さき程ほどとは別種の怒りが沸わいた。叶かな葉はが危険に晒さらされた時のそれでなく、今目の前に自分達以外の鬼き虫ちゆうが存在するということ自体への怒りだ。

　九曜は鬼虫の戦友を知っている。彼らの言葉を、戦いを記憶している。記憶しているが故ゆえに怒りを覚えた。彼らはいずれ劣らぬ最強の鬼虫であり、誇り高き戦士達だった。抑おさえきれぬ戦意が溢あふれるように、九曜の腕を中心として電気が弾はじける。

　模も造ぞう品が「虫」を名乗るのは、仲間の誇りを踏み躙にじられているような気がした。

『それでは改めて──いざ』

　今度は、先に斑猫が仕掛けた。

　大穴の開いた地面を更さらに踏み砕くだき、巨大な虫が駆ける。大きな質量物体が瞬しゆん時じに最高速に達した。強きよう烈れつな風圧が土煙を吹き飛ばし、辺あたりは一瞬にしてクリアな光景となる。

　しかし境内も本殿も空も九曜の眼中に無く、肉薄する虫の装そう甲こうだけが視界を埋めた。

　九曜が跳とび、菊きく丸まるが踏み出す。

　太い両腕を前に突き出し、菊丸は斑猫の突とつ撃げきをまともに受け止めた。装甲の中に秘められた人工筋肉が異様なほど盛り上がり、斑猫の牙きばを掴つかみ取る。単体でもかなりの重量と思われる菊丸の機体は、豪速の突撃を受けて何十メートルも後方に押し出され、鳥居の太い柱に激しく叩たたきつけられる。

　空中で体を反転させ、九曜は地上を睨にらんだ。鳥居に菊丸を叩きつける斑猫の背は、何かの冗談のように巨大に見えた。人の何倍もある全長はあの菊丸をすら小さく見せている。

　九曜は跳ちよう躍やくの最高点から左腕を構え、標的にニードルを射出した。帯電した針しん弾だんはその全てが標的の装甲に食い込み、斑猫がそれに反応した一瞬の隙すきを狙ねらって菊丸が仕掛ける。

　鉄の足が地を踏みしめ、背筋の力でもって柱から上体を弾はじき出す。それだけの動作で柱が背中の形に砕け、菊丸は勢いのまま敵機に全力の頭突きを叩き込んだ。

　衝撃。金属の鈍い音が境内に響き渡る。

　しかし斑猫はその一撃にも揺ゆらがない。複眼に獰どう猛もうな光を宿し、凄すさまじい勢いで機体を旋せん転てんさせ、菊丸を人形のごとく投げ飛ばしたのだ。巨体を丸ごと振り回す機動に空気が唸うなり、その怪力は菊丸の重量すら問題にしなかった。

「ちっ！」

　舌打ちする九曜。菊丸がこちらに投げつけられ、間かん髪はつ入れず斑猫の背部装甲が弾け飛んだ。

　その虫に翅はねは存在しない。代わりに背部に格納されているのは、ぞろりと連なる弾帯に直結された大型速射砲チエインガンだ。車しや載さい用の規格より一回り大きなそれは、虫の反動制せい御ぎよにものを言わせた正気を疑うほどの火薬を搭とう載さいしていた。

　人型の対象を狙ねらうには明らかに過剰な火器が火を噴ふく。連続する激しい砲ほう声せいと砲火が昼の空に遠雷のように轟とどろく。

　発射の一いつ瞬しゆん前に菊きく丸まると九く曜ようは対応していた。空中でぶつかる寸前に互いの足を合わせ、それぞれ正反対の方向に跳とんだのだ。

　曳えい光こう弾だんの軌き跡せきが昼の宙を幾いく筋すじにも裂さき、すんでのところで直ちよく撃げきを免まぬがれる二人。一ひと塊かたまりとなった鋼こう鉄てつの嵐は弾道上にあった木の枝を掠かすめ、行きがけの駄だ賃ちんとばかりに触れた部分をそっくり喰くらい尽つくして消えた。

「この程度……ッ！」

　九曜は内心で歯は噛がみする。奴やつが搭とう載さいしているのは互換性のある通常火器に過ぎない。それに見たところ装そう甲こう表面に水みず鉄がねを仕込んでいる様よう子すもない。こんな程度の兵器など、本物の鬼き虫ちゆうの前には手も足も出ない筈はずだ。

　──蜂はちがあれば。

　そう、蜂があれば。九曜は一いつ瞬しゆんそう考えてしまった。高出力の電流を自在に操あやつり、大口径の鉄てつ針しんと電でん磁じ投射砲を有する神速の虫があれば、あんな目標は一分かからず制圧可能だ。

　だがその蜂は、もうありはしない。

　九曜は着地し、左腕のランチャーを構える。少年の有する武器は軍刀とニードルランチャーだけだ。瞬時に照準──しようとした時、斑はん猫みようが既すでに視界から消えていることに気付いた。

　上だ。

　爆発的な勢いで跳んだ斑猫は、挑発するように虫の腹部を晒さらしながら、しかし両の複眼でこちらの動きをつぶさに観察している。そしてその機体を中心として、幾つもの円えん筒とう状の物体がばら撒まかれた。

　既に端はしから煙の尾を引く、無数のスモークグレネードである。炸さく裂れつと共に境けい内だいの一角が濃煙に包まれ、九曜と菊丸の視界が埋まった。同時に斑猫から強きよう烈れつなレーダージャミングがばら撒かれ、標的の知覚を徹底的に潰つぶしにかかった。

　強い苛いら立だちに、九曜は歯噛みする。

「こんなもので、晦くらましになると思ったか！」

　ばちん、と電磁が爆はぜた。こちらの索さく敵てきを妨害する電波を完全に捻ねじ伏ふせ、赤い目は煙幕の向こうにある敵のシルエットを睨にらみつける。

　今、九曜の中には、焦あせりにも似た憤ふん怒ぬの感情が燃えていた。

　脳のう裏りに焼け付くような怒りがある。甲こう虫ちゆうに対するそれではなく、自みずからを責めるもう一つの怒りだ。叶かな葉はが危険に晒された時、自分は何をしていた。迂う闊かつだった。油断していた。動く際に十分な警けい戒かいをしておくべきだったのに、それを怠おこたってしまった。

　結果がこれだ。何よりも許せないのは自分である筈はずだった。

　電磁制御エレキテル、高出力で発動。冷静な戦闘演算が「怒り」の感情によって阻そ害がいされる。端はしから精密制せい御ぎよを放ほう棄きした雑な操作で電でん磁じが爆はぜる。その体を中心に空気がスパークし、少年が起こした放電現象は境けい内だいに幾いく重えもの耳障りな音を刻きざんだ。凄すさまじいまでの電圧に髪が逆さか立だち、見開かれた赤目が蒼あおい電光を映す。

　同時に撃うち下ろされる瀑ばく布ふのごとき速射。地面を砕くだく鋼こう鉄てつの嵐を躱かわし、九く曜ようは斑はん猫みようの着地際ぎわを狙ねらった。濃煙を軍刀が斬きり裂さく。大出力の放電が疾しつ走そうに光の軌跡を描く。危険を厭いとわず、九曜は激情のまま攻める。




　叶かな葉はと鴇とき子こは、鳥居を挟はさんだ向こうで展開される激戦を為なす術すべもなく見守っていた。

「……九曜……？」

　目も開けていられない轟ごう音おんと土煙と閃せん光こう、その向こうに目を凝こらし、切れ切れながら九曜の姿が見える。猛もう烈れつな勢いで攻め立てる九曜に、叶葉は半なかば呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「なんで、あんな……」

　今の九曜が冷静さを失っていることに、叶葉は気付いていた。斑猫への敵意ばかりが先に立ち、動きは明らかに精せい彩さいを欠く。

　その様に、叶葉は言いようのない不安を覚えた。いつも隣となりにいる彼ではない。

　闘争に身を委ゆだねる九曜の姿が、獣けものかあるいは暴走した機械兵と似て思えた。思い出されるのは、尽じん天てんで一度だけ見た「あの男」との戦いだった。黒い詰つめ襟えりと白い軍服が舞う夏の廃はい墟きよ、そこでも九曜はあのような目をしていたように思う。

　だが、怒りの源はあの頃と正反対だった。

「──ったくあのバカ、悪い癖くせも変わってねえな」

　呆あきれたように呟つぶやき、剣けん菱びしは戦域に向き直る。痩そう躯くのひょろりとした背中が二人に晒さらされ、

「！　おまえ……！」

　鴇子が目を見開いた。

　甚じん平べいの襟えり首くびに記された「参さん」の数字に気付いたのだ。初めて会った時、剣菱は大きな風呂敷包みを背負っていたため見えなかった。

「詳くわしい話を……といきたいとこなんだがね。ここじゃ長話もできやしねえ」

「あの！」

　叶葉が切り出す。剣菱はそちらを振り返らず「ん」と応じた。彼の緑の目は向こうの戦闘に注がれているが、手を貸す気配はない。九曜に頼むと言われた以上はここを動かないつもりでいるようだった。

「あなたは……鬼き虫ちゆう、さん、なんですか？」

「お察しの通り。参番式だ」

　まるで世間話のような口調で肯定する剣菱。その時、境内で圧おし折れた木が天高く吹き飛んだ。鳥居を軽々と飛び越えた幹は叶葉の身長の数倍もあり、三人に大きな影を落とす。

　あ──と声を上げる間もなく、剣けん菱びしが動いていた。

　何が起こったのか、叶かな葉はと鴇とき子この目ではわからない。剣菱は抜刀すらしない。ただ右手を挙げ、落ちるそれに触れる。

　そして、太い幹は風船のように弾はじけた。

　木が剣菱の掌てのひらに当たった瞬しゆん間かん何かが起こった。特別な動きなどありはしない。かつて木の幹であったものは、一人の男が右手で触れたというそれだけで、ばらばらの木こっ端ぱとなって散っていた。何かの奇術のように。

　こん、と叶葉の頭に木の切れ端はしがぶつかって落ちる。

　ぽかんとする二人に、「今のは気にするな」とばかりにひらひら手を振る剣菱。

「にしても荒れてんなぁ。あれじゃまるでガキの駄だ々だだ」

「あ、あの、九く曜ようは……」

「怒ってんのさ。動きが乱暴だ。なんだかんだで、熱くなると周りが見えなくなっちまう」

　剣菱は戦いを観察する。

　九曜の動きは徐々に雑になってきている。共闘する菊きく丸まるすら視界に入らなくなっているかもしれない。自責の念と敵への怒りが混ざり合い、マイナスの推進力となってその背を無理やり押しているのだ。しかもまずいことに、菊丸も九曜に引っ張られてきているようだ。

　がむしゃらに責める様は、尽じん天てんでのあの時と同じだった。

「……冷静じゃねえまま剣を振り回したって、そいつは二流ってもんだ。冴さえがねえやな」

　客観的に見れば善戦を演じているように思われる二人だが、情勢が傾きつつあることを剣菱は見抜いている。あの中で最も冷静なのは斑はん猫みようの男だ。二人の動きを分析し、一手交こう錯さくするごとに動きに鋭さを増している。

　そろそろまずそうだ。剣菱はそう思い、一歩踏み込んで、

　鈴の音を聞いた。

　足が止まる。知覚圏けん内に忽こつ然ぜんと現れた反応が一。剣菱は虚こ空くうに視線を飛ばし、肩を竦すくめる。

「──遅いぜ。どこで油売ってやがった」




　ここで仕留める、と思った。

　菊丸と二人での猛もう攻こうで斑猫を追い込み、ついに好機を見出す。先に仕掛けた菊丸はその拳こぶしを弾かれたが、それと引き換えに斑猫は隙すきを作った。菊丸の陰かげに隠かくれる形で踏み込んだ九曜は飛び出し、敵を照準する。

　──撃うち抜く！

　だがその瞬間、決定的な「ずれ」が生じる。

　九曜の演算において、この隙に叩たたき込める最も有効な一いち撃げきはレールガンの狙撃だった。宙から狙ねらい、敵の頭部を撃ち抜く電でん磁じ加速弾だんだ。

　ほんの一いつ瞬しゆんでも、そう考えてしまった。虫を相手にした高速の戦闘において、加速していく九く曜ようの電脳は無意識のうちに蜂はちを求めていたのだ。だが、今の九曜に虫の機体は無い。三対ついの肢あしも、多関節の可動肢しも、真しん紅くの複眼も、金の翅はねもありはしない。

　致命的な空くう隙げきだった。

　斑はん猫みようが反応した。

　予想を遥はるかに上回る速度だ。こちらの動きを分析したデータを戦闘演算に上乗せしていたに違いない。複眼がこちらの全身を指一本まで識別する。至近距離。凄すさまじい速度で旋せん転てんした斑猫の肢は軍刀を容易たやすく弾はじき飛ばし、牙きばがぎらりと光る。

　やられると思ったその時、九曜の体は全く予期せぬ方向へ吹き飛んでいた。

　斑猫ではない。この蹴けりを放った者は自分のすぐ後ろ──菊きく丸まるだった。後ろからの回し蹴りで九曜を吹き飛ばし、斑猫の凶きよう暴ぼうな牙から強引に間合いを外はずしたのだ。

「菊丸ッ、──!!」

　短く叫ぶ九曜。代償は、当然のように支払われる。

　直後、斑猫の顎あごは菊丸を捉とらえていた。ブレード状の獰どう猛もうな牙が鈍にび色に輝いている。腕を交差させた菊丸の防ぼう御ぎよはまるで意味を為なさず、分厚い装そう甲こうと人工筋肉は斑猫の牙に噛かみ砕くだかれ──右九〇度に捩ねじるその動作で、両腕はいとも容易く噛み千切られた。

　九曜の思考に空白が生まれ、それが致命的な隙すきだった。恐ろしい速度で踏み込んだ斑猫の前肢が九曜の腹部に食い込む。容よう赦しやない打だ撃げきに息が漏もれ、その体が地面に叩たたき付けられる。

　──強い。

　動きは速く、装甲は硬かたく、攻撃は重い。その巨大な虫に対して、九曜と菊丸は二人がかりですら敵かなわない。

　これが甲こう虫ちゆう式だというのか。

　速射砲ほうが向けられる。砲口が火を噴ふく様も、ここからでははっきり見えるに違いなかった。

　砲撃──

「ったくもー、見てらんないなぁ」

　その時、鈴の音がした。

　何もかもが唐とう突とつだった。

　九曜と菊丸の体が何かに巻き取られ、驚くほどの勢いで空中に引き上げられていたのだ。宙から放たれた無数の縄なわが細く強きよう靭じんな特殊ワイヤーロープであることも、鈴の音が「彼女」のお気に入りであったことも、九曜は記憶していたがすぐには気付けなかった。

　そして、九曜は見る。

　宙を舞う小さな影。二本に結ゆわれた長い髪が尾のように躍おどる。可か憐れんさと妖よう艶えんさの同居した美び貌ぼう、深い紫むらさきの双そう眸ぼう、中でも目を引く菫すみれ色の振ふり袖そでには右みぎ袖そでにある数字が刺し繍しゆうされていて、

「御お出いで、」

　その番号は──




「《蜘く蛛も》」

　弐に。




　両頬ほおを裂さく三日月のような笑みに、長く鋭い八重歯が覗のぞく。

　凛りんとした呼びかけが境けい内だいに響き渡り、瞬しゆん間かん、巨大な影が空中に躍おどり出た。

　──!!

　その姿を九く曜ようは知っている。知らぬ筈はずがない。

　黒に近いダークバイオレットの装そう甲こう。全長五メートルほどの機体、腹部が異様に盛り上がったシルエット。放射状に伸びた八本の肢あしは先細りに鋭く、それを含めると直径は倍の十メートルにも及ぶ。頭部の八つの個眼が妖あやしく光り、宙に紫むらさき色の残像を刻きざんだ。

　轟ごう音おんと共に着地するそれを目まの当たりにし、ワイヤーロープに巻かれたまま九曜は呻うめいた。

「巴ともえ……ッ!!」
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　鬼き虫ちゆう弐に番式《蜘蛛》・羅ら刹せつの巴。

　少女──巴は、空中で曲芸のように身を翻ひるがえし、両の袖そでから展開させた無数のワイヤーを器用に操あやつる。負傷した菊きく丸まるが境けい内だいの外に放られ、九曜も同じく戦闘圏けん外がいに導かれる。巴のその行動は、九く曜ようと菊きく丸まるの両名が「戦力外」と判断されたことを端的に示していた。

　待ってくれ。

　頭の隅でそう思う。まだやれる。ワイヤーに巻き取られたまま九曜は身をもがいた。しかし体をがっちり巻き取ったワイヤーは全く解ける気配を見せず、見えざる巨大な手に掴つかまれているかのように、巴ともえの傍そばにぐいっと引き寄せられる。

「うん、ちょっと待っててね？」

　昂たかぶりを鎮しずめる囁ささやき。その声と姿は、記憶よりもずっと幼かった。

　彼女は確か、自分より年上の女の姿だった筈はずだ。

『──やっと逢えたね』

　秘ひ匿とく通信。接触回線による、九曜の電脳にだけ届く声だった。

　ほんの一いつ瞬しゆん、頬ほおに柔らかい感触が触れる。巴の唇くちびるだった。直後にものを言う間もなく投げ飛ばされ、九曜は辛かろうじて剣けん菱びしの隣となりに着地した。

　小さな巴の身体からだが、ふわりと境けい内だいに降り立った。朱あかい高たか下げ駄たが地面に触れ、またあの鈴の音が響く。ワイヤーが生物のように躍やく動どうし、あっという間に袖そでの中に格納された。

　蜘く蛛もの機体に触れ、微笑する巴。蜘蛛と少女、合計十個の目は全て斑はん猫みように注がれている。

「さぁて……もう十分遊んだでしょ？　そろそろ交代の番よね？」

　答えの代わりに速射砲ほうが火を噴ふいた。

　蜘蛛が動く。右前の肢あしを二本動かし、いとも容易たやすく砲ほう弾だんを弾はじき飛ばしてのけた。

　巴の笑みが深まる。獰どう猛もうさを内包した捕ほ食しよく者の笑みだ。

　あまりにも小さな背を目に、九曜は声も出なかった。実に二十年ぶりの、二度と目まの当たりにすることもないと思っていた姿。

「──九曜っ！」

　駆け寄る叶かな葉はを見返し、我が身の無事を示した。

　向こうでは両腕が千切れ飛んだ菊丸に取りすがり、鴇とき子こが叫んでいる。アイセンサーの明めい滅めつを見る限り致命的なダメージではなかったようだが、戦闘不能であることは誰の目にも明らかだ。九曜は菊丸と剣菱と巴を見比べ、呻うめくように、

「剣菱、あれは一体……？」

「まー黙って見てな。十秒もありゃ終わるだろうぜ」

　剣菱は腕組みしたままその場から動こうとしない。

　巴は蜘蛛の装そう甲こうを優しく撫なで、軽い調子で告つげる。

「作戦確認──敵機の捕ほ獲かく。演算リンク開始、装着準備。機動リミット半分まで解除でいい？」

『十ジユウ全ゼンカト思ワレマス。戦力レベル測定ノ結果、当トウ該ガイ目標ニ余ヨ計ケイナ労力ヲ割サクベキデハナイト判断サレマス』

「ん」

　両目を綺き麗れいな曲線にして、巴ともえが頷うなずいた。

　斑はん猫みようは僅わずかに身じろぎする。彼ひ我がの戦力差がどれほどのものか、わからぬ相手ではないだろう。複眼を蜘く蛛もに向けながら、六脚の身をたわめた。

『なんという日でしょうね、今日は。お次は弐に番式で、その上《蜘蛛》まで引っ提さげて来るとは……。これでは流石さすがに不利というものだ』

「あっそう。じゃ、どうしてくれるのかな？」

　泰たい然ぜんと構える巴を前に、斑猫の複眼が凶きよう暴ぼうに発光する。

『──こうしましょう』

　何かが射出された。

　その正体を認識し、九曜は最速で叶葉に飛び付く。何が起こっているかわからない叶葉の目と耳を塞ふさぎ、庇かばうように地に伏ふせて自みずからの電脳にもプロテクトをかけた。剣けん菱びしもまた最小の動作で、動けない菊きく丸まるの代わりに鴇とき子この目と耳を封ふうじる。

　放たれたそれは、一発のパルスグレネードだった。爆発と共に大音響と閃せん光こうを散らし、局地的な磁じ気き嵐あらしを引き起こす爆ばく弾だんだ。それも、大型の侵しん攻こう兵器のセンサーさえ麻ま痺ひさせる特大の。

　甲かん高だかい爆発音と視覚センサーごと焼き切るほどの閃光が、強きよう烈れつな電磁パルスと共に爆はぜた。

　ノイズが九曜の電脳を掻かき乱し、プロテクト越しでもレーダーが束つかの間ま沈黙する。まともに受ければ余よ程ほどのものだったに違いない。

　しかし爆発の直前には、巴は既すでに蜘蛛の内部にあった。

『逃げられると思ってるわけ？』

　炸さく裂れつした磁気嵐の中、蜘蛛は何事もないかの如ごとく機動。

　そこから先は、十秒も要いらなかった。

　悪魔的な速度で地面に蜘蛛の巣が展開される。無数のワイヤーロープが八本の脚部を中心として地を埋め尽つくし、半径数十メートルの網あみが組まれた。

　その網は、跳ちよう躍やく寸前の斑猫の肢あしをがっちり捉とらえていた。

　斑猫はワイヤーの網に完全に縛しばり付けられ、前にも後ろにも動けない。八本の肢に想像も出来ないほどの力を込め、蜘蛛は境けい内だいの地面に八つの穴を穿うがち真上に跳躍した。

　驚異的なほどの勢いで網が巻き取られる。ワイヤーは一本一本が意思を持っているかのように躍動し、斑猫の機体を丸ごと絡からめ取って、天を衝つくばかりの蜘蛛の跳躍に合わせ豪ごう速そくで引き上げられた。

　太陽の逆光を背負う蜘蛛は、禍まが々まがしくさえある機体の隅々にまで力を漲みなぎらせた。

　ぎり、と脚部が集中する。機体下部で組まれた肢は恐ろしく研とぎ澄まされ、蜘蛛全体があたかも回転切削器ドリルであるかのようなシルエットになる。

『はいつくばれ』

　凄すさまじい相対速度で、激突。

　蜘く蛛もの肢あしは、敵の装そう甲こうを紙切れのように貫つらぬいた。鋭い先端が機関砲ほうを千切り、背部を貫き、内部機関を経由して腹部から突き出る。蜘蛛はそのまま、斑はん猫みようの機体を容よう赦しやなく地上に叩たたき付けた。地面に放射状の亀き裂れつが走り、濛もう々もうたる土煙の中に八つの個眼がぼんやりと浮かぶ。

　そして、戦闘前と一いつ切さい変わらぬ軽いトーンで巴ともえは切り出した。

『──さてと。そんじゃ洗いざらい吐はいちゃおっか？』

　蜘蛛の機体から一本の細いワイヤーが伸びる。先端には鉤かぎ状のブレードが取り付けられていた。陽光を受けて光るそれは、ただのワイヤーとブレードでは無論ない。

　ガガ──と、斑猫がノイズを発した。電脳は生きているが、そのダメージは致命的だ。ろくに言葉も発せず、力なくもがく。

『あー別に無理して喋しやべんなくたっていーよぉ。脳と機体からだに直接聞くからさー』

　巴はそのブレードに何かを仕込んでいた。

　ガ、と最後のノイズを発して、斑猫の動きが止まる。頭部にブレードがゆっくり近付き、装甲を貫通して電脳に到達しようとした時、

　その機体に膨ぼう大だいな熱量の膨張が確認された。

「……！　巴、自爆だ!!」

　叶かな葉はを庇かばい、九く曜ようが叫んだ。

　もう遅かった。既すでに自爆のトリガーは引かれており、斑猫は全ての電波干かん渉しようをシャットダウンしており、高出力を誇る虫の駆く動どう機関が「最終手段」の炎ほのおを噴ふき上げ──

『お？』

　蜘蛛はどこか間抜けな感じに斑猫を見下ろし、ちかちかと個眼を明めい滅めつさせる。

『……あちゃー。参ったねこりゃ』




　爆発。




　目を瞠みはるほどの爆ばく炎えんが巻き上がり、神社の境けい内だいを丸ごと巻き込んだ。

　周辺の木々は焼き尽つくされ、炎ほのおが大地を埋めて煙は雲のように空へ投じられた。猛たけり狂う爆風は思いのほかあっさりと収束し、あとには真っ黒な煙と衝しよう撃げきの余よ韻いんを残すのみとなる。

　蜘蛛は、その爆心地にいた。

　巨大なクレーターとなった境内に残るのは、蜘蛛と、黒焦こげになった斑猫。蜘蛛は至近距離で自爆を受けていながら、さしたる損害も被こうむった様よう子すはない。装そう甲こう表面が焦げて傷が付いたくらいだが、そのような取るに足らぬ傷は水みず鉄かねが瞬しゆん時じに修復してのける。

『なによもー、罰ばち当たりなヤツぅ。そういうの反則でしょまったく』

　蜘蛛の胸部が開き、あまりにも小さい少女の身体からだが吐き出される。巴はけほけほと数度咳せき込み、お気に入りの振ふり袖そでが汚れていないかだけを確認して、振り返った。

　九く曜よう以下、ほとんど全員が呆ぼう然ぜんとしている。剣けん菱びしだけが一人、呆あきれたように鼻息を吹いた。

　そして巴ともえは、これまでで最高の笑顔を向ける。

「やっほ、九曜くん。お久しぶり」
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　外周区域のあるポイントで、何かの異常が起こっている。

　東とう京きようの中央区は即座に動いた。廃はい墟きよ区で突然起こった出来事の為ため、後ご手てに回ってしまった。

　最初の砲ほう声せいが空に轟とどろいた時、中央から小隊単位の新型機械兵が飛び出していた。最低限の小型武器を携けい行こうした斥せつ候こうタイプで、その視覚センサーに投影された映像はそのまま中央の管かん制せい室に送信される仕組みとなっている。

　現場に急行している間にも、激しい音は届いている。考えるまでもなく戦闘のそれだ。

「あれは何だ、暴走兵器の戦闘か!?」

「いえ、それがまだ詳しよう細さいまでは……。ただ砲声からしても、通常の機械兵が持ちうる火力とは思えません。近郊に大型のものがいる筈はずはないのですが……」

　ようやく南部の防ぼう衛えい都市とパイプが繋つながったと思ったら、また何かのアクシデントか。

　送信されてくる映像を睨にらみながら、可か児には目頭の辺あたりを一度ぎゅっと押した。

　東京の生存者探たん索さく班は、一般市民の安全確保──言い換えれば外部で起こった何らかの問題に対処するという役割も兼任している。他にも複数のチームに分散されているが、尽じん天てんへの物資支援が一段落ついた彼はこの時中央に戻っていた。

　突然の事態に、動かせる駒こまは少なかった。先に送った斥候数機で十分であるかもわからないが、まず何が起こったのか確認しないことにはどうしようもない。

　隊列を崩くずさず疾しつ走そうする斥候の視点が目まぐるしく躍やく動どうし、街を抜け、無人の区画へと差し掛かった辺あたりでそれは起こった。

　南南西の空に一いつ瞬しゆんだけ光が生じる。それから少し遅れて轟ごう音おん。

　熱源反応の急速な膨ぼう張ちようを確認するまでもなく、それが爆発だとわかった。

「……！　斥候を急がせろ！　機動制限はかけなくて構わん！」

　屋根を飛び越え、大通りを突き抜け、神社仏ぶつ閣かくの多く見られる区画に突入する。そこから数分も走らぬうちに、目的の場所へ到達した。

　だがそこには、もう何もありはしなかった。

　あるものといえば、確かに起こった筈はずの破は壊かいの痕こん跡せきばかり。黒い煙は未いまだ地上にくすぶり、焼けた地面と半壊した神社が昼の日差しに晒さらされている。

　可児は明らかに異常な状況に眉まゆをひそめた。

　爆発が起こってからほんの数分しか経たっていない。砲声と爆発を伴ともなう「何か」は、確かにここで起こった筈はずなのだ。その規模や撤てつ収しゆうの早さからしても、人の手によるものとは思えない。

「……主任、どうされますか？」

　可か児には数秒だけ黙考し、軽く頭を押さえて指示した。

「索さく敵てき状態のまま周辺を調べさせろ。調査内容は結果に関わらず最初から最後まで記録。見つかったものは全て回収させるんだ」

　──何かが起きている。

　東とう京きようの一角で起こった異常に、可児は不吉な気配を感じずにはおれなかった。




　　　　[image: ]




　東京の中心から大きく西に外はずれた場所に、その隠かくれ家がはあった。

　旧八や洲しま陸軍が有していた聯れん隊たい駐ちゆう屯とん地ちの残ざん骸がいからほど近い、一見廃はい墟きよの一部としか見られない建造物──小さな廃病院である。

　崩くずれかけた白い石壁には蔦つたが這はい回っている。二十年かけて無秩序に成長した木々や雑草が道路と言わず敷地内と言わず生おい茂っており、濃緑の狭はざ間まに浮かぶ白壁はどこか異界めいた存在感を放つようだ。

　流石さすがの一ひと言ことに尽つきた。

　周辺に敷ふ設せつされたセンサー類は全て巴ともえの手が入った特別性で、鬼き虫ちゆうレベルのステルス性を有していない限りほぼ全ての侵入者を感知できるほどのもの。それが更さらに周辺数百メートルに等間隔で配置され、さながら蜘く蛛もの巣のような索さく敵てきの網あみを張っている。ほとんど森のようになった周囲は視覚的にも廃病院を巧みに隠かくし、周囲に邪じや魔まな建造物もないためどの方角へも離脱できるように計算されているようだ。

　ぼろぼろの正面入り口から受付を抜け、放置されたままの薬品棚が並ぶ部屋。割れたガラス窓から差し込む木こ漏もれ日と鳥の声が、状況とは不似合いなほど牧歌的だった。

「──やっぱりメモリーは全部消しちゃってるかぁ。抜け目のありませんこと」

　そして不似合いと言えば、今この部屋を支配する主あるじこそがまさしくそれに該がい当とうする。

　彼女が部屋に持ち込んだ機材は床をすっかり埋め尽つくして、足の踏み場もないほどだった。

　所狭しと巡めぐるコードに端末、壁には左上から右下までびっしりと文字が記された何枚ものメモ紙。そもそもからして、主の着込む振ふり袖そでこそが最も異彩を放つ。

　これこそが、巴の「巣」の中心である。

　蜘蛛は表でじっと待機している。木々の間に紛まぎれて隠おん密みつ状態にあり、二十四時間体制で周辺のセンサーを監視しているのだ。

　そして巴は今、爆発で吹き飛んだ斑はん猫みようの残ざん骸がいを回収し、虫の頭部を解析にかけている。両腕の千切れた菊きく丸まるは床に寝かされ、巴の修理を待っていた。

　斑はん猫みようはどうやら直前に全ての行動記録を抹まつ消しようしていたらしい。あの自爆は蜘く蛛もを道連れにするのではなく、自分で自分の口を封ふうじる目的だったようだ。

「さてと、何から話そっか？」

　頭を切り替えるように手を叩たたき、振り返る巴ともえ。室内には、九く曜ようも叶かな葉はも鴇とき子こもいた。

　驚いている──と言えば九曜もそうだが、叶葉と鴇子の方も相当なものだった。少し前に行動を共にしたあの可憐な美少女が、まるで違う顔をしてここにいる。

　状況の変化にいまいち頭が追いついていない二人に、巴はニタリと笑いかけた。

「ま、そうね、まずは自己紹介からってとこか。──アタシは弐に番式、蜘蛛の巴ちゃんです。よろしくねぇ」

　ひらひらと振ふり袖そでをはためかせて「弐」の数字をアピールする巴。

　蜘蛛を操あやつる鬼き虫ちゆうの一角であることは、先の戦闘で既すでに証明済みだ。九曜は腕組みをしたまま窓の外の蜘蛛を見る──が、場所を知っているのにどこにいるのか数秒ほどわからなかった。

　弐番式の蜘蛛は種別としては陸戦型に当たるが、無数のワイヤーを用いた跳ちよう躍やくは空戦型と趣おもむきを異ことにする立体的機動を実現している。装そう甲こうも鬼虫で上位に位置するほど分厚く、想定された運用コンセプトは敵の攪かく乱らん及び陽動、あるいは戦場の陰かげに隠かくれた工作。その性質上あくまで戦闘そのものを志向して造られたタイプではなく、直接的な戦闘力は然さ程ほどのものでもない。

　もっとも、それは「九機の鬼虫の中では」という前提の上でのことだが。

「じゃ、じゃああの時は……？」

「あの時って、初めて会った時？　あー、あはは、なんか騙だましちゃったみたいでごめんね。だってあそこでいきなり『当方は鬼虫であります』って言っちゃっても驚かせるだけでしょ？」

　巴は何の未練もなく斑猫の頭部をぽいと捨て、次は菊きく丸まるにかかった。菊丸の損そん傷しようは両腕部を噛かみ千切られたというものだが、部位の損傷というだけで致命的なダメージではなさそうだ。

　巴は袖そでからワイヤーを展開し、菊丸の機体と腕を巻く。そして小さな体でいながら、その巨体を窓の外にぽーいと投げた。表の蜘蛛は足を畳たたんで個眼を明めい滅めつさせていたが、菊丸が飛んでくるのを確認し、問題なく受け止めた。

「あっ！　お、おい！　何するんだいきなりっ！」

　我に返って抗議の声を上げる鴇子に、巴は「んふふ」と笑ってみせる。

「蜘蛛は直しとか得意なのよ、任せといて。流石さすがに腕繋つなげるのは何日か要いりそうだけどね」

　見れば窓の外で蜘蛛が菊丸を抱き込み、何やら作業を始めた。傍はたから見ているとまさしく獲え物ものを絡からめ取った蜘蛛の捕ほ食しよくのようで、修理しているとはちょっと思い難がたい。

「大丈夫なのか!?　あれほんとに大丈夫なのか!?」

「問題ないない。あら。んふふ。結構面おも白しろいカラクリ仕込んでんのねぇあの子うひひひ」

　含ふくみ笑いはともかく、これが今菊丸に施ほどこせる最大の手当てだと九曜は知っている。

　実際、巴はこうした即席の修理や調整も得意としている。そもそも彼女自身、その前身は八洲の技官。鬼き虫ちゆうの製造を先頭で牽けん引いんし、魔ま性しようすら感じさせる天才性を発揮した女だ。その頭脳には八や洲しまで造られたあらゆる機械の知識が詰まっている。そしてそんな彼女からしても、菊きく丸まるの構造は実に興味深いものに見えるようだ。

　九く曜ようは蜘く蛛もの作業とはらはらする鴇とき子こを横目に、質問した。

「──剣けん菱びしを修理したのは巴ともえであると聞いた。真実か？」

「ん？　うん。そだよ」

「ならば、当の貴官はなぜ生きていた？　……あの後、どこでどうしていた？」

　生きていたのなら、どうして帰還しなかったのか。戦後の二十年をどうしていたのか。

　当然の質問だった。巴はそれを受け、すっと目を細める。当然最初から説明するつもりだったと見えて、巴は勿もつ体たいぶることもなく答える。

「海の向こう、よ」

「むこう……って」

　予想だにしなかった答えに、叶かな葉はがオウム返しに聞いた。自みずからが発した言葉に実感を持てていないような声で、事実そうであったに違いない。

　そして、そのたった一ひと言ことだけで、九曜は硬こう直ちよくしている。

　巴は告つげた。

「《帝てい國こく》。あの圏けん内ないってことよ」

　帝國とは、この八洲において米べい帝ていとも呼ばれたある国を指す。

　先の戦いくさにおける最大の敵。広大な国土と圧倒的物量の軍備を誇る、海の向こうの大国だ。

　二十年前、巴は蜘蛛を駆かって帝國の基地に突入を仕掛けた。大きな研究所を備えた主要基地で、そこを制圧すれば本土進攻の大きな足掛かりになると見込まれてのことだった。

　だが結果として蜘蛛との通信は途絶。基地とその周辺全域に高濃度のＢＣ兵器が散布され、巴は未帰還のまま姿を消した。

「あの時、基地の制圧は成功したのよ。少なくとも防ぼう衛えい戦力はみんな始末した。でもアタシの被害も物もの凄すごくてね、ほとんど動けなくなっちゃうまで追い込まれたわけ」

　そこで、巴は自らが命を繋つなぐ方法を探さがした。

　鬼虫は特別な仕様であり、他の通常兵器との互ご換かん性は基本的に無いと言ってよい。然しかるべき知識を持った整備士が八洲のパーツを使用しなければならず、当然ながら敵国の基地にそんなものがある筈はずはなかった。

　だから巴は、その場で間に合わせられるように、自身の機体と基地の設備を合わせたのだ。

　基地にあった機材と設備を用い、即興で機体をカスタマイズ、破は損そんした部位を帝國の機材と同一規格化。このように足りない部分を補ほ填てんする為ためだけに鬼虫の仕様を弄いじるのは、それこそ巴にしか出来ぬ芸当であったに違いない。

　巴はここまで語り、自らの小さな胸をふんと張った。

「このちっちゃい体は、大人おとなのまんまじゃエネルギーが足りないから『互ご換かん』したの。互換っていうかまあ要するに骨格とか内臓とか色々イジって血も入れ替えて動きやすくさせた感じ。余った生体パーツは腐くさっちゃうから捨てた。詳くわしく聞く？　面おも白しろいよ？」

　血ち腥なまぐさい提案に、叶かな葉はと鴇とき子こは揃そろって首をぶんぶん横に振った。

「ではなぜ本隊に接触しなかった？　蜘く蛛もを復帰させたなら、通信機能も使えた筈はずだ」

「そう簡単にいけば良かったんだけどね。しなかったんじゃなくて、できなかったのよ」

　巴ともえがいた基地は、敵陣の真っ只ただ中なかにあった。

　刻こく一いつ刻こくと戦況は変化し、進しん撃げきしていた八や洲しま軍も巴の「作戦失敗」を機に後退を余よ儀ぎなくされる。各所で戦火が上がり、基地に後ご詰づめの帝てい國こく軍が押し寄せ、巴はそれらから身を隠かくした。敵は最初から、基地を全ぜん滅めつさせて姿を消した鬼き虫ちゆうを──八洲軍の最高技術の結晶を血ち眼まなこになって探さがしていたのだ。

　下へ手たに通信機能を使えばそこから位置が割れる危険性もある。蜘蛛は最大限のステルスを己おのが身に施ほどこし、敵の目を欺あざむき続けていた。

　つまり、取り残されたのだ。

　二十年間の長きに渡り、ずっと隠れ続けてきたということになる。恐らく巴は、自己の機体を修復する為ためにどこか辺境の廃はい棄き施設を利用したものと思われる。見つからないよう厳重に準備した上で、かつての九く曜ようのような休眠状態を続けていたのだろうか。

　同じく大陸で機能停止した剣けん菱びしを上う手まく回収できたのは、彼女が裏うらから蟷かま螂きりの機体を必死に探したからだという。無論それも、奇き跡せきのような幸運が続いた結果には違いない。

「戦争が終わったって知ったのはあとからだったわ。流石さすがに二十年ずっと知らないままでいたわけでもないけど……どうにか動けるようになったのは最近なの。体の調子的にも、周りの目を潜くぐる意味でもね。そりゃ驚いたわよ。やっと帰ってきた祖国がこんなじゃねえ」

　白い掌てのひらがひらひらと宙を泳ぎ、廃はい墟きよとなった病院の一室と窓の外を指さす。冗談めかして言うが、その目はどこか遠くを見るようだった。

「あちらは……帝國は、どうなっていた？」

「かなり疲れ切ってたみたい。共倒れみたいになって、ご自慢の武力をめちゃくちゃにされたんだから当然よ。……こっちになんの接触もないとこ見ると、海を渡る余力もなさそうね。それ以外はわかんない」

「わからない、だと？」

「逃げ回ってたからねえ。八洲より随ずい分ぶんマシなんだろうけど、下手したら捕つかまっちゃうから大胆に動けなかったの。それからどうにか輸送機の機材を集めて、島を辿たどっちゃえっちらおっちら飛んできて、色々調べて……まあ大変だったわ。こっちの隠かくれ家がだってこれで何十回も変えてるし。だから、」

　だから──と続く巴は、決して弁解したくて言っているわけではなかっただろう。

　その声には、静かな後悔の色があった。

「だから、尽じん天てんに九く曜ようくんと竜りん胆どうくんがいるって知ったのも、遅れた」

　巴ともえは察しているのだ。竜胆がもういないことを。

　戦争において最終的に生き残った、たった二機の鬼き虫ちゆう。その片方が東とう京きようまで来ており、もう片方が見つからないということは、つまりそういうことなのだと。

　そして図はからずも、巴に確信を持たせたのは九曜と叶かな葉はの表情だった。四し天てんの竜胆という男の存在と最さい期ごを知る二人の顔を見比べ、巴はどこか寂さびしそうに頷うなずいてみせる。

「気にしなくていいと思うよ。竜胆くんが死んじゃったってことは、本人がそう決めたってことなんだと思うから。カレってば昔っから堅かた物ぶつでさあ、自分がこうと決めたら絶対に譲ゆずらないみたいなとこあったのね。アタシたちがいたって止められなかったと思うし」

「──巴、小しよう生せいは、」

「いいって、そんな顔しないで」

　遮さえぎり、巴が微笑する。

「それよりアタシは、また九曜くんの顔が見られて嬉うれしい。それにさ、キミがなんだか昔より生き生きしてるのって、気のせいじゃないでしょ？」

　意味ありげな視線が叶葉に注がれた。「あ」と思わず声を上げた叶葉が赤面する。まだ巴の正体を知らなかった時、叶葉は何と言ったか。それを見み透すかし、巴は悪戯いたずらっぽく片目を瞑つむった。

「──なあ、それで……あいつは、何なんだ？」

　鴇とき子こが切り出す。「あいつ」──つまり甲こう虫ちゆうの使い手。蜘く蛛もが撃げき破はした個体は斑はん猫みようの姿をしており、速射砲ほうを用いた高速の中距離地上戦を志向するタイプのものであるらしかった。

　ふと部屋のドアが開き、剣けん菱びしがぬっと顔を出した。索さく敵てきから帰ってきたようだ。

「量産型の鬼虫ってとこだな。奴やつこさんら、どうやらあんたを狙ねらってるみたいだぜ、姫さん」

　言って、剣菱は巴に向き直る。

「反応だか目ぼしい形けい跡せきはなし。誰もいねぇ辺あたり、後ご詰づめは最初から無かったらしいな。どうやらそいつは捨すて石いしとして使われてたと見える」

「ん。お帰り、剣菱くん」

　索敵データが通信電波でやり取りされ、巴は机の引き出しを開けた。取り出すそれは一面の地図で、帝てい都とを中心とした関東全域をざっと記録したものであるらしい。地図自体は戦前のものだが、偏へん執しつ的なまでの書き込みで真っ赤に染まっている。

　その地図を広げ、巴はその場の全員の顔を見渡す。

「剣菱くんが言った通りよ。あれは量産型。これまでは表立って動くことはなかったんだけど……直接交戦ってまでになったのはさっきので初めてね」

　赤いマーカーで地図に何事か書き込みながら言う巴に、鴇子は身を乗り出した。

「あいつわたしを知ってたんだ。それに、……その、死んで貰もらうって。あいつは、あいつらは軍が作ったのか？　なんでわたしを狙ねらうんだ？　あれは、おまえたち鬼き虫ちゆうの仲間──」

「違うわ」

　ぴしゃりと、遮さえぎるように巴ともえ。

　他の何よりも先に、「仲間」という言葉に反応した。

「あんなのは鬼虫じゃない。お金と時間だけ注ぎ込んだ、ただの模も造ぞう品よ」

　静かに細められた眼の奥に、一いつ瞬しゆんだけ底冷えするような冷れい徹てつな光が見えた。

　んぐ、と口をつぐむ鴇とき子こ。横で見ていた九く曜ようは、巴が持っている鬼虫およびその研究者としての矜きよう持じを見た。自みずからの研究成果に絶対的な愛情と自負を注ぐ彼女は、技術者の理念と業ごうを感じさせぬ「粗そ製せい」を極端なまでに嫌う。

　九曜は静かに俯うつむく。巴の考えには同意する。だが自分はそれに勝てなかった──そう考えると、内心忸じく怩じたる思いだった。

「……っと、話の腰こし折っちゃってごめんね？　あれと一いつ緒しよにされるのは、ヤだったの」

　ぱっと笑顔を取り戻す巴。そして地図を卓に置き、全員に見えるように広げてみせる。

　巴が記しるしているのは、地下道に即したルート図だった。紙面には地上の路線図とは全く違った複雑怪かい奇きな線が刻きざまれており、総体としては中央区を中心として放射状に広がっている。

　赤い線の規模は東とう京きようすら越え、末端となると関東圏けんの端はしにまで及ぶものもある。図として全体を俯ふ瞰かんすると、ある種の神経細胞のようでもあった。

　そして地下道図の各所に赤丸が記されており、巴はそこをマーカーの尻しりで叩たたく。

「この丸はアタシらが目星を付けた場所。甲こう虫ちゆうの研究をしてる──って考えられる基地ね。どうも色んなところでやってるみたいでね、放ほう棄きされた辺境の基地とか山奥とか、見たこともない地下施設が新設されてるとこもあった。でも、どこを探さぐったってもぬけの殻から」

　巴は更さらに数枚の地図を取り出す。こちらは縮尺を大きくしたもので、関東の更に辺縁となる各地域が載のっている。そこにも幾つか赤丸があった。

「ということはそれほど大規模な集団じゃないか、もしくはかなり組織を分散させてるかのどっちか。前者の方が気は楽なんだけどね」

「中央に接触は図らぬのか？　何か知っている可能性もある」

「今のところそいつは考えちゃいない」

　代わりに剣けん菱びしが答える。

「鬼き虫ちゆうが二機生きてましたってなりゃ、お上かみは上を下への大騒ぎだろうよ。余よ計けいな面めん倒どうが増えるだろうし、相手の尻尾しつぽを掴つかむ前に動きが重くなっちまえば世話もねえ話だ」

「正直、この『組織』……って言っていいのかわからないけど、まあとにかく、このおバカさんらにはこっちの存在なんてどうせ知られてるわ。でもだからこそ、本物がどこかで動いてるってのはそれだけで抑よく止し力があると思ってる。まだ腰こしを落ち着ける時じゃないわ」

　そこで、巴の視線が鴇子に転じられる。紫むらさきの瞳ひとみに見据すえられてむっと緊張する鴇子に、巴は今度は真ま面じ目めな表情で断言する。

「今日はっきりわかったことは一つ。奴やつらはキミを暗殺しようと思ってるってことよ、殿下」

「あ、──」

　暗殺。

　自分に行われようとしていたことをたった一ひと言ことで表現され、鴇とき子こは蒼あおざめた。聞き慣れる筈はずのない言葉に叶かな葉はまでもが表情を引き攣つらせる。確かに、追われてはいる。だが本気で殺す気だったと改めて突き詰められた時、実感として背せ筋すじが寒くなる。

「その子は一人で下した街まちうろうろしてたから、毒盛るとかの搦からめ手は使えなかったみたいね。それにしてもよく今まで逃げ切れたもんだわ」

　巴ともえは淡々と述べながら、窓の外の蜘く蛛もに視線をやった。未いまだ修理作業の続く菊きく丸まるについて思考しているのだろうか。九く曜ようは巴と剣けん菱びしの顔を見比べ、

「では……どうする？」

「もちろん、殺させないわよ。あっちが何考えてんのか知らないけど。とりあえずアタシはこの斑はん猫みようの頭をもうちょっと調べてみるつもり」

　斑猫の頭部には脳がまだ残っている。だが記録を抹まつ消しようしているというのはさっきの解析で確認済みだ。訝いぶかしげな顔をする九曜の隻せき眼がんを見返し、巴はにんまり笑ってみせる。

「後で蜘蛛使って脳ミソ全部洗っちゃるわよ、徹底的にね。何をどうしたってデータのカケラなんて残るんだから。天才の巴ちゃんにかかりゃ朝飯前よ、どんなもんが仕込まれてるか見物ねぇんふふふ」

　そう言う巴の顔は不敵な自信に溢あふれていて、何かの悪あく魔まのようにも見える。二十年前と全く変わらない。たとえ子供の姿になってみたところで、やはり巴は巴なのだと九曜は思った。

「……とまあ、大体そんなところかしら。つまり、この甲こう虫ちゆうを作ってる奴らね──」

　地図を畳たたみ、巴は全員を見渡した。




「そいつらが、《敵》よ」




　きっぱりとした宣言は、これまでのどんな言葉よりもはっきりと九曜の中に響いた。

　──敵。

　我知らず、軍刀の鞘さやを握り締める九曜。叶かな葉はは鴇子を気遣づかうように身を寄せ、自身もまた緊張している。当然だ。斑猫の男は、あの時はっきりと殺意を持っていた。

　巴はんっと伸びをして、改めて叶葉と鴇子を見る。満面の笑みである。

「んじゃ触っていい？」

「……は？」

　意味がわからずぽかんとする二人。一応質問の形を取ったが、巴は返答を聞かなかった。

　有う無むを言わせずワイヤーが伸びる。

「え、あ、わああっ!?」

　巧たくみに操作されたワイヤーが二人の少女をあっさり捕ほ獲かくし、巴ともえの傍そばまで引き寄せられた。決して痛くも苦しくもならないよう加か減げんされた黒こく縄じようは叶かな葉はと鴇とき子こをがっちり捉とらえて離さない。巴は小さな体いっぱいを使って、そんな二人に飛びついた。

「──ずっと、ずうっと我慢してたのよぉぉー！　あぁんもうひっさしぶりの若い女の子だわかわいいぃぃ～～～っ!!」

「うあ、ちょっ!?　蜘く蛛もさん!?　なにを、わぅ！」

「やーねぇ、巴って呼んでぇ？　でさでさ、アタシも叶葉ちゃんって呼んじゃっていい？　いいかな？　いいよねー？　キミも鴇子ちゃんでいいよねぇうへへへへへへへぇ」

「な、！　やめ！　ちっちっ乳を揉もむなぁ!!」

　もうめちゃくちゃだった。取り残されたのは男二人である。

　そういえばこいつはこういう女だった、と九く曜ようは思う。

「…………止めるか？」

「ほっとけ。あいつあーなったら半はん時ときは帰っちゃこねぇよ」

　断言する剣けん菱びしの横顔には、早くも諦あきらめの色がある。ふと蜘蛛が小さくアラームを発した。

『▼告／本体ノ脳波ニ乱レガ確認サレマス』

　だが、巴はやっぱり半時は戻ってこなかった。
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　しばらく休め、と言われた。

　そう言われて初めて、九曜は自身がかなり疲労していることにようやく気付く。

　甲こう虫ちゆう式の襲しゆう撃げきで受けたダメージは九曜も無視できないものがある。許容限界を超えるほどではなかったが、菊きく丸まるの修理を一いつ旦たん切り上げた直後、有う無むを言わさず蜘蛛に放り込まれた。

　廃はい病院の朽ちたロビーには、赤みを帯びた陽光が差し込んでいる。陽がぼちぼち西に傾き始めた。九曜と叶葉はベンチに並んで座り、言われた通りに体を休めている。別室では巴がまだ斑はん猫みようの頭部を解析にかけている筈はずだ。

「九曜、体はもう大丈夫ですか？」

「君こそ大丈夫なのか」

「………………」

　問い返すと叶葉の顔が赤くなって青くなった。巴にあんなことをされまくった彼女の方が大丈夫ではなさそうで、何やらぷるぷる震ふるえている。トラウマにならねばいいが。

「なにもいわないでください」

「…………了解した」

　二人して体重を背もたれに預け、しばらく無言の時が過ぎた。

　その間、九く曜ようは思考する。

　甲こう虫ちゆう式──量産型の鬼き虫ちゆう。

　鬼虫の量産計画は戦中からあった。あれほど高性能の兵器が数を揃そろえれば、帝てい國こくを打ち破やぶることすら夢ではなかっただろう。だが結局その計画は紙の上に躍おどるのみとなり、九機の鬼虫は九機のまま戦争を駆け抜けた。

　鬼虫は、その驚異的な性能と背中合わせの重大な欠陥を抱かかえている。

　一つは製造コストがかかりすぎること。

　もう一つは、性能の発揮に対する個体依い存ぞん性が強すぎることだ。

　鬼虫は核かくとなる本体の主脳と、虫の機体が有する四つの副脳をリンクさせることで動く。しかし、虫の副脳が発する電気信号を情報として処理するには特殊な「適性」が必要だった。適性を持たぬ者が鬼虫と接続しようとしても、膨ぼう大だいな電気信号に脳神経を焼かれて終わりだ。

　虫と適合する特定個人が現れた時、鬼虫はまさしく鬼神の如ごとき力を発揮した。他の兵器を圧倒的に上回る性能と、虫の特性を示す超常の《特別攻こう撃げき術》。

　鬼虫の本体とは、適性を持つ人間を素そ体たいとした人型機械だ。

　これは特秘事項であるため、軍の上層部と鬼虫の開発に携たずさわった者しか知らない。九曜は、叶かな葉はにもその事実を知らせないままでいる。

　かつて開発関係者は、適性者が現れることを「虫に選ばれる」と表現した。事実その通りなのだろう。虫に選ばれた九人の適性者は、先の二つの欠点を補って余りある戦果を挙げた。

　そして今、その鬼虫に新たな型式が存在する。

　かつて「不可能」として抹まつ消しようされた量産計画を引き継ぐように。

　──そいつらが、敵よ。

　巴ともえは、そう言った。

　その時、九く曜ようは自みずからの体に変調が起きていることを自覚した。視線を落とした先の右手が小こ刻きざみに震ふるえているのだ。指先は自らの意識を離れて揺ゆれ、震えは気付いた瞬しゆん間かんから波のように全身に伝でん播ぱした。

「……？　九曜？」

　叶葉に気付かれてしまうが、それでも九曜は落ち着かなかった。

　何な故ぜこうなるのか、知っていた。

　脳の内に宿る「感情」なるものを自覚している今の九曜には、一体何が自分をこうさせるのかわかる。わかりたくなくても理解してしまう。

「──叶葉、過去が、」

　隣となりの「司令」に顔を向ける九曜。その表情を見返したとき、叶葉は息を呑のむ。少年の赤目が揺ゆれている。

「過去が、追いかけてきた」

　これは恐怖だ。

　逃のがれられぬ過去に対する、恐怖と不安。確かな脅きよう威いに対し、今の九く曜ようで立ち向かえるか。鬼き虫ちゆうの因いん縁ねんは九番式を決して逃すことなく、二十年後の現在においてもなお残り続ける。

　蜂はちを失ったこの小さな体で、どこまでやれるのだろう。

　そして何よりも恐ろしいのはきっと、「敵」と聞いた瞬しゆん間かんに熱を発した己おのれ自身の闇やみだ。闘争を予感して昂たかぶる脳──自身の闇は、またの名を本能といった。

　叶かな葉はは言葉を失い、ただ黙って九曜を見返していた。そのまま数秒が経過し、その表情に決意が宿る。一つうんと頷うなずき、居住まいを正し、足を揃そろえた腿ももの辺あたりを示す。

「どうぞ」

「……？」

「膝ひざ枕まくらしたげます」

　──な。

「……無用だ。八や洲しま男だん子じに、そのような甘えは……許されぬ」

　自みずからの腕を抑おさえ、震ふるえを止めようと努力しながら九曜はそっぽを向いた。

　こんな時にも頑がん固こな九曜に、叶葉は「もう」と嘆息する。そして迷わず九曜の頭を両手で掴つかみ、強引にぐいっと引き倒した。

「む……っ」

　虚きよを突かれてしまい、九曜は拒否のしようもなかった。叶葉に上体を抱かれ、慌あわてて抵抗するも離されない。叶葉はただ九曜の頭をがっちりと押さえてじっとしている。

「いいですから。……こういう時くらい、休んでいいんですから」

　叶葉はそれだけ言って、あろうことか頭を撫なでてくる。その頃にはもう、九曜も抵抗する気を失っていた。

　急に疲れが出てきたような気がする。叶葉に抱かれ、九曜はされるがままになった。間違っても鬼虫の仲間には見せられない姿だが、九曜はこの時、確かに安心していた。
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「……叶葉」

「はい？」

「…………もう少し、このままで良いか」

「はい」

　陽はいよいよ夕刻の気配を深めつつある。どこかで、狙ねらい澄ましたように鳥が鳴く。




『んでそっちはどうなんだ、巴ともえ。何かわかったのか？』

『んー、もうちょっと……あ、待って待って今いいとこだから』

　電波で言葉をやり取りしながら、巴ともえは鼻息荒く身を隠かくしている。ご丁寧に我が身に徹底的なステルスを施ほどこした上でだ。

『まぁ順調なら別に、……お前さっきから何やってんだ？』

『あ！　抱っこした抱っこしたうわうわうわ！』

『っておい、覗のぞきかよ。悪趣味な女だな』

　巴は今、斑はん猫みようの解析と剣けん菱びしとの通信と、それから九く曜ようおよび叶かな葉はの観察という並列作業マルチタスクを器用にこなしていた。要するにあの二人を覗いて興奮しているのだった。

『あららもう、あの子ったらだいたーん！　膝ひざ枕まくらやってるわよねぇねぇ！』

『……切るぜ』

　通信が切られそうになり、巴は慌あわてて止める。

『おわっとと、ちょっと待って』

『んだよ。そんなに聞いて欲しいか実況中継』

『じゃなくて。菊きく丸まるちゃんだっけ、あの子を直してる時に気になることがあったの』

　厳重にプロテクトのかかった電脳でも、ふとした緩ゆるみから断片が漏もれることがある。特に、蜘く蛛もの解析能力は常識的な機械より遥はるかに優秀だ。巴はその「情報」を剣菱に送信した。

『……？』

『これについては、アタシもよくわかんない。まだはっきり判断できない感じ。だから九曜くんとかには内ない緒しよでよろしく』

『……ああ、わかった。しかしこいつは、』

『うほぅわ！　もう少しこのまま、だって！　きゃー！　やだもー！　やだもー！』

　今度は容よう赦しやなく通信が打ち切られる。




「……おまえ、何か話してたのか？　誰とだ？」

「まあ、ちょっとな。その辺の変へん態たいと」

　なんだそれ、と眉まゆをひそめる鴇とき子こに、剣けん菱びしは肩を竦すくめるだけで答えなかった。

　別室のベッドの上に鴇子が座り、剣菱は単純に興味本位でここにいた。

「というか、おまえはなんにもしなくていいのか？　……あの小さいのが色々やってるのに、おまえだけ怠なまけてるように見えるぞ」

　それでいいのか、と鴇子の視線が聞いている。剣菱は一いつ切さい動じず、あっさり頷うなずいた。

「そりゃ確かに。俺は怠けっぱなしだ」

　当然のように肯定する剣菱に、鴇子は訝いぶかしげな顔をする。

「いつも何かしてなくちゃいけないわけじゃねえさ。今は俺の動く時じゃねえってだけだ」

「……へんな奴やつめ。鬼き虫ちゆうっていうのはみんなそうなのか？　わたしへの態度も悪いし……」

　ぶちぶち愚ぐ痴ちり始める鴇子に、剣菱は「へ」と笑った。そうして壁にもたれかかったまま、人差し指をぴんと立てて曰いわく、

「姫さん、こいつは役割の問題なんだ」

　講釈めいた口調で、指を宙に遊ばせる剣菱。その指先を猫のように目で追いながら、鴇子は続きを促す。剣菱は自信たっぷりに断言した。

「適材適所。蛇じやの道は蛇へび。ああいうのは巴ともえがやる。まあつまり、俺は今怠けてもいい」

「なんだそれ……。じゃあ、おまえがやることってなんだ」

　問いを受け、剣菱の笑みが深まる。

　口の端はしを吊つり上げた不敵な笑いは、その奥に今は封ふうじた獰どう猛もうな熱を感じさせる。今はまだ抜刀の瞬しゆん間かんを待つ二振りの業わざ物ものに、剣菱は静かに手を添える。

「俺は剣こいつで稼かせぐ役回りさ。剣は考えない。大事なのはおつむの使い方なんぞじゃなく、斬きり方だ。必要な時に抜かれて、必要な奴を必要なだけ斬る。俺にはとっては、何を斬ったかって結果だけで十分お釣つりが来る」

　然しかるべき役割分担と、行動の結果のみが肝かん要ようと語る。

　昼ひる行あん燈どんめいた剣菱の緑目は、戦いを語る時だけ鋭さを増した。陰かげに伏ふくする蟷かま螂きりが、狩るべき獲え物ものを闇やみから睨にらむかのように。

　剣士の言葉が放つ圧は、先の巴に一歩も譲ゆずらぬ「鬼虫」のそれ。つまりそういうわけだ──と講釈を切り上げ、ふっと獰猛さの抜け落ちた表情で、剣菱は逆に聞いた。

「そういうあんたは何をするんだい、姫さん」

　問いを受けた鴇とき子こは、明らかにたじろいだ。

「……、わたしは。わたしは、あいつらから逃げる」

「逃げてどうするよ。親父殿が今どこでどうしてるのかわかるか？」

「う、うるさい、とにかく逃げるんだ！　あいつらをどうにかしないと始まらんだろう！」

　剣けん菱びしに背中を向け、鴇子はそれっきりだんまりを決め込んだ。

「ま、いいさ。……ところで、菊きく丸まるっつったか？　あいつはいつからあんたの護ご衛えいなんだ？」

　鴇子は答えない。ただ肩越しに振り返って、恨うらみがましい目で剣けん菱びしを睨にらんだ。いじけているのだ。剣菱は苦笑し、

「悪かったよ、さっきのは反省してる。もう余よ計けいなこと言わねえが、最後にあんたの相あい棒ぼうの話だけ聞かせて貰もらいたいね」

　鴇子はしばらく黙ってふくれていたが、やがて気を取り直したらしく──それでも背中を向けたままだが──ぽつぽつと語り出した。

「菊丸は、ずっと前からいたんだ。父上の代か、もっと前かもしれない。わたしが物心ついた時には、もうわたしを守ってた」

「相当年季が入ってると見えるしな。そいつなら何か知ってんじゃねえのかい、あんたの記憶についてさ。聞いたことないのか？」

　鴇子は目を丸くして剣菱を振り返った。冷凍睡眠前後の記憶を失っていることを、剣菱が知っていることに驚いているのだ。剣菱は悪びれる風もなく、九く曜ように聞いた旨むねを説明する。鴇子はむぅと呻うめき、

「……菊丸はずっと前から喋しやべれない」

「何か行動で示すとかってのは？」

「ない。……それにだいたい、菊丸がわたしに隠かくしごとなんかするわけないんだ。わたしとあいつはずっと昔から一いつ緒しよにいる。何かあったら、声じゃなくてもわたしに絶対伝えるんだ」

　はっきりした返答は、自身の護衛に対する絶対の信頼を感じさせる。確かに長い付き合いであることだろう。剣菱は最後に一度また肩を竦すくめた。

「そうかい。……いやまあいい、とにかく今はあんたを狙ねらう連中への対処が──」




「あ──────────っ!!」




　突然、ロビーからの大声。

　ん、と剣菱が声の方を向く。鴇子がびっくりする。蜘く蛛もが個眼をちかちかさせる。うわバレたかも、とまだ覗のぞいていた巴ともえが慌あわてる。

「……どうした？」

　九く曜ようが上体を起こすと、叶かな葉ははあたふたと懐ふところを探さぐる。時計を探さがしているのだが、ガレージの家に置きっぱなしだった。

「い、今何時!?」

　九曜は即座に計算し、

「十七時四十一分だが」

「あ、え、そんな！　大変！」

　何事かと鴇とき子こと剣けん菱びしがロビーに出てきた。それから数秒ほど遅れて、何食わぬ顔で巴ともえもひょっこり顔を出した。いかにもわざとらしい。

「あれ。どったの叶葉ちゃん」

「六時から仕事なんです！　捨すて家やさんってとこで！　お、遅れちゃう！」

　なんだそんなことか、という顔をほぼ全員がした。今の今まで忘れていた鴇子だけ「あ」と声を漏もらすが、巴はなんてことないように袖そでを振る。

「ああ、いいじゃん別にズル休みしちゃえば。危ないから動かない方がいいと思うよぉ」

「だめなんです！　無理言って使ってもらってるんだから、ズル休みとかはだめ！」

　しかし今から急いでも、二十分程度で間に合うわけがない。連絡の手段もない。どうしようどうしようとおろおろする叶葉と、別にズル休みしてもいい気になってきている鴇子だった。

　と、剣菱が九曜を見る。

「行くか。間に合うんじゃねえの」

「不可能ではない」

　ぱっ、と叶葉の表情に希望が満ちた。

「ほんとですか!?　間に合うって、どうやっ──」

　どうやって間に合わせるのか。そんなことは決まっている。

　察した叶葉の顔があっという間に蒼あおざめたが、その時にはもう遅かった。

　九曜が叶葉を背負い、剣菱もそれに倣ならって鴇子を抱き上げた。何が起こるのかなど知れたことだが、二人の少女はもう後戻りの利きかないところまで来てしまっていた。

　剣菱がガタついた扉を蹴けり開け、巴を振り返る。

「連中がもっぺん来ても困る。俺も行って離れたとこで見とくわ。留守は任せるぜ、巴」

「えー。アタシだけぇ？　……ま、いいけど。一段落ついたら伝えるね」

　風が吹いている。西日は目の前の森を綺き麗れいに染め上げている。

「んじゃ、遅刻するってことだし、急ぐか」

「了解」

「あ、あ、あ、あ、あのう。やっぱりその、別の、もっと他のやり方とか、」

　そんなものはない。ないので、九曜も剣菱も聞く耳を持たない。

「はいはい。んじゃ行っといでぇ」

　ひらひらと手を振る巴ともえに九く曜ようは振り返り、

「行ってくる」

　お、という顔を巴がした。

　直後。

「うぎゃ──────────────────────────っ!!」

「ぬぐわ──────────────────────────っ!!」

　びゅんと風を切り、凄すさまじい速度の移動が始まる。

　絹を裂さくような悲鳴が、夕ゆう刻こくの空に長く尾を引いた。
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　巴は廃はい病院に一人取り残され、軽いあくびを一つして、自身が巣を張った一室に戻る。

　蜘く蛛もは斑はん猫みようの頭を抱き込み、自みずからが展開する情報解析の海に没入している。

　無線リンクで蜘蛛の副脳と繋つながり、蜘蛛が自動で行っていた作業を一手に引き受けた。そうして、破は壊かいされた電脳の情報組織から断片をサルベージしながら、巴は独ひとり渋じゆう面めんを作る。

　斑猫の副脳の数は二。武装は互ご換かん性のある通常火器を搭とう載さい。確認できた限りでは特別攻こう撃げき術の類たぐいを有しておらず、水みず鉄かねによる流動装そう甲こうもなし。総評を述べるならば「水準を上回る自律兵器」ではある。だが、言い換かえればその程度でしかない。

　こんなものが、鬼き虫ちゆうであるわけがない。

　続いて巴は、ワイヤーで巻き取ったもう一つの「戦利品」を開かい封ふうする。人間の少女には刺激が強すぎるため出していなかったが、それは黒焦こげになった斑猫の本体の、生なま首くびだ。

　蜘蛛の足の先端で頭頂部に穴をあけ、いともあっさり開頭。ぐずぐずになった人工血液がどろりと溢あふれ出して蜘蛛を汚すが、巴は一いつ切さい構うことなく作業を続ける。

　主脳を掴つかみ出す。

「はッ。やっぱり、最初っから機械おにんぎようじゃないのよ」

　粘ねばついた体液まみれになって出てきたのは、血管のような細いコードに繋つながれた電脳素子チツプだった。特殊なチューニングを施ほどこされているようだが、素そ体たいとしては量産型の機械兵となんら変わるところがない。

　適性を持つヒトを調整したのでなく、最初から甲こう虫ちゆう式を動かす為ためだけの人形を用意したのだ。

　恐らく甲虫式の電気信号は全て共通しており、この男と同じ顔・同じ姿の本体というパーツが何体も存在することだろう。そして勿もち論ろん、虫はその程度では十分に機動しない。恐らくは量産型を統とう括かつする司令母機がいる筈はずだが、その種まではまだわからない。

　──だからヤなのよ、お偉方が好きそうな「効率」って。

　嘆息する。こちらの方が確かに運用上の都合は良いが、鬼虫を凡ぼん百ぴやくの兵器と同列に考えることそのものが間違っているのだと巴ともえは考える。醜しゆう悪あくだ。業ごうも美学もあったものではない。

　こんな無ぶ粋すいなやり方を是ぜとする時点で、巴にはある程度まで「敵」の見当がついていた。必要なのは、確信に至る決定的な手がかりだ。

「その為ためだけのお人形、か」

　呟つぶやき、巴はちらとあの近衛このえ兵を思い出す。まだ修理に時間がかかりそうだが、こちらが落ち着いたらまた作業を再開せねばなるまい。

　菊きく丸まるの行動記録はある時点から不可解な断絶が見られ、一部にブラックボックスが生じていた。更さらに気になるのは、電脳の最さい奥おうに格納されたある映像だ。それが何を意味するのか断定することはまだできないが、もし巴の推測が正しいとすればあの皇女は──

「……どういうつもりなのかしらね、あっちもそっちも」

　呟きは誰に聞き届けられることもなく、消えた。







　　　伍　─　皇女







　斑はん猫みようの襲しゆう撃げきから二日ほど経たち、下した街まちに機械兵が見られるようになる。中央が改良して運用しているまともなやつで、彼らは小しよう銃じゆうを肩に担かつぎ、隊たい伍ごを作って街中を歩き回り始めた。

　これが初めてのことではない。中央区が必要と判断した時に限り、彼らが派は遣けんされて下街を巡じゆん回かい警けい備びするのだ。上からしてみれば「市民を守る為の当然の義務」といったところだろうが、当の住民に言わせれば迷惑度の方が高かった。

「お上かみの都合で警備を回しますったってよう。あんなもん邪じや魔までしょうがねえわ、ったく」

　愚ぐ痴ちをこぼす坊ぼう主ず頭あたまの前に焼き飯を置いて、叶かな葉はは店内をそれとなく見渡してみる。昼時、大衆食堂・捨すて家やはほぼ満員の状態にあり、多くが表を歩き回る機械兵を話題に乗せている。

　確かに黙々と街中を巡回する機械兵の姿は不ぶ気き味みなものがある。いくら管かん制せいが行き届いているとはいえ、武器を持った人型兵器が何体も闊かつ歩ぽしていては物々しいことこの上ない。

「あー、なんかあれだろ。街外はずれで爆発だかなんだかがあったからって。あれオレも聞いた」

「そ、そうなんですか。物ぶつ騒そうですねぇ」

　思いっきり当事者である叶かな葉はだが、全力でしらばっくれた。

「……あれ、そういや嬢ちゃん、もう一人はどこ行った？」

　肉豆腐を飲み込み、長髪が辺あたりを見渡す。鴇とき子このことを言っているのだ。

「あ。えと。ちょっと風か邪ぜ引いちゃって……」

　あらかじめ用意していた言い訳である。鴇子は今、念のため身を隠かくしていた。再度の襲しゆう撃げきを警けい戒かいしてのもので、ここからそう離れていない場所で九く曜ようと剣けん菱びしとの三人でいた。菊きく丸まるの修理はまだ終わっていない。

　一同に巴ともえと剣菱が協力することになったのは、剣菱曰いわく「利害の一致」だった。彼らは甲こう虫ちゆうのバックを探さぐっており、今まで尻尾しつぽを見せなかった相手はどうやら鴇とき子こを狙ねらっているらしいからだ。彼女につけば、連中がまた接触してくるかもしれない。

「なにかしら有益なジョーホーのテーキョーがあれば謝礼が貰もらえるんだとさ。どうする？」

「やだよそんな中央のうらなり共に尻尾しつぽ振るような真ま似ね。……あーでもそういや、それこそアレだわ。嬢ちゃんの相あい方かたの赤目のガキとか、見るからに怪あやしくねえ？」

　わた。

　慌あわてた。相手としても冗談のつもりであったろうが、彼の素す性じようそのものが下へ手たに突っつくと冗談では済まない。叶葉は「あらやだ」と手を振り振り、

「や、やだなもー。やめてくださいよそういうのー」

「お、なんだおいはぐらかそうってのかー。あいつ怪しいだろ絶対。見てくれもそうだし、一人で廃はい墟きよ歩いてケロッとしてやがるしよう」

「ああいうひとなんですよー。でも、そんなこと言ってるとあのひと襲おそってきますよ。月の出ない夜は背中に気をつけろってやつです」

「おうおう、そりゃおっかねえや。しかしシンジツの追求者としてはだな、奴やつの正体は実に興味深いというかだなー」

　叶葉はわざとらしく周囲をきょろきょろ見回し、ちょっと芝居がかった調子で声をひそめた。

「──黙っててくれたら今日のごはんはあたしがおごりますけど？」

「奢おごりならしょうがねえな！」

　即答である。単純だった。もしかしたらそれが狙いだったのかもしれないが。

　こちらも冗談めかした形で話に乗ると、相手も面おも白しろがってくれるしそれ以上はなんとなくうやむやになる。話の矛ほこ先さきをなんとか逸そらせて、叶葉は内心で胸を撫なで下ろした。

　と、店の引き戸が開かれる。

「あ、いらっしゃいませー」

　反射的に声をかけて、叶葉は少し驚く。

　客は壮年の男が一人。そこまではいいのだが、服装がこの辺あたりの一般市民と少し違った。いわゆる洋装で、皺しわの寄ったスーツに身を包んでいる。全体的によれた雰ふん囲い気きの男だった。

　壮年はカウンター席に腰こしを落ち着け、叶かな葉はを見上げて言う。

「何か、すぐ出る軽いものはあるかな」

「軽いもの……ですか。えと、おうどんとかありますけど」

「ではそれを」

　厨ちゆう房ぼうの捨すて三ぞうに注文を通すと、数分で素うどんが出てくる。壮年は刻きざみネギがたっぷり入ったそれに唐とう辛がら子しをばんばんかけて、汁ごと呑のむように麺めんを啜すすり始めた。

　坊ぼう主ず頭あたまと長髪とヘルメットの三人組はすぐ隣となりのその壮年を訝いぶかしげな顔で観察していたが、当の男は気にする様よう子すを見せない。汁まで全て飲み下し、一つ大きな息をついた。

「──失礼、この辺あたりで何かおかしなことは無かっただろうか？」

「ああん？」

　藪やぶから棒ぼうにそんなことを聞く壮年に、坊主頭が露骨に顔をしかめた。

「知らないね。なんだあんた、中央の奴やつか？」

「そんなところだ」

　生き真ま面じ目めに頷うなずく壮年に、三人組はからかうようにせせら笑ってみせる。

「そんなところときたぜオイ。その中央のお偉いさんが、こんなボロくせー飯屋に何の用だってんだよ？」

「今なんか言ったか」

　厨房から捨三がにゅっと顔を出して、梅干しのようなしかめっ面を男共に向ける。ぎょ、と慌あわてた三人が首を横に振ると、捨三はカウンター席を右から左に睨ねめつけて巻き戻しのように奥に戻った。壮年が苦笑する。

「偉くはないさ。幾つもある末端の一つで指揮を執とってる程度のものだ。……まあ現場主義みたいなものでね、気になることは自分で見聞きしないと落ち着かない性分なんだよ」

　あちこちから雑談の声が絶えない店内をざっと見渡し、壮年は叶葉に向き直った。

「この店は近きん隣りん住民がよく集まるのかね？」

「あ、はい。このくらいの時間はいつもいっぱいになります」

　そうか──と独ひとり言ごとのように呟つぶやき、彼はふと自分の懐ふところをまさぐった。取り出したるは一枚の名刺。指の間に挟はさみ、壮年は料金と共にその名刺をカウンターに置く。

「なら、色々な話が集まると期待できそうだな。一応ここに私の名と所属が書かれてある。何か有益そうな情報が見つかったら、なんでも構わんから連絡をくれ。では」

　言うと壮年は、返事も聞かず席を立つ。狙ねらったようなタイミングでスーツのポケットから電子音が響いた。携帯端末であろう、彼は煩わずらわしげにそれを取り出すと、叶葉と三人組に軽く手を挙げて足早に店を出ていった。

　代金と空の鉢はちを回収して、叶葉は置かれた名刺を読んでみる。

　帝てい都と中央管理局臨時偵てい察さつ隊・外部担当主任、可か児に哲てつ郎ろう。

　どこかで聞いた名前だと叶かな葉はは思ったが、どこで聞いたものか、いまいち思い出せない。
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　窓の外を見下ろしながら、剣けん菱びしは呟つぶやいた。

「問題なさそうだな」

「……うむ」

　九く曜ようは捨すて家やの叶葉の反応に注意を払いながら、腰こしの軍刀のずれを直す。

　捨家が店を構えた高こう架か道路の傍そばに、身を隠かくすのに適当な雑居ビルがある。その最上階、角部屋に陣取って九曜と剣菱は周囲にセンサーを巡めぐらせている。

「剣菱。質問がある」

「んん？」

　こちらに向けられた緑の目を、九曜は見返した。頭の中で先日の戦闘を思い返していた時、ふと引っかかることがあったのだ。

「あの時……甲こう虫ちゆうの襲しゆう撃げきを予測していたのか？」

　巴と剣菱は、甲虫式を追っている。

　地下の施設内で剣菱が受け取った暗号通信の相手は、聞くまでもなく巴ともえだ。その時、彼は「やっぱな」と言ったのだ。

「ああ、それか。お前の思う通りさ。俺とお前が離れた時、奴やつらがどう動くか気になった」

　つまりこうだ──と、剣菱は軽く説明する。

　相手もまた下した街まちにいるのだ。

　その動きを水面下で牽けん制せいしているのは、同じエリアにいる剣菱の存在だった。

　例えばこう仮定する。「敵」が既すでに目標の位置を把握しているとして、しかし彼女の周囲に二機の自立兵器が存在する。カスタマイズされた機械兵と、九番式の本体だ。おまけに参さん番式も目を光らせている。余よ計けいな損そん害がいを抑おさえたいと考えたなら直接的接触は控ひかえるだろう。だが目的は近いし、それに加えて九番式が従うもう一人の人間も興味深い。

　相手からすれば「作戦目的」と「九番式の手た綱づなを握る者」が同じ場所にいる。

　そしてあの時に関して言えば、行動を制限する障害のうち二人が、偶然にも揃そろって下街から離れているのだ。

「では、あの時貴官があそこにいたのは……」

「お邪じや魔ま虫が二人とも離れてるって時に、奴らがどう動くのか見切っておきたくてな。巴がセンサー張って遠くから監視してたんだ。──結果は、予想通りだ」

　そして、敵は動いた。

　これで敵の狙ねらいは鴇とき子こだと確信を持てたことになる。加えて九曜と菊きく丸まるとの交戦にあたり甲虫を用もちい、対象の頭部を回収することに成功した。巴ともえと剣けん菱びしにとってはかなりの収しゆう穫かくだ。

「……叶かな葉はと鴇とき子こを、餌えさに使ったのか」

「ああ。お二人さんには怖こわい思いさせちまってすまねえと思ってるが、結果は上々だよ」

「それで彼女が危険に晒さらされたのだぞ……！」

　剣菱を睨にらみ付ける九く曜よう。無論、合理的に考えれば事の顛てん末まつは理想的な形に運ばれた。理屈の上ではわかる。しかし叶葉が危機に陥おちいったことを考えれば、そのやり口は承しよう服ふくしかねた。

「落ち着け。結果的に、二人とも無事だ。それでいいじゃねえか」

「だが──」

　尚なおも食ってかかろうとする九曜だが、思い留とどまる。

　叶葉から離れて行動したという点では、あの状況は九曜の不ふ覚かくが招いたものとも言えるのだ。

「言いてえことはわかるさ。安心しろ、連中の思い通りにはさせねえよ」

「……、わかっている。……すまぬ、冷静さを失った」

　少しうなだれる九曜に、剣菱は笑って返した。

「しかし本当に変わったもんだな、お前。昔はそういうとこで腹立てる奴やつじゃなかった」

「それは、──そう、だろうか」

　変わったとすれば、それは叶葉がいるからだ。だが改めて言われると、妙みような気分になる。

「……なんだ、ケンカか？」

　ふと別の場所から声がかかる。部屋の隅には鴇子がいた。そこに放置されたボロの机に地図を広げて、じっと睨めっこしていたのだ。九曜はそちらを向き、

「そういうわけではない」

「ふん、そうか」

　鴇子は九曜と剣菱を見比べ、気を取り直したように地図を見下ろした。ある一点をぺたんと指さす。帝てい都とからかなり南に外はずれた、海沿いのポイントだ。

「それで、この……くらぎ、基地っていうのは、この場所なのか？」

「君の記憶にある通りの名を冠かんするものは、その嵓くら木ぎ基地しか無いな」

　むむむ、と眉まゆ根ねを寄せる鴇子。そこに至るまでの道は瓦が礫れきに閉ざされており、まともに陸路から辿たどり着くのは難しい。

　大っぴらに外を歩けない状況にあるのは、この場の全員が同じだった。

　表舞台には出られない──というのが当面の判断であり、鴇子もどういうわけか中央との合流を拒否する。となれば普段通りに活動できるのは叶葉だけだった。人々の口から情報を得られることも期待しないではなかったが、やはり有益なものは今のところ無い。

　その時ふと、剣菱がぴくりと反応する。腕組みしたまま九曜を一いち瞥べつし、

『巴だ、何かわかったらしい』

　そこから、秘ひ匿とく回線による会話が始まった。

　通信による会話は二秒ほどで終了する。発声による会話でない以上、互いの「声」は一いつ瞬しゆんで双方に届く。意思疎そ通つうのタイムラグがゼロに等しいのだ。それ故ゆえ、二人の会話は二秒ほどでも声の数分に匹ひつ敵てきする。

「……当たりだな」

　鴇とき子こにも聞こえるよう、発声で切り出す剣けん菱びし。

「ほんとか!?　何がわかったんだ!?」

「斑はん猫みようの行動記録の断片から、座標のマーカーが見つかった。そこにいたか、そこに行こうとしてたかのどっちかだな」

　一拍置き、剣菱は告つげる。

「嵓くら木ぎだよ。いよいよ気になってきたな」




　　　　[image: ]




　事が動き出す。少なくとも、こちらが動く理由はある。

　目的は嵓木基地だった。そこに何かがあることは間違いなかった。

　ちょっと話がある──剣菱が九く曜ようにそう切り出したのは、出発直前の夜のことだ。

「話とは何だ？」

　ガレージの前に小さな広場があって、そこに呼び出された九曜は剣菱の背に声をかけた。出発は早朝、叶かな葉はと鴇子は十分な睡眠を取る為ためもう床に入っている。

　剣菱はすぐには答えなかった。背を向けたまま腕組みを解かず、しばし無言。腰こしの後ろで交差した刀と参さんの数字が懐なつかしくも目に焼き付く。九曜は業ごうを煮やして更さらに一歩踏み出した。

「剣──」

　その時剣菱の踵かかとが小さく上がり、とん、とアスファルトを叩たたく。

　揺ゆれる。

　波紋のように広がった揺れが九曜の足にも伝わり、剣菱の足元にあった小石が浮き上がる。

　剣菱はこちらを見もせず、九曜の顔面めがけてその石を蹴けり飛ばした。

　がちっ、と硬こう質しつな音が響いた。

　小石は標的を捉とらえはしなかった。咄とつ嗟さに上げられた九曜の左腕が、顔面に当たる直前に小石を掴つかみ取っていたのだ。人間相手であれば、対処もできず頭を貫かん通つうしていたに違いない。

「……何のつもりだ。からかっているのか」

「かもな。そうだっつったらどうする？」

「…………剣菱」

　不可解な行動への苛いら立だちに、九曜の表情が険けわしさを増す。剣菱はそれにも全く動じない様よう子すで、ようやく振り返り飄ひよう々ひようと笑った。

「あのな、直情的すぎんだよお前。もっと心に余裕持てって。冷静になれ冷静に」

「小しよう生せいは冷静だ。何な故ぜそのようなことを言う」

「言わなきゃわかんねえか？　お前、それじゃ甲こう虫ちゆう式に負けるぞ」

　冷酷ですらある断言に、九く曜ようの指先がぴくりと揺ゆれる。

　思い出されるのはあの戦闘。叶かな葉はを危険に晒さらした自責と敵への怒りで視界が曇くもり、結果として菊きく丸まるの両腕が食い千切られ、自みずからも危機に陥った。助けが入らねば間違いなく負けていた。

「いいか。アホみてえに刃物を振り回そうが、それで仕留められるのは格下だけだ。よく考えろ、蜂はちがねぇならそれだけ冷静に立ち回らにゃならんことになるんだぜ」

　責めるでもないその口調は、九曜の未熟さを確かに指摘している。

「……ならば、どうしろと？」

「自分の剣筋をきっちり掴む……ってとこか、ん？　いやそれもよくわかんねえか。ま、こればっかりはほれ、言うだけじゃ伝えきれねえもんだからさ」

　そこまで聞いて、九曜は剣けん菱びしがやろうとしていることを理解した。

　理解した瞬しゆん間かん、一歩大きく後ろに跳とび退すさった。たっぷり数メートルの距離を隔て、左手を軍刀に添えて姿勢を正し、一礼する。

「来な。久々に組くみ手てといこうや、なあ？」

　そして、抜刀。

　組手は真剣を用いて行われる。互いに精密な動作で繰り広げられるから、人間のように誤って斬きり付けてしまうということはあり得なかった。

　九曜は軍刀を両手に持って正せい眼がん。対する剣菱は両の柄つかを握り、音もなく同時に抜いた。

　二刀、逆さか手て持ち。それが剣菱の基本の構えだ。

　痩そう躯くの足は地面を噛かんでゆらりと立ち、一見すると腑ふ抜けているようにも感じられる。だがその四し肢しには無駄のないしなやかな力が秘められており、ゆるく構えられた双そう刃じんはそれこそ前肢を掲かかげる蟷かま螂きりを思わせる。
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　言うだけでは伝えきれない。ならば、実際に剣を振ることで理解すればいい。

　──参る。

　先に九曜が仕掛けた。まずは正面から、切っ先を跳はね上げて突きの一いつ閃せん──

　瞬間、眼前の空中に小石があった。

「……！」

　先さき程ほどのように剣菱が蹴けり上げたものだと気付く。視線が一瞬だけ小石に焦点を結ぶ。舞い上がったそれがあらぬ方向に飛んでいった時、とっくに互いの刃が届く間合いにいた。

　剣菱が動く。突きの切っ先が小石の存在で鈍り、その刹せつ那なこそ隙すきだった。

　後ろにいた。

　残像が見えるほどの体たい捌さばき。刹那の差が致命的になる速度域だった。適度に脱力した腕が疾はや風ての如ごとく振るわれ、風切り音に先んじて左の一刀が九く曜ようの首くび筋すじでぴたりと止まる。

「一本」

　淡々とした声が、九曜の耳を叩たたいた。

「……もう一度だ」

「あいよ」

　夜が更ふけていく。

　結局、ごく至近距離での組くみ手ては八度仕切りなおされ、その全てで九曜は取られた。

　納めた軍刀の鞘さや尻じりで地面を突き、九曜は熱くなった息を整えている。剣けん菱びしはその向かいであぐらをかいて、遠慮もなにもない大きなあくびを見せた。

　鬼き虫ちゆうの本体の中で、刀剣を得え物ものとするのは剣菱と九曜の二名。それ故ゆえ、九曜に剣を仕込んだのは元々剣菱だった。だが片や二刀で片や一刀、剣筋に差が生じてそこには癖くせが乗る。剣菱と組手を繰り返し、九曜は己おのが軍刀の柄の感触を確かめた。

「いいか九曜」

　立ち上がり、剣菱は改めて告つげる。

「俺に俺の振り方があるのと同じで、お前にはお前の癖がある。そいつを殺すな。衝しよう動どうは飼い慣らして剣筋に乗せろ。全部の要素を集中して、自分の流りゆう儀ぎを見つけろ」

「剣菱……」

「お前は竜りん胆どうを墜おとした。奴やつはまぐれ如ごときでどうにかなる相手じゃねえから、誰がなんと言おうが、その結果は本物だ。だからお前は本物だ」

　剣けん菱びしは最後に不敵に笑い、試すような緑の目を真っ直ぐ向けた。

「持て余すなよ。《蜻蛉とんぼ》を下した男が、まさか無理ですとは言うめえな？」
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　もぞりと身をよじらせ、鴇とき子こは体を起こした。

「……むう……」

　寝ておけと言われても、そう簡単にぐうすか眠れたものでもない。腹一杯になればすぐ眠くなると思っていたが、床に入ってみると逆に目が冴さえてしまう思いだ。

　考えるのは、自分自身の記憶の空白のことだ。

　二十年前の戦争が熾し烈れつを極めたことくらい知っている。であれば自分達の「家」も決定的な決断を強しいられたに違いなく、父や母、姉がどこにいるのか今もってわからないままでいる。

　何がわかるのだろうか。わかったとして、その後で自分はどうしていられるのだろうか。そんな茫ぼう漠ばくとした不安が全身を包んだ。背せ筋すじが寒くなって、鴇子は自分で自分の身を抱いた。

　ふと、すぐ隣となりのもう一つの体が動く。髪を解いて毛布にくるまっている叶かな葉はだ。

「……んー」

　すっかり夢の中にいる叶葉の喉のどが鳴り、その体がずれた。

　ずるり、ごん。

　ところで鴇子の寝相の悪さときたらこれが相当のもので、寝ている間に叶葉をソファーから蹴けり落としていることなどしょっちゅうなのだが、その叶葉が落ちる現場を初めて見た。いや今回は自分が蹴っていない、勝手に落ちたのだ。だから自分は無罪だと鴇子は頷うなずいた。

　床に頭から落ちた叶葉はそれでも起きず、くうくう寝息を立てている。健康なのか鈍感なのか。起きている内にエネルギーを使い切っているからこんなに寝付きがいいのかもしれない。

「おい、おい。落ちてるぞ」

　ソファーから身を乗り出し、叶葉の肩を揺ゆさぶった。

「んんー……？」

　叶葉の瞳ひとみがゆっくり開いて、口からむにゃむにゃした呻うめきが漏もれた。ひっくり返った状態のまま目を覚まし、叶葉は床にこてんと転がってから上体を起こした。寝ね癖ぐせがついている。

「……あさ？」

「……そうじゃないが」

　叶葉は眠気の尻尾しつぽを引きずりながら、もそもそソファーに戻る。そうして毛布を体に巻き付け、ほぅ、と丸くなった犬のように息を漏らした。

「眠れないんですか？」

「ん。なんだか、ちょっとな。……なあ」

　鴇とき子こは隣となりの叶かな葉はをちらちらと見て、意を決し切り出す。

「なんですか？」

「わたしな、ちょっと、記憶がないんだ」

　今となっては叶葉も知っている筈はずだ。九く曜ようや巴ともえから聞くなりしたらしく、だから今改めて驚く顔も見せなかった。だが、本人の口から叶葉に告つげたのはこれが初めてだ。

　不安だ、と鴇子は叶葉に吐と露ろしたことがある。

　その不安も自分の記憶の喪そう失しつから来ている。あの時叶葉は黙って聞いてくれていたが、記憶喪失の事実まで言えないままでいたのは、怖こわかったからだ。本当に信じて貰もらえるだろうかと思っていた。だが今は躊ちゆう躇ちよなく言えた。

「……はい」

「どこの誰が、どんな理由で追ってくるのかとか。地下壕ごうで眠ってたと思うんだが、眠る前や起きた後のことも覚えてない。いつの間にかなんだ。いつの間にか外にいて、何かから菊きく丸まると逃げてた」

　叶葉はじっと耳を傾けている。記憶がないことへの不安というものに対し、叶葉自身は実感を伴ともなわないだろう。だが余よ計けいな口を挟はさまず、静かに頷うなずいていた。

　いいや、本当に不安なのは、記憶がないことそれ自体ではないのだろう。

　忘れてしまったのには何か理由があるのかもしれない。記憶の空白を埋めるものが穏おだやかな事実とは限らない。記憶を取り戻した後、今ここでこうしている鴇子の人格に変質がないと言い切ることもできない。今まで通りでは、きっといられない。

「……あのな。もし、わたしが何か……」

　衝しよう動どう的に吐はいた言葉は、その先を継つげなかった。

　調査の結果、何か恐ろしいことがわかっても。

　鴇子自身記憶していない、想像もしていない闇やみがあったとしても。

　もしそうだったとしても、この娘はこれまで通りでいてくれるだろうか。あの仏ぶつ頂ちよう面づらの鬼き虫ちゆうはどうだろうか。菊きく丸まるは、どうするだろうか。そして何より、自分自身が冷静でいられるだろうか──鴇子の不安は、つまるところそこにあった。

　膝ひざを抱かかえる鴇子の横顔を見つめ、叶葉はにっこり笑った。

「大丈夫です」

　いつもの調子で、明るくそんなことを言う。

「……どうなるか、わからなくても？」

「じゃ、こうしましょう。目標を作るんです」

「……目標？」

「自分へのごほうびって奴やつですね。終わったらごほうびがあるから、それまでがんばるんです。何があるかわからないなら、何か楽しみなことを決めるんですよ」

　自分へのご褒ほう美び、目標。慣れない考えに鴇とき子こは少し目を見開き、じゃあその目標というのは何だ、と視線で聞いた。叶かな葉はは数秒ほど考え、自信たっぷりに答えた。

「お鍋なべにしましょう。全部終わったらお鍋を食べるんです。お肉もいっぱい使って」

　鍋。肉。刺激的な言葉に鴇子は身を乗り出し、勢い込んで聞いた。

「に、肉？　いいのか？　いっぱいでいいのか？」

「もちろん、ごほうびですから！　そういうのは勿もつ体たいぶらないでやっちゃいましょう！」

　なんとも現金なもので、それを聞くと腹が空いてくる。

　先のことはわからない。だがとりあえずこれで、近しい未来のことがわかった。楽しみだと一いつ旦たん思うと、なんだか先に進める気がしてくる。ひとまずの目標にその鍋を定め、明日以降を乗り切ろうと思えてくるから不ふ思し議ぎだ。

「楽しみですね、お鍋」

「うん。楽しみだ」

　鴇子は叶葉の目を見返し、ようやく笑った。
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　翌日、空が白しらむ前に行動を開始する必要があった。深夜を通り越した夜と朝の狭はざ間まの時間になれば、流石さすがに街も沈黙する。往来を歩く人影はなく、それに応じて巡じゆん回かいも幾らか減る。

　周囲を用心深く索さく敵てきした上で、街外はずれの廃はい墟きよに立つ影が三つ。先頭に九く曜よう、二番目に叶葉、三番目は鴇子だ。叶葉は念の為ため、この日休む旨むねを捨すて三ぞうに伝えておいた。いきなり休みを取ってしまうことに後ろめたさを感じないでもないが、何も言わないよりはずっとマシだ。

「……不備は無いな？」

　振り返って九曜が聞くと、二人の少女は頷うなずいた。

　生身である叶葉と鴇子は今、フル装備だった。可能な限り軽量化している。

　両名とも分厚いポンチョを羽織って、その裏地のポケットにはライトやコンパスや細こま々ごました探たん索さく道具を。ごついガスマスク兼ヘルメットの一つを叶葉に、予備のもう一つを鴇子に。

　それに加えて、二人は懐ふところに巴ともえ特製のある道具を持っている、

　丸っこくデフォルメされた、機械の小こ蜘ぐ蛛もである。

　どうやらこれは、発信機であると同時に巴へ直通の通信端末にもなるらしい。どうして蜘蛛型なんだと聞いたら、巴はこう答えた。

　──かわいいでしょ？

　要するに趣味らしい。

　九く曜ようは空を見上げ、予定されたポイントで予定された時間に合流できることを確認した。

「間もなく蜘く蛛もが来る。君達はそれに乗っての移動を推すい奨しようする」

「ま、またすごい速さで運ばれるんですか……？」

　恐る恐るといった感じに、叶かな葉は。怖おじ気けづく二人に、九曜は淡々と続けた。

「心配には及ばぬ。我々が抱かかえるよりは安全だ。……恐らく」

「恐らく!?」

　目的は、廃はい墟きよ区を超えた先にある基地、《嵓くら木ぎ》。

　鴇とき子この記憶と甲こう虫ちゆう式の線は、いかな因いん果がかその場所で重なった。先に待つ脅きよう威いを考えれば叶葉と鴇子を同行させるのには不安があるが、そうかといって置いていくわけにもいかない。

　剣菱は先に下した街まちを探さぐる為ため、遅れて行くとのことだった。だから後は巴ともえと合流するだけだ。九曜はセンサーをアクティブにして周辺の反応を走そう査さし、彼女を待った。

　ぬるい風が通る。

「……！」

　気付く、というほどのこともできなかった。

　風が頬ほおを撫なで、それにほんの少しだけ意識を持っていかれた一いつ瞬しゆんで、背後に蜘蛛が着地していた。センサーにも引っかからず、一いつ切さいの音もなく、空気の流動で生まれた風だけを纏まとって。

　夜明け前の闇やみが塊かたまりとなったかのように、蜘蛛はほとんど何の予兆も見せずそこに居た。

『──どーん！』

「わあああっ!?」

　蜘蛛の肢あしの先で肩をちょんとつつかれ、全く気付いていなかった叶葉が腰こしを抜かす。

　地面にへたり込みかけたその体を九曜が受け止め、じろりと蜘蛛を睨にらんだ。

「巴」

『あははー。ごめんねぇ』

　毒々しいフォルムの蜘蛛が愛あい嬌きようたっぷりに肢を振って、個眼をちかちか光らせる。九曜は呆あきれたようにため息をついた。巴と付き合うにあたり、この程度の悪戯いたずらは日常茶さ飯はん事じだ。

「……準備はもう完了しているのか？」

『ん、いいよぉ。あの脳から出てくる情報なんて全部搾しぼり尽つくしたし、菊きく丸まるちゃんもきちんと直してご覧らんのとーりです』

　よく見れば、ぐるぐる巻きの菊丸が蜘蛛の後部に背負われている。それを見た鴇子があっと声を上げて、蜘蛛に駆け寄りぴょんぴょんと跳はねた。が、菊丸はまだ眠っているようだ。

『あー、休眠状態だからまだ脳が起きてないかも。もうちょっと待っててね』

「結局、損そん害がいはどの程度だったのだ？」

『そんなに深刻でもなかったけど、なんせ一回両腕の神経がぶっちぎれたからね。繋つなげてまた動かせるようにするまでちょっと手間取ったかな』

　返答を聞いて、九く曜ようの心中にちくりとくるものがあった。

　菊きく丸まるの損そん傷しようは、自分を庇かばってのものだったからだ。

　あの時自分がもっと上う手まく立ち回っていれば──そう思ってしまう九曜の頭を、蜘く蛛もの前ぜん肢しがぴんと弾はじいた。思わずのけぞり、額ひたいを押さえる。

「──、な、なにをする」

『直ったんだからそれでいいの。──さて、じゃ行こっか。さあ二人とも乗った乗った！』

　言うが早いか、しゅるると蜘蛛のワイヤーが伸びた。ワイヤーは一本一本が意思を持つように器用に操作され、二人の少女をものの数秒で巻き上げて菊丸と同じく背中に乗せる。

「うわった……っと、よろしくお願いします！」

『痛かったら言ってね。あとしっかり掴つかまっといて。あーでもいいなぁ柔らかいなぁ』

「も、もう変なことするなよ！」

　何せ巴ともえは前科持ちであるわけだから、乳揉もみが記憶に新しい鴇とき子こは警けい戒かいもする。巴はそれに対して『今はしないってぇ』といかにもな含ふくみ笑いと共にゆっくり肢をたわめた。

「……ふん。では、行こう。小しよう生せいが先行する」

　腰こしに帯びた軍刀の感触を確かめ、九曜は南の空を睨にらんだ。

　一歩先んじ、駆け出す。

　それに少し遅れて蜘蛛が踏み込み、その巨体を機動させる。ほんの僅わずかに割れたコンクリートの亀き裂れつだけが、そこに巨大な質量物体があったことを示していた。




　陰かげから陰へ、ビルからビルへ。視界を塗ぬり潰つぶす闇やみをものともせず、一人と一機の兵器が走り跳とぶ。地形や廃はい墟きよの破は損そん状況をも無視し、一行は文字通り一直線に目的地へと急ぐ。

　九曜は先行しながら、自分の後ろにぴったりと付く蜘蛛に意識をやった。

　蜘蛛の機動は見事なものだった。ワイヤーを駆使してビル壁の間を跳び渡り、まるで宙を泳ぐようにこちらに追つい随ずいする。無駄な力が一切入らない流水のような機体操作で、背中にしがみ付く二人にも無茶な負担は全くかかっていないことがわかる。

　本気を出せば今の倍以上も速く廃墟群を跳び渡れるに違いない。二十年ぶりに見る蜘蛛の機動は、変わらず精密極まる巴の能力を感じさせた。

　廃墟と化した東とう京きようの闇が、凄すさまじい速さで眼下を滑すべっていく。目標地点までの距離はざっと五十キロメートル。地形を無視して走ればさほど時間もかからない。

　──覚えてないんだ。

　前を睨にらむ赤目の奥で、九曜はあの時の鴇子の言葉を思い出している。

　今から向かう先に真実があるのか。あったとしてそれはどのような結果をもたらすのか、九曜にはわからない。わからないが、自分がやるべきことだけは確実に認識していた。

　いかなる脅きよう威いからも、守るべきものを守ると。
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　嵓くら木ぎは海に面した基地で、表面積自体は決して大きなものではない。

　目立つ設備は海を臨のぞむ演習場であり、主には機械兵の調整と兵へい站たんの管理を旨むねとしていたらしい。だが今となっては、どこまでそれが本当であったのかも怪あやしいものである。戦争に至るまで帝てい都と周辺に設置された基地は様々な研究所を擁ようしているものも多く、軍が所管するそれらは巧たくみに偽ぎ装そうされて各地に散らばった。

　鬼き虫ちゆうを製造した研究所もその一つで、帝都中心の地下にまだ存在している筈はずだ。

　陽が昇るまでにはかなりの時間的余裕がある。一同は廃はい墟きよを抜け、丘を越えて潮の匂においのするベイエリアへ差しかかる。

　真っ黒な海の前に、更さらに黒々と横たわる陰かげがある。あれが嵓木基地だ。

　叶かな葉はと鴇とき子こ、菊きく丸まるを下ろして、蜘く蛛もに抱かれた巴ともえは眼前の陰を油断なく見据すえた。

『何が出るやら、ね。──アタシは表で索さく敵てきに回るわ。甲こう虫ちゆうが来るかもしんない』

　巴と剣けん菱びしの目的は、あくまでも鴇子を狙ねらう甲虫の部隊だ。基地の内部にはさして興味が無いようで、センサーでぐるりと走そう査さし、言った。

『基地には誰もいないみたい。……外から来るのはこっちで対処しとくから心配しないで。なんかあったらすぐ小蜘蛛ちゃんに連絡ちょうだい。九く曜ようくんも絶対に無理は禁きん物もつ』

「……まるで子供扱あつかいだな」

『んふ。同じようなもんだわよ。──じゃ、あとでね』

　風と共に蜘蛛の姿が消失し、動いたと認識した時には丘を降りて遥はるか向こうに影があった。

　数秒ほどして、菊きく丸まるが起き上がった。その視覚センサーが小さく光を湛たたえ、九曜の認識に菊丸の識別信号が表示される。巨体の全身にゆっくりとエネルギーの循じゆん環かんする気配。

「菊丸、大丈夫か？　わたしがわかるか？」

　意識を取り戻した菊丸がのっそりと起き上がり、鴇子に顔を向けた。それだけで鴇子は安あん堵どし、気の抜けたような笑顔を見せる。

　地面を踏み締しめ、菊丸は立った。その佇たたずまいはしっかりしており、どうやら心配は無用なようだ。彼は全身の覚かく醒せい処理を終了させ、周囲と自みずからの座標を認識して、

　その機体がぴくりと硬こう直ちよくした──かに見えた。

「……どうした。機体に異常が残っているのか」

　僅わずかな変化に気付いたのは九曜だけだった。怪け訝げんそうな赤目に視線を返すこともなく、菊丸はじっと闇やみを纏まとう嵓木のシルエットを凝ぎよう視ししている。鴇子はそのすぐ隣となりで勇ましく鼻息を吹き出し、大おお股またで一歩を踏み出した。菊きく丸まるが復帰して調子が戻ったようだ。

「よしっ、早く行くぞ！」

　が、菊丸は動かない。

　不ふ思し議ぎそうに振り返り、鴇とき子こは菊丸を見上げた。巨漢が硬こう直ちよくしていたのはほんの数秒だったが、もどかしげに鴇子が腕を引っ張ると、時間が動き出したかのように足を踏み出す。

「しっかりしろまったく……ほら、ちゃっちゃとわたしに付いて来い！」

　ただ粛しゆく々しゆくと従う菊丸。疑問に思うのは九く曜ようのみで、念のため通信で確認を取ることにした。

『不調があるなら申告せよ。いざという時に戦闘不能となると全体の行動に支障が出る』

　菊丸は無言だった。もとより言語による会話は不可能だが、異常があるならそれとわかるサインくらいは出す筈はずだ。それでも何も無いということは、機能面で問題は無いのか。

　九曜は視界の端はしに菊丸を入れたまま、自身もその足を進めた。




　全ての照明が落ちた嵓くら木ぎの敷地内は、遠目の黒さそのままに真っ暗だった。

　九曜はあらかじめ基地周辺にセンサーの類たぐいが敷ふ設せつされていないかを確認する。身を低くして先行し、少なくとも自みずからの索さく敵てき範囲には脅きよう威いたるものが無いことも確かめた。

　規模自体は決して広くはなさそうだ。ここから北北西に少し歩くと、建物が密集するブロックに出る。後ろに合図を出し、九曜は追ってきた鴇子に質問する。

「……施設内部について何か記憶していることは？」

　横目に鴇子を見ると、彼女はむうっと眉み間けんに皺しわを寄せて押し黙っている。その表情にはぐるぐる巡めぐる思案の気配があった。九曜の質問にもすぐには気付かない。自分なりに何か思い出そうとしているようだが、九曜の質問に首を振って返した。詳しよう細さいには覚えていないらしい。

　高い土ど塀べいに囲まれた敷地内には、鬱うつ蒼そうと茂る木々の闇やみがある。この植林は周辺地域への視覚的な威い圧あつ感を軽減すると同時に、施設の外観を巧たくみにカモフラージュする迷めい彩さいにもなるのだ。

　先頭に九曜、それから叶かな葉は、鴇子と続いて、殿しんがりが菊丸だった。九曜は迷わず歩みを進め、時折振り返って後続を確かめた。

　植林を抜けると練兵場があり、煉れん瓦がで組まれた建造物が散見された。それらは兵舎であり機械兵の整備ドック、倉庫、管かん制せい塔とうとそれぞれ木札が立てられている。ほとんど腐くさっており、触れる端はしから崩くずれてしまいそうだった。

　九曜はその一つ、司令部と思われる建物に侵入した。何か有益な情報がありはしまいかと考えてのことだが、その期待は呆あつ気けなく裏切られることとなる。

「電子機器が全て物理的に破は壊かいされている。これでは復元も不可能だな」

「……うーん。こっちにもなんにもないです」

　その横でもそもそと室内を漁あさっていた叶葉も、目ぼしいものは見つけられなかったようだ。

　室内にはボロボロの書類が散乱しており、それらは机から床、開け放たれた金庫の中にまで溢あふれていた。だが全て基地運営上の日報の類たぐいで、皇女について記したものは一つもない。施設関係者が処分したものだろうか、決定的な情報はどこにもありはしなかった。

　鴇とき子こは床の日報に一枚一枚光を当てては放り捨てながら、相変わらずの思案顔でいる。

「鴇子さま？　何かわかりましたか？」

　足元をおっかなびっくり照らしながら鴇子に寄る叶かな葉は。鴇子はぼろ紙を凝ぎよう視ししながら、

「ん……何か、引っかかる……みたいな感じはある。ここが……いや、ここじゃなくて……」

　ぶつぶつ「いいや」「でも」と繰り返す鴇子は、これまでに無いほどの真剣な表情だ。自分の中の違和感と戦いながら、今の意識と失われた記憶をすり合わそうとしている。

　結局、この司令部から有効な情報を見つけることはできなかった。であれば次に行くしかない。先頭が九く曜ようで最後が菊きく丸まるという列は保ち、一同は一いつ旦たん外へ出る。

　まだ夜の気配が濃い空には雲がかかっており、ぼんやりと月を隠かくしている。

　九曜は油断なく周囲を索さく敵てきした。直接的な手がかりはまだ見つかっていないが、九曜もまたここが只ただの場所でないことを察知している。

　廃はい墟きよと化した基地は、時間が止まったようにその姿を晒さらしている。あらゆる痕こん跡せきを残したまま二十年を過ごしたこの場所には、全体が巨大な屍しかばねを思わせる異様な静せい寂じやくだけがあった。

　ふと、今までずっと黙っていた鴇子が口を開いた。

「……やっぱり……ここじゃない」

「ここじゃない……とは？　嵓くら木ぎ基地ではないということか？」

「違う、嵓木ではある。でも……わたしが覚えてるのは、ここじゃないんだ」

　鴇子の目には迷いがある。確証を持てないことを最も不安に感じているのは彼女の筈はずだ。闇の嵓木を見渡し、行き場をなくした視線が空へ泳ぐ。

　一ひと際きわ強い風が吹いた。

　木々がざわめく。腐くさりかけの木札がかたかたと揺ゆれ、鴇子の黒髪が波のようになびき、遥はるか上空の雲がゆっくりと流れていく。

　月が姿を現した。

　何者かに断ち割られたかのような、綺き麗れいな半月だ。

「──っ」

　鴇子が目を見開く。

　何が彼女のスイッチを入れたのかはわからない。風か月か、あるいは音か、その全てか。唯一わかるのは今その瞬しゆん間かん、鴇子の中で漠ばく然ぜんとしていた何かが形を得たということだ。

「そうだ。……そうだ、ここじゃない。月を……」

「月を？」

「月を見上げてたんだ。でもここじゃなくて、もっと別の立ち位置から……」

　月から視線を外はずさず、鴇子はある方向へ足を向けた。そこから先は、あっという間だった。

「あっ──、鴇とき子こさま!?」

　最初の一歩を踏み出し、鴇子は走り出していた。半月に仄ほの明あかるく照らされた闇やみの中、ライトを握った鴇子がひた走る。その目はある建物を見据すえていた。

　確かあそこは、歩兵級をはじめとした機械を調整するドックであった筈はずだ。

　異常の気配を察知し、九く曜ようもそれを追おうとした。足に力を込め、

『止／￥；＞』

　菊きく丸まるからの「通信」を受けた。

　九曜は一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくし、すぐ後ろに立つ菊丸を振り返る。彼はその巨体全てに闇を纏まとい、視覚センサーだけを炯けい々けいと輝かせている。寡か黙もくな、しかし実直な佇たたずまいであった菊丸の全身から何かこれまでとは別種の気配が湧わいていた。

『《禁》＃不可＜進行／　止《　》未』

　それは、警けい告こくだった。

　──止まれ。

　──そこから先へ進むな。

　菊丸が駆ける。

　足元の土が、伸び放題の雑草ごと弾はじける。全速力の踏み込み。菊丸は出遅れた九曜のすぐ横を高速で過ぎ、前を走る二人の少女を一瞬で回り込み、地面を削けずって急ブレーキをかけた。

「っ、菊丸っ!?」

　最後尾にいた菊丸が眼前に忽こつ然ぜんと現れ、鴇子は転びそうになりながら足を止める。鴇子にようやく追いつき、叶かな葉はも立ち止まった。

　一体どうしたのか。何が起こったのかわからないという顔を二人はしている。

　菊丸は、それ以上どうともしなかった。ただ二人の前に立ち塞ふさがり、片腕を水平に掲かかげて止める。まるきり「通せんぼ」の形だ。

「進むな、とはどういう意味だ」

　九曜が追いつき、発声で菊丸に問う。明確にその場所への立ち入りを妨害していると知り、狼ろう狽ばいしたのは鴇子だった。

「ちょ、ちょっと待て。どうしておまえが邪じや魔まするんだ？　だってそこに、何かが……」

　菊丸は何の反応も見せなかった。ただ地に根を張ったように、三人の前に立ち塞ふさがったまま微動だにしない。鴇子はそんな菊丸を、何か恐ろしいものを見るような目で見た。彼女からしてみれば、菊丸がこんなことをすること自体が信じられないのだ。その表情にさっと怯おびえの気配が差し、鴇子はそれを振り払うように怒ど鳴なる。

「通せ、菊丸！　そこをどけ！　わたしが通せと言ってるんだぞ！」

　そして更さらに踏み出そうとし、だが、菊丸がそれに反応した。

　仁に王おう立だちで動かず、腕だけが構えられる。ゆるく開いた片かた掌てを顔の前に静かに掲げ、鴇子のそれ以上の進行を無言で拒絶した。

　自みずからの「命令」が通らないことを確信し、鴇とき子この怯おびえが決定的なものになった。これまでずっと一いつ緒しよにいた護ご衛えいの、事実上の拒絶。その膝ひざが震ふるえ、喉のどから細い声が漏もれた。

　その場にへたり込んでしまった鴇子に慌あわてて寄り添い、叶かな葉はもまた戸惑いを隠かくせぬ声で呟つぶやく。

「き、菊きく丸まる……さん？」

　九曜が無言で一歩踏み出す。既すでに、その右手は軍刀の柄つかに添えられていた。

　鴇子の命令系統から外はずれ、彼自身の中で何かの変化もしくは目的の更新が起きている。

　つまりそれは、彼の主あるじの指令よりも優先されるべき事項があることを示している。間違いなく、彼が道を塞ふさぐその先に。

『道を開けよ』

　菊丸は、無反応。

『もう一度言う。これは警けい告こくである。道を開けよ』

　無反応。

　更さらに一歩踏み出す九く曜よう。菊丸はそれに電でん撃げき的に反応し、ついに格闘の構えを取った。相手はどうやらこれ以上の進行を許す気が無いようだが、自分たちが求めているものがその先にあることは間違いない。

　ならばなんとしてでも進むしかなく、必然、目の前の巨体は除くべき「障害」となる。

「──ちょ、ちょっと！　待って待ってまってぇ！」

　両手をばたばた振りながら、両者の間に叶葉が飛び込んだ。半なかば放心状態にある鴇子と、臨戦態勢の九曜に菊丸。異様な空気の中で彼女だけが正気を保っていると言っても過言ではないが、それが必ずしも良いとは限らない。

「こんな、……こんなのおかしいですよ！　こ、こういうのはちゃんと話し合わなきゃ、ね、菊丸さん、何か理由があるんですよね？　なら──」

　叶葉は菊丸を疑っていない。信用に足る相手だと思っている。だからこれも理由あっての妨害だと思っているし、まさか決定的な敵意があるなどと考えてもいない。

　もちろん、何か理由があると言えばそれに間違いはあるまい。

　だが今この時において、菊丸に接近することは「無む謀ぼう」に該がい当とうした。

　菊丸が反応する。構えた左手に気配が生じるのを九曜は察知した。自みずからの「防ぼう衛えい圏けん」に足を踏み入れた対象に向けた、物理的な拒絶。薙なぐ腕で少女の体を弾はじき飛ばそうと彼の左腕に力が入る、その気配。

　九曜にとっての決定的な一線が、それだった。

「彼女に、触れるな」

　低い発声が空気を震ふるわすのと同時に、九曜が踏み込んでいた。

　真横に薙がれた左腕を、軍刀の鞘さやが受け止める。硬こう質しつな音が夜に高く響いた。瞠どう目もくする叶葉の前に立ち、九く曜ようは赤い隻せき眼がんで菊きく丸まるを睨にらみつけた。

「九曜……っ！」

「君は下がれ。危険だ」

　菊丸が更さらに動いた。左手でそのまま鞘さやを掴つかみ取り、右の正せい拳けんを放つ。九曜は寸前でそれを回避し、軍刀を抜いて一歩跳とび退すさった。菊丸は左手を開き、掴み取った鞘だけを落とす。

「──この者には、小しよう生せいが対処する」

　呆ぼう然ぜんとする叶かな葉は。その傍そばで鴇とき子こが浅く呼吸を繰り返している。

　空気は、既すでに戦場のそれだった。




　同時刻。

　嵓くら木ぎ基地から数キロ離れた闇やみを、複数の影が疾しつ走そうしている。

　山中の木々を難なく抜け、ほとんど無音で駆けるその影は、それぞれが異様な巨きよ躯く。その動きと金属的な体は明らかに自然界のものではないが、形そのものは一種の生物を模もしている。

　虫である。

　虫は隊列を組んで一ミリも乱れず、ある座標を定めて一散に駆けている。波の音が近い。水平線すら曖あい昧まいな夜の海と、その傍そばに存在する嵓木基地。

　虫の数は五。全てが同じ、甲こう虫ちゆうの姿を取っていた。




『──巴ともえさん！　巴さんっ！』

　小こ蜘ぐ蛛もの直通回線からの通信を感知し、巴は応答した。

『はいはーいどしたのー』

　緊張感のない調子で答えると、通信相手の叶葉は取り乱した声で、

『菊丸さんが！　九曜が！　たったた、たかかって！』

　もつれ気ぎ味みにまくし立てる叶葉が何を言っているのか一いつ瞬しゆん判りかねる巴だったが、彼女の声の後ろで発生する「音」で状況を察知した。

　金属音、風切り、踏み鳴らされる地面の音。いずれも異常なほどのハイペース。高速の白はく兵へい戦に特有の音だ。つまり何らかの理由で九曜と菊丸が交戦しているといったところだろう。

『んーんー……なるほどね』

『ど、どど、どうしましょう!?』

『落ち着いて落ち着いて。菊丸ちゃんから仕掛けたのよね？』

　それは暴走ではないだろう。修理の際にざっと電脳を調べてみた巴だが、そこに狂気の兆きざしはなく、暴走する気配は微み塵じんも感じられなかった。

　つまり何らかの要因が、事ここに至り菊丸に作用したのだろう。叶葉の口ぶりを見るに、鴇とき子こが翻ほん意いを見せたわけでもなさそうだ。第一、叶葉のすぐ隣となりから浅い喘あえぎが聞こえる。そこに鴇とき子こがいて、言葉も発せないほど混乱しているということになる。

　菊きく丸まるが鴇子の意に反して動き出したということは、現在の司令よりも優先されるべき行動プログラムが彼に組まれていたことを示している。

『甲こう種しゆ指令。アレ使える？』

『え……っ』

『お互い本気だったらそれしかないわよ。でもね、それで九く曜ようくんだけ止めてもダメ。白はく兵へい戦ならどっちも急に止まれないからね、片方を強制停止させたら次の一手をまともに受けるわ。両方を同時に止めなきゃいけないの』

　無論、蜘く蛛もが突入して二人まとめて制圧してしまう線もある。だが巴ともえはそう言わなかった。

　何な故ぜなら今、蜘蛛の巣がぴくりと反応したからだ。

　──引っかかった。

『ごめん、アタシそっち行けないのね』

　巴は今、基地周辺の森に陣取り、半径数百メートルに至るまで蜘蛛のワイヤーを展開させている。その巣は木々に張り巡めぐらされ、地面を覆おおい、その端はし々ばしに至るまで神経を行き渡らせている。蜘蛛のワイヤーは特別性で、ただ強きよう靭じんな繊せん維いで組まれたというだけでなく、それぞれ副脳に繋つながる神経を通しているのだ。

　糸は、範囲内における風や温度や湿度、音や感触を手に取るように蜘蛛に伝えている。

　その一本が反応していた。西、道も何もない山の方角。

『巴さん……』

『大丈夫。男のケンカを止めるのは女の子の役目よ』

『……はい』

　叶かな葉はの声に芯しんが通る。覚かく悟ごを決めたようだ。巴は満足げに鼻を鳴らして、通信を終了した。

　さて──

　レーダーと反射音響で索さく敵てきした結果、この基地自体には何かしら特別な防ぼう衛えい機構が施ほどこされているわけではないことがわかった。周辺の森や廃はい墟きよにもさしたる設備は無い。実に静かなものだ。

　そう、静かすぎるのだ。

　こう全く何も無いと、たまたまだと切って捨てるのにも抵抗がある。この手の廃墟にはお決まりの暴走機械も見られない。考えられるのは基地全体が高度な電でん磁じ迷めい彩さいに守られているか、何者かが周囲の暴走兵器を一体残らず殲せん滅めつしてしまったか。

　何も無いということは、何も無くしている何かが有るということに相違ない。

　付近を調査したが妨害電波の類たぐいは感知されなかった。となれば前者ではなく、物理的に掃そう討とうした後ということになるだろうか。いずれにせよ、侵入するには手軽すぎる。

　巴にはその意味がわかる。

　──蜘蛛アタシを差し置いて、罠わなを張ろうってのね？

『おーい、お仕事よ。座標転送するから、そっちお願いね』

　別の回線を開き、相手の脳に直接声を届ける。

　答える声はなかった。ただ無言の了解の意思を確認し、巴ともえはまた鼻を鳴らした。
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　隊列を組むその虫は、五体が五体とも同じ型式だった。

　帝てい都と周辺の廃はい神社で蜘く蛛もに撃げき破はされた個体、斑はん猫みよう。それぞれが別種の火器を搭とう載さいし、予定通りの相手が侵入した場所へ急行している。

　虫はそれぞれが全長数メートルの巨体にも関わらず、舗装されていない山中を淀よどみなく下っている。木々の間を抜け、飛び越え、草を蹴け散ちらし乾いた地面を砕くだいて駆ける。隊列は一いつ切さい乱れることがなく、それぞれの複眼は前方の目標地点を捉とらえている。

　そして並び立つ木の中、地面に存在する小さな影に、五体は同時に気付いた。

　男がいる。

　隊に背を向け、べったりあぐらをかいている。

　先頭の一体が急停止し、続く四体も進行を止めた。彼らは眼前に座り込むその男の、襟えり首くびにある「参さん」の数字を確認していた。

「よう。そんなに急いでどこ行くんだい」

　おどけた調子で語りかけ、男──剣けん菱びしはゆっくり立ち上がり、振り返る。

　木々からちらつく月光だけが光源の山中にあって、剣菱の緑目は爛らん々らんと輝いていた。

『──なるほど、読んでいたのですか』

「ま、そういうことだ。月並みな言い方ですまねえが、ここを通すわけにゃいかなくてね」

『貴方あなたがたはどうやら我々の背後に気付いた様よう子す。ですが、私達から情報を得ようとも、』

「あのさ、今そういうメンドくせー話はいいだろ」

　会話を打ち切り、剣けん菱びしは口こう角かくを上げた。待ちきれぬ楽しみが目の前にあるかのように。

「巴はともかく、俺はお前らからネタを引き出そうなんざハナっから思っちゃいない。だから別にそういうの気にすんな。お前らは今から、ただ俺と戦って、ただ俺に斬きられるだけだ」

　一体と五体。互いに兵器が、武力を有し向かい合って立つこの状況。そこで行われるべきことは、問答などではない。剣菱は、この状況が嬉うれしくてたまらないといったように言い放つ。




「だからここから先は、ただの殺し合いさ。なあ──《蟷かま螂きり》」




　夜の空気が、裂さけた。

　紙一重のところで斑はん猫みようは気付いた。隊の最後尾にいる一体が弾はじかれたように跳ちよう躍やくし、着地用意をする余裕もなく木々を薙なぎ倒して停止する。

　その跳躍とほとんど同じタイミングで、闇やみから生まれた何かが、一いつ瞬しゆん前まで斑猫がいた空間を撫なで斬ぎりに裂さいていた。

　危あやういところで奇き襲しゆうを回避した敵に、剣けん菱びしは口の動きだけで「惜おしい」と呟つぶやく。無論、そんなもので仕留めきれるとは最初から思っていない。この程度の奇襲でくたばられてはこちらが困るのだ。言わばこれは、剣菱が斑猫の男達に課した試験の一種だった。

　突とつ如じよ現れ、剣菱を瞬時に取り込んだその《虫》は。

『参さん番式……ッ！』

　研とぎ澄まされた刃のような機体が、そこにいる。

　くすんだメタリックグリーンの機体。剣菱の瞳ひとみと同色の複眼。鋭利な触角は生き物のように左右に揺ゆれ、四本の肢あしは初動の踏み込みで音すら超える脚力を秘めている。全体に鋭角のシルエットは、隠かくしようもない凶きよう暴ぼう性を見るものに伝える。

　そして何より目を引くのは、一いつ対ついの前ぜん肢しに装着された長大な刃だ。夜風に冷える「二刀」はゆるやかなカーブを描き、それこそまるで鎌かまのように先端を光らせる。

　その双そう刃じんが、鳴った。

　甲かん高だかい音が五機の斑猫をびりびりと揺ゆらし、それに共鳴するかのように周辺の草が揺らぎ、木々の葉がざわめいた。

　蟷かま螂きりの機体が振動を操作していた。一対の刃ブレードが音おん叉さのように揺れる。

　やがて蟷螂を中心として発生した揺れは、全てが刀に収束する。刃の高周波振動に伴ともなう異音は、徐々に可か聴ちよう域いきを超えたクリアなそれに変質していった。

『やるぜ。いつも通りだ。いつも通り、全員ぶった斬る。ただの一機も逃がさねえ』

『承知。相手ニ取リテ不足ナシ。当機セツシヤガ敗北スル可能性ナシ』

　歯を剥むき、二刀を構えて鬼虫は笑った。

　戦いくさの気配を呑のんだ時、夜や叉しやの剣菱は変わる。

　普段は昼ひる行あん燈どんのようだったその気だるげな相そう貌ぼうは熱を湛たたえ、今や完全に肉食昆こん虫ちゆうの獰どう猛もうさを宿していた。それは兵器として設定された本能より更さらに奥にある、彼自身の、純粋な戦闘嗜し好こう者としての熱だ。

『──さて、獲え物ものがどっちか教えてやろうか』
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　一いつ切さいの言葉はなかった。

　神速の拳こぶしと刃が連続して交こう錯さくし、九く曜ようの目には躍やく動どうする鋼こう鉄てつの機体と火花のみが映る。

「く……っ！」

　放たれる拳こぶしの一いち撃げき一撃に手て加か減げんが無かった。菊きく丸まるは、どうやら本気だ。

　何合目にもなる交差に金属音と共に火花が散って、九く曜ようは神経を集中させた。斬ざん撃げきを回避して宙に舞う菊丸は、着地と同時に爆発的な踏み込みを見せる。

　手を抜いてあしらえる相手ではない。このまま押し通るしかない。

　低く刃を構え、居合の姿勢からの斬きり上げで決着をつける。数メートルの距離は互いの踏み込みで一秒もなく消えるだろう。九曜は発生した電気の閃ひらめきの向こうに菊丸を見据すえ、

　彼の眼前に飛び出す影を認め、驚きよう愕がくした。

　──鴇とき子こ!?

　攻撃は既すでに始動している。放たれた弾だん丸がんが止まらないように、本気の一撃を緊急停止させることは至難の業わざだ。組くみ手てとは違い、最初から「当てる」つもりで動いているのだから。

　唐とう突とつに飛び出した鴇子は今、九曜の刃と、菊丸の拳に挟はさまれていた。
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　間に合わない──

「──甲こう種しゆ指令！　今すぐ刃を止めなさいっ!!」

　音声認識による最優先指令を受け取った時、九曜の全身がそれに劇的に反応した。

　全ての攻撃意思がカットされる。瞬しゆん間かん的に支配権を奪われた電脳が肉体操作の一いつ切さいを完全に切断し、全身の神経から感覚が失われ、戦闘機動が強制中断される。

　結果として九く曜ようは斬きり上げの初動から行動を「中止」した。精密に操作されていた身体からだの力が行き場を無くし、糸が消れた人形のようにその場に転げ回った。振り抜かれる直前で手から抜けた軍刀がその場に落ち、先端を地面に食い込ませる。

　そして菊きく丸まるもまた、ぎりぎりの一線で行動を止めていた。

　砲ほう弾だんの如ごとく放たれた右みぎ正せい拳けんに、彼は己おのれの左手を重ねたのだ。自身の拳こぶしを自身で受け止める形だった。すんでのところでそれは間に合い、弾はじけるような音と共に右手は左手に止められていた。しゅう、と圧縮空気が噴ふん出しゆつし、すぐ目の前に立つ鴇とき子この黒髪を揺ゆらす。

　時が止まったような静せい寂じやくが、場を支配する。

　鴇子は菊丸を見据すえ、柔らかい声でただ一ひと言こと、ぽつりと呟つぶやいた。

「…………よかった」




　鴇子が二人の間に飛び出す、ほんの数秒前までの出来事だ。

　叶かな葉はは九曜と菊丸の戦闘に対し、「甲こう種しゆ指令」を用いることを余よ儀ぎなくされた。

　甲種指令とは、部下たる九曜に対し司令の叶葉が放てる最優先の命令事項だ。九曜という少年の司令である叶葉は、それを言い渡す権利を唯一保持している。

　そして二人を同時に止める為ためには、鴇子の助力が不可欠だった。

　小こ刻きざみに全身を震ふるわせる鴇子に、叶葉は早口で説明した。つい今しがた終えた巴ともえとの通信内容だ。どの道、二人にできることはそれしか無かった。

　叶葉は九曜に対し、甲種指令を用いる。

　だが鴇子は、菊丸にそれができるだろうか。

　確証がないし、鴇子も試したことがないという。叶葉と九曜、鴇子と菊丸、両者の命令系統が同じものである保証はない。そもそも今、恐らく菊丸は鴇子の命令を聞かない。

　ならばどうするべきか──鴇子は迷わなかった。震えを強引に押し殺し、立ち上がって歩み出す。その足は真っ直ぐ、戦闘する菊丸に向けられていた。

　泡あわを食って止めようとする叶葉を振り切り、鴇子は自分に言い聞かせるようにこう言った。

　──あいつは、わたしを傷付けない。絶対に。絶対に、だ。

　つまり、こうだ。

　自分が菊丸の前に出る。身を挺ていして攻こう撃げきを止める。彼は自分を認識したら、必ず、何があっても攻撃を止めるに違いない。それで菊丸は止まる。だから、それと同じタイミングで九曜に甲種指令を飛ばして欲しい──鴇子はそう言っているのだ。

　危険すぎる。他に方法は無いかもしれないが、それは紛まぎれもなく命がけの博打ばくちだ。

　しかし叶葉を振り返る鴇子の眼めには、切実な光があった。

　──行きたいんだ。頼む。

　もし。もし菊丸が鴇子を前にして拳を止めなかったら、彼女の頭部は西すい瓜かの如ごとく弾はじけ飛んでいたに違いない。

　命を捨てようとは思わなかっただろう。だが鴇とき子こにとって、菊きく丸まるへの信頼は絶対だった。そして彼が自分を認識しないということは、きっと死よりも恐ろしいことだったのだ。




「九く曜よう！」

　戦いを止めた九曜に、叶かな葉はが足をもつれさせるようにして駆け寄る。九曜は起き上がり軍刀を拾って鞘さやに納め、彼女に向き直った。実に久しぶりの甲こう種しゆ指令を受け、まだ九曜の指先には自分の感覚が戻っていない。

　叱しかられるだろうと九曜は考えた。仲間と交戦するという暴挙を彼女が許すとも思えない。

　だが叶葉は、安あん堵どするでもなく怒るでもなく、ただ、くしゃりと顔を歪ゆがめた。

　泣きそうな顔だった。

「……む？」

　九曜は読みを違えた。叶葉の心中にあるのは、ただ大きな後悔と罪悪感だったのだ。

「あたし、あたし……」

　九曜の意を無視し、甲種指令を使ってしまった。

　誰にも口外しなかったが、甲種指令の発動は叶葉にとっての禁きん忌きだったのだ。

　尽じん天てんを出て旅が始まり、もう二度とそれを使うまいと叶葉は決意していた。何な故ぜならば彼女にとって、九曜は道具などではない。部下でもない。大事な相あい棒ぼうだ。

「ごめんなさい」

　この期ごに及んで九曜を道具の如ごとく「操作」してしまったことを、叶葉は懺ざん悔げした。

　搾しぼり出すような声は、震ふるえている。

「ごめん、なさい……ごめんなさい……っ！」

　俯うつむく彼女の大きな瞳ひとみに、涙の気配を察知する。それが零こぼれてはならないと九曜は思った。

　九曜はそんなことを全く気にしない。むしろ安心すら覚えるのだ。だからこれで泣かれてしまっては、痛むのはこちらの心だった。

「いいんだ。……すまなかった。制止してくれて、感謝する」

　軍刀の柄つかから手を離し、九曜は叶葉の頭を不器用に一ひと撫なでする。小さな司令は九曜の右手を頭に置かれ、黙って目を閉じる。そしてぶんぶんと首を振って九曜を見つめ返し、一つ大きく頷うなずいた。その目からついに涙は落ちなかった。

　そして少し離れた場所で、鴇とき子こと菊きく丸まるは向かい合って立っている。

「……通してくれ」

　彼女への攻こう撃げきをすんでのところで中止し、菊丸はそれでも、鴇子に立ち塞ふさがって動かない。

　今度は、鴇子は動じなかった。毅き然ぜんとした面めん貌ぼうをじっと菊丸に向け、自分よりずっと背の高い護ご衛えいを前に一歩も引かない。彼女はもう拒絶を恐れていない。ほんの数秒だが、確かに命を載のせた確認で、菊きく丸まるは確かに自分を認識していることがわかっている。

　命令とは違う領域において、菊丸は鴇とき子こを傷付けなかった。

　だからここから先は、彼と対等に立った鴇子自身の希望だ。

「これは命令じゃない。おまえへの、わたしの望みだ。──頼む、お願いだ、わたしにその先を見せてくれ」

　そして鴇子は、迷わず頭を下げた。

　叶かな葉はが息を呑のみ、九く曜ようも眉まゆをひそめる。傲ごう岸がん不ふ遜そんを地でいく彼女が、己おのれの護ご衛えい兵に深く頭を下げている。

　鴇子はその姿勢のまま、自みずからの内から湧わき出た言葉を落とした。

「このまま何も知らないなんて、嫌いやだ。……きっと、何があっても受け止めるから」

　覚かく悟ごを口にする鴇子に、菊丸は黙っていた。

　数秒間の沈黙は、鴇子にとって何十倍にも長い時間のように思えただろう。言葉もなく見守る九曜と叶葉の目の前には一種異様な光景が展開されていた。

　ついに菊丸が動き出す。鴇子に背を向け、自らが先に立って歩き始めたのだ。




　兵器の整備ドックは、ほぼそのままの形で放置されていた。

　この場所まで処分する余裕がなかったのか、それともこれ自体が何かのカモフラージュなのかは断定できない。だが目ぼしい端末が全て破は壊かいされているところを見るに、後者ではないかと思われた。

　分厚い鉄てつ扉ぴをがたんと閉じ、九曜は改めてドック内を俯ふ瞰かんする。

　十字に組まれた鉄の梁はりが並び立つ、倉庫のような空間である。床はコンクリートがそのまま剥むき出しで、十メートル以上も高い位置の天窓から僅わずかに月の光が差し込んでいた。

　空間に散乱するのは、ばらばらになったままの機械兵であり、各種兵器のパーツであり、工具であり武器だった。そのどれも手つかずのまま放り出され、錆さびと埃ほこりにまみれている。

「……覚えてる」

　鴇子がふと、ぽつりと呟つぶやく。

「わたしはここを知ってる……。そこの扉から外に出て、月を見た。……もっと奥だ」

　ライトで足元を照らしたまま、鴇子はドックの奥へ奥へと歩いていく。菊丸はもはや何も邪じや魔ましなかった。叶葉は二人の背を追いながら、少し不安げな瞳ひとみで九曜を振り返った。

「九曜……」

「心配は要いらぬ。君は小しよう生せいが守る」

「……信じてます。でも、なんだか……」

　──嫌な予感がする。

　言外に込められた叶葉の不安がわからぬ九曜ではない。彼女が抱く「予感」の正体は九曜には掴つかめないが、それでも、彼女に害なす一いつ切さいの要素は除く覚かく悟ごでいる。

　叶かな葉はについて言えば、そうだった。

　しかしこの先に鴇とき子こを待つものは、全く正体不明のままだ。

　ある一点で菊きく丸まるが足を止めた。ドックの最も奥まった一角、機材やパーツや什じゆう器きが山と積み上げられたその場所に、菊丸は迷うことなく手を突っ込んだ。これまで微妙なまま保たれていたのであろうガラクタの山がついにバランスを崩くずし、どちゃがちゃと雪崩なだれを起こす。

　菊丸は構わず、崩れる機材を片かたっ端ぱしから放り捨てて山に穴を開けていった。中には機械部品だけでなく、音を吸収し熱を遮しや断だんするような緩かん衝しよう材も敷き詰められている。巧たくみに偽ぎ装そうされたその先に何があるのか、九く曜ようは理解した。

「地下室……か」

　呟つぶやくと同時に、それが姿を現す。

　断面が十センチを超えるであろう、分厚い鉄のハッチが床にあった。取っ手の部分に錆さびだらけの鎖くさりが巻かれているが、菊丸はそれを錠じよう前まえごと引き裂さいた。

　がっこん、とハッチを引き上げると、内部で停滞していた澱おりのような空気が流動する気配。

　下には梯はし子ごがかけられており、数メートル下れば更さらに下部へ続く階段があるようだ。

「マスクを」

　九曜が手短に指示すると、叶葉はガスマスクをくぽっと装着する。吸気口のフィルターを確認して指でマルを作ってみせた。鴇子も多少もたつきながら続いて装着し、親指の腹で両目の透とう過かプラスチックについた埃ほこりを拭ぬぐい去った。

　今度は菊丸が先頭だった。黒一色の闇やみの中に飛び込み、梯子に続いて階段を下る。

　かなり深い。のんびり下っているつもりはないが、それでも底まで数分はかかった。

「う……」

「鴇子さま？　大丈夫ですか？」

　階段を降り切るや、不意に鴇子がよろめく。こめかみを軽く押さえる彼女に、叶葉が慌あわてて声をかけた。

「ん……大丈夫だ。ちょっと頭が痛くなって……何か、思い出しそうな……」

　ぶつぶつと繰り返す鴇子のマスク越しの視線は、既すでに前を向いていた。階段の踊り場は開けており、更に目前にはこれまた分厚い鉄てつ扉ぴが立ち塞ふさがっている。しかし、こちらは無理にこじ開ける必要はなさそうだ。

　鉄扉は中心の部分が不自然に変形しており、強引に蹴り開けられた後であったからだ。半開きになった扉の隙すき間まから、錆と黴かびの臭いと共に冷たい空気が流れ出ている。

　扉に手をかけて引き開ける直前、菊丸は一度だけ、確かめるように鴇子を振り返った。

　表情の窺うかがい知れない彼の顔をライトで照らし、鴇子もまた一度だけ頷うなずく。

　皇女の護ご衛えいはもう余よ計けいなことはしない。主あるじの覚悟を尊重し、扉を開け、その先になお口を開けた闇やみの続きを指し示す。

「──なんだ、ここ」

　ライトを向けた鴇とき子こは、呆ぼう然ぜんと、ある意味どこか拍ひよう子し抜けしたように呟つぶやく。

　その光景は、一同がつい数日前に訪れた廃はい病院を連想させた。

　長い廊下が一直線に続いており、さして広くもなさそうな個室が並んでいる。それぞれ固く閉じられた扉が無表情に連なり、扉の横の覗のぞき窓は汚れきっていて中も容易に見えない。

　打ちっぱなしの石壁が寒々しいが、それでもこの通路からは既き視し感を感じずにおれない。

　そう、まるでどこにでもあるような病院の患者棟なのだ。

　入った直後、九く曜ようは眉まゆをひそめた。

　レーダーが利きかない。

　電子索さく敵てきを阻そ害がいする何かがあるのか。ここで放置された機材が磁じ気きを淀よどませているのだろうか。地下深くの放置されきった施設には、このようなことがままある。虫と共にあっての強力な索敵能力ならこの程度は問題にもなるまいが、今の九曜では広域の索敵は不可能だ。

　菊丸は、これ以上は先導しようとしなかった。これで自分の案内は終わったと、ここからは自分で確認して欲しいと言うように立ち止まっている。九曜はそんな彼の佇たたずまいに、隠かくしようもないためらいの気配を感じた。

『この先に何がある。……という質問には、貴官は答えぬのだろうな』

　確認の為ために一応の質問を飛ばす九曜ではあったが、「何があるのか」などもう決まっているようなものだともわかる。

　この先にあるのは、鴇子に関する何かだ。

　それも、恐らく決定的な。

　菊丸に代わり、九曜が先導する。後ろで叶かな葉はがサイリュームライトをぺきぺき折って、等間隔に通路の隅に放っている。緑色のじんわりした光が闇やみに滲にじんだ。

　各個室の扉は固く閉ざされ、横の札には数字と記号が記されている。〇一Ａ、〇二Ａ、〇三Ａ──数字は単純に部屋番号であろうが、その下のアルファベットが何を意味するものかはわからない。病室と独房を掛け合わせたような個室だ。

　そのうち一つの覗き窓が割れていた。九曜はその中を見て眉まゆをひそめる。

　──冷凍槽そう。

　とすれば、ここはシェルターでもあったのか。

　ふと足元を見る。そこには脱ぎ捨てられた白い患者服が散乱していた。ぼろきれのようになっているが、それらのサイズは全て同じものであるように見える。角を曲がると、更さらに下へ降りる幅はば広ひろの階段に何度か行き当った。

　錆さびだらけの車椅い子すやストレッチャーが廊下の隅で横倒しに倒れている。中には割れた薬くすり瓶びんや点滴用の移動台もあった。背後から鴇子の呻うめき交じりの吐息と、叶葉の気き遣づかわしげな言葉が聞こえる。その度たびに、鴇とき子こは「大丈夫だ」と低く返していた。

　やがて、そこに行き当たった。

　これまでの空間が患者棟だとして、その先を何とたとえればいいかわからない。異様なまでに広い。強しいて言うなら、研究所と手術室と死体置き場を足して、更さらにそこに地上の造兵廠しようの要素を加味した場所であろうか。

　ひく、と鴇子の喉のどが鳴った。

「……鴇子？」

　これには九く曜ようも振り返る。ガスマスク越しですぐにはわからないが、鴇子の表情には恐怖の色がある。両手で頭を押さえ、「わ」と声を上げる叶かな葉はによりかかるようにたたらを踏んだ。

「ほ、本当に大丈夫ですか……!?　もう無理なんじゃ……、」

「ある」

「え？」

「あるんだ。──この先だ」

　まるでうわ言だった。叶葉の声を無視し、鴇子はよろめく足で強引に床を蹴ける。

「鴇子さま！」

「待て、危険だ！」

　止まらなかった。叶葉と九曜の静止も無視し、鴇子は前だけを見て、右手に握ったライトを振り回す。なけなしの光で闇やみを追い払いながら、溶けるように奥へ奥へと走っていく。

　そして菊きく丸まるは、何をするでもなく、じっとその背中を見送っていた。

　彼女自身の覚かく悟ごを見守るかのように──あるいは、この先に有り得べき悲劇を予見しているかのように。




　嵓くら木ぎという単語について思いを馳はせる時、鴇子の頭の奥にはいつも不快な疼うずきが生まれた。

　それをはっきり「痛み」と感じるまでになったのは、本当に基地に足を踏み入れてからだ。

　鴇子は、それこそ失われた記憶がここにある証しよう左さだと思った。事実それは間違いではなかっただろう。彼女の脳から全てが綺き麗れいさっぱり消えていたわけでなく、いわば記憶の断片とも言うべきものが、嵓木に近付くにあたって疼き出したのだ。まるで共鳴であるかのように。

　ここに自分の記憶の欠けつ損そんを埋めるものがある。

　ただしそれは、鴇子がこれまで幾度となく繰り返した「恐ろしい想像」とまるで違うものだった。自分の家族に何かあったのだとしたら──そんな不安に、意味など最初から無かった。

　真実は、そんな次元のものではなかったのだ。

　そして《蓮はすの宮みや鴇子》は、己おのれの地じ盤ばんが徹底的に破は壊かいされる瞬しゆん間かんと直面する。

「あ……」

　呆ほうけた声が、自分のものと思えない。

　目の前にあったのは幾つも置かれた手術台だ。情報端末はやはり破は壊かいされているが、そのどれもが何本ものケーブルで奇き妙みような機材に繋つながれている。ヘルメット状のそれは頭に装着されるものと思われた。

　壁に沿って、人間が入るほどの培ばい養よう槽そうが並んでいる。中には強化ガラスが割れたものもあり、槽そういっぱいの培ばい養よう液は床の染みとなって黒々と広がっている。「処置」に使われた用具がそこら中に散乱しており、手術台に今も転がるのは明らかに人骨の一部だ。大人おとなの骨ではない。その大きさの骨に肉を付けて血を通わすと、ちょうど鴇とき子こと同年代ほどの少女の肉体となろう。

　鴇子の脳内で、瀑ばく布ふのような時間の逆行が開始される。

　目の前の異様な光景が引き金を引いて、その瞬しゆん間かん、全てを思い出したのだ。

　昭和七十七年より計画始動。

　皇女の遺伝子情報を基き盤ばんとして肉体組成の実験開始。第一期（Ｄ等級と呼称する）は組成に失敗し肉体年齢６～８歳程度から腐ふ敗はい、第二期（Ｃ等級）は培養槽を出るに至るが肉体の維持及び自立歩行不可能、第三期（Ｂ等級）は先の二条件を通過した為ため《記憶情報》の刷すり込みを開始。しかしその多くは知能の獲かく得とくに至らず廃はい人じん化、廃はい棄き。

　最も安定したＡ等級の複数個体を保存、自我を与える。

「──あ」

　震ふるえが止まらない。

　何があっても受け止めるなどと、どの口が言ったのか。

　つい先せん刻こくまでの覚かく悟ごなど、絶対的な真実を前にすれば無意味だ。

「あ、あ、あ、」

　追いついた九く曜ようと叶かな葉はが絶句するのにも、鴇子は気付かなかった。指先が白くなるほど強く頭を押さえる。ヘルメットの硬かたい感触。どうしようもなく震え続ける身体からだには、確かに肉が付き、血が巡めぐり、神経が通い骨がある。

　だがそれが、最初から人の手によって造られたものとすれば。

　身体も、記憶も名も、全てオリジナルの人間を模もして製造されたものに過ぎないとすれば。

「あ──うあああぁぁぁああああああああああああああああああああああああっ!!」




　死にも等しき追想だった。

　Ａ等複製人間四一七号。

　それが、皇女を模したこの生きものの本当の名だ。
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　風がざわめく気配を、巴ともえは敏感に察知した。

　地上に留とどまる彼女は、今まさに地下室で起こったことを知っているわけではない。だがある程度、待ち受ける真実の正体は予測しているつもりでいた。

　複製人間。

　兵器開発に携たずさわる技官だった巴ともえは、そうした生物技術に直接的に関わっていないし興味もなかった。そもそも、人間を模も造ぞうしたところでどうなるというのか。兵隊が欲しければ戦闘力の高い機械兵を使えば良いし、費用対効果的に意味のある研究内容とは思えなかった。

　それでも敢あえて人間の模造品を使うとすれば、自然と用途は限定される。

　影かげ武む者しやだ。

　技術さえあれば、倫理も道徳も無関係な領域において「必要性」が生まれ得ることを巴は誰より深く承知していた。

『……来た』

　呟つぶやく。

　地中からの反応がある。増援は明らかに《鴇とき子こ》の模造品を照準していた。




　東の空に光が生まれるには、まだ時を待たねばならない。







　　　六　─　紫電







　ある一体の機械兵の話をする。

　彼は起動したその瞬しゆん間かんから《帝みかど》の一族の護ご衛えいにあった。他にも帝てい都とを守る型式は複数いたが、その中においても中心の中心、皇女そのものを守る役目を持ったのは彼だけだった。

　菊きく丸まると名付けられたその機械兵は、蓮はすの宮みや鴇子のことを生まれた頃から知っている。一ひと際きわおてんばで、何かと集中力がなく、こっちが動かないのをいいことに体によじ登って遊ばれたこともよく覚えている。身長を測るというだけで腰に書かれた線のことも覚えている。

　彼女がまだまだ幼かった頃、既すでに国には戦火の気配が近付いていた。

　第三皇女における「その計画」について菊丸は詳しよう細さいを知らされていない。それもその筈はずで、物言わぬ機械兵にあるがままを教えることもあるまい。

　別れ際ぎわ、主あるじは常々そうしているように友と語る声で言った。

　──これでお別れだ、菊丸。置いていくことになってしまってすまない。ありがとう。

　この時点で、主は十八になっていた。一人の立派な女性となった彼女は、落ち着いた笑みを湛たたえて菊きく丸まるの装そう甲こうを撫なでる。

　──わたしを頼む。おまえなら、きっと大丈夫だ。

　彼女はその計画の全容をどれほど知っていただろう。ただ、どこまで知っていたかに関わらず、彼女だけは自分と同じ顔を持つ《その少女》のことを案じていたのだろう。最初から道具と同じ理由で生まれた者に、恐らく自分と同じ意思が宿ることを察していたのかもしれない。

　──そうだ、もし《そいつ》が自分の真実を知りそうになったら、止めてくれないか。そいつはわたしだからな。正直わたしの心は弱いから、きっと耐えられないんじゃないかと思うんだ。ヤケを起こしてしまうかもしれんし。

　言って、主あるじは恥ずかしそうに笑った。

　そして最後に、こう言った。

　──でも。でもいつか……そいつが本当に、本心から何かを望むことがあったら、それは叶かなえてやって欲しい。できる限りでいいんだ。……頼んだ。

　受け取ったのはこれらの言葉と、彼女が持っていた魔ま除よけの短刀だ。

　それ以降、菊丸は主の姿を見なかった。嵓くら木ぎ基地の地下で一時機能を停止したからだ。次の起動は、皇女の影かげ武む者しやたる複製人間が覚かく醒せい・実用化してからだった。

　本物の主がどこでどうしたのか、どうなったのかを、菊丸は知らない。

　或あるいは、もう──。




　二十年の時が過ぎ、菊丸は再起動した。

　目の前にいるのは、最後の記憶から幾らか幼い《主》だった。

　彼女は培ばい養よう槽そうで製造され、記憶情報を脳にインプットされ、自みずからが本物だと思い込んだ人工の少女だった。彼女は冷凍槽に収まり、正常に覚醒して動き出した唯一の個体だった。

　そして影武者として「何者かから逃げ隠かくれる」ということだけをはっきりと記憶し、その為ための護ご衛えいに菊丸を求めたのだ。

　厳密に言えば彼女とは初対面だ。だが菊丸は、懐なつかしきその顔を前にして、こう「思考」せずにおれなかった。

　──貴方あなた様は、当方を覚えておいでだろうか。

　少女は菊丸を見て、心から安心したように笑った。

「……ああ、良かった。おまえがいてくれたか、菊丸」

　彼女を守り、共に行く。

　戦が終わり、真の主がいなくなり、菊丸にはそれだけがあった。
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　夜明け前、一日で最も暗い闇やみが空を覆おおっている。




　太い木々の幹が小枝よりもあっさり斬きり倒され、芸術品のような断面を晒さらして倒れる。

　五機の甲こう虫ちゆうは既すでにその数を三にまで減らしていた。二体は蟷かま螂きりの刃によって本体ごと両断され、今や動かぬ残ざん骸がいを地に横たえている。

　爆音が轟とどろいた。斑はん猫みようの放った速射砲ほうが弾はじけ、着弾点をひとたまりもなく吹き飛ばす。彼らは重火器を装備しており、蟷螂には一いつ切さいの飛び道具が無い。それ故ゆえに距離を取って包囲するという戦法は当然のものであったが、蟷螂はそれを問題にもしなかった。

　夜や叉しやの剣けん菱びしは白はく兵へい戦の達人である。

　彼の戦闘は、何の衒てらいもなく、ただそれのみに収束される。

　間合いの敵を斬きり伏せるだけ──蟷螂にあるのは、つまりそのような単純明快な世界観だ。

　最前線における、攻こう撃げき目標を限定しない極近接戦闘。斬り込み、突とつ破ぱ、先導。それが、最初から戦闘そのものを志向して造られた参さん番式《蟷螂》のコンセプトである。

　受け太だ刀ちを一切考慮しない超攻撃型の流りゆう儀ぎは、よく考えるまでもなく馬ば鹿かと無む謀ぼうの塊かたまりだ。だが、ただそれのみの戦いは、極めた瞬しゆん間かんに恐るべき脅きよう威いとして戦場に顕けん現げんする。あらゆる戦術と戦略と陣形を頭から否定し、全ての抵抗を捻ねじ伏せるシンプルな暴力そのものとなる。

　双そう剣けん使いが極めた、地上最速の「先の先」。

　剣菱の戦いは、最初から最後まで寸すん毫ごうたりともぶれることが無い。そうして勝ち、そうして負け、そうして生きてきた。

　刃と牙きばと弾たまと火花の狭はざ間まに呼吸し、剣菱は、確かに笑っていた。

『同ダ僚チがいてね』

　誘導弾ミサイルを奇術のように両断し、二つに分かれたそれの爆発を背に一瞬で距離を詰め、剣菱は誰に聞かせるでもなく電波で呟つぶやく。彼は意識が昂たかぶると、そうしてなんでもないような独ひとり言ごとや鼻歌を繰り返す癖くせがあった。

『長い付き合いだった。俺から言わせりゃ石頭の堅かた物ぶつだが、それがべらぼうに強くてな。仲間内じゃあ、奴やつと真まっ向こう切ってまともに組くみ手てを打てるのは俺だけだった』

　二刀が踊る。高周波の音を引く刃は円えん軌き道どうに宙を裂さき、いかな物体であれ切断せずにおかない。その刀身は、振動によって白く発光しているようにも見えた。蟷螂の鋭い胴体がしなり、四脚が爆発的な踏み込みを見せ、複眼をもってしても捉とらえきれぬ閃せん光こうとして敵を襲おそった。

『それでも、一本取られた数じゃ俺の方が随ずい分ぶん多い。ありゃ化ばけ物だと思ったもんさ。冗談抜きに見てる世界の違う、速さの怪物だってな。──ああ、死ぬぜその位置』

　切断という概がい念ねんそのものが形を得たかのような機動。

　斬ざん撃げき軌道の認識を一切許さぬ死神の鎌かま。

　それでも、かつて一人だけその刃を視みる者がいた。風を裂き音を超える神速の双剣を、その刃は文もんの形まで認識して対応する男が。

『俺の剣は、考えてみりゃ奴やつに追いつく為ために磨みがいたようなもんだったかもなあ。だからよ、』

　とん、と存外に軽い音が響く。

　放たれた突きは分厚い装そう甲こうに対してもさしたる抵抗を見せず、三機目の頭部から胴どう体たいへ根元まで刺し通した。ずるりと抜く。火花が血液のように噴ふき出されて夜の山を毒々しく照らす。

　残り二体が蟷かま螂きりを挟はさみ込み、一体は多た連れん装そう擲てき弾だん筒とうから無数の炸さく裂れつ弾を、一体は高温の火炎放射機を構えた。炸裂弾で装甲を破は壊かいするか、炎で内部を炙あぶるつもりか。両機とも刃の間合いの外、なるほど理想的な展開速度ではある。だが。

　甘すぎる。




『──吧ハッ!!』




　地震。

　四脚が同時に踏みしめられた瞬しゆん間かん、蟷螂の体を中心として、地面を揺ゆるがす局地的にして驚異的な震しん動どうが発生する。

　震源たる蟷螂の足元は全く変化を見せなかった。ただ球状に放たれたその《波》は地面を砕くだき、大気を衝しよう撃げき波はへと変じさせて獲え物ものを襲おそった。あまりの衝撃に、波を受けた木々の葉が全て吹き飛んだ。

　衝撃そのものに二体がよろめき、照準がぶれ、刹せつ那なの間まが生まれた。

　そしてこの距離における「刹那の間」とは、蟷螂にとってあくびが出るほどの隙すきである。

　深ふか緑みどりの虫が、鋭利な旋せん風ぷうとなって駆ける。

　前方に踏み込み、擲弾筒の個体を一ひと息いきに切断。そして蟷螂の刃に無駄はあり得ない。振り抜かれた慣性を殺さぬまま円えん軌き道どうに舞って四脚で地を噛かみ、幾万の内部アクチュエーターと人工筋肉で機体操作。

　極端な低姿勢での踏み込みは虫の複眼すら欺あざむき、一瞬「消えた」と感じた斑はん猫みようはそれが最さい期ごの思考となった。刃は獲物の視界の外から跳はね上がり、敵を下から上へ一刀両断していた。

『……だからてめえら、どいつもこいつも遅すぎだ』

　残ざん心しんのまま、垂直に掲かかげられた刃が鳴っている。

　散った無数の木の葉が舞い、死体と化した五匹の甲虫を埋めた。そのうち数枚が蟷螂の刃にはらりと触れるが、それら全てが触れる端はしから音もなく切断されて落ちる。

　──へ。

　大立ち回りの締しめの紙かみ吹雪ふぶきと見るには、いささか色味が単調に過ぎる。蟷螂は刃を下ろし、刃の振動を止める。周辺をぐるりと走そう査さしたが他に反応はない。

『ざっとこんなもんか。──おい巴ともえ、そっちはどうなってる？』

　通信を飛ばすが、返答は二〇マイクロ秒ほど遅れた。

『増援。地下から真っ直ぐ来てるのが二機』

　いつもは軽い調子の巴ともえだが、この時は低く静かな声で返した。何事か思考しているようだ。

『地下？　そりゃあいつらの場所じゃねえか、今すぐ行くか？』

『ううん、地下のはもう間に合わないわよ。──それに、』

　巴は言葉を切り、蜘く蛛もの電子索さく敵てきデータを蟷かま螂きりに転送する。

　剣けん菱びしは瞠どう目もくした。瞠目して、抑おさえきれぬ笑いを口に湛たたえた。

『あちらさんも今度こそ数を揃そろえてきたみたいね。ま、本物の鬼き虫ちゆうが欲しいのは当然か』

　四方から、幾つもの甲こう虫ちゆうがこちらに向かってきているのだ。
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　これほど悲痛な絶叫を、九く曜ようはかつて聞いたことがない。

　その場にへたり込み、《鴇とき子こ》は自らの頭を暴力的に掻かき毟むしった。ヘルメットに無数の細い傷がつき、鴇子の爪が剥はがれて点々と血が散る。

　呆ぼう然ぜんとしていた叶かな葉はが我に返り、駆け出す。

「鴇子さま！　──鴇子さまっ!!」

　ライトを取り落とし、叶葉は夢中で鴇子に取りすがる。落ちて転がったライトは、床だけをぽつんと照らす。光の先には乾ききった人骨が転がっている。

「ぁっ、ひ、ひぃ、ぅぐ、うぁあああっ!!」

　闇やみの只ただ中なかにしゃがみ込んだまま、鴇子は金切り声と共に暴れた。叶葉は彼女の爪の先で腕を引っかかれながら、必死に彼女に呼びかけた。鴇子は叶葉に抱きすくめられ、何度も何度も激しく呼吸を繰り返し、やがて胎たい児じのように丸まって動かなくなる。哀あわれなほど震ふるえていた。

「…………まさ、か」

「九曜っ！　これ……これって……!?」

　思い出したようにライトを拾い、その光景を目の当たりにして叶葉が呻うめく。

　言うべきか迷う。九曜の目から見ても、この光景は陰いん惨さんで残酷だった。帝てい都との闇がそのまま顕けん現げんしたかのような場所だ。叶葉の目を見返し、少し顔を伏ふせて、告つげる。

「……複製人間の研究所であろう。人工的に人体を再現する技術を指す。そして、彼女が……」

「……っ!!」

　九曜は複製人間の計画があったことを知らない。だが、そうした技術の研究が進められていること自体は人づてに聞いて知ってはいた。だがその技術が人間一人の肉体を再現し、更さらに記憶情報の複製を可能とするまで突き詰められていたとは、考えもしなかった。

　ましてや、目の前の少女がその一つの完成であったとは。

　九く曜ようは背後を振り返る。そこに立つ菊きく丸まるは、感情の気配がない目でこちらを見ている。言葉を持たない彼の佇たたずまいが、その時ばかりは頼りなく、どうしようもないほど弱々しく思えた。

『……知っていたのか。だから、我々を止めたのだな』

　彼が力づくで侵入を阻そ止ししようとした理由がわかる。

　たとえ心構えを済ませていたとて、まともな精神の持ち主が耐えきれる筈はずもない。

　自分が、自分ではなかったなど。最初からそう思い込ませることを前提とした、人工の命であったなどと。

　だが菊丸は結果として彼女を通した。そこに至るまで彼の電脳でいかなるプロセスがあったのか、彼が今何を「思考」しているのか、九曜にはわからなかった。

　ふと巨体が動き、ゆっくりと鴇とき子こに近付く。何を思ってか。いつものように慰なぐさめでもするつもりだったのか。

　鴇子が弾はじかれたようにそれに反応した。細腕のどこにそんな力があったのか、叶葉をも突き飛ばし、追い詰められた獣けもののように後あと退ずさる。

「来るなっ!!」

　マスク越しに覗のぞく目は、瞳どう孔こうが完全に開ききっていた。

　泣いているのか怒っているのかわからない。その肩が上下に激しく動き、狂気すら孕はらんだ吐と息いきが漏もれる。大粒の涙が血走った目から溢あふれているのが見えた。

「おまえ……おまえは、どうして……こんな……っ」

　叶葉の体を受け止め、九曜は言葉が出てこない。

　そんな人間の姿を、初めて目の当たりにした。

　いつか見た叶葉の涙と、目の前の鴇子のそれとは全く違う。これは絶望の涙だ。「自分自身」が頭から完全に否定されたものの、全てを失った涙だった。

　鴇子は菊丸をぎっと睨にらむ。

「わたしは代わりだったのか!?　おまえが満足するための人形だったのか!?　わたしをずっと騙だましてたのか!!」

　抱き留めた叶葉の体が硬こう直ちよくし、その心臓がはち切れそうなほど脈打っているのを九曜は感知した。耐えられるわけがないのだ。叶葉も、何より鴇子も。

　菊丸はやはり、黙っている。その足がまた一歩踏み出し、

「来るな！　来るなよおっ!!」

　絶叫が響いた。マスク越しの目が揺ゆれている。鴇子はもはや、発狂する寸前だった。

「──嫌いやだ、もうやだ、わからない、なんにもわからない、嫌だ嫌だいやだっ！　こんなのおかしい、わたしは……わたしじゃなかったんだ……っ!!」

　押さえた頭を何度も振り、鴇子は前のめりに走り出す。

　事実の重みから、全てから逃げるように。菊丸の脇わきを抜け、もと来た場所とは別の通路へ。

「あ……！」

　叶かな葉はが声を上げる。九く曜ようは叶葉を伴ともない追おうとした。

　だが。

　──！

　駆け出そうとした九曜の電脳に、最も恐れていたものの兆きざしが感知された。

「……来る……！」

　最悪のタイミングで、何かが急速接近している。九曜はそれを動力反応ではなく音と振動で察知した。恐ろしく速い。ここよりわずかに低い座標だが、地下のルートからこちらに接近していることなどすぐにわかる。

　そして、気付いた時には既すでに手遅れだった。

「伏ふせろッ!!」

　咄とつ嗟さに叶葉を庇かばうと同時に、床の一部が砕くだけ散っていた。

　濛もう々もうと立ち込める煙の向こうを、九曜は強い目で睨にらみつける。

　現れる影の数は、二。

　両機とも同型。斑はん猫みようより二回りも小さいが、全体のフォルムは似に通かよっている。

　全長はわずか三メートル弱か。本体がほとんど虫の機体と同化しており、このサイズならば狭い地下を駆け抜けてきたのも頷うなずける。通常の昆こん虫ちゆうに準じゆん拠きよして六つの肢あしを有する地上型だが、機体は驚くほど細く長かった。

『──また会いましたね、九番式』

　斑猫の時と全く同じ声が九曜の頭に響いた。

　無論、あの時の男が生きているわけではない。恐らく彼らは本体までも同型で、記憶情報をリンクさせているのだ。

『殿でん下かは……もとい、人形はいないようですね。どこへ逃げたものか……まあいいでしょう』

　ちらと見ると、鴇とき子こはもういない。彼女が走って行った方角とはもはや床の穴によって分断されていた。そして菊きく丸まるも、いつの間にか姿を消している。

「……何が目的だ。何な故ぜ、彼女を狙ねらう。その正体がわかった上でか」

『答える必要性を感じません。我々には、我々の任務があるのみ』

　直後、もう一機の虫が動いた。

　床を蹴けり、重量など無いような速度で闇やみへ消える虫。鴇子が走り去っていった方角だった。

「っ！」

　反応しかけた九曜の足元が爆はぜる。

　虫の攻こう撃げきだった。異様に長いその触角がしなり、鞭むちの如ごとく床を打ち据すえたのだ。ただの打撃ではない。先端はかなりの硬こう度どと思われ、鋭いそれは一撃で石の床を深く抉えぐっていた。そして何より──打撃点が煙を上げている。見ればその触角はぼんやりと赤く光っており、かなりの高温を思わせた。

　このサイズであれば搭とう載さいされる火器の総量には限界があり、それ故ゆえに近距離での戦闘を志向した型式だろう。閉所に侵入し、小型目標の制圧に特化した個体。それを前に叶かな葉はが呻うめく。

「く、九く曜よう……！」

「……隙すきを見て身を隠かくす。君の体を抱かかえるが、構わぬな？」

　短く断言し、九曜は虫に向き直った。

『それでは、甲こう虫ちゆう式／《天牛かみきり》──行きます』

　応じて、ばちりと九曜の体が電でん磁じを纏まとう。

　先に九曜が動いた。容よう赦しやなく左のニードルを掃そう射しやし、横跳とびで天牛が回避するのを確認すると同時に、九曜は叶葉を抱いて駆けた。

　全速で通路へ。頭の中でこの施設の順路を瞬しゆん時じに逆算し、可能な限りの電磁迷めい彩さいで自みずからの反応を隠かくし、出口目指して疾しつ走そうする。

　しかし──

『逃がしませんよ』

　天牛が、いともあっさり追いついた。

　触角が二本、鞭むちのようにしなる。

　当たる。即座に九曜が取った行動は、叶葉をきつく抱きしめての跳ちよう躍やくだった。打だ撃げきに背を向け、背中で受ける形で。

「ぬ……!!」

　凄すさまじい衝しよう撃が抜け、思考にノイズが走る。背中が焼け付くように熱く、外がい套とうと詰つめ襟えりの背中がまとめて裂さけた。だがその衝撃が、結果として逃げの助けとなった。

　吹き飛ばされ、人形のように床を転がる二人。腕の中で叶葉がぎゅっと目を瞑つむっている。九曜はそのまま床を蹴けり、当の天牛が開けた床の穴に飛び込み、瓦が礫れきと煙と闇やみの間に紛まぎれた。




「九曜……！　大丈夫ですか!?」

「…………問題ない」

　穴の下は、そのまま施設の下層階だった。壁にぶち抜いた穴がずっと連なっている。どこかの地下道から強引にここまで来たのだろうか、真っ黒な穴からは冷えた空気が流れていた。

　九曜と叶葉は下層階の一角、機関室と思おぼしき場所に身を潜ひそめている。

　空気の循じゆん環かんを作る為ための機関室であるらしい。さして広くもない部屋の天井にはエアダクトがぽっかり穴を開けており、壁一面の金かな網あみの向こうに巨大な換気扇があった。ただしその換気扇は今や錆さびの塊かたまりのようになり、完全に止まっているが。

　叶葉は自分を庇かばって負傷した九曜を前に、今にも泣きそうだった。

「そんな目をするな。衝撃を逃した故、深刻ではない。あれを受けたのが小しよう生せいで良かった」

「でも……」

　叶かな葉はを安心させる為ため、九く曜ようは一度その頭を軽く撫なでた──ヘルメット越しではあるが。

　どの道、ここにも長くはいられない。自分の索さく敵てきは利きかないが相手がそうであるとは限らない。今は可能な限りのステルス状態でいるが、それでどれほど誤ご魔ま化かし切れるかもわからない。

「それで──どうする？」

　九曜は、それだけを聞いた。

　九曜の司令は、叶葉だ。

　司令を保護すべきという最優先事項が働き、ここまでどうにか逃げてきた。そしてここから先は、司令たる彼女の判断に従う。

　立ち向かうか、逃げるか。

　逃げるとして、自分達が逃げることを最優先するか。

　叶葉は九曜の質問を、あらかじめ覚かく悟ごしていたように受け止める。

「……、あの二人を、探さがします」

　やはり。

　この非常時に無む謀ぼうとしか思えない返答を受け取り、九曜はむしろ納得したように頷うなずいた。

　彼女ならそう言うという確信が九曜にはあった。無論、司令の安全確保の為、本来はこのまま離脱すべきだ。最優先で脱出経路を見つけ地上へ出て、巴ともえと合流するのが最善と言える。

　鴇とき子こと菊きく丸まるは自分たちの利害に直接的に関わっているわけではない。もしここで彼女らが死んだとしても、こちらの不利益は実は皆かい無むに等しく、だから──

　だから、なんだというのだ。

　今となっては九曜もわかっている。だからといってあの二人を見捨てる選択肢しなどあろう筈はずもないと。叶葉がそれを良しとするわけもないと。

　かつての九曜であれば、彼らを見捨てるべきだと主張したかもしれない。だがあの街で目覚め暮らし、あらゆることに触れ、九曜の思考はかつての自分とは決定的に変質していた。

　これは、捨ててはならない繋つながりだ。

「わかっている。……わかっているさ、叶葉」

　司令の選択を胃の腑ふに染み込ませるように、頷き返す九曜。

　そして隻せき眼がんで叶葉を見返し、早口で続けた。

「こうしよう。小しよう生せいが、敵を惹ひき付ける。だから君はその間に彼女らを探せ」

「……！　で、でも九曜は!?」

「どうあろうが奴やつらは追ってくる。君を伴ともない、二人で捜そう索さくするのは至難の業わざだ。……小生は、小生の為なせることを為すつもりだ」

　まっすぐに叶葉を見据すえる。彼女の中で九曜を案じる心は拭ぬぐい去れないだろう。だが、今は信じて欲しかった。

　叶かな葉ははガスマスクの中で、二、三度大きく深呼吸した。腹は決まったようだ。

「どうやら、このダクトは施設各所に繋つながっているらしい。ここを通るのが良いだろう。音を立てぬように。なお可能な限り呼吸は潜ひそめよ」

「……はい」

「それで、何か捜そう索さくの糸口となるものはあるのか？　小しよう生せいの電でん磁じ索さく敵てきもあまり利きかぬ故ゆえ、菊きく丸まるのおおまかな反応を伝えることもできぬが」

　そこで叶葉は懐ふところに手を突っ込み、むん、と小型の蜘く蛛もを取り出した。

「この小蜘蛛ちゃんを使います。鴇とき子こさまがまだ持ってるなら、多分、わかる筈はずです」

　地下深くのここからだと、巴ともえへの通信電波は届かない。だがこれは発信機としての機能も有しており、巴が小蜘蛛を、小蜘蛛が巴を感知するように、小蜘蛛同士でも感知し合うようだ。

「……ここでも使えるのか？」

「…………正直あんまりわかりませんけど。でも、近付いたらなんか反応するかも」

　今はそれに望みを託たくすしかなかった。

　作戦会議を手短に終え、二人は互いに背を向けた。九曜は機関室の外へ、叶葉はダクトへ小さな体を頭から突っ込んで。最後に振り返り、言葉を交わす。

「……無理しちゃ、だめですから」

「こちらの台詞せりふだ」

　扉を蹴けり開ける。敢あえて立てた音が、施設に長く響いた。

　いる。

　長い通路の向こうから豪ごう速そくで接近する気配。九曜はそちらにニードルを射出した。

　向こうで複眼の残光が閃ひらめいた。音速を超える針しん弾だんがその光を受けてちかりと輝き、紙一重で標的をすり抜け背後の虚こ空くうに溶けていく──近距離の間合い。

　踏み込んで抜刀。身を低くし、抜き様ざまに斬きり上げる。金属音。軍刀と触角の打ち合わせに火花が散り、強い振動が九曜の右腕をびりびりと揺ゆらした。

　少年と虫が暗黒の通路で交差し、互いの目は即座にすれ違った敵を再補足する。

　あの一いち撃げき、まともに合わせれば押し切られるだろう。九曜は回避を最優先とした上で、追ってきた天牛かみきりと向き直った。距離はたっぷり十メートル開いている。

『おや、あなたの相あい方かたはどちらへ？』

『腹を壊こわして厠かわやを探さがしている。いわゆるトイレ休憩だな』

『……なんですって？』

『冗談である。笑えぬようなら撤てつ回かいするが』

　九曜としては何の気なしに放った言葉ではあるが、それは天牛にとって実際以上に重く響いたようだ。続いて発せられる声には、隠かくしようもない疑念──または好奇心の色があった。

『つくづく、不可解ですね。……記録で見た九番式と貴方あなたとでは、かなり違って見える。どこで変化があったものか、いやはや……』

　九く曜ようはそれを黙殺し、一方的に質問を飛ばした。

『……最後にもう一度だけ聞く。何なに故ゆえ鴇とき子こを狙ねらう。彼女は、……彼女は、本人ではない』

　瞬しゆん間かんの沈黙。最初から返答は期待していなかったが、相手は九曜の反応を試すつもりでか、それとも単なる気まぐれか、簡潔に答えた。

『彼女の記憶に用がありましてね。首から上だけでも持ち帰って脳を洗う必要があるのですよ。──第一あなた、模も造ぞう品の心配をしている暇ひまは無いでしょうに』

『何が言いたい』

『あなた、《蜂はち》を失っていますね？』

　九曜は、それに対し無言。

『斑はん猫みようとの交戦において、使用の気配さえ見せなかったということは、虫の機体が無いと考えてよいでしょう。番号付きの情報も欲しい。弐に番式と参さん番式より、あなたの脳を回収するのが最も容易たやすそうだ。──それに、あなたの変化の主要因となったあの少女も調査に値する』

　九曜は隻せき眼がんを細め、怜れい悧りな戦意を敵に突き刺した。

『……小しよう生せいが、それを許すと思うのか』

『許さなければ、どうなさるおつもりですか？』

　天牛かみきりが踏み込んだ。九曜は敵から視線を外はずさず、剣けん菱びしの言葉を思い出していた。

　──全部の要素を集中して、自分の流りゆう儀ぎを見つけろ。

　剣菱はこと白はく兵へい戦において随ずい一いちの腕を誇る、剣の達人だ。ならば彼は、どのように自みずからの刃を振るうか。例えば自分であればどうするか。掴つかむ軍刀の感触を強く感じながら、九曜は高速で演算を開始する。
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　鴇とき子こは、覚えている。

　まだ小さかった頃の広い家。両親と二人の姉。暑い日に飲む麦茶。大きく美しい蓮はすの花。

　記憶だけがある。自分は望むと望まざるとに関わらず「特別」な人間で、他の人間とはあらゆる面において生きる場所が違う。この世はそういう風に出来ているのだと思っていた。

　自分の横にいつも立つ、大きな護ご衛えいのことも覚えている。ずっと前から一いつ緒しよにいた。そいつは自分が物心つく前から護衛として傍そばにおり、ずっと守っていてくれた。

　そう記憶していたのだ。

　だがそれは──蓮はすの宮みや鴇子なる皇女の記憶は、自分自身のものではなかった。

　その者のコピーとして生まれ落ちた複製人間は、最初から独自の記憶も人格も持ってなどいない。それに気付いてしまった瞬間こそ、決定的な崩ほう壊かいの時だった。

　闇やみの中に惑まどう少女は、もはや誰でもなかった。




　どこへ逃げようというのか、自分でもわからない。ただ足が勝手に動いていた。

　恐ろしかった。

　驚きよう愕がくする叶かな葉はと九く曜ようの表情と、なお一歩踏み出した菊きく丸まるが恐ろしかった。

　あれほど恃たのみにしていた「皇女」としての記憶が偽にせ物ものだと知った時、鴇とき子こは完全に行き場を失っていた。いや、行き場所など最初からどこにもありはしなかったのではないか。

　ここで造られたものは、当然の因いん果がとして、ここで崩ほう壊かいすると決まっていたのではないか。

　逃げる背の向こうから破は砕さい音が轟とどろくのにも、さしたる注意を払えない。

　そんな状態だから、視界の闇やみに一匹の虫が降り立ったことにも、反応できなかった。

『蓮はすの宮みや鴇子殿でん下かとお見受けいたします』

　いかにも芝居がかった音声が虫から発せられる。

　この期ごに及んで自分をその名で呼ぶ虫は、間違いなく自分の素す性じようをわかった上でそう言っているのだ。その声色にいささかならず揶や揄ゆの色があることも今やはっきり感じ取れる。もはや一いつ切さいの気力を失った目が、どろりと虫を見返す。

　こいつが自分を殺すつもりでいることくらい、鴇子にもわかっている。

　ならば、もうそれでいいではないか。

「いい。……もう、いい。早く、してくれ」

　逃げ場所をようやく見つけた気がした。

　両手をだらりと下げ、それきり何も言わない。もう疲れた。最初から何者でもなかった自分が辿たどるべき結末は、きっと皇女の影かげ武む者しやとして殺されることなのだろう。

　こうなる為ために生きていたのなら、別にそれでもいい。

　虫の長い触角がひゅんひゅんと振るわれる。その先端が赤熱化し、暗い空間にぼんやりとした軌き跡せきを描いた。鴇子は何も抵抗せず、ただ最さい期ごの瞬しゆん間かんを待つ。

　ふと、脳のう裏りにあの二人の姿が思い浮かぶ。

　結果として彼女たちを騙だますことになってしまった。巻き込んでこんな場所まで同行させたばかりに、今なお危険に晒さらされているかもしれない。それだけが胸の奥でちくりと傷んだ。せめて無事に逃げきれていればいいが。なにせ彼女達は、自分の唯一の──

　唯一の、何だっただろう。

　思考を断ち切るように触角が振るわれた。先端の視認すら難しいスピードで宙に一度弧こを描き、遠心力とそれにより増幅された殺さつ傷しよう力を十分に乗せ、首を、

　振り抜く前に虫が跳とんだ。

　何が起こったのか。目の前の虫しか見えていなかった彼女には、自分の背後の空気が劇的に流動したことも、虫の複眼がいち早くそれを捉とらえたことにも全く気付かなかった。

　彼女の背後から、菊きく丸まるが跳ちよう躍やくした。

　頭のすぐ上を、巨体が豪ごう風ふうと共に跳とび抜ける。

　蹴けりが放たれた。標的を変えた触角の先端がその跳び蹴りに合わせられ、双方の一いち撃げきは鋭い音を立てて交こう錯さくする。虫の複眼が煩わずらわしげに瞬またたき、頭部を右斜めに振り上げる。

『──ち、木で偶くが』

　もう一撃、触角が菊丸を打ち据すえた。甲かん高だかい金属音が響き、装そう甲こうに裂れつ傷しようが刻きざまれる。だが菊丸は怯ひるまず、右手で触角を掴つかみ取り、左の拳こぶしで乱打を放った。

　虫の機体に鉄てつ拳けんが何度も落ちるが、それは装そう甲こうを貫かん通つうするには至らない。しかし力を振り絞しぼった拳に一いつ瞬しゆんだけ戦闘演算が緩ゆるみ、その隙すきを突いて菊丸が蹴りを放つ。虫が飛びのいて、菊丸も敵から離れた。

「……なん、で……」

　呆ぼう然ぜんとするその体を菊丸が浚さらい、全く逆方向に遁とん走そうする。

　背後から猛もう然と追う気配。触角の連撃に背部を容よう赦しやなく打たれながら、それでも菊丸は止まらなかった。既すでに機体から火花を散らせながら、走った。庇かばうように両腕に少女を抱いたまま。

　闇やみの中をどれほど駆け抜けたのか、はっきりとわからない。

　いつの間にか鴇とき子こと菊丸は、どことも知れぬ施設の一室に身を潜ひそめていた。

　そこはずらりと並ぶ個室のうちの一つだった。覗のぞき窓は割れ、ベッドと思おぼしきものの残ざん骸がいが転がっている。他にはほとんど何も無い殺風景な部屋だ。

「…………はなせ」

　思い出したように鴇子は呟つぶやく。

　今いま更さら、何をしようというのか。

　菊丸が自分を護ご衛えいしているということこそ、何よりの茶番だ。何のつもりでまだこんなことを続けるのか。気力を失った鴇子は、菊丸の腕の中で力強く身をもがく。

　それでも菊丸は離そうとしない。

　まるで何かにすがるかのように。

　その時、鉄の腕に抱かれながら、鴇子の頭に閃ひらめくものがあった。直感と言っても良いかもしれない。このような状態になければきっとずっと気付かなかったであろうこと。偽にせ物ものの傍そばにずっといた護衛の、悲しい真実を。

　見上げ、鴇子は呟くように、

「……おまえも、もう、生きていたって仕方がないんだな」

　蓮はすの宮みや鴇子は、いない。

　彼は置いて行かれた存在だ。守るべきものを失い、戦後の世界に取り残された。

　彼を動かしているのは記憶だ。本来の主あるじである、本当の《鴇子》の記憶。今ここで自分を守ろうとする彼は、かつての主の残影を追っているに過ぎない。鴇子はそう考えた。

　手を伸ばし、菊きく丸まるの硬かたい頬ほおに触れる。その奥で光る眼めは静かにこちらを見下ろしている。

　もういいだろう。

　菊丸も自分も、影でしかなかった。きっと本来戦後の世界にいる筈はずのなかった二人だ。ならばもう、残像のように続くこの「二人」を終えた方がいい。

「もう、休もう。もういいんだ。……わたしも、なんだか疲れたよ」

　だからもう、菊丸も自分を守ろうとしなくたっていい。

　ここで一いつ緒しよに果てるのだとしたら、それはなるべくしてなった帰結なのかもしれない。

　このまま通路に出よう。あの敵に見つかって、それで終わりにしよう。そう言おうとした。

　口を開きかけたまさにその瞬しゆん間かん、べがんっと壁の換気口のカバーが蹴けり外はずされる。言いかけた鴇とき子この口が、思わぬ出来事に硬こう直ちよくした。光を向けられて目がくらむ。




「……あっ、いた！」




　エアダクトを伝い、換気口からにゅっと顔を出して声を上げる少女。

「──かな、は」

　狭せま苦くるしいダクトをずりずりずりずり這はって、埃ほこりだの蜘く蛛もの巣だのネズミの死し骸がいだのを突き抜けてきた叶かな葉はのガスマスクは思いっきり汚れている。

　換気口から這い出る叶葉。鴇子はその姿を見て、安心するどころかびくりと身を竦すくませた。

　叶葉は両手で体の汚れを払い、自慢げに胸を反そらして右手に持っていたものを突き出す。

「小蜘蛛ちゃんです。鴇子さまが同じの持ってるから、反応して目がちかちか光るんです。ちかちかが激しくなると近付いてるってことなんだと思ったら、当たりでして」

　ふと服の隙すき間まを覗のぞくと、確かに鴇子の体にへばり付いたままの小蜘蛛がその八つの目を光らせていた。分厚いポンチョの下にあったから全く気付かなかった。

　そして叶葉は大おお股またで近付き、ぬっと手を差し伸べる。

「逃げましょう」

　当たり前のように、そんなことを言った。

　しかし鴇子はふるふる首を振った。

「…………いい」

「よくないです。ここにいると死んじゃいます」

「いいっ」

　鴇子はいっそう固く身を縮ませる。

　一度は諦あきらめに沈みかけた心が、揺ゆれていた。目の前のこいつだってわかっている筈はずなのに、と鴇子は思う。あそこを見ただろうに。この《鴇子》の正体だって知っているだろうに。

　叶葉はそれでも鴇子を見捨てない。

　菊きく丸まるの前にちょこんとしゃがみ込み、その腕に抱かれる鴇とき子こと目線を合わせて、諦あきらめの悪いことにまだ手を伸ばしてくる。鴇子はその目をまともに見ることができない。

「……おまえだって知ってるんだろ、わたしのこと」

　叶かな葉はは逡しゆん巡じゆんし、それでもはっきり頷うなずいた。

「はい」

「じゃあ、なんでだ！　わたしは偽にせ物ものなんだぞ！　偉くもなんともない、皇女と同じ顔してるだけの人形なんだ！　なんでまだわたしに構うんだよ！」

　自分は偽物で、作り物の人間だから。

　姿も顔も、記憶でさえも他人のものだから。同じ顔でも、ただの偽物であれば尊さもなにもあったものではない。影かげ武む者しやのつもりで造られたのならここで死ぬのが本来の筋すじ道みちであろう。

　それに、彼女や九く曜ようが付き合っているべきではないのだ。

　だが叶葉は動かなかった。マスク越しに大きい瞳ひとみがある。

「お鍋なべ、食べるって言ったじゃないですか」

「……な、」

「一いつ緒しよに。ここから出て、家に帰って、自分へのごほうびに。あたしは、鴇子さまと一緒にそうしたいです。だって──」

　その先の言葉を。

　鴇子は、もしかしたら、待っていたのかもしれない。

「友達ですから」

　例えばこれが打算であったら。

　皇女をかくまい、救ったという功績があれば、後の世で何か有利となるかもしれないという思おも惑わくの為ためだとすれば。それは鴇子が複製人間であったと判明した時点でご破算となり、今ここにいる鴇子にかかずらう必要など無かった。

　叶葉は違う。打算など最初から性分でもないし、思いつきもしない。

　だから、ごくごく単純な目で鴇子を見ていたのだ。

「なんて。……えへへ。あたしが勝手に思ってるだけかもしれないですけど……」

　──いや。

　鴇子の口が動きかける。叶葉が勝手に思っているだけ、という言葉について。

　いや、それは──、

　言いかけたその時、菊丸が何かに反応した。ぴくりと動いた彼の感覚が何を捉とらえたのかわからぬ二人ではない。そして菊丸がいち早く察知したその気配は、音として叶葉と鴇子にも伝わった。通路の中を高速で駆ける何か。物もの凄すごい速度で近付いてくるそれ。

　菊丸は直後、思いもよらぬことをした。

　ぐいっ、と鴇子の体を叶葉に押し出したのだ。

「きっ、菊きく丸まるっ？」

　面めん食くらう鴇とき子こ。「わぷっ」と息を詰まらせて自分より背が高い鴇子を受け止め、叶かな葉はも目を丸くして菊丸を見返した。菊丸は立ち上がり、鴇子と叶葉を順々に見て、

　叶葉に、深々と頭を下げた。

「……！」

　言葉を差し挟はさむ暇ひまもなかった。菊丸は二人に背を向け、振り返ることなく扉を開ける。そして敢あえて大きな足音を立て、通路を駆けていった。その音だけが、鴇子の耳に残った。

　半なかば呆ぼう然ぜんとしたままの鴇子の手を、叶葉が強く引っ張る。

「──行きましょう。そこのダクトです」
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　施設内に嵐が突き抜ける。

　嵐の正体は、一人の少年と一匹の巨大な昆こん虫ちゆうだ。

　網あみ目め状の通路を駆け、進路上に転がるガラクタを片かたっ端ぱしから蹴け散ちらしながら九く曜ようは天牛かみきりと交戦している。壁が砕くだけて扉が吹き飛び、衝しよう撃げきで浮き上がった車椅い子すは一人と一匹の猛もう攻こうに挟まれて空中で砕け散った。

　天牛の背部装そう甲こうが跳はね飛ぶ。

　速射砲ほうかと思い、ではその砲口を射抜いてくれると左手を構えたが違う。

　しゃらん──と涼やかな金属音からは想像もつかない、それは一対の、翅はねのごとく横一文字に展開された大型ブレードだった。

　虫が一いつ旦たん大きく身をたわめ、床を砕くほど強きよう烈れつに踏み込んだ。淀よどんだ空気に刃が鳴り、狭い通路の壁が天牛の疾しつ走そうの軌き跡せきを残すように斬きられる。視界を横一文字に埋めるそのブレードは端はしから端まで赤熱化するほどの高温となっていた。

　速い。前にも進めず後ろにも引けない。

　闇やみを赤く刻きざむ文字通りの「死線」を前に、九曜は跳んだ。天井すれすれまで宙に躍おどり、追って振られる天牛の刃の先端から身を翻ひるがえして逃れる。ちりっ、とぎりぎりのところで先端を掠かすめた髪先が切断されて暗闇に舞った。

「……よくよく、閉所での戦闘に特化した個体らしいな」

　着地。九曜は背中を晒さらした天牛にニードルを射出し、敵がそれに対応する隙すきを突いて更さらに距離を開ける。今必要なのは攻めでなく、敵を引き付ける逃げ足だった。

　有う無むを言わさず撃げき破は出来るならすぐにでもそうしたいが、生あい憎にくそうもいかない。

　確かに、天牛の言う通りだ。今この身には、《蜂はち》が無い。

　斑はん猫みようの時にもそれを痛感した。一振りの軍刀と左腕のニードルランチャー、それが保有する全ての武力だ。それだけで敵と渡り歩かねばならないのだ。九く曜ようは自身にそう言い聞かせた。

　頭の隅すみで思考する九曜の耳が、音を捉とらえた。

　こことは全く別の場所。階層も方角も違うある一角から、轟ごう音おんが届いてくる。

「あれは……！」

　激しい金属音は、よく考えるまでもなく戦闘のそれ。

　そちらに一いつ瞬しゆんだけ意識を持っていかれた隙すきに、天牛かみきりが攻せめた。

　すんでのところで直ちよく撃げきを避ける。追撃の触角を軍刀でいなし、虫の体ごと振るわれた高熱ブレードを這はうような姿勢で回避、身を跳はね上げると同時に針を撃うちながら遁とん走そう。虫が追う。

　ここではないどこかで音が轟とどろく。

　通路の角を五回も曲がり、飛ぶようにして階段を降りて下の階層へ。前後左右上下全てが墨すみに浸つかったような闇やみの中に、交こう錯さくの火花が咲く。その一瞬ばかりはごくごく小さく闇が打ち払われ、廃はい棄きされた施設の忘れられたガラクタに薄く影を刻きざむ。

　高速で音源が近付いてくる。

　この施設始まって以来の激動が場を支配し、破は壊かいと風圧はつい半時前まで静かだった空間が嘘うそのようで、通路から通路へどうどうと嵐が吹いているようですらある。九曜は駆ける。時に置き去りにされた地下の闇を走り、最後の角を抜けた。

　そして、音が、

　重なった。

　少年と巨漢の視線が、空中でかち合う。

　菊きく丸まる。

　次の一瞬で、お互いはお互いを追う天牛に照準をスイッチしていた。跳ちよう躍やくの慣性をそのままに九曜は軍刀をかざし、そのすぐ下を潜くぐった菊丸は砲ほう弾だんの如ごとき鉄てつ拳けんを放つ。二人の体たい躯くが高速で交差し、宙からの斬ぜん閃せんと地を這う拳撃が二匹の甲虫を狙ねらった。

　ばちん、と激しい音が炸さく裂れつする。

　二匹の天牛は大きく飛び退のいて攻撃を受け流し、たっぷり二十メートルは距離を取った。

　九曜と菊丸は、背中合わせに立って構える。

『そちらはもう良いのか？』

　低く全身を唸うならせる巨体の構えは端はしから端まで力に満ちており、それだけで答えとなった。

　奇くしくも──と言うべきか。そこは、鴇とき子こが自身の正体を知ったあの広い空間だった。

　お誂あつらえ向きだ。狭い通路よりよほど都合がいい。

「──九曜っ！」

　む──と、声のする天井に顔を上げると、真上の通気口から叶かな葉はが顔を出していた。

「あたし達は大丈夫です！　鴇子さまもいます！」

「そうか。──では君達は先に逃げよ。どの道、小しよう生せいは奴やつらを放ってはおけぬ」

　そう言われ叶かな葉はは逡しゆん巡じゆんしたが、頷うなずいた。九く曜ようと菊きく丸まるを置いて逃げることに抵抗がないわけはないだろうが、事ここに至り、敵を前に自分ができることは無いとわかっているのだ。

　その時、叶葉の横からずいっともう一つの顔が出てきた。

　鴇とき子こである。

　彼女はあらゆる感情のこもった目で菊丸を見下ろした。言葉もない。菊丸はその視線をただ黙って受け、構えを取った姿勢のまま脱出を促うながす。

「では……先に行きます！　二人とも、ちゃんと帰ってくること！」

「了解した」

「あと──今夜は、お鍋なべですので!!」

　それを最後に、ぴゃっと引っ込んでいく叶葉。

「……鍋？」

　九曜はほんの少し目を丸くする。初耳である。

『──まあ、いいでしょう』

　二匹の天牛かみきりは構えを取る九曜と菊丸を前に、虫の六脚に力を溜ためた。

『即刻あなた方を始末すれば、目標にも追いつけるでしょう。それに、地上に出たところで逃げられません』

　地上にも甲こう虫ちゆうがいる。天牛の口ぶりから、九曜はそう判断した。だが。

『それは気の毒であったな。上には蜘く蛛もと、恐らく蟷かま螂きりもいるだろう。今この地下で我らを相手取る貴官らの方がよほど幸運だぞ』

『……それはそれは、実に興味深い意見だ。いえね、我々としても、鬼き虫ちゆうの戦闘データは喉のどから手が出るほど欲しいのですよ。それにあなたの首から上も、我々から見れば宝石にも勝る』

　──ふん。

　九曜は鼻を鳴らし、右の口こう角かくを上げた。不敵、というにはいささか不慣れな感がある。剣けん菱びしのように器用にはいかないが、いつも仏ぶつ頂ちよう面づらの少年がいきなりにやりと笑えばそれなりに威い圧あつ感も生まれるものだ。

『生あい憎にくと、今夜は馳ち走そうが振るまわれるらしいのでな。きちんと帰らねば彼女に叱しかられてしまう』

『──つくづく、興味深い。鬼き虫ちゆうの九番式が、そのように呑のん気きなことをのたまうとは』

「十分だ。それが理由になる」

　最後の一ひと言ことを、九曜は敢あえて口に出した。自分に言い聞かせるように。

　背中を預ける菊丸が拳こぶしを強く握り締しめる。その気配に九曜は頼もしさを感じた。

　一時は停滞していた空気が、爆ばく裂れつした。

　九曜は踏み込む。今度は何の遠慮も要いらない、完全な戦意と共に。




　　　　[image: ]




　ダクトを這はい回り、ある通気口から緑色の光が覗のぞいた時、大急ぎで蓋ふたを蹴けり落とした。

　床に落としたサイリュームライトがそのまま残っていることを確認して、叶かな葉はは物もの凄すごく安あん堵どした。これが無ければ出口まで辿たどれる自信が無かったからだ。

「鴇とき子こさま、こっちです。ここから降りて、っとと、よっと」

　天井からぶら下がり、先んじて叶葉が飛び降りる。続いておっかなびっくり鴇子が降りた。

　等間隔に落としたサイリュームは、来たときからほとんどそのまま残っている。九く曜ようもこれが落ちている区画を巧たくみに避けたのだろう。叶葉は内心で彼に感謝した。

「──よしっ、行きましょう」

　ふんと気合を入れ直し、叶葉は鴇子の手を取った。

「あ──」

　どこかぼんやりとした様よう子すの鴇子が叶葉の体温にびっくりしたように硬こう直ちよくし、恐る恐るその手を握り返す。激しい音が下層から聞こえてくる。叶葉は一いつ瞬しゆんだけそちらに目を向けたが、決意するように視線を音の方から引き剥はがした。

「あの二人は大丈夫です。きっと帰ってきますから、あたし達は先に行って待ってましょう」

　先導する叶葉に手を引かれ、鴇子はよたよた足を進めた。

　等間隔で置かれた緑の光を踏み石のように経由し、二人は出口へ急ぐ。並ぶ個室の扉を、鴇子は飽きもせず見送った。途中で足が鈍りかけ、叶葉はその度たびに彼女の細腕をくいと引いた。

　やがてサイリュームの光が途切れる。目の前にあるのは、来た時とまるで同じ姿の扉だ。

「……思い出した」

　独ひとり言ごとのように呟つぶやく鴇子に、叶葉は振り返る。

「今日みたいな夜だった。わたしは、菊きく丸まるを起動させた。……あいつはわたしを連れて、この古い扉を思いっきり蹴けり開けたんだ。それで、あの階段を上って、外に出た。外にはなんにもなくて、わたしは怖こわかったけど、菊丸が引っ張ってくれた。それで、月が……月が、出口みたいに思えたんだ」

　今もまだ、空にはあの半月が輝いているだろう。もしかすれば東の空は白みかけ、「今日」の陽が顔を出しているかもしれない。叶葉は頷うなずいた。

「なら今度は、あたしが引っ張ります。大丈夫です」

　階段を上る。一段一段と踏みしめ、鴇子は自みずからの足を見下ろしながら叶葉に続いた。

「……あのな」

「はい」

「わたしは、本物じゃない」

「はい」

「誰から産まれたわけでもない、造られたんだ」

「はい」

「つまり、……だから。そんなわたしが、だって、皇女じゃなくて、……その」

　要領を得ない。繋つないだ叶かな葉はの手を見ながら、鴇とき子こはまるで懺ざん悔げか何かのように言った。

「……生き残る意味が、あるのかな」

　叶葉は振り返らず、

「意味があるとかないとか、そんなの誰が決めるんですか」

　強い声だった。

「あたしも同じように考えてたことあります。でも、もうそういうのやめにしたんです。意味があるとかないとかって、そんなの今考えたってどうにもならないじゃないですか」

　ずんずん階段を上る足を止めず、叶葉は一ひと言こと一言、一歩一歩に力を込めて言う。

「生きて生きて、とにかくなんでもいけるとこまでいって、それからだっていいじゃないですか。考えてたっておなか減るんですから。寝て起きて、ごはん食べて、ちゃんとしっかり生きてみたりして、それでいいじゃないですか」

　目の前に薄い光が見える。開け放たれたままのハッチから光が差し込んでいるのだ。それは月光だろうか、あるいは暁あかつきのそれだろうか。この距離からではまだわからない。顔を出してその光の正体を知るまで、わからない。

「あたしは、」

　最後の一段を踏みしめ、叶葉は梯はし子ごに手をかけた。外の空気を前にして、叶葉はようやくガスマスクを外はずす。上を向いてすうはあ呼吸し、振り返って笑った。




「『鴇子さま』は一人しか知りませんから。九く曜ようと菊きく丸まるさんと、あなたと一いつ緒しよに帰りたいです」




　その言葉は、皇女の記憶にはない。

　彼女に植え付けられた十五年分の記憶に、叶葉という少女と九曜という少年はいない。

　ここまで来てここまで生きて、そこから先は本物の辿たどった道ではない。叱しかられた。一緒に頭を下げて回った。市場でこき使われた。風呂に入って遊んだ。ご飯がおいしかった。

　それは、今ここに立つ鴇子だけの記憶だ。

「──っ」

　ガスマスクを取っ払い、鴇子は腕で強引に目元をぐしぐしこすった。みっともないから涙を見られたくなかった。気合いを入れ直す。鴇子は素顔で叶葉に向き直り、強い視線を返した。

「わかった。──うん、よし、行こう。今夜は鍋なべだぞ」

　ここから先は、この《鴇子》だけの記憶だ。

　皇女の過去に教えたい。自分ではない自分に、どうだと言ってやりたい。




　──友達が、できたんだ。
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　取り残された闇やみの底に四体、もはや何憚はばかることもない激げき烈れつな戦闘を繰り返す。

　九く曜ようは軍刀を右手にランチャーを展開、右みぎ軸じく足あしに身体からだを旋せん転てんさせ無数の針を射出した。狙ねらいは高速で動き回る二機のうち一機、尾を引く複眼の残像の先を読んで狙そ撃げきする。八はつ閃せん。

　三閃の針が天牛かみきりの右側面に突き刺さり、残り五本は後方の手術台を貫通して止まった。

　九曜の一つの必勝形に、敵機体の内部を破は壊かいする電でん撃げきがある。これは見切った敵の電気経路の要所に針を刺し、それを中継点として電流を叩たたき込み破壊するといったものだ。

　その手は、眼前の虫には通用しなかった。

　撃うち込んだニードルは確かにダメージにはなるだろうが、敵が速すぎて狙ねらい通りの場所に刺さらない。それにそもそも、刺さったところで針はすぐ抜け落ちた。

　鉄てつ針しんの表面が溶解しているのだ。

　天牛は触角とブレードを高温にするように、自みずからの機体内部もそうしているようだ。内部に食い込んだ針は表面が溶けるほどの高温に晒さらされ、数秒もせず穴からずるりと抜けていた。

　触角が鋭くしなる。九曜はその一撃を斜めに受け、衝しよう撃を後方に流し、踏み込んで一閃。

　敵の複眼がちかりと閃ひらめき、前ぜん肢しを掲かかげて軍刀を受け止める。速い。眼前に天牛の鋭い顎あごが光り、九曜は右足で敵を蹴けって距離を取った。

　天牛が追う。背部のブレードが機体ごと唸うなりを上げ、九曜は強引に身を捻ひねって超高温の一閃から身を逃のがす。熱を残した軌き道どうが頭のすぐ上を過ぎ去り、刃の流れがそのまま進路上の壁を豆とう腐ふのように斬きり込んだ。

　どん、と別方向から衝撃。菊丸の拳こぶしが床に穴を穿うがち、それを回避したもう一機の天牛が触角を振るうところだった。渾こん身しんの一撃は自身の生んだ衝撃を化かしきれず、床を殴なぐった菊丸が身を翻ひるがえすまでの一いつ瞬しゆんに虫の殺意が閃く。

　九曜はそちらを撃った。

　菊丸の頭部を照準した天牛の触角に針が突き刺さり、攻撃が鈍る。菊丸はその隙すきに体勢を立て直し、上体を跳ね上げる勢いのまま拳を打ち上げる。ぎん、と激しい音。もう片方の触角で鉄てつ拳けんを受けた天牛は跳躍し、六つの肢あしで天井に張り付いた。

『──今ので貸し借りは無しだ！』

　あの時、神社の境けい内だいで蹴り飛ばされて斑はん猫みようの牙きばから外はずれた九曜。自らの腕を犠ぎ牲せいにした菊丸への借りはこれで返した。

　そして、背後。

　もう一匹の追つい撃げきを九く曜ようは屈かがんで躱かわした。床を突く左腕一本を回転軸じくとした蹴けり、それを天牛かみきりは難なく受け止めて尚なおも打だ撃げきせんとする。

　蹴りは囮おとりだ、最初から有効打たりえるとは思っていない。

　九曜はごく至近距離で触角の根元を狙ねらった。刃に電気を流し、上下逆転の姿勢のまま曲芸のように突きを繰り出す。

　だが、天牛の反応速度も流石さすがだった。刃が纏まとう電光を認識した瞬しゆん間かん、刺し突とつ軌き道どうに合わせるが如ごとく触角を突き出したのだ。鉄と鉄が触れ合い、火花が散る。突きが逸そらされた。

　九曜は即座に攻めを中断し、高出力の電磁制御エレキテル──自身の身体からだの表面に流し込む。

　肢あしに捕とらえられた足が高電圧を放出。反射的に天牛が反応し、機体を振り回した。九曜の身体を投げ飛ばす。受け身がぎりぎりで間に合わず、九曜は身を硬かたくして衝しよう撃げきに備えた。

　壁が砕くだけた。

　九曜の体が壁の向こうに転がる。そこは、広い実験場を円状に囲む通路だった。

「……く……っ！」

　衝撃に脳がエラーを発するが、まだ動ける。四し肢しの隅々まで神経が行き渡っていることを確認し、九曜は立ち上がりざまゆるくカーブした通路を駆け抜けた。

　天牛のブレードが追ってきた。向こうから突き抜けた刃が壁を斬きり裂さきながら迫り、九曜はその切っ先から目を離さず疾しつ走そう。助走をつけたまま体を倒して仰あお向むけにスライド、そのまま手の軍刀を返し、柄つか尻じりで幅はば広ひろの刃を下から殴なぐりつけた。

　刃を経由して、九曜の打ち込んだ電気が流れる。が、軽い。存分に通電できていない。

　決定打を叩たたけぬまま戦闘が展開していく。

　火力が足りない。

　それは、蜂はちを失った九曜に厳然と立ちはだかる問題だった。軍刀とニードル、これのみでも九曜は十分に強い。強いが、今の自分より格上の個体と交戦する時、火力の不足は致命的だ。

　蜂の大型ニードルと電でん磁じ投射砲ほうがあれば、この程度の個体など瞬間の狙そ撃げきで貫つらぬけるに相違ない。例えばそれが蟷かま螂きりの刃ならば。例えば蜘く蛛もならば。例えば蜻蛉とんぼは──、

　無意味な仮想に巡めぐりかけた思考を、無理やりに戻す。

　蜂はここには無い。他の鬼き虫ちゆうもいない。自分にあるのは一振りの刀と一いつ挺ちようのランチャー、我が身ともう一人の共闘者だ。

　眼前で壁が砕け、もう一つの穴が開いた。叩きつけられた菊丸が瞬時に立ち上がり、握りしめた拳から圧縮空気を噴ふき出す。既すでにその装そう甲こうには幾いく筋すじもの戦傷が刻きざまれていた。九曜はそれに合流し、壁の穴を睨にらんだ。

　闇やみを隔てて、天牛の二に対ついの複眼がぎらぎらと光っている。




　時間にすれば一日も経過していないあの夜。こちらが全て取られた組くみ手てで、剣けん菱びしは言った。

　お前だけの剣を、と。

　剣菱には剣菱の、二刀を振るう蟷かま螂きりの太た刀ち筋すじがある。

　彼は強い。他の全てを捨て、剣術を極め尽つくしている。二振りの刃を舞うがごとく振るい、恐るべき速度での連れん撃げきを繰り出す様は壮そう絶ぜつの一ひと言ことだ。

　だがそれは、あくまで剣菱の太刀に過ぎない。彼が練り上げた、彼だけの哲学において振るわれる力だ。たとえ今から何百年修行を積んだところで、剣菱と全く同じやり方で同じ線に立てるわけがない。真ま似ねをしようなどとは言うも愚おろかだ。

　では、九く曜ようの剣は。

　その手に握る一振りの軍刀は。そこから生まれる可能性は。




『──菊きく丸まる、守勢に回るとこちらが不利になるばかりだ。相手は速く、硬かたく、一撃が重い。攻勢を取ればそのまま畳たたみかけねばならぬ』

　電波で告つげる九曜。その攻せめの線を逃のがすと後がない。こちらは明らかに消しよう耗もうしているが、向こうはさほどでもないのだ。短期決戦で一気にひっくり返すしか手はないだろう。

　だが、その攻勢を手に入れるのにどうするべきか。

　菊丸は迷わなかった。ずん、と壁の向こうに一歩踏み出し、虫を見据すえる。

『やめろ。無む茶ちやな攻めでは読み切られる。あちらが隙すきを見せるまで──』

　そこまで言いかけ、九曜は菊丸の背に無む謀ぼうとは違う確信の気配を見た。

　何かがある。

『……手が、あると？』

　賭かけに出る。

　菊丸の無言は、その種の覚かく悟ごを秘めていた。

　ならば、九曜はそれを信じる。長い付き合いではないが共に戦った間あいだ柄がらだ。その菊丸に背を預け、自分は自分の為なすべきことをする。

『──了解した。準備に時を要すならば、小しよう生せいが押し留とどめる』

　片方は通信、しかしもう片方は無言の「会話」が一秒もなく終了し、九曜は軍刀を構え直した。菊丸が身を低くする。これまでには無かった構え──格闘術というより、もっと別の何かのように思えた。たとえるなら、今にも駆け出さんとする一匹の猛もう獣じゆうのような。

　そして、先んじて九曜が踏み込む。

　迎え撃うつのは二匹の虫。九曜は敵の照準をこちらに引き付ける為ため、防戦を意識した機動を取った。猛攻。その矛ほこ先さきが菊丸に向かう前に妨害し、相手の視界に留まり続ける。九曜は敵の機動と自みずからの位置関係を徹底的に解析して、天牛を翻ほん弄ろうした。

　菊丸の機体から、力が抜け落ちていく。先の構えを維持したまま、力むでもなく、ただ脱力していったのだ。

　集中しろ、と九く曜ようは自みずからに命じた。至近距離を掠かすめるのは全て強きよう烈れつな一いち撃げき、直撃を受ければ危ない。限界まで姿勢を低くし、時に宙に身を躍おどらせ、一いつ瞬しゆん以上菊きく丸まるに注意を払わせない。

　だが、刹せつ那なの隙すきをも天牛かみきりは突いた。

　九く曜ようの腹部に、触角がまともに食い込んでいた。

「……ッ!!」

　吹き飛ぶ。壁に叩たたきつけられ、今度こそ脳内を甚じん大だいなエラーが埋めた。腹部が熱い。九曜は人工肺の中の空気を残らず吐き出し、辛かろうじてそれが致命打でないことを確認した。まだだ、まだ動ける。九曜は尚なおも迫る二つの照準を受けながら、

　それを見た。

　菊きく丸まるに変化が起こった。

　激変は、時間にすればたった数秒程度だっただろう。

　装甲が解除されたのだ。自動解除された装甲板が跳はね飛び、次々と床に落ちていく。菊丸の巨体は人工筋肉と内部フレームが剥むき出しになり、そのアイセンサーが獰どう猛もうな閃せん光こうを放った。

「菊丸……！」

　闇やみに流れる空気が、これまでとは全く違った動きを見せた。

　風が菊丸に集まる。あっという間もなく地下の空気を集めているのは、菊丸の肩、胴どう体たい、腕部、脚部にそれぞれ取り付けられた吸気口エアインテークだった。

　集中、圧縮、噴ふん出しゆつ──この場の空気を体内に取り込み、菊丸の機体が轟ごう々ごうと音を立てる。

　──全機能禁制解除。

　──空気圧縮正常動作確認。

　──秒読み開始。

『……なに？』

　二機の天牛が振り返り、その時にはもう全ての準備が完了していることを九曜は悟さとった。

　風が流動している。嵐の気配を感じながら、九曜は軍刀を握り直し短く叫んだ。

「──行け！」

　巨大な風が、そこにあった。

　九曜の目にも天牛の複眼にも、菊丸の最初の踏み込みは映らなかった。彼がいた場所には空気の流動のみがあり、煙が音もなく撹かく拌はんされる時には巨体は数十メートルの距離を一瞬で消し飛ばしていた。

　拳こぶし。

　空気の噴流をそのままに放たれた拳は音を超え、天牛の頭部に突き刺さっていた。

『……これは……ッ！』

　一機が殴なぐり飛ばされ、壁に張り付いて驚きよう愕がくする。もう一機が触角を振るった。首を振って同時に二本、一本は菊きく丸まるの頭、一本は床すれすれを滑すべって脚あしへ。

　だが鞭むちが振り下ろされる時、菊丸はやはりそこにはいなかった。

　空気の残流のみがそこにあり、攻こう撃げきをいとも容易たやすく回避した菊丸は四よつん這ばいの姿勢で天井に取りついていた。

　蹴けり出す。明らかに人工筋肉の力のみではない推すい力りよくで巨体が跳とび、彗すい星せいのような凄すさまじい速度の一撃を放った。すんでのところで天牛かみきりがそれを回避し、菊丸は外はずしたと知るや即座に機体操作、やはり消えるが如ごとき速度で敵を追う。

　束つかの間まの停滞から一気に展開される、爆発のような猛もう攻こうだった。

　圧縮空気だ。

　菊丸はその吸気口から周囲の空気を取り込み機体内部で圧縮、それを噴ふん射しやすることにより驚異的な推力を実現しているのだ。もとより強きよう靭じんな四し肢しによって繰り出される攻撃と移動は圧縮空気の噴射により飛躍的に速度を向上させ、甲こう虫ちゆうをすら振り回すほどのものとなる。

　それは、地下の空気の大半を吸い出す機能。二人の少女が残っている状態で使えるものではなかったが、今や何を憚はばかる必要もない。

　あたかもそれは颶たい風ふうの化身。嵐を宿した暴力的速度の権ごん化げだ。

　縦じゆう横おう無む尽じんに駆ける菊丸を目に、九く曜ようは我知らず息を呑のむ。その頭に、電波が割り込んだ。

『　　三十五　　』

　考えるまでもなく、一秒刻きざみで減っていくその数字がカウントダウンだとわかる。

　残り三十秒ほど。それが、この形態で菊丸が動ける限界時間なのだと九曜は理解した。この時間を超えると彼は恐らく動けなくなる。賭かけにも等しい高速形態は、一機ではリスクが大きすぎて使用できなかったが、背を任せるに足る者がいれば存分に使える。

　その域にまで踏み込めた己おのれを、九曜は誇らしく思った。

「……了解した。三十秒以内に決着をつける……！」

　ばり、と電でん磁じが弾はじけて九曜を蒼あおく照らした。

　──三十二、

　菊丸の影を補おぎなうように九曜が攻せめた。天牛が迎え撃うつ。四肢をその先端まで暴風と化し、菊丸は猛もう烈れつに攻めた。交こう錯さくする金属と金属、轟とどろく音は地下の実験施設一杯に炸さく裂れつし、この戦場に存在する全てを圧する。最初で最後の、最大の攻勢だった。

　──二十七、

　集中しろ。

　九曜は意識を限界まで研とぎ澄ます。

　電磁制御エレキテル。九曜の鍵かぎはそこにこそある。この時点で九曜は、戦いの中に自みずからの進化を見出していた。敵を見て、菊丸を見て、その中において自分が放てる最大の攻撃だ。

　──十九、

　圧縮。それが鍵かぎの言葉だった。

　豪ごう拳けんが闇やみを穿うがち、軍刀が影を斬きり裂さく。ぎりぎりまで研とぎ澄まされた集中と、限界まで圧縮されたものが放つ威い力りよくを九く曜ようは知っている。それは菊きく丸まるの風であり、電でん磁じの閃ひらめきであり、あるいはあの加速する感覚だ。

　──十、

　二機の天牛かみきりがブレードをパージして更さらに加速した。至近距離に張り付かれては存分に刃を振るえぬ故ゆえの判断だった。触角の先端が速度を増し、一機を殴なぐり飛ばした菊丸にもう一機が遠心力を乗せた一いち撃げきを放つ。させない。斜め下から踏み込んだ九曜が触角を弾はじき飛ばす。

　──七、

　追い詰める。双そう方ほうとも無傷ではなかった。九曜は打ち据すえられたダメージが蓄ちく積せきしており、腕に足に傷を刻きざまれ、幾いく閃せんもの攻撃を掠かすめて外がい套とうはぼろぼろになっている。菊丸もまた然しかり、敵からのダメージは無論、高速形態での酷こく使しにより各駆動機関が悲鳴を上げていた。だが天牛も無傷ではない。

　──三、

　決めの一手。

　どちらかが斃たおれる。




　菊丸はその全身に風の猛もう威いを乗せ、天牛の片割れに全力の拳こぶしを打ち込んだ。天牛もまた、真っ向からそれを敢えて受けた。一発、それなら虫が耐え切ることを知っていたのだ。そして恐るべき速さで駆け抜ける菊丸を捕つかまえるには攻撃を受け止める他ないと踏んで。

　その読みは当たっていた。一ひと際きわ大きな打撃音が轟とどろき、菊丸の拳は止まっていた。複眼と触角の間──人で言うなら額ひたいの部分に拳をめり込ませ、天牛はその時、気配で笑った。殺意をたっぷり含ふくんだ笑みだった。拳を捕まえ、牙きばが光る。

　だが。

　菊丸の鉄てつ拳けんは、それで止まってなどいなかったのだ。

　その時、風が止まった。機能停止ではない、あと一秒だけ残っている。では何な故ぜか。

　颶たい風ふうはその身に全て秘められ、噴ふん流りゆうによる高ジ速エ推ツ進トの役割を止めた。くびきを解けば爆発のように吹き荒れる風が今、ただ一度、ただ一挙動の為ためだけにある一点に圧縮されていた。

　右腕部──肘ちゆう部ぶ関節。その先には、天牛に押し付けられたままの拳があり。

　そして、




『％砕ｒ　鉄拳射出装置ロケツトパンチ　ｍ＃＆ｚ』




　発射。

　巨体を高速で動かすほどの圧縮空気がただ一点に集まった時、それが生み出す推すい進しん力は想像を絶する。解き放たれた風は拳こぶしを弾だん丸がんと化し、菊きく丸まるの右拳を肘の先から射出していた。

　絶大な貫かん通つう力だった。

　拳が二度目の加速を得て、一直線に、標的の頭から胴どう体たい全てを砕くだいて捩ねじ切り貫つらぬいていた。

　天牛かみきりの機体から凄すさまじい量の火花が散り、どうと床に倒れ伏ふす。敵を射い貫ぬいた鋼はがねの流星はそれでもなお留とどまることを知らず、向こうの壁を突き抜け、更さらにその奥の壁にめり込んでぎゅるぎゅると回転し、ようやく停止した。

　──零ゼロ！




　そしてもう一体。

　風の暴ぼう虐ぎやくを突き破り、雷光が閃ひらめいた。菊丸の背を補おぎない、凄まじい攻防が繰り広げられる中の集中で、九く曜ようは直感的に己おのが答えを得ている。

　電でん瞬しゆん。

　その言葉の通り、電光が閃くほどの一瞬に全てはある。電光石火の刻ときに機を見出し、敵を斬きり伏ふせる剣。それは蜂はちの一刺しであり、閃きと同時に攻こう撃げきを終える落雷のような一撃だ。

　極限まで引き絞しぼられた神経の果てに、光がある。九曜はそれを知っている。

　菊丸の最後の一撃が天牛を貫くと同時に、九曜は影のような低姿勢で踏み込んでいた。床すれすれを滑すべる軍刀は諸もろ手てに握られ、電磁制御エレキテル精密操作。

　蜂はちを失った身、発動できる電気の最大出力は大きく落ちる。高出力を思うがままに操あやつることは今や叶かなわず、ならば出来ることは可能な限り精密な電でん磁じの圧縮と操作を行うその集中力だ。

　全て一振りの刃に込める。全身に漲みなぎる電流を、足から胴、胴から腕、腕から掌てのひら、掌から軍刀の先端へ練り上げるように伝達させるのだ。

「参る……！」

　床を砕くだくように踏み込み、電磁の光の軌き跡せきを引いて少年が駆ける。

　刹せつ那な、九曜は九曜ではなく、軍刀は軍刀でなかった。体は閃せん光こうとなり、刃は雷かみなりとなって一体化する。たとえるならば一条の雷らい霆てい。音と重力を引き剥はがして地から天へと打ち上げられる、人の形をした昇雷だ。

　神経が焦こげ付くような感覚だけがあり、今この瞬しゆん間かん、目前の甲こう虫ちゆうは遅くすらあった。

　九曜は自みずからが睨にらむ敵の背後に、あの雲うん耀ようの上段を思い描いていた。

　口の端はから刃のような鋭い呼気が漏もれる。




　──あの男は、もっと速かったぞ!!




　光の軌き跡せきを引き、紫し電でん一閃の突きが放たれる。

　果たして天牛かみきりの攻こう撃げきより更さらに速く、刃は相手を貫つらぬいていた。

　そしてそれで終わりではない。ほんの一いつ瞬しゆんだけ遅れて、集中により押し留とどめられた力の糸がほつれる。ぎろりと覗のぞくのは雷光の牙きば。刃が、そこに込めたありったけの電流が、敵内部に深々と食い込んだまま──

「……爆はぜよッ!!」

　閃せん光こう。

　実験施設の闇やみで、これまでで最も強い光と音が炸さく裂れつする。

　打ち捨てられた実験場内部が真昼のように照らし出され、人の鼓こ膜まくならば破やぶれるほどの大音響が弾はじけた。光も音も、地下に生まれた落雷そのものだった。

　そして極限まで圧縮された雷らい撃げきは、刃の形を借りて敵機に滑すべり込み、その内部を完かん膚ぷなきまでに焼き尽つくしていた。装そう甲こうの内側にプラズマが生まれ、激しい電気が関節から複眼から噴ふき出し、甲こう虫ちゆうは全ての動力を失って沈黙する。

「──戦イ術ナ電ズ刃マ」
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　自身の体内で電流を練り上げ、全て一振りの刃に乗せる。極限の集中で圧縮チヤージされた電気は敵機へのインパクトの瞬しゆん間かんに弾はじけ、暴力的な出力の電磁の爆発を引き越した。

　音と光が止み、天牛が斃たおれるのを確認して九く曜ようは納刀する。

　静せい寂じやくが戻った地下に、最後の鍔つば鳴なりだけが小さく響いた。
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「……しかし、貴官があのような隠かくし玉を持っていたとはな」

　九く曜ようは壁にめり込んだ菊きく丸まるの右腕を回収し、感じ入ったように言った。全身が疲れ切っており、もう戦える気はしない。向こうでは菊丸があぐらをかいたまま座り込んでおり、こちらの声にも反応を見せない。

　無理もない、激戦でお互いにかなり消しよう耗もうしている。だがひとまず戦闘は終わった。

　二人が無事に地上に戻れていればいいが、と九曜は思う。とにかく地上に出さえすれば、そこには巴ともえと剣けん菱びしがいる筈はずだ。今の自分よりも、虫を有する彼女らの方がよほど頼もしい。

「これで終わりではない。問題は山積みである。気は抜けぬな」

　菊丸は反応しない。

「貴官も修理を受けた方がいい。……やはり、中央に接触を図るべきか。いつまでも独立して行動してはいられぬだろう」

　菊丸は反応しない。

　闇やみの底にぐったりと座り込んで、いつまでも、いつまでもそのまま動かない。




「…………菊丸？」
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　恐る恐るハッチから顔を出し、うわ、と目を丸くする。

　ドックの壁をぶち抜いて、機能停止した甲こう虫ちゆうが転がっていた。

　大きく穿うがたれた壁の穴から外を見ると、そこではもう全てが終わっていた。

　広い演習場に転がる幾つもの死し骸がい。見える範囲でも二十は下らないだろう。ついさっきまでの静かな嵓くら木ぎ基地からはすっかり様変わりして、そこはもう凄せい絶ぜつな戦闘の──しかもとっくに終わった後の場所となっている。

　転がる無数の甲こう虫ちゆうを見下ろし、虫が二匹立っている。

　一匹は毒々しい暗あん紫しの蜘く蛛も、もう一匹は鋭えい利りな深ふか緑みどりの蟷かま螂きりだ。

『あ』

　蜘蛛がこちらに気付いて、ちかっと個眼を瞬またたかせる。つい先せん刻こくまで戦闘を繰り広げていたに違いない蜘蛛は右前ぜん肢しを上げ、人懐なつっこい様よう子すで「手」を振ってみせた。

『おーい！　大丈夫だったーっ？』

　けろっとしたものである。叶かな葉はと鴇とき子こは敵の残骸を──ある個体は鋭い刃物で切断され、ある個体は何か巨大な力で機体を捩ねじ切られ、中には何な故ぜか傷のない死し骸がいもある──恐る恐る踏み越えていく。死体のどれにも共通するのは、頭部を切り離されているということだった。

　よく見れば、蜘く蛛もが敵の首級をどっさりと抱かかえている。流石さすがに怖こわい。

「あ、あああの、これは……」

『あー、これ？　だいじょぶだよぉ、ぜーんぶ片付けたからさ。怖くない怖くない』

　のそのそ蜘蛛が寄ってきて、その胸部が開く。中から汚れひとつない巴ともえの小さな体が出てきて、顔いっぱいに笑みを浮かべた。

　これが本物の鬼き虫ちゆうなのだ。改めて見ても、でたらめだと叶葉は思った。

「でも無事で良かった。……ん、九く曜ようくんと菊きく丸まるちゃんは？」

「下で戦ってる。……もうすぐ上がってくると思う」

　答えたのは鴇とき子こだった。巴はそちらに視線を転じ、どこか試すような目つきで鴇子を見つめた。ちらと視線を返し、鴇子は何かしら訳知り顔のようでいる巴にいじけた調子で、

「……おまえ、まさか知ってたのか？」

「…………。なんとなくそうじゃないかな、とはね。菊丸ちゃんの頭の奥んとこに映像記録があってさ。カレの視覚情報を保存してた奴やつみたいだったけど、そこに映ってたの、皇女が」

「……！」

「今のキミより、どう見たってふたつみっつは年上だったから。説明つかないじゃないそれって。だから、もしかしたら別人なのかな……って」

　別人。

　そう、別人なのだ。本物の皇女と今ここにいる鴇とき子こは違う。ぎゅ、と繋つなぎっぱなしの手が強く握り直されるのに叶かな葉はは気付いた。

「菊丸の奴やつ、なんだか知らないけど大事なこと黙ってたんだ。……あいつには言いたいこと山ほどあるし、上がってきたらとりあえず一発ひっぱたいてやる」

「そっか。まあでも、あんま怒んないであげなよ」

　何やらやたら菊丸の肩を持つ巴ともえであった。彼女もまた「機械」の側に半身を突っ込んでいる身、共感するところもあるのかもしれない。消え残る炎ほのおをバックに屈くつ託たくない笑みを浮かべる美少女は、この惨さん状じようを作り出した二匹のうち一匹とも思い難がたい。不ふ思し議ぎな光景だ。

「機械ってね、そゆとこあんのよ。あのクラスの電脳だとかなり人間に近いとこまで計算できるんだけどさ、それでもどうしても、『自分の使命』っていうのはやらずにはいられないの。今まで黙ってたことで一発くれてやった後は、今まで守ってくれたことに感謝したげて」

　鴇子は俯うつむきがちに巴の言葉を受け止めて、ん、と頷うなずいた。

　彼女の中にも折り合いのつけがたい感情はあるのかもしれない。だがそれを差し引いても、今までずっと鴇子の傍そばにいたのはあの菊丸をおいて他にない。そんなことは、彼女自身が一番よくわかっているのだ。

　ふと叶かな葉はが視線を泳がせると、いつの間にか蟷かま螂きりがすぐそばに居た。

「ぎゃーッ!?」

　本当の悲鳴だった。

　お、と蟷螂が面めん食くらう気配。彼としてはそれでも最小限に遅く移動するよう努力した結果であるらしい。ともあれ、

『──巴ともえ。のんびりしてらんねぇぞ』

「うん。……んじゃアタシら逃げるから」

　えっ、と目を丸くする。

「こんだけ地上で派手にドンパチやったんだから、離れてたって中央が気付くわ。今度こそ有事ってんでヘータイ引き連れて急行してるみたいだから、まああと三十分ってとこかな」

「えっ、そ、そうなんですか？」

「うん。キミらはどうする？　地下の二人を待って、一いつ緒しよに逃げる？」

　巴と剣けん菱びしとしては、中央と接触するのは避けたいらしい。まだ水面下で調査することがあるから、身軽な方がいいとの判断なのだろう。では自分たちはどうするべきか。

　逡しゆん巡じゆんした叶葉に先んじて、鴇とき子こが言った。

「わたしは、逃げない。逃げたくない」

「あら。そう？」

「菊きく丸まるが中央に行くのを止めたのは、多分わたしの正体がバレるからだったと思うんだ。でももうバレたっていい。知りたいことが山ほどある。今度こそ菊丸が嫌いやがっても絶対行く」

　少し呆あつ気けに取られる叶葉を鴇子はちらと横目で見て、ためらうように聞いた。

「……だめかな」

「えっ。あっ、いや。そんなことないです、あたしも鴇子さまに付き合います」

「あらま。んじゃ叶葉ちゃんと九く曜ようくんも中央？」

「はい。それに、逃げながら生活ってことになると、お仕事行けませんから……」

　実に所帯じみた理由であるが、仕事があるのだから仕方がない。巴は少し残念そうに、それでも予想していたように鼻息を吹いた。

「──あーあ。一いつ緒しよに逃避行とか楽しそうだったのになあ。一緒に寝たり一緒にお風呂入ったり触ったり触らせたりしたかったのになー」

「…………ぜーったい一緒に行ってやらん」

　そうと決まればのんびりしてはいられない。

　巴は蜘く蛛もに戻り、どっさり大量の虫の頭部を抱え込んで、最後に二人に向き直った。

『んじゃね。次いつ会えるかわかんないけど。足がついたらアレだから小蜘蛛ちゃん回収するわね。今日ここであったことは話してもいいけど、アタシらのことは伏ふせててくれるかな』

　本体に戻った小蜘蛛を見送り、叶葉はこくこく頷うなずく。

　東の彼方かなたを見ていた蟷かま螂きりが、ふと思い出したように振り返った。

『あ、そうだお嬢ちゃん。九く曜ようのヤツが上がってきたら言っといてくれ』

「はい？　なんですか？」

『虫なしでよくやったもんだが時間かけすぎ。四十五点』

　厳しかった。




　そして、戦いの後の基地に二人、ぽつねんと取り残される。

　二匹の鬼き虫ちゆうは瞬まばたきの間で視界から忽こつ然ぜんと消え、叶かな葉はと鴇とき子こは為なす術すべもなく立ち尽つくす。

　ふと地面の惨さん状じようを見下ろし、鴇子が呟つぶやいた。

「……これって、どう説明すればいいんだ？」

「あっ」







　　　終／甲　─　変化／あるいは、宿命







　ある一体の機械兵の、最後の話をする。

　自みずからの本当の主あるじがいないことなど、もうわかっていたのだ。

　それでも、主の姿を模もした人造の人間を守り続けたのは、最後の別れの前にそう言こと付づかったからだ。命じられたことを遵じゆん守しゆするのが機械の存在意義なのだから。

　そうして、偽いつわりの皇女を欺あざむくように守り続けた。

　結局のところ、菊きく丸まるがどこまで知った上でその《複製人間》を保護していたのか、彼以外にはわからない。鴇子の記憶に何が埋められているのかも知らなかったかもしれない。もし全てを知っていたところで、彼を動かしているのは打算の類たぐいではなかっただろう。

　菊丸は、案じていたのだ。主と同じ顔をした少女を。

　皇女の影かげ武む者しやとしてだけ生み出された彼女は、皇女の記憶に基づいて、彼女の意思をそっくりそのままトレースするように行動した。彼女は皇女の影でしかなかった。その先など、最初から望むべくもなかった。

　だからこそというべきか、菊きく丸まるは、彼女の今後を案じずにはいられなかった。

　思い出していたのだ。

　一人で遊ぶ姿。自分にまとわりつく姿。太い脚部に身長を図る線を引いたり、意地を張ったり偉ぶったり、ころころと笑ったり怒ったり泣いたり、それでも一人だった彼女のことを。

　このまま守り続けてどうなるものか、菊丸とてわかっていたわけではない。ただ「彼女」を孤独のまま終わらせるのには抵抗があった。

　そこである二人組に出会った。

　あの少女は、主あるじを友達だと言った。

　彼女を、その先へ連れて行ってくれる二人だった。

　ある機械兵の最後の話は、主を二人組に託たくしたところで、その幕を閉じる──




「──電磁制御エレキテルッ！」




　ばちん、と電流が叩たたき込まれた。

　再び菊丸のアイセンサーが光を取り戻した時、その視界に入ったのは夜明けの空だった。

　真っ暗な夜が終わり、東の果てから日が昇りつつある。絵の具を流したような暁あかつきの赤が夜に混ざって、その中にぽつぽつと星が残っていた。

　そして、そこに九く曜ようの顔があった。

『……目を覚ましたか』

　動かなくなった菊丸を、九曜が外まで運び出したのだ。その表情には濃く疲労の色があり、肩を大きく上下させている。重ねた掌てのひらが菊丸の頭部に触れていた。

　電脳への通電。それを繰り返し、人で言う心臓マッサージのように菊丸の意識を戻したのだ。

『先に楽になられては困る。──貴官もまた、帰らねばならぬのだ』

「菊丸!!」

　菊丸が上体を起こすのと同時に、小さな影が──鴇とき子こが飛び付いてきた。それを受け止める余力もなく、体重をかけられてぐらぐら揺ゆれる。菊丸の機体はボロボロで、装そう甲こうも全て解除してしまっていた。鴇子はそれにも構わず、涙声でまくし立てた。

「バカっ……バカかおまえは！　何勝手に死にそうになってるんだ!!　おまえには文句が山ほどあるんだ！　殴なぐってやらんことには腹の虫が収まらんぞ、このバカ!!」

　ぼかっ。

　一発、顔面に鴇子のグーが突き刺さる。更に二発、三発。菊丸はそれを抵抗なく受け止めている。鴇子は菊丸の硬かたい顔面を何度も殴りつけ、赤くなった両手を息も整えず見下ろした。

「……わたしが痛いぞ!!」

「当たり前である」

　鴇とき子こはとにかく両手を下ろし、強い瞳ひとみで菊きく丸まるを睨にらむ。確かに言いたいことは山ほどあるに違いない。そこにはあらゆる感情が渦うず巻いており、そして同時にある種の決意の光があった。

「──わたしは、進むって決めたんだ」

　ごちん、と菊丸の胸に額ひたいを押し付け、鴇子は絞しぼり出すように言った。

「おまえが横にいなくて、どうするんだよ……！」

　それが、鴇子の決意だった。

　少女は先へ進もうとしている。そうあれたのならば、そして彼女を導いてくれる者がいたなら、もうそれだけで良い筈はずだった。菊丸の役目は、もう終わっている筈だった。

　それでもこの少女は、横にいろと言う。

『もうじき中央の部隊が来るそうだ。それまで持ちこたえよ。これは応急処置に過ぎぬ』

　九く曜ようが電波で告つげる。

　──何な故ぜ。

　そういった「疑問」を宿した目で九曜を見上げる。九曜はいつもの仏ぶつ頂ちよう面づらのままそっぽを向いて、ぶっきらぼうに返した。

『二人で帰れ、というのが我が司令の要望だ。それに個人的にも、貴官にはまだ借りがある』

　何を言っているのかわからない、と言いたげな気配を受け取って、九曜は続けた。

『将しよう棋ぎだ。小しよう生せいはまだ一度も勝っていない』

　ちなみにこの将棋、今に至るまで既すでに百局を超えている。

　将棋という知的競技は決してすぐに終わるものでなく、一局終わらせるのに一時間以上かかることも珍しくはない。そんな将棋でここまで数を重ねているのは、単純に九曜があっという間に詰まされているからである。

『……付け加えて言うが、今までのものは練習に過ぎぬのだ。貴官の腕前はわかった。次回から小生も本気を出すことを考慮しよう。さて──』

　そこで、九曜は北を見た。東とう京きようのある方角だ。

　向こうから叶かな葉はが手を振りながら走ってくる。どうやら、来たらしい。輸送ヘリのローターが朝の空気を裂さく音を、九曜も菊丸も確かに感知していた。

　口を開き、九曜は言った。

「夜明けだ」
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　実際に鍋なべをつつけるようになるのは、その日から実に三日後のことだった。




「…………信じられんな」

　本日八度目の「信じられん」が、可か児にの口から零こぼれる。

「事実である」

「わかっている。ああもはっきり実物を見たのではな……」

　中央管理局の一室で、小さい机を隔てて九く曜ようと可児が向かい合っている。

　嵓くら木ぎ基地で展開された壮そう絶ぜつな戦闘に、中央は後ご手てに回らざるを得ない形で対応した。向こうからしてみれば全く予期せぬ地点での戦闘だったらしく、動かせる戦力を結集して到着した時には全て終わっていた。

「今こうして《鬼き虫ちゆう》と会話していること自体、正直実感できない。尽じん天てんでの一件以来、あれ以上に驚くことも二度とあるまいと思っていたが……」

　必要に迫られ、尽天の本当の顛てん末まつと今に至るまでを話さざるをえなかった。

　海に沈んだと思った蜂はちの本体。尽天からの生存者。それだけでも度ど肝ぎもを抜く事実だというのに、量産型の鬼虫がどこかで製造されているという。極め付けには皇女の複製人間だ。

　それから、九曜以下四名は中央の施設に丸三日ほど拘こう束そくされることとなる。

　九曜と菊きく丸まるは正規の基本メンテナンス、叶かな葉はは物もの凄すごい質問攻ぜめにあっては書類の山を押し付けられ、鴇とき子こは頭からつま先まで検査と診断を受けまくった。血まで抜かれた。巴ともえと剣けん菱びしのことはどうにか伏ふせたが、それ以外のことではここまでの行動から何から身長体重足のサイズに至るまで徹底的に調べ尽つくされてしまうこととなる。

「とにかく話はわかった。こちらからも手を広げてみよう、どうあれ放ってはおけん。第三皇女殿下の一件もな……しかし、むう……」

　鴇子を見た時の中央の狼ろう狽ばいたるや物凄いものだった。その肉声を聞き、短刀を目の当たりにしただけで卒倒した者もいた。当の可児も、鴇子の正体を知った上でも彼女を一般市民のように考えることはできないようだ。

「……帝みかどはどうなっているのだ？」

「遠方に亡命あそばされていると聞くが……私は末端だ、詳しよう細さいは知らされていない。ただ、上も黙ってはいないだろう。秘密主義のきらいがある連中だが、叩たたけば何か出るに違いない」

　この会話は全て録音されている。九曜は後方で動く録音機器の気配を感じながら頷うなずいた。

「それに、君自身も立場に自覚を持て。九番式の本体など、軍部の特秘が服を着て歩いているようなものだぞ。廃はい屋おくに不法入居させておくわけにはいかんよ」

　むう、と九曜は唸うなる。正論ではある。

　この一件から、一同は居を変えることが決定していた。

　場所は下した街まちでも中央に近いブロック。どこもそうであるようにボロいが、最低限の設備は整っているらしい。

　その上で、九曜と菊丸は日に二度の定期報告と週に一度の中央管理局への出頭が義務付けられる。特に九曜は自己診断プログラムによる走そう査さ結果の提出を徹底させられている。おまけに朝夕と機械兵が新聞配達のような調子で家を「偵てい察さつ」しに来るようだ。何をどう緩ゆるくしても、これ以上妥だ協きようすることはどうしてもできないとは可か児にの弁だった。

　それでも、ある程度の自由は許可されているのが何よりの救いだった。一歩間違えれば、管理局の独房のような一角に幽ゆう閉へいされるところだったのだから。

「──質問がしたいのだが」

「答えられる範囲であれば」

　珈琲コーヒーをすする可児に、九く曜ようは聞いた。

「尽じん天てんは、今どうなっている？」

　どうやら可児は尽天と東京を繋つなげた隊の主任であるらしく、今もそのラインは繋がっている筈はずだ。質問を受け、可児は少し意外そうに九曜を見返し、

「問題はないさ。物資を補給して、今は機き甲こう部隊に周辺の暴走兵器を掃そう討とうさせている。少しずつだが、冷凍睡眠に入った住民も目覚めつつあるな」

　あのシェルターを思い出し、九曜はどこか懐なつかしい気持ちになる。離れてたった半月程度だが、あそこは自分と叶かな葉はの故郷だ。

「安あん東どう氏もかくしゃくとしたものでね、色々助けられているよ。最近は、……誰だったかな、表歩きのリーダーだった男性がいるだろう。彼の細君も目覚めたと聞いた。順調だよ」

「そうか……」

　良かった、と思う。本心からだ。だがその先の言葉を、九曜は継つげなかった。

　可児は九曜の内心を察したように言う。

「《蜂はち》と《蜻蛉とんぼ》だろう？」

「…………ああ」

　首しゆ肯こうする九曜を前に、可児は少し言葉を選んだ。だが結局回りくどい言い方はせず、ありのままを正直に述べた。

「まだ全て見つかっていない」

　九曜は驚かなかった。ある程度、予想していた答えだからだ。

　あの海に沈んだ、二匹の虫を思う。

「特に君の、……つまり《蜂》の機体からは、波に流されてしまった部位も少なくないんだ。手は尽つくすが、全てのパーツを発見するのは難しいと言わざるを得ない」

「そうか。……了解した」

　恐らくその見つかっていないものの中には、九曜自身も含まれていたのだろう。その本体が今ここにいるのだから、相手からしてみればそれこそ信じられない思いでいる筈はずだ。物言いたげな目でこちらを見る可児。

「名を呼ぶのも不ふ思し議ぎな気分だが……九曜。もし今後、蜂が回収されたら……」

「待て」

　そこから先を、九く曜ようは制した。

　死した半身を思わぬ日は無い。時が巡めぐれば、もしかしたら再びあの虫を目の当たりにすることがあるかも知れない──そう想像したこともある。

　だが、それは想像でしかない。

　だから九曜は、今は一ひと言ことだけ答えた。

「そのことは……少し、考える時間が欲しい」
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　そして、ガレージで過ごす最後の夜。

「──でだな。わたしは考えたんだ」

「ふむ」

「どこの誰が何を企んでるのか知らんが、わたしなりに色々立ち向かってやる」

「ほう」

「とりあえず中央の奴やつらはなんか事務的っぽくて気に入らんが、使えそうだしな。色々調べるってカニだかワニだかが言ってたし、もう遠慮せず首を突っ込んでやるさ」

「そうか。──ところで鴇とき子こ」

「なんだ九曜」

「その肉から手を引くがよい」

　鍋なべである。

　ようやく下した街まちの家に帰れた。とはいえこれは荷物をまとめ、引っ越す直前のことだ。短い間世話になったこの家での、最後の晩ばん餐さんだった。

　ここに至るまで数日経ったのだから、鍋を前にしての達成感たるや只ただ事ごとではない。そりゃ肉の取り合いにもなる。行ぎよう儀ぎ悪く互いの箸はしで肉を引っ張りながら、二人はぎろりと睨にらみ合った。

「ふん、何を取ろうがわたしの勝手だ。取りたい時に取りたいものを取る、それが鍋だろう」

「取る前に、君はまずその椀わんに盛った肉から摂せつ食しよくするべきであろう」

　見れば鴇子の左手に乗っている椀には確かに山盛りの肉。横暴極まる乱らん獲かくであり、それに異を唱となえても鴇子はふてぶてしく鼻を鳴らした。

「一気に食うからいいんだこういうのは。それにな、異国の言葉で《れでいふあすと》とも言うぞ。か弱き女の食欲を優先せんかっ」

　その時、火花を散らす二人の脇わきから、叶かな葉はがつかつか寄ってきた。

　手の大皿に盛られているのは、山盛りの野菜だ。叶葉はその中身を、

「──どーん!!」

　上から一気に全てぶち込んだ。

「……な、なあああっ!?　おま、おまえーっ!!」

「野菜も食べなきゃだめです。あたしと菊きく丸まるさんでがんばって切りましたのではいどーぞどーぞ召し上がれ」

　見れば、包丁を持ったままの菊丸がこちらを振り返っている。エプロン着用である。叶葉が作ったそれは少女からすれば布ふ団とんの代わりにも使えそうなくらいのでかさで、胸の部分には叶葉の趣味で可愛かわいらしいワッペンがくっついている。クマさんである。

　世にも情けない顔で野菜の山脈をつつき、鴇とき子こは諦あきらめて自身の椀わんに取り掛かった。九く曜ようもしばし呆ぼう然ぜんとしていたが、自身もまた肉を取り逃がしたことを思い出し抗議の声を上げる。

「君、これはやりすぎではないのか」

「九曜だってお肉ばっか取ってたくせに。あたし見てたんですからね」
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「…………」

　返す言葉もない。

　用意するばかりでちっとも鍋なべにありつけない叶かな葉はの態度には、少なからず私し怨えんが入っているような気がしないでもない。




　──九曜は、どうしますか？

　今より少し前、叶葉はそう聞いた。

　大きな瞳ひとみには明らかな不安が見て取れた。

　状況が激動していることは間違いない。巴ともえと剣けん菱びしは暗あん躍やくし、中央も動き、水面下で蠢うごめく何者かは恐らく今も活動を続けているに違いない。

　その只ただ中なかにあって、九く曜ようが我関せずでいられるわけもなかった。

　──君の判断に従う。だが……、

　だが、と続け、九曜は叶かな葉はに向き直った。

　──個人的な見解を述べるならば、小しよう生せいは、この事実を見逃のがすことはできぬ。……小生は鬼き虫ちゆう。鬼虫九番式《蜂はち》・金きん翅しの九曜。奴やつらは我々にも目をつけている。対応するのは、恐らく小生の責任なのだと思う。

　それに気がかりなのは鴇とき子こだ。

　地下の闇やみで対たい峙じした天牛かみきりの言葉が引っかかる。何な故ぜ鴇子を狙ねらうのかと問えば、奴は言った。

　鴇子の記憶に用がある、と。

　それは皇女が持っていた記憶だろう。鴇子に移されたそれは何か。鴇子は何も言っていないが、彼女自身もまだ思い出さぬ記憶の深部にその正体があるのか──ともかく、彼女は自分達と共にいる。無視するわけにはいかない。

　九曜の答えを、もちろん叶葉は予想していたのだろう。

　過去の因いん縁ねんは断てぬものとして今なお残り続ける。使命感ではなく、これは恐らく、鬼虫として存在した自分自身にけじめをつける行為でもあるのだ。

　──戦うんですね？

　──もし君が許すのなら。

　嫌いやだ、安全な場所に居続けて欲しいと。

　叶葉が一ひと言ことでもそう言えば、九曜は従うつもりでいた。彼女と共にいるのが今の九曜だ。しかし叶葉は、覚かく悟ごをもった瞳ひとみでこう返した。

　──あたしはね、八や洲しまが今どうなってるか、知りたいんです。

　心配で仕方ないと顔一面に書いてあるのに、そう言って叶葉は笑う。

　──だから。危なくっても、今、このことに向き合うのが、それに繋つながると思ってます。付き合いますよ。九曜にはこの東とう京きようまで付き合ってもらったから……今度はあたしの番ですね。

　彼女は覚悟している。それを察し、九曜はただ一言、こう返した。

　──ありがとう。




　それから九曜は、家に帰る前に一度だけあの廃はい病院を訪れた。

　そこにはもう誰もいはしなかった。

　あんなにもごちゃごちゃしていた巴ともえの巣はメモ紙の一片に至るまで撤てつ去きよされ、機材も何も最初から存在しなかったかのようにただの廃はい墟きよに戻っている。




　思し索さくを巡めぐらせてみれば、気になることは山ほどあった。きりがないほどに不可解な点が存在し、それらがどこに収束するのかもわからない。巴ともえと剣けん菱びしはもういない、自分の立ち回り方を考えなくてはならない──

「はい、九く曜よう」

　──む。

　見れば、叶かな葉はが椀わんにたっぷりの野菜を盛ってこちらに差し出していた。ちゃんと肉が乗っている辺あたりに気き遣づかいを感じる。

「……どうしたんですか？」

「いや。頂いただく」

　考えることは尽つきせぬが、今はとにかく鍋なべがうまい。それでいいような気もする。

　束つかの間まの休息に、少年は身をゆだねた。







　　　終／乙　─　あるいは──







　無数の脳を洗い、断片から一つのことがわかった。

　識別信号だ。

《伊い》《呂ろ》《波は》──などの言葉の次に特殊な文字列での数式を仕込んでいる。このような識別信号を用いる団体など一つしかなく、巴ともえは自らの推測が正しかったことを知る。

『何がわかった？』

　剣けん菱びしの質問に、巴は短く答えた。

『──《黒くろ塚づか部隊》の奴やつらよ』

　正式には、彼らは《特トク四ヨン〇マル四ヨン旅団》と呼ばれていた。

　黒塚部隊というのは、その総指揮を執る人間の姓せいから取ったものだ。

　部隊規模、構成員、指揮官などあらゆる点が不ふ詳しよう。設立当初は片手で足りる構成人数だったと言われるが、どの時点でどれほど拡大あるいは縮小してきたかも不明。その実態は、今は無い旧軍の上層部しか知らないと言われている。いや、そればかりか、上層部にあっても四〇四を端はしから端まで正確に掌しよう握あくできた者がいたかも怪あやしい。

　裏から裏へ──死角を動き、表おもて沙ざ汰たにはできない汚れ仕事を請うけ負ってきたという噂うわさだ。

　その活動は決して少人数で回せるものでない以上、最終的な部隊規模はかなりのものだったとも推測できる。鬼き虫ちゆうの開発計画が始まったのは昭和七十年代初頭のことだが、その時点で既すでに旅団は存在した。

『そうかい』

『驚かないのね』

『こんなことをやるのは……ってな。なんとなくお前と同じようなこと考えてたぜ。で、向こうさんにはどう伝えるんだ？』

　巴ともえはふんと笑う。「あの連中」を調子付かせるのは気に入らないが、伝えるべきことを伝えておかないことにはあとでうるさい。

『適当に言っとくわよ。あっちも手をこまねいてるんだろうけど、アタシはアタシでやりたいことがあるんだから。邪じや魔まされちゃたまんない』

　巴はデータをまとめながら、今なお東京に留とどまる少年のことを思う。

　──ごめんね九く曜ようくん。アタシ、キミを利用しなきゃいけない。

　表立って「鬼き虫ちゆうの生き残り」がいると知られれば、デメリットはあるがメリットも大きい。

　ともかく彼に目が集まるのは必ひつ定じようだ。自然、こちらが動きやすくなる。

『そっちはまだ待機ってことでよろしく。……あ、そうだそうだ』

『あん？』

『愛してるよ、剣けん菱びしくん』

『……ありがとよ。聞き飽きたんでなきゃ、なかなか刺激的なお言葉だぜ』

　通信が終わる。

　なんとも心外な態度である。巴はむうっといじけてみせたが、すぐに頭を切り替えた。

　巴は自みずからの仲間を愛している。その研究成果を愛している。他のことでなら百でも千でも偽いつわりを並べ立ててみせるが、これだけは心の底からの真実だ。羅ら刹せつの巴は夜や叉しやの剣菱を愛しており、金きん翅しの九曜を愛しており、弩ど将しようの井い筒づつを、奔ほん王おうの万まん字じを、鉤こう行ぎようの庵いおりを、霖りん鬼きの楓かえでを、無む明みようの柊ひいらぎを──そして、四し天てんの竜りん胆どうを愛している。

　巴はふと、記憶領域に格納されたある画像データを呼び出した。

　写真だ。

　九人の男女が並び立って写っている。笑っている者もいれば真ま面じ目めな顔の者もいて、巴は何かある度たびに何度もこの写真を閲えつ覧らんしている。大切なものだ。

「これで目め途どがついた。さて、何から手をつけようかな……」

　形のいい唇くちびるがきゅっと動き、満面の笑みとなる。

　綺き麗れいな曲線の口が細く裂さけ、口元に鋭い八重歯が覗のぞいた。




「──待っててね、みんな」




　戦争は終わった。八や洲しまは荒こう廃はいした。

　だが世界そのものが丸ごと終わったわけでは当然なく、時間の流れが止まることもない。

　それが証拠に人は生きており、闇やみに潜ひそむ何者かの息も絶えることなく、新たな胎たい動どうがそこには確かに生まれていた。




　羅ら刹せつの巴ともえに関して言うなら、それは純粋な、あるいは狂的な熱情だ。






















　─　そしてあるいは、愛と呼ばれるもの







　あとがき




　どうも九く岡おか望のぞむです。初めまして、あるいは一巻を読んで頂いただいた方はお久しぶりです。

　さて、本作はこれで二作目。一作目の舞台《尽じん天てん》のコンセプトは「人が少ない廃はい墟きよの街」でしたが、本書の舞台《東とう京きよう》は逆、「人が多い廃墟の街」です。要するにどっちも廃墟。

　大体廃墟っていうものには付き物なのが、あらゆるものの「痕こん跡せき」なんですよ。

　つまり、放置された機材とか瓶びんの並んだ薬品棚だなとかボロのベッドとかテーブルの上のマグカップとか、つまりそんな「ここに人がいて何かをしていた」とわかるような痕跡ですね、これが廃墟の醍だい醐ご味みの一つであると思います。独特の寂せき寥りよう感を漂ただよわせています。わくわくします。

　では、そこに多くの人々が入ればどうなるか。

　始まるのは復興です。瓦が礫れきを撤てつ去きよしたり整地したり住居を作ったり、色々なことをやって人は生活圏を広げていきます。痕跡は更新され、新しい何かに取って代わり、また続いていくのです。これは痕跡とは正反対の、いわば生命力を放っていると言えましょう。

　寂寥感と生命力という、相反する要素。この二面性を最も端的に表せるのが、廃墟という題材の大きな魅力ではありますまいか──と私は声を大にして主張したい。だから何だ。




　そして、そんな二つの要素が交差する帝てい都とに現れたのが、主人公たる九く曜ようと叶かな葉はなのです。

　本書は舞台が東京に移り、言わば「第二部」になります。一巻で可能な限り圧縮していた風ふ呂ろ敷しきを解凍して、色々な要素をああだこうだと整理しながら執筆いたしました。自分の中で世界が広がっていく感覚を実感していますが、お読み頂いただいている方々にも少しでもそれが伝わればいいなぁと思っております。

　それにつけても書けば書くだけ実感してしまう勉強不足。半なかばインプットとアウトプットの自転車操業となっている現状ですが、それもそれでどこまでやっても足りない気がしてしまっています。勉強楽しいなんて思えるのは久しぶ……いや初めてな気がする……。




　最後となりますが、担当の荒あら木きさん、原稿が遅れても付き合って頂いてありがとうございます。それからイラストの吟ぎんさん。カッコ良かったり可愛かわいかったりする新キャラに加え、鬼き虫ちゆうのデザインまでして頂いて感無量の思いです。お二方とも、今回も本当にお世話になりました。

　そして何よりも、本書を手に取って頂いた読者の皆様、ありがとうございます。

　一巻で「その先」がどうこうなんてカッコ付けたことを抜かしてしまいましたが、ここがその途上であります。もしよろしければ、またちらっとお付き合い頂ければ幸いです。





二〇一二年（平成二十四年／昭和八十七年）某ぼう日じつ　九岡望
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九く岡おか 望のぞむ

起動年月日・昭和六十三年九月七日。

好きな構造物はダム、また大きくカーブした高架道路やその橋桁。好きな地下施設は首都圏外郭放水路。

写真集では満足できず、近頃は行ける所には己の足で行こうと画策しつつある。取材！　取材ですから！
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吟ぎん

ＨＰ◆http://otowa.ciao.jp/

レッドブルの粉ソーダのような味がおいしくてやめられません。ボアジュースなんではなかろうか。ＣＭも似ている気がする……。
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